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この 報告書 は,日 本 自転車振興会か ら競輪

収益の 一部 である機械工業 振興資金 の補助 を

受け て昭和60年 度 に実施 した 「自然言語 の

コン ピュータ解析 用辞書 に関する調査研究 」

の成果 をとりま とめた ものであ ります。
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は じ め に

我 が 国の 産 業 を取 り巻 く国際経 済 環境 は 複雑 化 して きて お り,政 府,産 業 界で

は海 外 の 産 業 経 済 動 向,技 術 動 向等 につ い て迅 速 か つ 正 確 に把 握 す る必要性 が従

来 に も 増 して 高 ま っ てい る。

一 方 ,海 外の 新 聞情 報,文 献情 報等 は 国 際 ネ ッ トワー ク を通 じて即 時 に 入手 可

能 な状 況 に な りつつ あ る。

この よ うな海外 の 自然 言 語 に よる文章 情 報の 蓄積,検 索 利用等 の 需要 が増 大 す

る 中 で,自 然 言語 を対 象 と した コン ピュー タに よる解 析 を正 確 に行 う ニーズ が高

ま っ てい る。

そ の 際 に 必要 に な るの が辞 書 で あ り,解 析 に用 い る辞 書 の 良否 が 解 析 の精 度 を

決定 す る とさえ 言 わ れ てい る。

現 在,自 然 言 語 解 析 の応 用技 術 と して,情 報 の 蓄積 面で は 自動 イ ンデ クシ ング ・

自動 抄録 等 に関 して,ま た,情 報 の利 用 面 では機 械 翻 訳,内 容 検 索,自 然言 語 に

よる質 問応 答等 に関 す る シス テム の研 究 開 発 が諸 機 関 に お いて進 め られ てい る も

の の,解 析 に用 い る辞 書 は諸 機 関 にお け る解 析 手 法,解 析 レベ ル等 の違 い に よ り

各 々異 な っ てお り,シ ス テ ム間 の 相互 利 用 は 不 可能 な状 況 に あ る。

この よ うな背 景 か ら,当 財 団で は,辞 書 の シス テ ム間 相互 利 用 を可 能 とす る こ

とを 目的 に 辞 書 体 系 を整備 し,効 率 的 な辞 書 作成,維 持 体 制等 の 確 立 を図 るべ く,

昭和60年 度 よ り3年 計 画 で,自 然言 語 の コ ン ピュ ー タ解 析用 辞 書 に 関 す る調査

研 究 を実 施 す る こ と と した 。

初 年 度 に 当 る今 年 度 は,海 外 も含 め た辞 書 事 例調 査,そ れ をふ まえ た 辞書 の共

通 要 素,各 種 体 系 に関 す る問 題 点の 抽 出等 を行 った 。 本報 告書 は,そ の成 果 をま

とめ た もの で あ る。

本 報告 書 が,関 心 の あ る 方 々に 広 く利 用 され,今 後 の 自然言 語 処 理 お よ び辞書

研 究 の 向 上 の 一 助 と して 寄 与 で きれ ば幸 い であ る。

最 後 に,本 調 査研 究 に あた って,ご 指 導 ご協 力 い た だ いた 渕委 員 長,石 川 主 査

をは じめ,各 委 員 並 びに関 係各 位 に感謝 の 意 を表 します 。

昭和61年3月
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1.事 業 概 要

1.1目 的 と 背 景

我 が 国 の産 業 を取 り巻 く国 際経 済 環 境 は複 雑化 して きて お り,政 府,産 業 界 で は海外 の 産業 経 済動

向,技 術 動 向等 につ い て迅速 か つ正 確 に把 握 す る必要 性 が従 来 に も増 して高 ま って い る。

一 方 ,海 外 の新 聞 情報,文 献 情 報等 は国 際 ネ ッ トワーク を通 じて即時 に入 手 可 能 な状況 にな りつ つ

あ る。

この よ うな 海外 の 自然言 語 に よる文 章 情 報 の 蓄積,検 索 利用 等 の需 要 が増大 す る中 で,自 然 言語 を

対 象 と した コン ピ ュー タに よる解析 を正確 に行 うニ ーズ が高 まって い る。

そ の 際 に必要 にな る のが辞 書 で あ り,解 析 に用 い る辞書 の良否 が 解析 の精 度 を決 定 す る とさえ言 わ

れ てい る。

現 在,自 然 言語 解析 の応用 技 術 と して,情 報 の蓄積 面 で は 自動 イン デク シ ン グ,自 動抄 録 等 に関 し

て,ま た,情 報 の利 用 面 では機 械 翻 訳,内 容検 索,自 然 言語 に よる質 問応 答等 に関 す る システ ム の研

究 開発 が諸機 関 に おい て進 め られ て い る ものの,解 析 に用 い る辞 書 は諸機 関 に おけ る解 析手 法,解 析

レベ ル等 の違 い に より各 々異 な っ て お り,シ ス テ ム間の相 互利 用 は 不可能 な状 況 に あ る。

従 って,辞 書 の シス テ ム間 相互 利 用 を可能 とす る こ とを 目的 に辞 書 体 系 を整備 し,効 率 的 な辞書 作

成,維 持 体制 等 の確立 を図 る必 要 が ある。

1.2事 業 計画 と実 施経 過

(1)事 業 計画

1.1で 述 べた 目的 と背 景 か ら,本 事 業 では,60年 度 か ら3カ 年計 画 で,各 手法,各 機 関 で相

互 利 用 可能 な コン ピ ュー タ解析 用 辞 書 の作 成,共 同利 用 等 に関 して,以 下の調 査研 究 を行 う。

〔60年 度 〕

・解析 用 辞書 に関す る海外 も含 め た先 進 事例 調査

・辞 書 の相互 利 用 を可能 とす るた め の辞書 の共通 要 素 を明確 化

・解 析用 辞書 の全 体構 成,品 詞分 類,意 味分 類 等各種 体 系 に つい て検討

〔61年 度 〕

・解 析用 辞書 整 備 の た めの基 本 構 想(辞 書 体 系,整 備 方法,共 同利 用 等)を 作 成

・辞 書 作成 サ ポ ー トツール の研 究 ・設 計
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〔62年 度〕

・辞書作成サポートツールの開発

・限定 した分野における解析用辞書の整備および実用化のための評価

本事業の初年度にあたる本60年 度は,当 協会職員および外部有識者からなる「自然言語解析

用辞書調査委員会 」を設置 して,基 本方針および実施計画等を検討するとともに,「 同専門委員

会」において詳細な調査 および検討を行 うこととした。

なお,海 外の先進事例調査にあたっては,調 査員を欧 ・カナダに派遣 して実施することとした。

② 実施経過

本罐 は・辞静 例の調鄭 力点をおき・委員会起 び専門委鹸 齢 ける調査検孔 国内外

の辞書事例調査 を行い,そ れらの調査結果を元にして,辞 書の共通要素の明確化,辞 書作成 ・運

用などの辞書体系検討のための問題点の抽出を試みた。

なお,海 外調査については石川徹也専門委員会主査を調査員として派遣 して実施 し,国 内事例

調査については,ア ンクー ト,ヒ ア リングにより調査を実施 した。

本年度の調査研究実施経過の概要を表1-1に 示す。
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表1-1 調査研究実施経 過

委員会 回 開催日 議 事

本委員会 1 60.7.4 ① 委員紹介
② 事業計画の検討

2 60.12.19 ① 調査研究の実施経過
② 内外事例調査の実施状況報告

③ 昭和60年 度報告書の骨子

3 61.3.10 ① 昭和60年 度調査研究報告書(案)の 検討

専門委員会 1 60.7.22 ① 委員紹介
② 調査研究計画
③ 調査研究方針

2 60.9.4 ① ヒアリング(東 京都立大教授 忍足 欣四郎氏)
【冊子体辞書の歴史と編纂方法 】
定義,歴 史,種 類,語 義 分析 等 に つい て,主 と して 冊

子体辞書の作成経験をまじえて解説。

② 調査事例の選択

3 60.9.26 ① ヒア リング(ICOT研 究所室長 横 井 俊 夫 氏)

【ICOTに おけ る辞 書 研 究 】

ICOTに おける先進的かつ本格的電子化辞書の研究に
つ い て,主 と して推 進体 制面 か ら解説 。

② 調査項 目の検討

60.10.12～60.10.27海 外 調 査 の実 施

60.10.26～61.2.17国 内 事 例 調 査 の 実 施

4 60.11.11 ① ヒアリング(電 力中央研究所 寺野 隆雄氏)
【機械翻訳システムの評価 と使用法 】
電中研で行った機械翻訳システムの評価実験の紹介 と
その結果に基づき使用法を解説 し,専 門語辞書の重要

性 に言 及。

② 海外調査概要報告(石 川徹也 主査)

5 60.12.5 ① 国内事例調査進捗報告
② 昭和60年 度報告書構成(素 案)の 検討

6 61.1.20 事例調査結果(表)に 基づ く検討

7 61.2.3 事例調査結果(ま とめ)に 基づく検討

8 61.2.24 報告書素稿の検討

9 61.3.6 〃

10 61。3.7 〃

11 61.3.10 昭和60年 度調査研究報告書(案)の 検討
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1.3調 査 研 究 成 果 の概 要

1.3.t本 報 告書 の構 成

本 報 告書 は,8つ の章 と資料 編 か ら成 っ てい る。

第1章 は,本 事 業 の概 要 を述 べ た もの で あb,各 車 の要 約 も述 べ られ て い る。

第2章 は,自 然 言 語 解析 用辞 書 とそ の共 用 の必要 性 につ い て述 べ られ て い る。(文 責 横 山 晶一)

第3章 は,自 然言 語 処 理系 に おけ る辞 書 の位 置 づ け,tsよ び 自然言 語 解析 の各 フ ェーズ に おけ る辞

書 の利 用に つ き概 観 してい る。(文 責 中瀬 純夫)

第4章 は,自 然言 語 解析 用 辞書 を広 義 に と らえ て,機 械 可読辞 書(MRD:MachineReadable

Dictionary)の 内外 の 事例 につ い て調:査 した,そ の概 要 と調 査結 果 が述 べ られ てい る。(文 責

4、2,4。3石 川 徹 也)

第5章 は,自 然言 語解 析 用辞 書 を,目 的,利 用 形態,規 模.記 述項 目の種 類,記 述 内容 ・方 法,作

成形 態等 の分 類基 準 に よ り辞書 作成 に つ い て考察 した もの で あ る。(文 責 田中 裕一)

第6章 は,自 然 言 語解 析 用辞 書 の 共 用可 能 性 の観点 か ら,英 語 と日本 語 の辞書 項 目の記述 範 囲 に つ

い て考 察 した もの で ある。(文 責6.1,62荻 野 網 男,6.3村 木 新 次 郎)

第7章 は,自 然 言 語解 析 用 辞書 の 共用 につ い て運用 の立場 か ら考 察 した もの で ある。

(文責 木 南 公 統 司)

第8章 は,以 上の調 査研 究 成果 をふ ま えて,今 後 さ らに検 討 を要 す る主 な課題 を挙 げ,そ れ らの解

決 のた め の方策 につ い て述 べ てい る。

資 料 編 は,専 門委 員 会 に お け る講 演 の 概 要 を ま とめた 資料1～3と,国 内 事例 調査 で用 い た ア ン ケ

ー ト調査 票(資 料4)よ り成 っ てい る
。

な お,本 報 告 書全 体 を通 じて,特 に こ とわ りの な い限 り 「辞書 」 とは コ ン ピ ュー タで読 む こ との 出

来 る形態 の辞 書,い わ ゆ る機械 可読 辞書(MRD:MachineReadableDictionary)を 指す 。

電子 化 辞書 も機械 可 読辞 書 と同義 で あ るが,固 有 名 詞 的 用 法 を除 い て本 報 告書 の 中 で は機械 可 読 辞

書 と呼 ぶ こ と と した。

国 語辞 典 な どの通 常 の本 の形 態 の辞書 は 「冊 子体 辞 書 」 と称 してい る。

また,機 械 可読辞書 の 中 で も,本 調 査 研究 の対象 で あ る 「自然 言 語 を対 象 と した コン ピ ュー タに よ

る解析 に用 い るた め の辞 書 」を略 して 「自然 言 語 コン ピュー タ解析 用辞 書 」 ある いは 「自然 言語 解析

用 辞書 」と称 して い る。

1.3.2調 査研 究成 果 の概 要

ここでは,第2章 か ら第7章 まで の内 容 を要 約 して載 せ,本 調 査 研究 の昭和60年 度 調 査研 究 成果
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の概 要 を把 握 しうる よ うに した 。

(1)自 然 言語 コン ビ ュー一夕ne析 用 辞書 の必要 性(2章)

情報 量 が著 し く増 大 した 現代 では,自 然言 語 を コ ン ピ ュー タで解析 処 理 して人 間の 負担 を軽 減

す る こ とが 求 め られ て い る。 そ のた め に も,こ の よ うな処 理 のベ ース とな るべ き解析 用辞 書 の充

実 が望 まれ る。 しか しな が らこれ には膨 大 な費 用 と人手 がか か るので,共 用化 す る こ とに よって

コス トの軽減 を はか る こ とが 望 ま しい。

2章 で は,共 用 の必要 性 と,そ の際 に生 じる種 々 の問題 点 につ い て検 討 した。 問題 点 に は,コ

ー ド体 系,フ ァイル 形態,作 る立場 と使 う立 場,対 象 言語 や語 彙,文 法 な どさ ま ざまな レベル が

あ り,そ の 内容 もそ れぞ れ大 き く異 な ってい る。 これ ら各 々 の問題 点 のポ イ ン トを指摘 した。

最 後 に,辞 書 を作 るた め の環 境 に つい て触 れ た。共 用 化 をめ ざ した最 近 の動 きにつ い て も述 べ

た 。 また,辞 書 共用 化 を進 め る上 で 不可 欠 で ある ソフ トウ ェア の充実 や,ひ とまず辞書 が完 成 し

た後 の メ ンテ ナ ンス の問 題 に つ いて も述 べ た。

② 自然 言 語 解析vak・ け る辞書(3章)

① 自然言 語処 理 系 の構 成要 素 と して の辞書 に関 して,ア ル ゴ リズ ム,規 則,辞 書 の統 合体 の 中

で,辞 書 は各 様 に規 定 され て い る こ とか ら,辞 書 の共 用 化 は,ア ル ゴ リズ ム(さ らには規 則)

の普 遍 化 の観 点 に もとつ く ことが必須 で ある こ とを述 べた 。

② 自然 言 語 解 析 の各 フ ェーズ に おけ る辞書 に関 して,以 下 の とお り述 べ た。

切 形 態 素解 析

語 の認定 お よび形 態素 レベ ル での各 種個 別 処理 の た め の辞 書 デ ー タにつ い てふ れ てい る。

儲)統 語 論 的 解析

表層 構 造 のcontextfreeruleに よる解析 声 よび そ れ よ り深 い 構造 にお け るselec-

tiverestrictionに よる評 価 に おけ ぬ問題 に,主 に焦 点 を あて て述 べ てい る。

自然言 語 解 析 用辞 書 の た め の努 力の ほ とん どは,こ の レベ ル とよ リァ プ リケ ー シ ・ン依 存

の レベル との 内 容 に費 や され る。

(ウ)意 味論 的 解 析

辞 書 に おけ る意味 記述 の形式化 は,い ま だ実用 段階 を展 望 で きる状 況 には ない が,本 格 的

な試 行 を開始 す べ き重要 な課題 で ある。

国 外 部 辞書

自然 言 語 処理 系 の 開発 運 用 の た めの素材,ツ ール と して の外部 辞 書 デ ー タの重 要性 。

自然 言 語 処理 系 の ヒ ュー マ ン ・イン タ フ ェース に おけ る各 種外 部 辞書 利 用機 能 の重 要性 。

(3)機 械 可読 辞 書 の調 査(4章)

① 調 査 項 目

機 械 可読 辞書 につ い て以 下 に示 す調 査項 目 を設 定 して,海 外,国 内 に おけ る辞書 事例 の調 査
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を実施 した 。

表1-2調 査 対 象 辞 書 に 関 す る調 査 項 目(表4-1と 同 じ)

① 各 プ ロジ ェク トに おけ る機械 可読 辞書 の種類 及 び システ ムの種 類,及 び 各 シス テ ム の

機 能概 要(機 能 図)

② 機械 可読辞 書 のデ ータ項 目,及 び各 デ ー タ項 目の機 能 ・目的(シ ス テ ム との関 連)

③ 各 デ ータ項 目の デ ー タ フ ォー マ ッ ト(各 デ ー タ項 目の 記述形 式)

④ 機械可 読辞 書 の フ ァイル フ ォーマ ッ ト,及 び各 デ ータ項 目間 の論 理 構 造

⑤ 現時 点 での単 語 収録 件 数,及 び収 録 語 の種類,及 びそ れ ぞれ の 目的

⑥ 各 デ ー タ項 目の内容 構成

【例 】 ・見 出 し語 に対 す る収 録 語 の 種類
・品詞 分類

・意 味 マ ー カ,及 びそ の体 系

・格 フ レー ム,及 びそ の体 系

⑦ 機械 可読辞 書 作 成 上 のデータエン トリー ・ルール(辞 書 作 成 マ ニ ュアル,及 び サ ン プル)

⑧ 機械 可 読辞 書 管理 シス テ ム の機 能概 要(機 能 図)

⑨ 機 械 可 読辞 書 の作 成,及 び メ ンテ ナ ンス体 制

・体 制 ・方 法

・人数 ・資質

・経 費

⑩ 他 プ ロジ ェク ト,及 び シス テ ム との共用 使用 に あた り,辞 書 作成,及 び メ ンテ ナ ンス を

行 って い く上 での考 慮 す べ き点

⑪ シス テ ムの利 用 に お け る利 用 者側 の機 械 可読 辞 書 の操作 可能 部分 と操作 方 法

・利用 者 メ ンテ ナ ンス 可能 部 分,シ ス テ ム側 メン テ ナンス 部 分

⑫ 提 供可 能性,及 び提 供 方法

⑬ 関 連資料,参 考 文 献

② 海外 調査 の要約

前述 の 目的 の た め に1980年10月13日 か ら10月27日 にか け て表1-3に 示 す9機

関 を訪 問 し調 査 を行 った 。

以 下 に辞 書 事例 の海外 調査 概 略 を記 す。
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A.西 ドイ ツ情 報 ドキ ュメ ンテ ー シ ョン研究 所(GID)

・西 ドイ ツに おい ては,国 レベ ル の,ま た 自然言 語処 理 用 の統 一 的 な機 械可 読辞 書(以 下,

MRD:MachineReadableDictionaryと す る)の 開発 プロジ ェク トは現 在 の と こ

ろない との こ と。 西 ドイ ツに おい ては,主 に,自 動 翻 訳 システ ムの研 究 ・開 発 プ ロ ジ ェク

トに必要 とす るMRDが プ ロジ ェク ト単 位 で作 成 され てい る。

・GIDの 概 観

GID(英 語 名:SocietyforInformationandDocumentation)自 身 は西

ドイ ツ政 府 の情 報 政策 を具 体 的 にプ ラン ニ ングす る機 関 で あ り,1977年 に設 立 され た

政 府 機 関。

主 な活動 内容 は 以 下 の とお り。

1)情 報 シス テ ムに 関す る研 究 ・開発

2)技 術 サ ー ビス

3)専 門知 識 の 提供 お よび専 門 家 の派遣

4)情 報 科 学 お よび情 報 活動 に関す る情報 サ ー ビス

5)情 報 お よび ドキ ュメ ンテ ー シ ・ン活動 機関 お よびGIDの メンバ ー機 関 へ の コ ンサ7V

テ ィン グ ・サ ー ビス

6)州 お よび 連邦 政 府 の研究 プ ロジ ェク トの管 理

7)国 内tsよ び 国外 機 関 との調整 窓 口

B.GID以 外 の 機 関 に お け るMRD構 築 プ ロジ ェク ト

今 回訪 問調 査 を行 っ た9機 関 につい て,GIDを 除 き,MRD構 築 プ ロ ジ ェク トの 目的 を,

以 下 の2つ に類別 で きる ので は ない か と認 識 した。

1)自 動 翻 訳 用MRD

ザ ー ル ラ ン ド大学,ジ ュ トゥ ッ トガル ト大学,EC翻 訳 セ ン ター

2)広 い意 味 での 自然 言 語研 究 支 援 ツ ール

ボン大 学,西 ドイ ツ言語 研 究 所,INFOTERM,ピ サ大 学,ウ ォー タル ー大学

自動翻 訳 用 のMRD化 の研 究 ・開発 は,目 的語 の 同定 につ い て,例 えば 日英翻 訳 の よ うに

まっ た く語 形 の異 な りが ない わけ ではな い だけ に,語 根 の 対 関係 の 明確 化 と,語 尾 を中心 に

研 究 がな され てい る印象 を受 け た。そ れ に対 して,特 に,ピ サ 大 学,お よび ウ ォ一 夕ル ー

大学 の プ ロジ ェク トで は,MRDか ら,い か に知 識 デ ー タベ ース 化 を図 るか,と い う研 究 が

開始 され た と ころで ある よ うに見 受 け られ た。

C.海 外 調査 を終 え ての感 想

1)自 動 翻 訳 用MRDに つい て は,国 レベル のMuプ ロジ ェク ト,あ るい は企 業等 の プ ロジ

ェク トで研 究 が 推進 され てい る。
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表1-3 自然言語解析用辞書 海外調査 訪問機関一覧

.% 機 関 名 訪 問 相 手 国

1. 西 ドイ ツ情 報 ドキ ュメン テ ー シ ぷン研 究所
・・

DieterMonch(国 際 部 部 長)

GID(Gesellschaftfur 西 ドイ ツ

InformationundDokumen一

tationMBH)

2. ボン大学 コミュニクーシ・ン ・音 声研 究 所 WinfriedLenders 西 ドイ ツ

IKP(InstitutefurKommuni一 (IKP所 長,言 語学 部 教授)

cationsforschungllnd JanBrustkern(IKP研 究、邑・■
PhonetikderUniversitat Lenders教 授 の 助 手)

Bonn)

3. ザ ール ラン ド大学 HaraldH.Zimmermann 西 ドイ ツ■■
UniversitatdesSaarlandes (情報科学科 教授)

KrishnaSharma

(情報科学科 教授)
EdithKroupa(情 報 科 学 科

博士課程 女子学生)

4. シ ュ ト ゥ ッ トガ ル ト大 学 羽中田 賢治 教授( 西 ドイ ツ

UniversitぎtStuttgart, ・●
InstitutefurInformatik

5. 西 ドイツ言語研究所 ■◆
IDS(TheInstitutefur

WolfgangTeubert(GID冨11所 長)

KlausWothke(研 究 員)

西 ドイ ツ

DeutsheSprache) 在間 進(東 京外国語大学
ドイツ語学科 助教授)

6. EC翻 訳 セ ン ター MiehelLebrun(ECATマ ネ ジ ャ』一) ルク セ ン

ECAT(EuropeanCenterfor Cay-HolgerSto11 ブル グ

AutomaticTranslation) (マネ ー ジン グ デ ィレク ター)
'

7 国際用語学情報センター ChristianGalinski(副 所長) オ ー ス ト

INFOTERM リア

(InternationalInformation

CenterforTerminology)

8, ピサ大学 NicolettaGalzolari イ タ リア

UDiversityofPisa, (言語学科 助教授)
DepartmentofLinguistic AntonioZampolli

(言語学科 教授)

9, ウ ォ 一 夕 ル ー 大 学 GayleJohannesen カナ ダ

CenterfortheNew・Oxford (事務長 女性)
EnglishDictionary J.Stubbs(Univ.OxfordPress

のOED編 集部か らの出向)

F.WTompa(計 算機 学科 助教授)

2)西 ドイツ言語 研 究 所 の よ うな国 語研 究 の ため には,国 立 国語 研究 所 が研 究 を推 進 してい

る。

3)INFOTERMの よ うなTermin-10gyに つ い ては,JIS用 語 あ るいは,シ リ

ー ラス の構 築 の 中 で推進 さ れ てい る と考 え る。
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以 上の よ うに考 え る と,残 るテ ーマ と して次 の ような こ とが あ る と考 えた。

1)EURODICAUTOMの よ うに,1つ の プ ロジ ェク トで は人的 に も,資 金 的 に も,

時間 的 に も成 し得 な いMRDを 国 の レベ ル で 開発 してい くことが大切 で あ る。

2)ピ サ大 学,お よび ウ ォ一 夕ル ー大学 の構想 の よ うに,冊 子 体 レベ ル のMRDか ら,知 識

デ ー タベ ース化 を図 る研 究 をす る必要 が あ る。

特 に,前 者 の1)の レベ ル につ い て は,国 レベル の プ ロジ ェク トと して構 築 を推 進す

る こ とが大 切 で ある と思 えた 。後 者 の2)の レ・ベ ル に つい ては,一 つ の プ ロ ジ ェク トで研

究 をス ター トさせ る必要 が あ る と思 えた。

③ 国 内調 査 の要 約

国 内調 査は ア ン ケー ト調査 と ヒア リン グ調査 が お こなわ れた(44)。 ア ン ケー ト調 査 は,

昭和60年11月26日 よ り昭和61年2月17日 まで,24機 関26辞 書 に つい て実 施 され,

19の 辞 書 につ い てア ン ケー トの 回答 を よせ て いた だ いた(表1-4)。 アン ケ ー トの 内容 に

は,先 端 的色 彩 が強 く研 究 開 発 上 の機 密 に属 す る事 項 が多 く含 まれ て お り,回 答 に際 して,企

業戦 略 上,研 究 開発 上,公 表 可能 な範 囲 で協 力 をお願 い した。 この結果 は,ア ン ク ー ト調 査 の

結 果(4.5.1)に ま とめ られ てい る。'また,ア ン ケー ト調 査 の結果 を補 うべ くヒア リン グ調 査

が お こな わ れた 。 ヒア リング 調査 の訪 問 先 は,シ ス トラン㈱,国 際 電 信 電話㈱ ㈱ 東洋 情 報 シ

ス テ ム,九 州 大学 吉 田将教 授,福 岡大学 首藤 公 昭 教授 で あ る。 この結 果 に つい て は,ヒ ア リン

グ 調査 の 結果(4.5.2)に ま とめ られ てい る。

表1-4ア ン ケ ー トの 回 収 状 況 一 覧

分類 機械可読辞書
機械可読

辞書の略称
調 査 対 象 機 関

ア ン ケ ー ト

回 収 状況

一般辞書 (1噺明解国語辞典(三省堂) 新明解 工業技術院電子技術総合研究所 回収

②学研国語辞典(学 研) 学研 θ 日本電子工業振興協会 回収できず

(3)ニ ューコ ンサ イス英 刑辞 典 コ ン サ イ ス 京都大学 回収

(4)Longman LDOCE 京都大学 回収

専門辞書 ⑤IP電 子 辞 典 シ リーズ インタープレス ㈱ イン ター プ レス社 回収

16)ISO用 語 フ ァイ ル ISO 財 日本規格協会 回収できず

(7)学術 用 語 フ ァイル 学術用語 文部省 回収できず

(8庵 字林 電字林 ㈱東洋情報システム 回収
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表1-4 ア ン ケ ー トの回収 状況 一 覧(つ づ き)

分類

目的辞書

(商用/

実験)機
械翻訳シ
ステムの

辞書

機械可読辞書

(9)Mu機 械 翻 訳 プロジ ェク ト

⑩ICOT電 子辞 書システム

⑪日本語基本動詞辞書

a2)JICSTシ ソ ー ラス

㈹情報検索用辞書

00JAPIOシ ソbU－ラス

as)PIVOT,/VENUS

a6)ATLAS-1(薬 日)

ATLAS－ 皿(日 英)

⑰TAURAS(薬 日)

⑱ ミデ ィア ム パ ック ・マ イ

ク ロパ ック

ag)tu械翻 訳 シ ス テ ム

⑳ATHEN凪/E
ATHEN凪/J

閻 日英機械翻訳システム

勃機関翻訳システムSHALT

?3)SYSTRAN

⑳VALANTINE,KATE

㈱LUTE

捌機械翻訳システム

機械可読

辞書の略称

Mu

ICOT

IPA

JICST

JICST

JAPIO

日電

富士通

東芝

ブ ラ ビス

シ ャ ー フ

日立

三菱

日本IBM

シ ス トラ ン

KDD

NTT

沖電気

調:査 対 象 機 関

科学技術庁

助 新 世 代 コン ピ ュー タ技 術 開

発 機 構(ICOT)

協会(IPA)

日本科学技術情報センター

日本科学技術情報センター

1財)酬 青報機構(JAPIO)

日本電気㈱

富士通㈱

㈱東芝総合研究所

㈱ プ ラ ビス ・インターナ ショナル

シ ャ ー フ

㈱日立製作所システム開発研究所

三菱電機㈱

日本IBM㈱

シス トラ ン㈱

国際電信電話㈱

日本電信電話㈱

沖電気工業㈱

ア ンケ ー ト

回収 状況

回収

回収

回収

回収できず

回収できず

回収

回収

回収

回収

回収

回収できず

回収

回収できず

回収

回収

回収

回収

回収

(4)自 然言語解析用辞書作成の現状(5章)

共用性という観点から見た自然言語解析用辞書の作成に関わる問題点を扱 う。

辞書が依拠する文法の理論や解析のアルゴリズムは共用性に対する障害になる。辞書の記述に

おいては特定の文法理論に拠 らざるを得ない部分が相当あるが,そ こでは十分一般性のある理論
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を 選択 しなけ れ ば な らな い。 またデ ータ構 造,デ ー タの表 現 も特 定 のア ル ゴ リズ ム に よ らな い も

の を考慮 す る必要 が あ る。

作 成 形態 と して,冊 子体 の辞書 を機 械可 読 の形式 に変換 す る試 み が多 くな されて い るが,人 間

が読 む こ とを想定 して 記述 された 情報 を機械 が利 用す る ことは難 しい。 む しろ,執 筆 者等 の開発 体

制 は冊子 体 辞 書 と同 じに して,最 初 か ら機 械可読 用 の仕 様,内 容 に基 づい て 開発 す るほ うが良 い。

意味 論 的,語 用論 的情 報 に つい ては,現 在 各 所 で実 験 的 に研 究 が進 め られ てい る状 態 で あ り,大

規 模 な汎 用機 械 可読 辞 書 に取 り入 れ る こ とに は問題 が あ ろ うが,こ れ を扱 お うとす る試 み もあ る。

㈲ 自然 言語 解析 用辞 書 の記述 範 囲(6章)

① 自然言 語 解 析 用辞 書 の 全体 像

応 用 シス テ ム と して其 日機 械翻 訳 を考 え,英 語辞 書 ・日本 語 辞書 両 方 に つい て あ るべ き姿 を

考 え る。 自然言 語 解 析 用辞 書 は,固 有 名詞 や複 合語 を含 め て規 模(収 録範 囲)が 数 十万 語 レベ

ル に な り,次 の よ うな辞書 項 目を含 む。

ID情 報:見 出 し ・一 連 番 号 な ど

形態 情報:表 記 ・語 形 変化(動 詞 の活用 な ど)

統 語 情報:品 詞 ・共 起 す る もの ・連 語(慣 用 句 ・イデ ィオ ム)

意 味 情報:訳 語 ・関連 語(上 位語 ・類義 語 ・反 対語,将 来 の課 題 と して全 体 部分 関係 な ど)

② 共 用 可能 な辞 書 項 目の 範 囲(英 語)

応 用 シ ステ ム ご とのア ル ゴ リズ ム の違 い,文 法 の不 完全 性(言 語 の記述 の不完 全 性),文 法

との関 連 とい った 問題 が あ るの で,共 用辞 書 とい う考 え方 は あま り有 効 でない 。一 応 「事 実 に

即 して明示 的 に記述 す る 」 とい う方針 で,共 用辞書 に つい て考 え る。

1)品 詞:下 位 分類 は しな い 。そ の理 由は,下 位 分類 の基準 が わ か らない だけ で な く,下 位 分

類 をす る と 「多 品詞 」語 の増 大 と品 詞 の カテ ゴ リー数 の 増 大 に よって全体 が見通 せ な くな る

か らで ある。

2)共 起 関係:動 詞 の場 合 は,文 型パ ター ン ・主 語 や 目的 語 に あ らわれ る名詞 ・副詞 語句 ・前

置 詞 句 。名 詞 の場 合 は冠詞(countableかuneountableか)・ 形 容 詞 ・そ の名 詞 を修 飾

す る名詞 。形 容 詞 の場 合 は,そ れ を修 飾 す る副詞 。

3)連 語:構 文 情 報(全 体 の 品詞 と個 々の構 成要 素 の 品詞 ・連語 世 一結 合 の強 さ ・構 成要 素 の

置 換性 な ど)・ 意 味情 報(関 連 語 な ど)・ 連語 でな い通 常 の意 味 で の用 法 もあ るか …。

4)意 味 マ ー カー:共 用 辞書 には意味 マ ー カー を含 め るべ きで は ない 。 とい うの は,意 味 マ ー

カー の利用 方 法 ・目的 が多 様 で,設 定 の基 準 が ない 上 に,意 味 マ ー カー では意 味 を明示 的 に

記述 す るの に粗 す ぎるか らで ある。

③ 共 用 可 能 な辞 書 項 目の範 囲(日 本 語)

辞 書 の 記述 内容 は,文 法 理 論 に依 存 す る部 分 が あ り,汎 用 の辞 書 を求 め るの は容易 な こ とで
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は ない。 本報 告 で は,基 本 語 彙 の 記述 をめ ぐって問題 とな る項 目に 限 っ て と りあげ た。

見 出 し語 につい ては,単 語 の 認定,合 成 語 の扱 い,表 記 の 多様性 な どの 問題 が あ る。見 出 し

語 を下位 区 分 す る際,語 彙 的 意味 の差 異 だけ で な く,文 法 的 な特徴 に も充 分 考 慮 され なけ れば

な らない 。意味 記述 の用 語 の限定,記 述方 法 の統 一 が達 成 され るな ら機械 処理 に と って有 効 で

あ る。 上位 語,下 位 語,類 義語,反 義語 な どの関 連語 を記述 す るの は当然 で あ るが,シ ソー ラ

ス と百科 事典 的 な 情報 は,日 常語 基本 語 の場 合,分 類 や記 述 の範囲 が 明確 とな りに くい。 文 法

情報 と しては,語 形 変 化(広 義),形 態 論 的 カテ ゴ リー,支 配語 に よる語 結 合 のパ ター ンの 記

述 は必須 で あろ う。 これ に 加 え て,文 体 に関す る情 報,慣 用表 現 も登録 さ れな け れば な らな い。

㈲ 自然 言語 解析 用辞 書 の運 用(7章)

言 葉 を扱 うシス テ ム の研究 ・開発 に あた っては,ま ず 何 らかの形 で 自然 言 語 解析 用 の辞 書 を用

意 しなけ れば な らな い。 この よ うな と き,既 存 の 電子 化 辞書 を元 に して 目的 の辞 書 作 りが で きれ

ば,開 発 費 用 ・期間 お よび 労力 の短 縮 が で きる。 このた め に は関係 す る専 門 家 あ るいは諸 機 関 に

よる辞書 共 用化 の た めの 協調 体 制 が 不 可欠 で あ り,か つ行 政 か らの支援 が望 まれ る。

一 方 ,ユ ーザ が適 用 シス テ ム上 で辞 書 を運 用 して い く上 で は,辞 書 の提 供 側 との協調 体制,辞

書 編集 手 順標 準 マ ニ ュア ル の整備,辞 書 編集 機 能,専 門 家 に よる技 術支 援 な ど を考 慮 し適切 な運

用体制 の確立 が必要 で あ る。 また,従 来,辞 書 デ ー タベ ース の管 理 に汎 用の デ ー タベ ース 管 理 シ

ス テム が採 用 され てい る例 が多 い が,今 後 は辞 書 の管 理 に適 し,ア ク セス効 率 や運 用上 の容 易性

の高 い辞書 専 用 のデ ー タベ ース 管理 シス テ ム の開発 が望 まれ る。
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2自 然言語解 析用辞書の必要性

2.1辞 書 の共 用の 必 要 性

「情 報 化社 会 」 とい う言 葉 が 言 わ れ,情 報 とい う ものが我 々 に とって欠 くべ か ら ざる もの にな って

久 しい が,最 近 で は逆 に情 報 の過 剰,氾 濫 が問題 に され るほ ど情 報 の量 そ の もの が増大 す る傾 向に あ

る。 この よ うな膨 大 な 情報 の中 か ら,必 要 な時 に必 要 な情報 を的 確 に取 り出す こ とは非 常 に重 要 で有

益 で ある。 そ のた め には,デ ー タベ ース の構 築 な ど も重要 で あ るが,デ ー タ の多 くを 占め る 自然 言語

を コ ン ピ ュータ○ 上 で扱 え る こ とが 望 ま しい 。 また,デ ー タの管理,運 営 な ど も自然 言 語 を基本 入 出

力 とす るシス テ ム上 で行 うこ とが で きれ ば,ユ ーザ にな じみ や すい シス テ ム に な る と考 え られ る。

この ような 自然 言語 処 理 シス テ ムの 重要 性 は早 くか ら指 摘 され,様 々 なシ ス テ ムが研 究,開 発 され

て きた 。現 在 話題 とな っ てい る機 械 翻訳,自 動 抄録,デ ー タベ ース検 索 な どの シス テ ム も,広 い意 味

で の 自然言 語 処理 シス テ ム と見 なす ことが で きる。

自然言 語 処 理そ の ものの 内部 を見 た場 合,構 文 解析,意 味解 析,文 脈 解析 な ど,自 然 言語 そ の もの

を扱 うた め のアル ゴ リズ ム を研 究 す る こ と も重 要 で あるが,シ ス テ ムの 実 用化 とい うこ とに着 目 した

場 合 には,自 然 言 語 の解 析(上 に挙 げ た よ うな様 々な レベル で の)を 支 援 す るた めの辞 書 が重要 にな

って くる。 これ らの辞 書 は,研 究 レベ ル か ら既 に シ ステ ム の 性 能 に影 響 を与 え る だけ では な く,実

用 レベ ル で は,拡 張,変 更 が容 易 に行 え る よ うな もの が望 まれ る。 また,辞 書 そ の もの の開発 に は か

な りの コス トが かか る。 これ まで の 多 くの 自然言 語 処理 シス テ ム に おい て は,ほ とん どの場 合,こ れ

らの辞 書 は シス テ ムに依 存 す る形 で 作 られ て きた。 従 って シス テ ムの 開発 が終 了 した時点 で,こ れ ら

の辞 書 も他 に用 い られ る こ とな く放 棄 され る例 が しば しば見 受 け られ る。

一方 ,自 然 言語 処 理 シス テ ム用 に開発 され てい る辞書 とは別 に,市 販 され てい る冊 子体 辞書 を電 子

化 す る例 も幾 つ か見 られ る。 この よ うな辞書 は,い わゆ る 「電子 化 辞書 」 と して,冊 子体 辞書 を使 用

す るの と全 く同 じ操 作 を コ ン ピ ュー タ の 端 末 か ら行 って普 通 の意 味 で の辞 書 として使 用 で きる こ

とは もちろん で あるが,自 然'言語 処 理 シ ステ ムそ の ものへ の寄 与 もはか り しれな い もの が ある。 まず

見 出 し語 そ の もの を 自然 言語 解 析 用 辞書 の エン トリと して使 用 す る こ とが で きる し,見 出 し語 の数 も

豊 富 で ある。 さ らに一 国語 の辞 書(国 語辞 典,其 其辞典 な ど)の 場 合 は,語 釈 の部分 を解析 す る こと

に よって,意 味 解析 な どに役 立 て る こ とが で きる し,二 国 間辞 書 で は,機 械 翻訳 の 様 々な レベル での

利 用 が考 え られ る。 ま た,そ の他 に も個 々の辞 書 を見 る と,も っ と細 か い レベル での利 用 も可能 で あ

る。 た とえば 国語 辞典 では カナ漢 字 変換 や漢 字 カ ナ変 換(い わ ゆ る読 み方)に 使 うこ と もで きる し,

ア クセ ン トを付 した辞 書 ではそ れ を用 い て音声 出力 の改 良を行 う こと も考 え られ る。英 和 や英葉 群典
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の場 合には,発 音部 分 を同 じよ うな 用途 に使 用 でき る し,和 英 辞典 の場 合 には見 出 し語部 分 を使 う と

国 語辞典 と同様 の使 い方 が で きる。 これ らの辞 書 を組 み 合 わせ る とさ らに種 々D利 用 法 が生 まれ て く

るか もしれ ない。 ここに述 べ た よ うな意味 での電子 化 辞書 は,著 作 権 な どの 問題 も あって二 重,三 重

に作 られ る ことは少 な い が,逆 に著 作 権 がネ ック に な っ て公 開 されな い とか,使 用 の際 に様 々 な制 限

がつ け られ てい る もの も多 い 。

以上 の よ うな2つ の意 味 で の辞 書 は,現 状 では どち らも種 々 の メー カ,研 究所 な どに よって独 自に

開発 され てい る。従 っ て これ らの辞書 の相 互利 用 の可 能性 を考 え る こ とは,辞 書 開発 に伴 う労力,コ

ス トの軽減 に役 立 つ もの と考 え られ る。

2.2辞 書 共 用の レベル と問題 点

辞 書 シス テム の相 互利 用 とい う観 点 か ら考 える と,そ こに は種 々 の レベ ル が あ り,ま た様 々な 困難

な問 題 が ある。以 下 で はそ の よ うな レベ ル,問 題 点 を指摘 してみ た い。

(Dコ ー ド体 系

最 も原 始的 な レベル では コー ドの 問題 が あ る。 ア ル フ ァベ ッ トの レベル で も,現 状 で はASC

II,EBCDIC,BCDが 混在 してい る(EBCDICに は英小 文 字 の部 分 にカ ナ コー ドを

入 れ た もの もあ る)。 日本語 の レベ ル では,JISコ ー ド体 系 が規 準 とな ってそ れ との互換 性 を

もつ システ ムが 多 くな りつ つ あ る ものの,実 際 の コ ン ビ=一 夕上 ではJIS設 定 以 前 か らの様 々

な コー ド体 系 が存 在 して,デ ー タの相 互 利 用 を妨 げ る一 因 とな って い る ことは否定 で きな い。 ま

たJISコ ー ド体 系 の性 質 か ら,そ の ま まではASCII,EBCDICな ど と混在 で きな いの

で,各 バ イ ト(JISコ ー ドは2バ イ トで一組 にな って一 つ の漢 字 を表 わす が,各 バ イ トの うち

で実際 に使 用 され てい るの は 下の7ビ ッ トで ある)の 最 上位 の1ビ ッ トを1に した い わ ゆる 「シ

フ トJIS」 コー ドを使 用 してい る コン ビ=一 夕 も多い 。 これな らASCIIと は コ ー ドの重 な

りを防 げ るの で混 在 が 可能 で あ るが,EBCD.ICと 混 在 させ るた め には コー ドの変 わ り日 ごと

に印 を入 れ る必要 が あ る。 この 手順 もJISに 規 定 され てい る が,字 種 変 更 ご とに3バ イ ト必 要

なの で必 ず し もす べ て の コ ン ピ ュ ー タ が この手 順 に 従 って い る訳 で はな い。 さ らに,英 語 や

日本語以 外 の言 語 を扱 お うとす る と問題 は もっ と厄介 にな る。 ロシ ア文 字,ギ リシ ャ文 字 に つい

てはJISに 含 まれ て い るの で 日本 語 と同 じ よ うに取 り扱 うこ とが で きるが,ヨ ー ロ ッパ系 の言

語 を とって も,フ ラン ス語 のア ク サ ン やセデ ィーユ,ド イ ツ語 の ウム ラ ウ ト,ス ペ イ ン語 の疑 問

符 や感 嘆符 の取 り扱 い な ど細 かい 点 では 問題 も多い 。そ の他 の系 統 の言 語 に な る と問題 は も っ と

複 雑 にな る。 た とえば ハ ン グル は字 数 だけ か らみ る とかな り多い が,一 つ 一 つ の要 素 に分解 す る

とバ リエー シ ・ン はか な り少 な くな る。似 た よ うな言 語 は まだ他 に も ある。 また ア ラ ビア語 系 の

言 語 の よ うに右 か ら左 へ つ づ る もの は表 示 の ときの工夫 も合 わせ て必要 にな る。 この よ うな い ろ
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い うな言 語 を混 在 して表 示 す る場 合 に は 各 々 の 言 語 の変 わ り 目 で 適 当 な コ ー ドを入 れ て扱 う

こ とにな るで あろ うが,そ の 際 には ソ フ トウ ェア的な手 だ てが重要 にな る。

② フ ァイル形 態

コン ピ ュータ内部 の問題 と しては,フ ァイル の形 態 の問題 が あ る。辞 書 デ ー タは多 くの場 合,

容 量 的 に見 て,デ ィスク や磁 気 テ ープ な どの媒 体 に格納 され てい る ことが多 い が,現 状 では これ

らの媒体 の内容 は コン ピュー タ シス テ ム に依 存 して お り,他 シス テ ム に移 行 し よ ラとす る と,フ

ァイル形 態 そ の もの が異 な っ てい て困難 で ある ことが 多い 。 こ こまで の低 レベ ル の話 は,多 く小

さな問題 と して片付 け られ が ちで ある が,実 際 に使 用 す る際 に意外 に コス トが か か る もの で ある。

広 い意味 での辞 書作 成 サ ポ ー トツ ール では,こ の あた りの ソフ トウ ェア の充 実 まで考 慮す る必要

が ある と思 われ る。 また,最 近 の コン ピ ュー タ間 の通 信 の発 達 か ら,オ ン ライ ンで異 な る形態 の

デ ー タの や り と りが容 易 に行 われ る よ うにな れば,ハ ー ドウ ェア や フ ァー ム ウ ェア の レベ ル で こ

れ らの問 題 が解 決 され る可能 性 もあ る。

(3)作 る立場 と使 う立 場

辞書 を作 る立場 と使 う立 場(現 在 までは同 じこ とが 多い が,相 互 利用 す る とい う観 点 か ら見 た

場 合 には分 かれ る可 能性 が あ る)か ら見 た場 合 に は,ま たそ れ ぞ れの 問題 点 が ある。 ど ち らの立

場 か ら見 て も使 い易 さ とか メ ンテ ナ ンス の しやす さを考 慮 す る こ とは も ちろん で あ るが,し ば し

ば 両者 で立 場 の違 い が 出 て くる場 合 が あ る。 た とえば作 る側 と しては オ リジナル な形 を改変 され

る こ とは恐 ら くあま り好 まな い で あろ うが,逆 に使 う側 と しては,自 分 に合 った形 に辞 書 を変 形

した い場 合 が多 い。 また 辞書 の一 部 分 の み を抽 出 してそ れ を適 当 に組 み合 わせ た り,複 数 の辞 書

を 自分 の都 合 の いい よ うに結 合 して使 用 したい こ ともある。 この よ うに した 時 の辞書 のバ ー ジ ・

ンア ップ,メ ンテナ ンス を ど うす るか,ま た フ ァイル の仕 分 け な どの問 題 点 も多 い。

また,使 う側 か ら見 た場 合,ど の よ うな形 態 で 使用 す る か も問題 に な り,そ れ が作 る側 の態 度

に影 響 を与 え る こ ともあ る。 た とえば 辞書 を機 械 翻訳 に使 う場 合 で も,一 度 プ ログ ラムが ス タ ー

トした ら途 中 でユ ー ザの 介入 を許 さず に終 わ りま で走 るや り方(バ ッチ処 理 に近 い)と,コ ン ピ

ュー タ とユーザ がデ ィス プ レイ端 末 を介 す るな ど して常 に イ ンタ ラクテ ィブ に対 話 しなが ら処 理

を進 めて い くや り方 とでは,辞 書 の 使 い方 が異 な るのは もち ろん,元 の辞書 の作 りそ の ものが 違

って いる必要 が ある。 デ ィス プ レ イ端 末 も,大 型 コン ピ ュータ に接続 して い る か,ワ ーク ステ ー

シ ・ンにつ な が って い るか,後 者 の 場 合 は ワーク ステ ー シ ・ン同 士,ワ ーク ステ ーシ ・ン と大型

コ ン ピュータ間 での ネ ッ トワーク な どの通 信手 段 が あ るか に よっ て辞書 の形 に影 響 を与 え る こ と

は あ りうる。

(4)対 象言 語,語 彙

対 象 とす る言語 に よって も項 目の 設定,フ ァイル形態,使 用 す るコ ー ドな どが 違 って くる こ と

が考 え られ る。 品詞 分類 を例 に とれ ば,英 語 の辞 書 に は冠詞,前 置 詞 な どの項 目は あって も日本
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語 には な い し,日 本 語 の 助詞,連 体 詞 は英語 には な い。 ドイ ツ語 の分 離 動詞,格 変化 は英 語 や 日

本語 には ない し,ヨ ー ロ ッパ 系言 語 の 男性,女 性 名 詞 な どは英 語 では一般 的 でな い。 また,そ も

そ も品詞 分 類 自体 に種 々 の もの が あ り,言 語 学 で は常 に活発 な議 論 の対 象 とな る とこ ろで ある。

た とえば 日本語 で は,形 容 動 詞 とい うカテ ゴ リを認 め るか ど うか は 常 に問題 に されて お り,冊 子

体 辞書 では この カ テ ゴ リを採 用 してい な い もの もある。 また,名 詞 の 中 でサ行変 格 活用 をす る,

い わ ゆるサ変 名 詞 は,英 語 の動名 詞 の ように動詞 と名 詞 の両 方 の側面 を持 ってい る上 に語 の数 も

多 いの でそ の取 り扱 い に は注 意 を要 す る。 そ の他 の言 語 に な れ ば,す で に述 べ た コ ー ド体 系 や フ

ォン トの問 題 も も ちろん で あ るが,そ もそ も文 法 につ い て基 本 的 な事 柄 す ら明 らか にな っ ていな

い言語 が多 い な ど,さ らに また種 々の 問題 が生 じる。

分 野 に よって も語 彙 の セ ットは異 な る。 もちろんそ の言語 を用 い る場 合 に最小 限 必要 な基本語

彙 とい った もの は存 在 す るで あ ろ う。 しか しな が ら同 じ語(こ れ は基 本 語 彙 の場 合 で も起 こ りう

る)で も分 野 に よっ て意 味 の異 な る使 い方 をす る こ とが あ る。 これ は電 気工 学,情 報処 理 な ど,

あ る程度 分 野 を絞 り こん で もかな らず 起 こる こ とであ る。分 野 を絞 りこむ と,こ ん どは専 門用 語

の取 り扱 い を しな けれ ば な らない 。専 門用 語 の場 合 に は,語 の登 録,収 集 も労 力 を要 す るが,そ

の他 に も,専 門用 語 と しては よ く出 て くる長 い複 合語(多 くは名 詞 で あるが)を ど う扱 うか,ど

の程 度 までそ うい った複 合語 を認 め る か とい うこ とも考 えな け れ ばな らない。 一 つ の語 で多 くの

意味,使 い方 をす る多 義 語 の場 合 に は使用 頻 度 を考慮 した 辞書 構 成 も必要 で あろ う。 また最近 の

ワー ドプ ロセ ッサ の一 部 に使 われ てい る よ うに,処 理 の際 に使 わ れ る頻度 に よっ て優 先度 が変化

す る よ うな,い わ ゆる 「学 習 」機 能 を持 たせ る こ と も必要 にな って くるで あろ う。

⑤ 文 法

一方 ,文 法 的 な こ とを考 えた場 合,そ の用 途 に よっ て当然 の こ となが ら辞書 作 りの形 態 も異 な

っ て くる。上 に述 べ た よ うな,言 語 の違 い も関係 す るが,文 法 レベル の違 い も大 きい。 形 態素 レ

ベル,構 文 解 析 レベ ル,意 味 解析 レベ ル,文 脈 レベ ル と,各 段 階 に応 じて,辞 書 の形態 は異 な っ

た もの にな ら ざる をえ な い。 機械 翻 訳 の場 合 には これ に加 え て二 国 間辞 書,あ るいは 中間 言語 形

式 を とっ た場 合 に は中 間言 語 との 間の辞 書 が必 要 にな ろ う。 さ らに 問題 を複雑 に してい るの は,

確立 した文 法形 式 が定 ま って いな い た めに,各 々 の レベ ル で も,そ の 方 式 に よ っ て辞 書 の形

が異 な って くる とい うこ とで あ る。 た とえば,格 文 法 で意 味 素性 を記述 す る場 合 を考 え て み る と,

同 じ格文 法 とい って も意 味 素性 の名 前 や項 目の数 が違 う。 同 じ事柄 を表 わす の で あれば名 前 の差

異 に は 目 をつ ぶ る と して も,同 じ語 が 全 く違 う カ テ ゴ リ に 分 類 さ れ た り しては混 乱 を招 くで

あろ う。逆 に カテ ゴ リ名 が同 じで も文法 理論 に よって異 な るニ ュア ンス で用 い られ てい る もの が

あ り,注 意 を要 す る。
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2.3辞 書共 用 のた め の環 境

この よ うに辞書 作 成 の上 で は さ ま ざまな レベ ル が必要 で ある。従 って一 つ の辞 書 で全 体 をカバ ー せ

ず に辞 書 に階 層 性 を持 たせ る こ とが 自 ず か ら要 求 され る。 上 に述 べ た基 本 語彙 と専 門用語 の階層 化

も困難 では あるが行 う必要 が ある で あ ろ う。 そ の 際は た とえ ば基 本 語 彙 とあ る程 度 まで の専門 用 語 を

作 成 者 が提供 し,残 りの専 門用 語 はユ ーザ が付 け 加 え る とい った こ とが考 え られ る。 ユ ーザ か らの フ

ィー ドバ ック も行 えれ ば な お よい で あ ろ うが,そ の場 合 には 上記 の よ うな メン テ ナ ンス の問題 がで て

くる。

しか しな が ら辞書 に階層性 を持 たせ た り,さ ま ざまな カテ ゴ リをた だ無 批 判 に取 り入 れ た だ けで は,

余 りに も辞 書 が 細 分 化 さ れ 過 ぎるの では ない か とい う懸念 が生 じる。そ もそ も辞書 を細 分化 す べ き

か,細 分 化 す る と した らどの程 度 ま で行 った ら よい か とい うこ とに つい て は充分 な検討 が必要 で あ る。

また 大 きな知 識 ベ ース を中心 に す え て,そ れ か らデ ー タを取 り出す場 合 に初 め て ソ フ トウ ェア的 な 操

作 を行 って用 途 に 合 った辞書 を作 成 す る こ と も考 え られ る。 この よ うに した場 合 には,コ ン ピ ュー タ

解 析 用辞 書 とい う呼 び名 を広 く捕 え て,も との辞 書 周 りの ソフ トウ ェア まで含 め た総 合的 な シス テ ム

を構 築す る こ とまで考 え る必要 が あ る。 現在 電子 辞 書 の作成 の際 どの ような方法 論 で辞書 を作 ってい

った ら よい か とい うこ とにつ い て はい まだ に定 ま った 理論 とい うものは な い。 これ らの辞 書作 成 方 法

論 に つい ての研 究 も行 う必 要 が あ る。 また電 子辞 書 の作 成 支援 ソ フ トとい う もの も現 状 では個 々の 辞

書 に依 存 して個 別 に作 られ て お り,辞 書 の共 用 とい うこ とを考 え た場 合 に は ソフ トウ ェア の共 用 とい

うこ と も考 え なけ れ ばな らな い で あろ う。

最近 では共 用 を 目指 した辞書 作成 の動 きも見 られ る。た とえばIPA(情 報 処理 振興 事 業 協会)の

技術 セ ン タで開 発 され た計 算機 用 日本 語 基本 動詞 辞 書 は,汎 用 の辞 書 と して共用 を 目指 し,作 成 に当

た って は言語 学 者 や計算 機 科学 者 が協 力 して作 業 した もの で ある。 また通 産 省 と郵 政 省 の共 同 で設 立

され た財 基盤 技 術研 究 促進 セ ンタ の 下 で計画 され てい る電子 化辞 書 の プ ロ ジ ェク トは,ICOT(財

新世 代 コ ン ピ ュー タ技術 開発 機構)で の 電子 化辞 書 の研究 成果 を も とに,や は り共 同 で辞 書 を開発 し

よ うとい うもの で ある。 この よ うに して辞書 を開 発す る場 合 にはIPAの よ うに計算 機 科 学 者 と言 語

学 者 が協 力 し合 って作 業 を進 め る とい うこ とが不 可欠 で ある。 また,其 日や 日英 とい った二 国 間辞 書

を開発 す る場 合 に は かな らず ど ち らの側 に も複 数 の ネ イテ ィブス ピー カ を参 加 させ る こ とが必要 で あ

る(バ イ リン ガル の人 が いれ ば な お よいが,人 材 の確保 が難 しい で あろ う)。 しか もそ の ネイ テ ィブ

ス ピー カ に して も ある程 度 言語 学 や計 算 機科 学 に 素養 の あ る人 が望 ま しい(も ちろん 専 門家 で あれ ば

な お よい)。 しか も複数 の ネ イテ ィブス ピー カ とい うこ とを強調 した のは,言 語 に対 す る感 覚 は個 人

個 人 で微 妙 に違 って お り,同 じ文 の解 釈 をめ ぐって も しば しば意見 が対立 す る こ とが ある か らで あ る。

日本 語 につ い て もそ の人 の生 まれ育 ちに よって言 語 感 覚 には微 妙 な差 が あ る こ とが指摘 され て い る。

方言 がか らん で くる と この差 は もっ と大 き くな る。最 も理 想的 な状態 は 両言 語 の複 数 の ネ イテ ィブス
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ビー カが常 に同 じ所 で作 業 してお互 い に生 じた疑問 につ い てデ ィス カ ッシ ・ンで きる とい うもの で あ

る。 この よ うに すれ ば両 言 語 間 に生 じた微妙 なニ ュア ンス の 差,入 出力 の迅 速 な評 価:などが 常 に コ ミ

ュニ ケー シ ・ン を保 ちなが ら行 え る。 この よ うな体 制,環 境 作 りも辞書 そ の もの と直接 の かか わ りは

な い もの の今 後 必 ず 問 題 に な っ て くる で あ ろ う。 同 じ場 所 で の作 業 が不 可能 な場 合 には何 らかの

コ ミ ュニ ケー シ ・ン手 段 を確保 し,疑 問 が生 じた場 合 に はす ぐに 問 い合 わせ が行 え る こ とが望 ま しい。

この よ うな こ とを考 え る と問題 は国 際的 なネ ・ トワーク の構 築 とい っ た ところ まで広 が るが,こ こで

は これ以 上 の言 及 は避 け るc

疑 問 が生 じた 時 にす ぐに問 い 合 わせ が で きる とい うこ とは,上 に述 べ た辞 書作 りの場 面 でのみ な ら

ず,辞 書 を使 用 す る場 合 に も必要 な こ とで ある。 これ は辞書 を作 った 後 の サ ー ビス体 制 を どの よ うに

す るか とい う問 題 と もつ な が る。 冊子 体 辞書 の場 合 には改 訂版 が 出 され る と読 者 は新 しい版 を買 わな

けれ ば な らな い。 しか しな が ら本 の場 合 には古 い版 で も使 用 す る時 にそ れ ほ ど支障 は な い し,新 しい

版 を買 う時 の負 担 もそ れ ほ ど大 き くは ない 。電子 化 辞書 の場 合 に は辞 書 そ の もの を既 に 改 変 して い

た り,辞 書 に付 随 す る ソ フ トウ ェア の蓄 積 が あった り して改訂 の程 度 に よっては ユ ーザ に与 え る負担

や損 失 が大 きい 。 始 めか ら共 用 を 目指 して十分 に検 討 を加 えれ ば そ の よ うな問 題 は起 きない とい う考

え方 もあるが,対 象 が 自然 言語 で あ る以 上,時 代 ど と もに使 用 法,語 彙 な どが変化 す る と考 え た方 が

自然 で ある。従 って た とえば 改訂 の際 に は コン ピュー タの入 れ替 え の際 に よく行 われ る よ うに,ア ッ

パ ー コンパ テ ィブル な辞 書 に す る,す な わ ち従 来 の辞書 を使 用 して い た者 に対 して の影響 を最小 限 に

食 い止 め る よ うにす る配 慮 が 必要 で ある。 辞書 そ の もの の改 変 が ユ ーザ に許 され てい る場 合 に は,ユ

ーザ の改 変 した部分 と新 た に改訂 され た部 分 との マ ー ジン グ を とって ユ ーザ の負 担 をな るべ く軽 くす

る こ とが必要 で あろ う。 辞 書 作 成 の ところ で述 べた の と同 じよ うに,辞 書 改訂 の際 に も改 訂 に伴 う種

々の問 題 を解決 す る支援 ソフ トウ ェア を作 る こ とを考 え る必 要 が あ る。

以 上の よ うに 自然 言語 コ ン ピ ュー タ解析 用 辞書 の作成,改 訂,運 用 に伴 う種 々 の問 題点 に つい て述

べ て きた。 そ れ ぞれ の項 目に つい て ざっ と概 観 しただ け で あ るが,ど れ一 つ を と って も問題 は大 きい。

また それ らの問 題 を解決 す るた めに払 わ ねば な らない 努 力や 負担 も大 きい の で,辞 書 を共 用化 す る こ

とには大 きな意 義 が あ る。共 用 化 に伴 う種 々 の問題 点 に つい て も指摘 した 。 これ らの問題 点 を 一つ一

つ どの よ うに解決 してい った らよい か を考 え てい くこ とが今 後 の課 題 で あ ろ う。 ま た実 際 に小規 模 な

実 験 を行 って ここに書 き漏 ら した問 題点 を洗 い 出す こ とも必 要 にな る と思 われ る。そ れ で もな お大 規

模 な辞書 を作 成 した時 には 大 規模 シス テ ム 固有 の問題 点 が 出 て くる こ とが ある ので,そ の点 につい て

も十 分 な検討 が必要 で ある。
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3.自 然言語解析におけ る辞書 の役割b

3.1自 然言語処理系の構成要素

お よそ 自然 言 語 を機 械 的 に処 理 しよ うとす るシス テ ム に おい て は,そ の言 語 に関す る膨 大 な情 報 を

何 らかの 形 で あ らか じめ保持 してい る ことが必須 で あ る。 これ は,言 語 現 象 とそ の ア ブ リケー シ ・ン

に関 わ る骨組 み を§己述 す るア ル ゴ リズ ム,比 較的 一 般化 しやす い現 象 の内容 を記述 す る規 則,お よび

個別 の事 象 に対 す るデ ー タ を記述 す る辞 書 とい う3種 類 の構 成要 素 で整 理 す る ことが で きる。 これ ら

の 中 で も,辞 書,と くに 「語 」に関 す る辞書 は冊 子 体形 式 で の歴 史 を もち,我 々に 身近 な もの で ある

の み な らず,自 然 言語 処 理 の アル ゴ リズ ム のほ とん どが辞 書 を通 す ことで始 め て起動 で きる とい った

必須 性 か ら,と くに再 検 討 を要 しな い ほ どの 自明 な要素 とさ え考 え られ てい る。 しか し,実 際 の 自然

言語 処 理 システ ムに おい て,そ こで辞 書 と呼 ば れ る もの は,ア ル ゴ リズ ムや規 則,さ らに は処理 の 目

的 や運 用 形 態 に よって様 々に規 定 を され てお り,そ の規 定 の され方 を明 らか に しな い限 り,自 然 言 語

解析 用 辞書 一 般 を見 る こ とも,そ れ らの間 の共用 可 能性 な どにつ い て議 論 す る こと もで きない で あろ

う。

自然 言語 処 理 系 の基 盤 と しての ア ル ゴ リズ ムは シス テ ム に処理 の理論 的 基盤 を提 供 す る もの で ある。

これ は,規 則 や辞書 にそ の基 本 モ デ ル あ るい は枠 組 み を.与え る。一 つ の理 想 と しては,ア ル ゴ リズ ム

が規 則 や辞 書 の作成 基 準 を完 結 的 に規 定 す る ことが望 まれ る。 しか し,こ れ を完 全 に行 うことが現 実

的 に困 難 で あ る とい う こ とも あって辞 書 や規 則 の 自律性,独 立性 を いか に して保 証す るか とい うこ と

が,一 方 で は重 要 で ある。 ア ル ゴ リズ ムは規 則 や辞 書 の基 礎 をな す もの と して普 遍性 を もつべ きで あ

るが,実 際 には 異 な る辞 書 の間 の透 視 性 と しては逆 転 して い る場 合 が多 い。 この こ とは,異 な る辞 書

の間 で様 々 な レベ ル で の相互 利 用 を図 る上 で注意 すべ き問 題 点 で ある。

アル ゴ リズ ムは,ま た,即 自的 な シス テ ム要 求 に対 し,プ ログ ラムな い しシス テ ム と しての実 現 を

保 証 す る もの で あ る。 自然言 語 処理 系 に対 す るシス テ ム要 求 は,自 然 言語 とそ の背後 の世 界 の 多様 性

を反 映 して,た び た び極 め て 多 様 で あ らゆ るレベル に わた る。 た とえば,自 然 言語 を扱 うた め の言

語 モ デ ル の設 定 は,そ の言語 モ デ ル 自体 で 自律的 な諸 々 の要 件 を引 き起 こす 。他 方,自 然 言 語処 理 系

に対 す る各 種 の外 部 要 件 には,こ うした 言語 モ デル の 中 に取 り込 み に くい類 の もの も多 い。 そ こで,

現実 のそ うした シス テ ム を統 一 的 な アル ゴ リズ ム の下 に構 築 す る こ とに は,し ば しば,か な りの無 理

が あ り,そ う した 多様 な レベル の 多 くの 部分 を辞 書 が吸 収 せ ざるを得 ない場 合 も少 な くない 。

自然 言語 処 理 系 に おけ る規 則 は,具 体 的 な言語 現 象等 に対 す る記述 の集 ま りで ある が,辞 書 が と く

に個 別 を対 象 とす るの に対 し,よ り一 般 的 な現象 を主 に扱 う もの で あ る。 規 則 の扱 う範 囲 はシス テ ム
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に よ って千差万 別 で あ るが,い ずれ に しろ,あ る 固定 した言 語処 理 の モデ ル の中 に おけ る 可変 部 分 を

受 け もつ と考 え て よい で あろ う。 これ は,プ ログ ラム ・ロジ ・ク と して実現 して しま う場 合 も多 か っ

た が,逆 に,プ ログ ラム を抽 象化 して,シ ス テ ム 固有 の ロジ ック は規 則 と して記述 で き る よ うな,い

わば基 本 プ ログ ラム化 をはか る こ と も少 な くな い。

規 則 は辞 書 との境 界 に おい て,よ り多 くの 問題 をは らん でい る。辞 書 の各 語 彙項 目の 中 に は,色 々

の規 則素性 ない し規 則 そ の もの が記述 され る。 ま た,そ の他 の辞 書 の 内容 も,各 種 の カテ ゴ リー分類

や処 理 系 の モデ ル あるい は言語 モデ ル の上 の表 現 に対す る記述 がほ とん どで ある。 これ らは規 則 と密

接 に結 び つ い てい るの み な らず,し ば しばそ れ らの 境 界 は不 明確 で ある。

規 則 は,個 々の語 か ら離 れ た一般 的 な記述 をす る もの で あ るけれ ど も,現 実 の規 則 記述 に際 して は,

辞 書 に おけ る特定 の記述 を期待 した もの(あ るい はそ の逆 とい って も よい もの)が 少 な くな い。 この

こ とは,処 理 の 内容 が高 度 にな る につ れ て,ま す ます増 大 す る傾 向が見 え る。 これ は,辞 書 作 成 お よ

び保 守 の障 害 要 因 とな る が,一 方 では辞 書 の共 用 化 に弊 害 を もた らす。

辞 書 は 自然 言語 処 理系 に対 して,そ の処 理 の も ととな るデ ータ を供 給 す る。 自然 文 を入 力 と して処

理 を行 うシス テ ム で あれ ば,そ の各 々 の 語 を辞 書 の 語 彙 項 目 に 書 き換 え る こ とに より,そ の後 の

処理 が可 能 にな る。 辞書 は概 念 と しては,「 語 」だけ で な く,様 々の先 験 的 なデ ー タ を収 納 してお く

機能 と して も考 え られ るが,こ こでは 「語 」 を単 位 とす る もの と してい る。 自然言 語 処理 系 に おけ る

辞書 は,「 語 」 をキー と して,各 種 規則 を起 動 す るた め のパ ラ メー タ とデ ータ を処理 系 に供 給 す る機

能 と定 義 す る ことが で きる。

自然 言語 処 理 用 の辞書 は,各 個 別 シス テ ム に よって,様 々な形 式 と内容 で作 成 され てい る。 そ の も

とつ くア ル ゴ リズ ムや規 則(た とえ ば,文 法 理論 と文法)に よって異 な る だけ でな く,そ の表 現 能 力

を向 上す るた めに規 則 や手 続 き を導 入 す る な どそ れぞ れ の独 自性 を有 してい る。 この よ うな 中 で,辞

書 の共 用 化 を図 るた めに は,広 くアル ゴ リズ ムの共 通 化,普 遍化 の分析,さ らには そ の 前提 の 下 での

規則 の共 用化,普 遍 化 の分 析 を経 る ことが必 須 で あろ う。

3.2自 然 言 語解 析 の各 フ ェ ーズ に おけ る辞 書 の利 用

(1)形 態 素解 析

形 態 素解 析 の フ ェーズ は,少 な くと も,入 力文 字列 と しての 自然 文 の 中で 「語 」の認 定 を行 う。

これ は,自 然文 文 字 列 を 「語 」の単 位 を もと と した構 造 に置 き換 え る こ とに よ り以 後 の解 析 を可

能 とす る。 こ こで は,入 力列 での位 置 情 報 な どの 出現 形 態 の情 報 と と もに辞書 の語 彙 項 目相 当 の

内容 を与 える ことが主 要 な機 能 で ある。

語 の 同定 のた めに は文 字列 レベ ル の照 合 を可能 にす る 「語 形 」に あた る もの を用 い る。 これ は

通 常 の辞 書 の見 出 しに対 応 す るが,そ の他,語 形 の屈折 や派生,接 辞 の扱 いな どが必 要 で あ り,
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これ らは システ ムに よ り扱 い が異 な る。 また,と くに 日本語 の場 合,語 分 割 の 処理 が必 要 で ある

が,辞 書 の側 で も,語 単位 の と り方 の基準 が問題 で あ り,必 ず しも一 般 的 に定 ま ってい る とは い

えな い。 この こ とは複 合語 な ど,欧 米 語 で も発 生す る。

形態 素 解析 に おい ては,さ らに文 字列 処理 を含 む比較 的局 所 的 な レベ ル で の様 々 の解析 処 理 が

加 わ る こ とが多 い 。辞 書 未 登録 語 に対 しては辞書 登 録語 相 当 の情 報 を推 定 処理 に より与 え る た め

の機 能 が あ る。 また,辞 書 との照 合 に成 功 した もの で も,そ の 出現環 境 に よって,辞 書 記述 の内

容 へ の制 限,変 換 あ るい は 合成 を施 す必 要 が あ る場 合 もある。 た とえ ば,英 語vak・ け る 「's」,

ハ イ フン結 合,派 生語 な ど を考 えれ ば よい。 また,日 本 語 に お け る語 分 割 の 処理 に 際 して も,単

な る照 合処 理 の範 囲 を越 えた ロジ ック が起動 され る のが普通 で ある。 こ う した処 理 の ため に,固

有 名詞,術 語 の構成 語 とい った特 殊 な情 報 か ら,品 詞 レベ ル や一 定 の意 味 素性 の よ うな情報 ま で

が辞書 情 報 と して用 い られ る。 た だ し,こ こで用 い る情報 や そ の方法 論 は,シ ス テ ム に よ り様 々'

で あ り,こ れ らを統一 して扱 うこ とは現 在 の と ころ,か な り困難 で あ る とい え る。

② 構 文 解析

構 文 解析 とい う ときに,そ こで扱 う範 囲 は,シ ス テム に よって千差 万 別 で あ る。 こ こでは 意味

的 な情報 も含 め,統 語 論 的 な操 作 を扱 うフ ェーズ を扱 うこ とにす る。 この文 法論 的 な処 理 を行 う

フ ェーズ は,さ らに,表 層 の 構造 の解 析 を行 うもの と よ り深 層 に関 わ る解析 の2レ ベ ル に分 け る

ことがで きる。

は じめ の レベ ルは 共通 化 が かな り可 能 に 思 われ る もの で,通 常,文 脈 自由型文 法 相 当 の規 則 で

表層 構 造 を解釈 す る。 特 に,英 語 な どの よ うに統語 論 の拘 束 力 が強 い 言語 に おい ては この レベ

ル で の規則 の表 現 能 力 は大 き く,単 な る品詞 カテ ゴ リーや世 数 格 の呼 応 な ど,多 くの規則 を この

レベ ルに適 用 す る こ とが で きる。 そ の ため,こ の よ うな表層 構 造 レベ ル で の文 脈制 限 な どの各 種

情報 が辞書 の語 彙 項 目か ら採 られ,用 い られ る。 これ は逆 に,異 な る シス テ ム で辞 書 の内容 が異

な る要 因 と もな る。 た とえ ば動 詞 文型 の分類 に して も色 々な もの が ある。 さ らに,tttough,,,

(c
eager,'と い った例 に もあ る よ うに,他 の品 詞 につ い て も同様 の扱 い をす る場 合 もある。 こ

う して文法 の立場 や処 理 の都 合 な どか ら,辞 書 に要 求 す る統 語 論 的情 報 もまっ た く異 な って くる

とい うの が実 態 で ある。

これ らの情 報 は,自 然 言語 処 理 の上 か らは,相 当に プ リ ミテ ィブな もの で ある が,冊 子 体 形 式

のデ ー タで も,現 在 入手 で き る もの は,は な はだ不 十分 で あ る。 文法 的 背 景 を明 確 に した 上 で,

構 文 解析 処理 に耐 え うる だけ の共 通 して使 い うるデ ータ が複数 構 築 され る よ うな状 況 が待 た れ る。

解 析 の次 の レベ ル と しては,表 層 レベル の構 造 あるい は解析 過 程 に対 し,よ り深 い レベ ル へ の

変 形 や構 造作 成 操作,あ るい は そ の レベル に おけ る共起 関係 や構 造 の評 価 とい った処理 が あ る。

そ の最 も代表 的 な例 は,格 関係 な どにそ った 選択制 限 の操 作 で ある。 選択 制 限 な どの情 報 は,表

層 レベル での解 析規 則 と異 な り,通 常 は個 々の語 に対 し与 え られ る。 こ うした 記述 は一 般 の冊 子
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体 形 式 の辞書 に おい て も類 似 の ものが見 られ る が,計 算 機 で扱 うた めの もの と人 間 のた め の もの

とでは,や は り本質 的 と もい え る相 違 が ある。 これ は,人 の知識,経 験,感 性 に訴 えて理 解 を深

め る こ とを 目指 した もの と,計 算 機 上 で の コンパ ク トな メ カニズ ムの デ ー タ と して与 え る もの と

の差異 で あ り,自 然 言 語 処 理用 の辞 書 を考 え る と きに忘 れ るわ け には い か ない点 で あ る。

選択 制 限 は,あ る語 を軸 と して,把 握 され た構造 の 上 で何 らか の 関係 を もった語 と しては許 さ

れ な い もの(あ るい は必須 な もの)を 指 定 す る記述 で ある。制 限 先 の個 々の 語 をす べ て記述 す る

こ とは不 可能 な場 合 が多 い 。そ こ で何 らか の カテ ゴ リー を設 定 す る こ とに な る。 実 際,選 択 制 限

の定 式 化 と しては内在 素性 と しての意 味標 識 が主 に用 い られ る。 さ らに,こ う した辞 書 記述 をサ

ポー トす る ため に,選 択制 限 処 理 との間 に,カ テ ゴ リーな い し語 の間 の関係 を記 述 した とい う意

味 で の余剰 規則 ない し,シ ソ ー ラス が用 い られ た りもす る。

しか し,個 々 で様 々な 問題 が 生 じる。 た とえ ば,ttkill,,がCtoneself,,を とって 「 自殺

す る 」の意 味 を もつ とか,t㌔atch戊,が く㌔01d,'を とっ て 「風邪 を ひ く」 とい う意 味 であるとい

った硬 い規 定 な らば 誰 が 記述 して もさほ どの差 異 で はな い が,よ り抽 象 的 な(そ れ ゆえ強 力 な も

の で は あ る)カ テ ゴ リー に 関 しては,そ の 記述 の基準 が あい まい とな り,ま た,メ カニズ ム と し

て も妥 当性 の評 価 が しに くい とい った問題 が発生 す る。 また,¶ctake,'を 「乗 る 」の意味 で と

るた めの 「乗 り物 」 とい った グル ー ピング は,そ れ 自体 と しては 有 効 で あ るけれ ど も,大 量 の語

にた い しこれ を行 っ て ゆ くと,莫 大 な数 の,あ るい は,互 い に重 な り合 い,諸 々 の関係 を互 いに

もつ カテ ゴ リー が生 まれ て しま う危 険性 が ある。 また,こ う して与 え る内在 素性 としての意 味 標

識 が,語 の意味 記 述 に 照応 す るの か否 か とい う点 も自明 では ない 。 これ が他 シス テ ム間 の 関係 と

な る と,横 並び も困 難 な ほ どに,内 容 のみ な らず,基 準 も異 な っ てい る。 しか し,こ うした選 択

制 限 の処理 な どは,現 在 で は ある程 度 の普 遍 性 を持 つ にい た ってい る と考 え られ るの で,こ の種

の 言語 現象 を記述 した マ ス ター ・デ ー タ を実 現 し利 用す るた め の可 能性 と方 法論 につい ての模 索

が必要 で あろ う。

そ の他,こ の フ ェーズ で は,語 に 関す る個 別 の各 種情 報 が用 い られ る。 た とえ ば,種 々の様 態

の副詞 とか,状 態 動 詞 で あ る とい った情 報 な ど,比 較 的 普 遍性 を もち うる もの も多 い 。 また,語

の異 な る品詞 や語 義 の間 での,そ の使 い易 さの基準 や,用 い られ る分野 の情 報 な ど も有 効 で ある。

構文 解析 処 理 の タ ー ゲ ッ トと しての構 造表 現 は シス テ ム に よって ま ち ま ちで ある。 これ も個 々

の システ ム に おけ る辞 書 の特殊 性 を強 く規 定 して い る。 実 際,各 シス テ ム の辞書 の中核 部 分 は,

ほ とん ど こ う した個 別 の 構 造 に対 応 した 記述 に集 中 して い る。 そ れ が各辞 書 の最 も価値 が あ り,

最 もコス トを要 求 す る部 分 で あ るが,反 面,他 者 の利 用 を 困難 に す る もの で もあ る。 しか し,こ

の レベル で の共 有性 に よる負 担 の軽 減 が最 も要 求 され るべ き もの で ある こ と も事実 で あろ う。

(3)意 味解 析

ここで は意味 表 現 の構 造 と,そ の 上 での種 々の操作 に関 わ る処 理 を意 味 解析 と呼ん でい る。 こ
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の レベ ル で 既 に 実 用 化 され てい るの は,具 体 的 な ア プ リケ ー シ ・ン に対応 したセ マ ンテ ィ ック

ス とそ れ に もとつ く具 体 的 な 操作 に限 られ る と言 って もよい で あろ う。普 遍 性 を もった意 味 解 析

の枠 組 み は主 に研 究室 段 階 に あ る。 しか し,共 有化 し うる辞 書 を考 え る とき,意 味 解析 に利 用 し

うる能力 を残 して お くこ とは 重要 で あ る。 実 際,既 存 の冊子 体 の辞書 な どの情 報 の多 くは,こ の

レベ ル に結 び つ くべ き もの で あ る。 た とえば,辞 書 の意味 記 述 の形式 化 を図 る ことは,そ の背 景

と しての 「世 界 」の 先験 的 記 述 や推論 規 則 の 試行 と と もに,辞 書 作成 者,自 然 言 語 処理 系 の開 発

者 の双方 に とって,実 り多 い もの で あ ろ う。

(4)そ の他 の利用

機械 可 読化 され て い る もの を含 め て,冊 子 体 形式 の辞書 の 類 は,自 然 言語 処 理 系 の開発 に お い

て重 要 な位 置 を しめ て い る。 実 際,そ の よ うなデ ータは,シ ス テ ムの 開発 のた めの典 拠 デ ー タ,

作 業 用資 料 と して,あ る いは 事 前 ・事 後 の分析 用 デ ー タ と して,ア ル ゴ リズ ム 開発,規 則 記述,

辞 書 作成 お よびそ れ らの評 価 や保 守 の各 フ ェーズ に おい て用 い られて い る。 も ちろん,そ うい っ

たデ ータの そ の ま まで の利 用 が 可能 な場 合 は,た とえば翻 訳 シス テム に おけ る専 門語 辞書 の対 訳

のみ の利 用 とい った もの に限 られ,そ の場 合 で もか な りの手 直 しが必 要 とな っ た りす る。 しか し,

少 な くと も,辞 書 エ ン トリー の収 集,頻 度 や重要 度 の分 析,例 文 な どの コーパ ス 的 な利用 な どが

可能 で あ り,さ らに,辞 書 に ある品 詞 ・分野 な どの コ ー ドと して の転 用 や意 味 記述 か らの諸 情 報

の抽 出の実 験 な ど も試 み られ て い る。

また,自 然 言 語処 理 へ の補 助的 な利 用 法 と しては,冊 子体 辞書 型 のデ ー タ の有 機的 な利 用 は 必

要 で ある。 た とえ ば,機 械翻 訳 を例 に とる と,シ ステ ム が直 接用 いる辞書 とは別 に利 用者 が翻 訳

前編集 ・後 編 集 な どの フ ェー ズ で,各 種 辞書,シ ソー ラス,用 語 集,用 例 集 さ らに は百科 事 典 や

専 門知 識 を参 照 す る ニ ーズ は 高 い。 そ れ らを有 機的 に利 用 で き る トー タル ・シス テ ム の構 築 は,

自然 言 語 処理 系 の 内部 辞書 とは 別 に,積 極的 に押 し進 め て ゆ くべ きテ ーマ で あるだ ろ う。
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4機 械可読辞書 の調 査

4.1調 査 項 目

機械可読辞書について以下に示す調査項目を設定 して,海 外,国 内における辞書事例の調査を実施

した。

表4-1調 査対象辞書 に関する調査項 目

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

各 プ ロジ ェク トに おけ る機 械 可読 辞 書 の種 類,及 び シス テ ム の種類,及 び各 シス テ ムの

機 能概 要(機 能 図)

機 械 可読辞 書 の デ ー タ項 目,及 び各 デ ー タ項 目の機 能 ・目的(シ ス テ ム との 関連)

各 デ ー タ項 目のデ ー タ フ ォー マ ッ ト(各 デ ー タ項 目の記述 形 式)

機 械 可読 辞 書 の フ ァイル フ ォーマ ッ ト,及 び各 デ ータ項 目間 の論 理構 造

現 時 点 での単 語 収 録 件数,及 び 収録 語 の種 類,及 び それ ぞ れ の 目的

各 デ ー タ項 目の内 容構 成

【例 】 ・見 出 し語 に対 す る収 録語 の種類
・品詞 分 類

・意 味 マ ー カ,及 びそ の体 系

・格 フ レ ー ム,及 びそ の体 系

機 械 可 読辞 書 作成 上 のデ ータエン トリー ・ル ール(辞 書作 成 マ ニ ュアル,及 びサ ン プル)

機 械 可 読辞 書 管 理 シス テ ム の機 能概 要(機 能 図)

機 械 可 読辞 書 の作 成,及 び メ ンテ ナンス 体制
・体制 ・方 法

・人数 ・資 質

・,経費

他 プ ロジ ェク ト,及 び シス テ ム との共用 使用 に あた り,辞 書 作 成,及 び メ ンテ ナ ンス を

行 ってい く上 での考 慮 す べ き点

シス テ ムの利 用 に おけ る利 用者 側 の機械可 読辞 書 の操 作 可能 部 分 と操 作 方法
・利用 者 メ ンテ ナ ンス 可能 部 分 ,シ ス テ ム側 メ ンテ ナ ンス 部分

提供 可能性,及 び 提供 方 法

関 連 資料,参 考 文 献
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海外 事例 につ い て は,石 川 徹也 専 門委 員 会主 査 を調査 員 と して派遣 し,西 独,ル ク セ ン ブル グ,オ

ース トリア
,イ タ リア,カ ナダ の大 学,研 究機 関 等9機 関 を調査 した。 詳細 は,4.2節,4.3節 に述

べ られ て い る。

国 内 事例 につ い て は,ア ン ケー ト(26事 例 を対象 と した)お よび ヒア リング(5機 関 を対 象 と し

た)に よ り調査 を実 施 した。 詳細 は,4.4節,4.5節 に述 べ られ てい る。

た だ し,海 外 調査 につ い ては時 間 的制 約,国 内 調査 につ い ては,対 象機 関 の機 密 事項 に触 れ る項 目

が あ るた め に表4-1の 調 査 項 目の す べ てに つい て明 らか に で きた とは言 えな い が,国 内外 の事 例 の

現 状 の お よそ の姿 は把握 しえた と考 え られ る。

4.2海 外調 査 概 要

機械 可 読 辞書(MRD)の 海 外調 査 は,昭 和60年10月13日(土)か ら10月2、7日(日)に,

表4-2に 示 す 機 関 を訪 問,調 査 を行 った。 以 下,順 にそ の概要 を示 す。

西 ドイ ツの訪 問 機 関 は,GID(西 ドイ ツ情 報 ドキ ュメン テ ー シ ・ン研 究 所)の 国 際部長M'6nch

氏 の ア レ ン ジに よ り,当 地 に て予定 を設 定 した。 そ のた め もあっ て,日 程 上,各 機 関 と も表 敬 訪 問 の

形 に な って しま った。

ザ ール ラン ト◆大学,シ ュ ト ゥッ トガル ト大 学,EC翻 訳 セ ン ター(ECAT)は,自 動翻 訳 シス テ

ム につ い て の話 が 中心 で,ボ ン大学,西 ドイ ツ言 語 研 究所 は,開 発 中のMRD,teよ び テ キス ト ・デ

ー タバ ンク の概 観 に つい て
,ピ サ大 学 はMRD'6Dイ タ リア,お よびECの プ ロジ ェク トをい か に考 え

て い くか とい うこ と,国 際用 語 学情 報 セ ン タ ー(INFOTERM)は,.TERMNET(Inter-

nationalNetworkforTerminology)の 必要 性 ・意 義 に つい て,ウ ォ一夕ル ー大 学 はth6

newOEDの 機械 可 読化 の開 発 につ い て伺 うこ とがで きた 。 しか し,日 程 の関 係 で,ど れ も概 要 に

とど ま り,当 初 の詳 細 な る調 査項 目 を,完 全 に把 握 で きた とは言 えな い。
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表4-2 自然言語解析用辞書 海外調査 訪問機関一覧

砿 機 関 名 訪 問 相 手 国

1. 西 ドイ ツ 情 報 ドキ ュ メ ン テ ー シ ョン

研 究 所GID(Gesellschaft・.
furInformationundDoku-

mentationMBH)

oo

DieterMonch(国 際 部 部 長) 西 ドイ ツ

2. ボ ン 大 学 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ・ン ・音

声 研 究 所IKP(Institute.・
furKommunicationsfors-

chungundPhonetikder■■
UniverSitat80nn)

WinfriedLenders

(IKP所 長,言 語 学 部 教 授)

JanBrustkern(IKP研 究 員,

Lenders教 授 の 助 手)

西 ドイ ツ

3. ザ ール ラン ド大学・●
UniversitatdesSaarlandes

HaraldILZimmermann…

(情 報科 学 科 教授)

KrishnaSharma

(情 報科 学 科 教授)
EdithKroupa(情 報 科 学科

博 士 課程 女子 学 生)

西 ドイ ツ

4. シ ュ ト ゥ ヅ トガ ル ト大 学
"

Univesita.tStuttgart, ・.
InstitutefurInformati1(

羽中田 賢治 教授(情 報研究所) 西 ドイ ツ

5. 西ドイツ言語研究所 .■
IDS(Thelns・titutefur

DeutsheSprache)

.

WolfgangTeubert

(GID副 所長)

KlausWothke(研 究員)

在 間 進(東 京 外 国語 大 学

ドイツ語学 科 助 教授)

西 ドイ ツ

6、 EC翻 訳 セ ン タ ー

ECAT(EuropeanCenter

forAutomaticTranslation)

MiehelLebrun(ECATア ネジャーう

Cay-HolgerSto11

(マ ネ ー ジ ン グ デ ィ レ ク タ ー)

ル ク セ ン

ブ ル グ

7 国 際 用 語 学 情 報 セ ン タ ー

INFOTERM(lnternatio-

nalInformationCenter

forTerminology)

ChristianGalinski

(副 所 長)

オ ー ス ト

リア

8. ピ サ 大 学

UniversityofPisa,

DepartmentofLinguistic

NicolettaCalzolari

(言 語 学 科 助 教 授)

AntonioZampolli

(言 語 学 科 教 授)

イ タ リア

9. ウ ォー タ ル ー 大 学

UniversityofWaterloo,

CenterfortheNewOxford

EnglishDictionary

GayleJohannesen

(事 務 長 女 性)

J.Stubbs(Univ.Oxford

PressのOED編i集 部 か らの 出向)

RWTompa(計 算 機 学科 助 教授}

カナ ダ
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4.3海 外 調査 結 果

4.3.1西 ドイ ツ 情 報 ドキ ュ メ ン テ ー シ ョン研 究 所(GlD)　
GID(GesellschaftfurInformationundDokumentationMBH)

住 所:Ahrstrabe45,D-5300Bonn2,(Bad-Godesberg),

FederalRepublicofGermany

電 話:西 ドイ ツ ー0228-373326

日 時:10/14(月)10:30～12:30

訪 問 相 手:DieterMonch(国 際 部 部 長)

内容:

GIDの 国際 部長D.M;nch氏 に よる と,西 ドイ ツvafO・いて は,国 レベ ル の,ま た 自然 言語 処

理用 の統 一 的 な機械 可 読 辞 書(以 下,MRD:MachineReadableDictionaryと す る)の

開発 プ ロジ ェク トは 現在 の と ころ な い との こ と。 西 ドイ ツに おい て は,主 に,自 動 翻 訳 シス テ ム の

研 究 ・開発 プ ロジ ェク トに必要 とす るMRDが プ ロジ ェク ト単位 で作 成 され て い る との こ と。 そ こ

で,国 内 の主 に 自動 翻 訳 プ ロ ジ ェク トを推進 して い る大 学 を訪 問 してほ しい とい うこ とで,訪 問 ス

ケ ジ ュール の調 整 を受 け た。 以 下,簡 単 にGIDの 機 関 の機 能 につい て紹 介 す る。

GID(英 語 名:SocietyforInformationandDocumentation)自 身 は西 ドイツ政

府 の情 報政 策 を具 体 的 に プ ラン ニ ングす る機 関 で ある。GIDは,1971年5月 に,西 ドイ ツ内

務省 が,西 ドイ ツの情報 シス テ ムの あ るべ き姿 につい て展 望 を発 表,す な わ ち,「 分 野 別情 報 セン

ター お よびそ の情 報 ネ ッ トワ一一ク 構 想 」に基 づ き,西 ドイ ツ研 究 技術 省(theFederalMini'-

stryofResearchandTechnology)が1974年 に策 定 した 「情 報 ・ドキ ュメンテ ー シ ・

ン推進 計 画 」に基 づ き,1977年 に設立,1978年1月1日 か ら活動 を開 始 した政 府 機 関 で あ

る。 資金 は,西 ドイ ツ政 府 が65%,州 政 府 が35%出 資 してい る。

ボ ンに本 部,フ ランク フル トに支 部 が あ り,ま た 東 京,ワ シ ン トン(USA)に 支 所 が あ り,

現 在 約280名 の職 員 が働 い て い る。 主 に,現 在 西 ドイ ツに存在 す る16主 題領 域 の 情報 セ ン ター

と特許,公 害等 共通 主 題領 域 の4つ の情 報 セ ンタ ーに対 す る年 間20～30億 円 の情 報政 策 費 を管

理 して い る。主 た る活動 内容 は,以 下 の通 りで ある。

1)情 報 シス テム に関 す る研 究 ・開 発1

2)技 術 サ ー ビス

3)専 門 知識 の提 供tsよ び 専 門家 の派 遣

4)情 報 科学 お よび情 報 活 動 に 関す る情報 サ ー ビス
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5)情 報 お よび ドキ ュ メ ン テ ー シ ・ン 活動 機 関 お よびGIDの メ ン バ ー-tw関 へ の コ ン サ ル テ ィン

グ 。サ ー ビス

6)州ts・ よび 連 邦 政 府 の 研 究 プ ロ ジ ェ ク トの管 理

7)国 内 お よび 国 外 機 関 と の 調 整 窓 口

現 在,日 独 科 学 技 術 政 府 間 協 定 に 基 づ く,情 報 科 学 分 野 の プ ロ グ シ ュクFは,下 記2点 が 推 進 さ

れ て い る と の こ と。

1)日 本 の科 学 技 術 情 報 の 西 ドイ ツ で の 活 用 を 意 図 し,特 殊 法 人 日本 科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー

(JICST:JapanlnformationCenterforScienceandTechnology)で

作 成 さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス サ ー ビスJOIS(JICSTOnlineInformation

Service)の オ ン ラ イ ン検 索 の 普 及 。

2)上 記 情 報 サ ー ビス の 普 及 を 意 図 し,日 独 自動 翻 訳 シ ス テ ム の 研 究 開 発 。

な お,Monch氏 が ア レ ン ジ し て 下 さ っ て い た が,日 程 の 関 係 で 訪 問 が で きな か っ た 下 記2人 の

方 はMonch氏 の 所 に 事 前 に 資 料 の 提 供 を 下 さ っ た 。

1)江 沢 健 之 助(テ=一 ビ ン ゲ ン 大 学 独 文 科 準 教 授)

先 生 の 研 究 の 著ccSprachsystemundSprachnorm"(言 語!()体 系 と語 の 通 常 態),

MaxNiemeyer社 か ら 出 版,を 基 に,「 新 しい 形 」 の 「和 独 辞 典 」の 作 成,そ の デ ー タベ

ース 化 を 推 進 さ れ て い る との こ と。

(拝 受 資 料)

・(海 外 塾 員 だ よ り)テ=・ 一 ビ ン ゲ ン大 学 昨 今 ,三 田 評 論,1985年8月8日 号,p.98～

102

2)BurghardRieger(theTechnicalUniversityofAachen,ド イ ツ語 学 部

教 授)

上 記 大 学 ・学 部 で は,西 ドイ ツ のtheNEWMinistryofScienceandResear-

chの 支 援 に よ りaprojectinComputationalSemanticsoftheMESY

(Arbeitsgruppef.mathem.-empirischeSystemforschung)を 推 進 。

当 研 究 は,談 話 入 力 デL--Ptか ら意 味 レベ ル を 自動 的 にFuzzy関 数 化,さ らに 知 識 レベ ル を

生 成 す る こ と を 目的 と し て い る。

(拝 受 資 料)

'Riger
,B

Lexicalrelevanceandsemanticdisposition-Onstereotypeword

meaningrepresentationinproceduralsemantics-,p。388～400,

inMeaningandtheLericon,PieterA.MSeuren(ed.),Foris

Publications,512p.,1985
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・Rieger
,B.B.

Fuzzy.RepresentationSystemsinLinguisticSemantics:An

EmpiricalApproachtotheReconstructionofLexicalMeanings

fromEast-andWest-GermanNewspapers

P,。gressi・Cybern・ticsandSy・t・mResearch,V・1・XI・P・249;・ 一

.256,1982

・ ・Rieger
,B.B.

SemanticRelevanceandAspectDependencyinaGivenSubject

Domain-ContentsdrivenalgorithmicprocessingofFuzzy

wordmeaningstoformdynamicstereotyperepresentations

P・ ・ceedi
.・g・ ・fCOLING84・P・298～301・1984.

'
・Rieger

,B。B..`.,,

'

Gene.rat・itigbependencyStructuresofFuzzyWordMeaningsin

SemanticSpace・ ・
,

Proceedingsof.theXIIIthInternationalCongressof

Linguists,p.543～548,198.3

4.3.2ボ ン 大 学 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・音 声 研 究 所(lKP)'

　ロ

IKP(InstitutfurKommunicationsforschungund .Phonetik

ロ コの
derUniversitatBonn.)

・ 住 所:PoPPelsdorferAllee47・5300Bonn1・

;、FederalRepub.licofGe;many.』

電 話:西 ドイ ツ ーb22'8-735638』 「.

日 時:、b/、4㈲':・3:3・ ～1・4.:3・;

'訪 問 相 手:'WinfriedLenders(IKP所 長
,.言 語 学 部 教 授)

.JanBrustkerh(IKP研 究 員,Lenders教 授 の 助 手).、',

　

内 容:、 .
Lenders教 授 か ら上 記IKP(英 語 名:TheInstituteforCommunication

ResearchandPhbneti.csofUniversityofBonn)の 研 究 目的 は,次 の3点 に あ る こ

と を伺 っ た 。'

① ドイ ツ語 の言 語 学 研 究(主 に 音 声 処 理)

② 機 械 翻 訳 の 研 究 ・開 発
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③ コ ミ ュニ ケ ーシ ・ン に関 す る音 声 ・音 韻学 の研 究(主 に辞 書 の構 築)

次 に,Brustkern研 究員 に,{ttheGermanWord-Data-Base,そD検 索 を見 せ て も

らった。 当MRDは,西 ドイ ツ にお い て,自 動 翻訳,自 然言 語 処理,情 報検 索,テ キス ト処理 等 の

研 究 ・開発 プ ロ ジ ェク トに おい て作成 され て い る各 プ ロジ ェク ト用MRDを 一 本化 し,そ れ を利 用

で き る よ うに整備 してい る上 記IKPの プ ロジ ェク ト(プ ロジ ェク ト名:AKU)の もので ある。

当MRDは,ド イ ツ語 の基本 見 出 し語(語 幹:stem)デ 一 夕ベL-一・ス を 目的 と し,と くに ドイ ツ

語 特 有 の複 合化,お よび屈 折語(活 用 語尾)の 研 究 に使 用 す る こと を目的 と してい る。

収 録 語 数

300,000語

・語 幹(stem)15万 語,た だ し基 本 語(baseword)

(EX):Haus

・上 記 語 幹 に 対 し,複 合 化 語 尾,お よび 活 用 語 尾

(屈 折 語:inflectedwordを15万 語)

(EX):～alter家 庭 用 祭 壇

～andacht家 庭 で の 礼 拝

～anzug部 屋 着

図4-2は,1983年7月 現 在 に お い て 収 録 さ れ て い る プ ロ ジ ェク ト別 の 辞 書 リス ト,図4-

3は,一 本 化 し利 用 す る シ ス テ ム(シ ス テ ム 名:ALEXSYS)の 機 能 図,図4-4は,辞 書 デ

ー タ項 目 で あ る 。

こ の プ ロ ジ ェク トはECの 翻 訳 支 援 用 用 語 辞 書(EURODICAUTOM:タ ー ミノ ロ ジ ー デ

ー タ バ ン ク)と の 連 携 を 図 っ て い る との こ と。

(資 料1)英 文

Brustkern,J.,Schlimgen,E.,&Schulze,W.ttTwoPaperson

thecreationoftheGermanword-data-base/BibliographyonMRD.))

一31一



LjＬsヒofrnachinereadab]Ledictionar±esavailable'atthe June1983

InstiヒuヒeforCo㎜unicationsResearchandPhoneticsof

theUniversityofBonn{工KP)
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CONDOR

L工MAS

MハCKENSEN

S⊥ze

843

1]ODOO

1.160
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5.145

117000
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S工EMENsAGMUnchen

Researchproject
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arbe⊥ ヒung・'1965-1976,

IKPBonn

1±stofallwoτdforms

intheL工MAS-Corpus

listofGerrnanpエepo-

51ヒions

noun .sw⊥thprepos±t±ons

verbswiセhpreposiヒions

machinereadableversion
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Sヒanda】:dModernGerman

byLu輻zMackensencom-
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工DSMannheim

Dictionaryforauto-

maヒ1C'texセanalysis
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図4-2 IKPにk・ け る 機 械 可 読 辞 書 の リス ト
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図4-4
t㌦heGermanWord-Data-Base,,の 辞 書 デ ー タ項 目
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4.3.3ザ ー ル ラ ン ド大 学

UniversitatdesSaarlandes

住 所:lmStadtwald,6600Saarbrucken,

FederalRepublicofGermany

電 話:西 ドイ ツ ー0681-3023542

日 時:10/140弓)18:30～21:00

訪 問 相 手:HaraIdH.乞immermann(情 報 科 学 科 教 授)

KrishnaSharma(情 報 科 学 科 教 授).

Ed'thK「oupa(繍 科 学科 博士 課程

1・好 学 生)
)

内 容:・ ヘ … 一.、.

OZimmermann教 授 に は,挨 拶 の み 。

Sharma教 授 か ち・」当学 科 の ズ ロジ ェク トで あ.6自 動 翻訳 シス テ ムの 位 置 づ け を伺 し～ デモ を

見 る。

1)日 独政 府 間科 学 技 術 協定 に基 づ き,情 報科学 分 野(日 本側 代 表 京 大 長 尾 教授,西 ドイ ツ

側 事務 局GID)に おい て,現 在,日 独 自動 翻 訳 プ ロジ ェク トを推 進 してい る6
・`1" 、ti.一'

当 プ ロジiク トには,2つ の プ ロジ モク トが4>る 。t.、 .,.

ザ ール ラン ド大 学 は,そ の1つ で(プ ロジ ェク ト名SUS'Y-DJT)京 大 長尾 研 究室 の

自動 翻 訳 シス テ ム に よる,論 文 タ イ トル の 日英翻 訳結 果 を受 け!ザ ール ラン .ド大 学 情報 科学 科'」 ・`一 ▼ 癌 ・ 丁'† .,'『

の 自動翻 訳 シス テ ム(SUSY)に おい て英 独翻 訳'を行 う。、之 の結 果 と レて,日 独 の翻 訳 を可

∵ 、

能 とす る。

当 プ ロ ジ ェク トは,1983年5月 か ら始 ま り,今 年 で 終 や る ザ 、,』'.!_・

今後ぬ いて治 る触 未定とめrと ・∵ ∴ ∴ ,`'1 ,」
図4〒5は,ctlshikawa.visitled、theU .niyLOS.ityatthe¥onφy.,'と い う

独 文 を,そ の場 で 入 力,独 → 英 翻 訳 デ モ ン ス トレ ー シ ・ン し て も ら っ た 画 面 の サ ン プ ル ・コ ピ

ー で あ る 。 途 中 の 詳 細 な 操 作 は 省 略 す る が ,す べ て オ ン ラ イ ン 操 作 に よ り逐 文 訳 を 可 能 と して

い る。

(資 料2)独 文

ProjektSUSY-DJT:Deut'sch-JapanisheTitelubersetzungmit

EnglishalsSwitching-language

な お,当 プ ロ ジ ェク トの 開 始 に あ た り,テ キ ス ト(文 献)検 索 シ ス テ ム を 開 発 した との こ と。
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独文入力

SATZNR.ENTHAELTFOLGENDESEGMENTE:

1.SEGMENT(NR.1)*****OBERSTERKNOTEN*****

WORTLAUTIshikawabesuchtedieUniversitaetamMontag

ISTHAUFTSATZ

DIEDRUCKPARAMETERLAUTEN

DATEI17-DAESEEICHER14MODUSISVSCH

未知語及び品詞情報付与
o

s'NR TEXTWOR恒ORK

Ishikawa

besuchte

die

Universitaet

am

Montag

*

'
vVKL

EIG

FIV

ARTR

SPB

PRP

SUB

LEMMANAME

ISHIKAWA

BESUCHER

D-(ARTB)

UNIVERSITAET

AN(BAT)

MONTAG

*

SUB

VRB

㎜

SUB

FWK

SUB

」
構文解析結果

Ishikawa<ISHIKAWA*EIG>besuchte〈BESUCHER*ABJ>die〈

D-(ARTB)*ARTB>q・iversitaet<UNIVERSITAET*SUB>am≦ 餌(DAT)*

PRP>Montag<MONTAS*SUB*

翻訳結果出力 」

Ishikawa

Montas*

dieUniVersitaet ISHIKAWAVISITTED

UNIVERSITYON

THEMONDAY*

ISHIKAWAVISITTEDTHE

UNIVERSITYAT

THEMONDAY*

図4-5SUSYに お け る独 和 翻 訳 例
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(資 料3)英 文

TheTextDatabaseSUSYDJT-Shortdescriptionanddirectionsfor

use-(Version1.0)

2)上 記1)の プ ロ ジ ェク ト とは 別 に,ザ ー ル ラ ン ド大 学 で は1985年 よ り西 ドイ ツ 調 査 ・研

究 技 術 者(theFederalMinistryofResearchandTechnology)の 支 援 に よ り,

独 笑 自動 翻 訳 シ ス テ ム の 開 発 を 開 始 した 。

当 シ ス テ ム 名 は,ITS(InformativeTranslationSystem)と い い,知 識 情 報
o

を 活 用 す る シ ス テ ム を 目指 す 。

当 面,西 ドイ ツ特 許 局(theGermanPatentOffice),あ る い は,技 術 情 報 セ ン タ

ー(theSpecializedInformationCenterTechnik-FIZ16-)の 情 報 の 翻

訳 を 目的 と し て い く。

な お,Zimmermann教 授 は,ECの 翻 訳 プ ロ ジ ェク トで あ るEUROTRAの 西 ドイ ツ側

代 表 で あ る 。

OManfredThie1(電 気 工 学 科 言 語 研 究 室)

10/15(火)10:30～12:00(午 後Luxemburgぺ 移 動)

Zimmermann,Sharma教 授 は,大 学 院 の 試 験 の た め,Thie1助 手 か らSUSyVaつ い て 聞

く。

SUSYで は,現 在 ロ シ ア 語 → 独,仏o独,英 ←"独,エ ス ペ ラ ン ト語o独 の 開 発 を推 進

し て い る。

辞 書 は,独 ← 英 の 場 合

① 語 幹 辞 書(stemdictionary)(約150,000語)

② 意 味 解 析 用 辞 書(semanticanalysisdictionary)

③ 形 態 生 成 用 辞 書(monophologicalproductiondictionary)

の3種 に 分 け,開 発 を行 っ て い る 。

な お,SUSYプ ロ ジ ェク トで 現 在 維 持 して い るMRDの 内 容(デ ー タ ベ ー ス 名:SADAN)

を 図4-6に 示 す 。SADANを 管 理 す る シ ス テ ム(シ ス テ ム 名:DeutschesAnalyze-

Lexikon)に よ り,図4-7の よ うな 辞 書 内 容 の メ ン テ ナ ン ス が で き る 。

(資 料4)独 文

Krebs,P。tcDASSUSY-LEXIKONSYSTEMTechnicalReport-

1985年8月,,

な お,テ キ ス ト検 索 シ ス テ ム を は じめ,SUSYシ ス テ ム は,Siemensの コ ン ピ ュ ー タ(OS

はBS2000)を 使 用 。 検 索 ソ フ トウ ェア(DBMS)はGOLEMを 使 用 との こ と。
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4.3.4シ ュ トゥ ッ トガ ル ト大 学

UniversitatStuttgart,InstitutfurInformatik

住 所:Azenbergstr.12,Herdweg51,7000Stuttgart1,

FederalRepublicofGermany

電 話:西 ドイ ツ ー0711-2078

日 時:10/18(金)10:50～12:10

訪 問 相 手:羽 中 田 賢 治 教 授(情 報 研 究 所)

内 容:

ザ ー ル ラ ン ド大 学 と同 様,日 独 政 府 間 科 学 技 術 協 定 に よ る一 貫 と して 日独 自動 翻 訳 の 実 験 ・研 究

を推 進(シ ス テ ム 名:SEMSYN)し て い る 。 当 大 学 の プ ロ ジ ェク トは,ザ ー ル ラ ン ド大 学 と は

異 なb,富 士 通 との 契 約 に よbATLAS丑 に よ る 日本 語 文 の 意 味 解 析 を含 む 最 終 の 解 析 結 果 を デ

ー タ と して 受 け 取 り
,当 大 学 に お い て 直 接 独 語 文 に変 換 生 成 す る 実 験 ・研 究 で あ る 。 実 験 研 究 期 間

は ユ983年12月 か ら3年 間 で あ り,1985年 の12月 を も っ て 終 了 の 予 定 で あ る 。 以 後 ど う

す る か に つ い て は,日 独 科 学 技 術 協 定 の 推 進 の 問 題 で も あ り,ま た 富 士 通 側 の 考 え 方 との 調 整 も あ

り,現 時 点 で は 何 も決 っ て い な い 。 機 械 可 読 辞 書 は,現 実 験 ・研 究 の 範 囲 で 持 っ て い る。 当 大 学 の

実 験 研 究 は,意 味 解 析 ま で も含 む もの で,あ く ま で も ア ル ゴ リズ ム 的 な 研 究 を 中 心 と して い る の で,

大 き な 辞 書 は 現 時 点 で は 維 持 し て い な い 。 、

(資 料5)英 文1

Laubsch,J.,Rosner,D.,Hanakata,K.,&Lesniewski,A.

(cLa
nguageGenerationfromCOnceptualStructure:Synthesisof

GermaninaJapanese/GermanMTProject,,COLING-84

Proceedings.

(資 料6)独 文

R。sner,D.c・G。nerieruug。 。nD,utschauseinerS,inant・isch,

Reprasentatioh-ZuS'tandundPers'pektivendesProjecktsSEMSYN,,

な お,プ ロ ジ ェク トの 概 要 に つ い て,日 本 国 内 で 紹 介 さ れ た と き のOHP資 料(図4-8～ 図4

-12)を もっ て 説 明 い た だ い た 。

(図4-8)日 独 科 学 技 術 協 定 に 基 づ く 日独 自動 翻 訳 実 験 プ ロ ジ ェク トの 概 要

(図4-9,4-10,4-11)SEMSYNプ ロ ジ ェク トの 概 要'

(図4-12)日 独 自動 翻 訳 実 験 プ ロ ジ ェ ク ト完 了 後 に想 像 さ れ る運 用 形 態
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FRG JPN

Agencies:BMFT/GIDSTA/JICST

ロ　
coordinator:Monch/GID-IBShoji/STA

contact

person:Zimmermann/.Nagao/Univ.Kyoto

(comp.ling)Univ.Saarbrucken

P・ ・j・ ・t・:SUSY-DJT(Germ・r・`t''"-eJ・p・ ・ese)EJT

サ　
Univ.Saarbrucken,SFB100Univ.Kyoto/JICST/ETI

/FUJITSU,HITACHI,

NEC

SEMSYN(Gennan←Sem・re)(Sem・re← ←)

Univ・StuttgartATI.AS/U

FUJITSU.Lab.

TargetDBFlzen,TIB,DIMDIJOIS,JAPATIC,RIPS,

PATENTNEEDS

N・・w・rk(⑳ －DATEX-・-V・ 旬 ・一・ 一[亟]・(胤

図4-8 CooperationbetweenFRGandJPNinthe

infomation&Documentation(1&D)

fieldof

Projekt

SEMSYN

AusfuhrendeStelle:

　コ
Projekttrager/geber:

Ziel:

Zusammenarbeit:

Mitwirkende:

Rechnerumge:

Projektdauer:

Gesamtausg
。:

図4-9

ロ　 　ロ
UniversitatStuttgartInstitutfurInformatik

GID/BMFT

Generierungv.deut .schenTitelnansder

SemantischenReprasentationJapanischerTitel

FujitsuLaboratories/Kawasaki,JAPA[N

(ATLAS/U)

Hanakata,Laubsch,Lesniewski,Roesner,+stdten

LISP-MachineSYMBOLICS3600,

VAX-11/780-AnschlUss(4Terminals)

1.7・,83-30●6.'85.

Z650KSM

SEMSYNプ ロ ジ ェ ク トの 概 要

一40一



Weiteref6rSEMSYN-FortsetungrelevanteAwfgaben:

On-lineExperiment コゆ
PilotstudiezumZugrrffaufeinejapanischeDatenbankuber

internationaleundnationaleDatennetze

(SieheSitznngsprotokolleam26.7.83

Protokollvom5th.German-JapaneseMeetinginIa.D.

am25.26.27.Okt.1983)

Simulation:

SEMSYN DATEX-P VENUS-P DDX二P ATLAS/皿

ll'
`l

llMULTIPAD
ll

ll

「!
'一 一 ●一 一 一 一ー 一、、'●'一 一 ー ー 一 ← 一 一一 ⇔、

rAnwenderlrJap.Dat-.Bank}
、 ノ 、'
、 一

一_一_一__一'、 、 ●_一_______ヂ'

ll

図4-10SEMSYNフ'ロ ジ ェク トの 概 要

l

SEMSYNGOAL

Generationof3000Germandoc.titlesinthefieldoftcinformation

processing,,fromthesemanticrepresentationsofJap.titles

producedbyATLAS/UofFUJITSULab.,

Alsoexperimentwithabstracts.

MEMBER:

Hard.resource:

Period:

図4-11

Hanakata,Lanbsch,Lesniewski,Roesneand

Students

Symbolics3600,VAX-.11/780(4Terminals)

July1.83-June30,85.

SEMSYNプ ロ ジ ェ ク ト の 概 要(目 標)
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日独 自動翻 訳実 験 プ ロジ ェク ト完 了 後 に想 像 され る運 用 形態

4.3.5西 ドイツ 言語 研 究所

IDS

住 所

話

時

手相関

電

日

訪

　の
(InstitutfurDeutsheSprache)

Friedrich-Karl-Str。12,6800Ma皿heim1,

FederalRepublicofGermany

西 ドイ ツ ー0621-4401

10/18㈲15:00～17:00

WolfgangTeubert(GID冨il所 長)

KlausWothke(研 究 員)

在 間 進(東 京 外 国 語 大 学 ドイ ツ語 学 科 ・ 助 教 授)

内容:

IDSは,日 本 の国 立 国語 研 究所 に当 る国立 の機 関 で,ド イ ツ語 の語 彙 調 査,言 語 研 究 ・言語 傾

向 を研 究 ・調査 す る こ とを 目的 と して お り,と くに 目的 とす る応用 シス テ ムの 開発 は行 っ て いな い。

そ こで,言 語研 究 の た め に,1983年 か ら以 下3つ のデ ー タベ ース プ ロダ ク シ ・ン(プ ロジ ェク

ト名:LEDA:aLexicographicalDataBaseforGerman)を 行 っ てい る。 使 用 計

算 機 はSiemens.DBMSはIBMのSTAIRSラ イ クのREFERで あ る。

① フル テキ ス トデ ー タベ ース(TextBank)… 例 と して,新 聞 ・雑 誌 ・学校 の 教科 書 ・等

現 在約100万 件
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② 語 幹 お よび 活用 語辞 書(DictionaryBank)

③ 解 析結 果 の デ ー タバ ンク(ResultBank)

LEDAに よるデ ー タは,と くに,ド イ ツ語 辞書 の作 成vaas・い て辞 書 編 成 を支 援 す るの に役 立 つ

もの と考 え て い る。

西 ドイ ツに おけ る国 レベ ル の言 語 解析 用 辞書 の開発 は行 われ てい ない 。Brockhausと い う出版

社 では,自 社 に おい て冊子 体 辞 書 の機 械 可読 化 を図 り,当 出版 社 の辞 書 作 成 に使 用 して い る。 研 究

用 と して も,著 作権 の問題,版 権 維 持 の問題 が あ り,広 く利用 に供 され てい な い(未 公 開)。

西 ドイ ツ全 体 では,言 語解 析 用 辞書 の作 成 と して は,ボ ン大 学 のLendars教 授 の所 の作 成 が唯

一 で あ り,ECの 翻 訳 支援 のた め のオ ン ラインサ ー ビス で ある辞書EURODICAUTOMと の

関連 を図 って い る6そ れ に つ い て,ま'と めた 下 記の本 が あ り,参 考 にな る と思 う。

JIPDECの プ ロジ ェク トと して参考 にな るの は,SIEMENSの プ ロジ ェク トで あ る と考

え る。 た だ し,ECの 次期 自動 翻 訳 シス テ ムの 開発 プ ロ ジ ェク トで あるEUROTRAの 西 ドイ ツ

側 のス タ ッフは,ザ ール ブ ル ッケ ン大学 のZimmerman教 授 グル ー プの 所 で ある。

(参考 図書)独 文

H・β,K・ ・B・u・tkern・J・ ・&L・nders・W・(tMaschi・ ・nlespare

DeutscheW;rterb㌃cher"NiemeyerVerlag,T6bingen,1983.

4.3.6EC翻 訳 セ ン タ ー(ECAT)

ECAT(EuropeanCenterforAutomaticTranslation)

住 所:9-11,rueJean-PierreSauvage,L-2514,

Luxembourg・

電 話:ル ク セ ン ブ ル グ ー00352-438388

日 時:10/16(水)13:30～15:00,18:30～20:00

訪 問 相 手:MiehelLebrun(ECATマ ネ ジ ャー)

Cay-HolgerSto11(マ ネ ー ジ ン グ デ ィレ ク タ ー)

内 容:

ECATは,ECの 要 請 に よbSYSTRAN㈱50%と ル ク セ ン ブ ル グ の 大 手 製 鉄 会 社ARB

EDの 情 報 処 理 会 社 グ ル ー プ(InfoARBED)50%の 出 資 に よb1984年 に 設 立 され た 自動

翻 訳 シ ス テ ムSYSTRANに よ るECの 自 動 翻 訳 サ ー ビス ・セ ン タ ー で あ る(図4-13)。

現 在,サ ー ビス ・セ ン タ ー と して の 整 備,顧 客 営 業,サ ー ビス 体 系 の 整 備 を行 っ て い る。 勿 論,

SYSTRANの 単 独 販 売 活 動 も行 う。

ECは,現 在 も,ctMultilingal&Multipurposeinformationprocessing,,を
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図4-13 ECATの 組織 化 構 成 図

整 備 ・運 用 して.いる。 そ の 一 つ にEURODOCと い うオ ン ライ ン情 報検 索 シス テ ムに よ り情 報提

供 サ ー ビス を行 って い る。 自動 翻 訳 プ ロジ ェク トはそ の中 の一 つ の プ ロ ジ ェク トと して位 置 づ け ら

れ る。そ の 自動 翻訳 サ ー ビス を,こ の度 のECATを 通 し行 お うとす る もの で あ る。 す で に,パ リ

に あるセ ン ター を通 し,英 ・→仏,仏 → 英,英 → 独,英 一→伊,仏 → 独(た だ し辞 書 は未 完)の サ ー ビ

ス を実施 開 始 してい る。

MRDは,下 記の よ うに同 じ く整 備 中 で ある。

独

英

仏

英

英

英

仏

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

→ 英

→ 仏

→ 英

→ 独

一少 伊

→ ア ラ ビア 語

→ 独

デ ータ項 目は,大 別 す る と語 幹,活 用情 報,意 味 情報 で ある。SYSTRANは,EUROTRA

とは一線 を画 し,す でに実 用 レベ ル に あ る。EUROTRAは,現 在,机 上 設計 レベル とみ てい る。

約150,000語

約120,000語

約120,000語

約100,000語

約120,000語

約180,000語

開 発 中
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ECATの 役 割 りは,い か に多 くのユ ーザ をふ や し,利 用 してい た だ くか とい うことに ある。 また,

現時 点 で は,EURODICAUTOMを,た とえば デ ー タ項 目の ちがい か らみ て も利 用 す る計 画

は な い との こ と。

(資料7)SYSTRANパ ンフ レ ッ ト

(資料8)AdvantagesofMachineTranslation

(資料9)GeneralSystemSpecificatiollfortheApplicationofthe

SYSTRANSystem.

た だ し,SYSTRANシ ス テ ムの'辞書 の基 本 的 な整 備 が完 了 した時 点 で,よ り語 数 の必要 性 を

感 じた時 は,EURODICAUTOMを 語幹 辞 書(stemdictionary)に 取 込 む こと を検 討

す る か もしれ ない 。 ま た,SYSTRANを 利用 した い ユ ーザ がEURODICAUTOMを 翻 訳作

業 の支援 ツール と して利 用 す る ことは大 い に有 効 で ある と考 え るの で,SYSTRANに よるサ ー

ビス が充分 な され る よ うにな って もEURODICAUTOMの 存 在 を否定 す る ことには な らない と

考 え てい る。

ECATを 組 織 化 し,翻 訳 サ ー ビス を開 始 してい る の に,EC内 で現在 多額 の予 算 を予定 し,

EURTRAの 開 発 プ ロジ ェク トが持 たれ てい るの は何 故 か とい う問に対 し,「SYSTRANは ア

メ リカ で開 発 され,IBMの マ シ ン を中心 に稼 動 サ ー ビス す る こ とに対 して,や は り民族 的意 識 か

ら許 され る もの で はな い と考 え て い る よ うで ある。 そ こで,SYSTRAN以 上の もの を開発 す る

こ とを 目標 に して い る よ うだ。 この こと事 態,我 々が批 判 す べ き ことでは ない 。我 々 の仕 事 は,そ

の間 にSYSTRANの よ リグ レー ドァ ップ を図 る こと,よ り良 いサ ー ビス を行 う ことに あ る と考

え てい る。 そ の た め に も,現 在 日本 に約25名,カ ル フ ォル ニ ア に約20名,ヨ ー ロ ッパ に約50

名 の合 計約100名 の技 術者 を投 入,シ ス テ ムア ップtsよ び辞 書 の開発 に当 ってい る。」との こと。

す べ ての質 問(調 査 項 目)に,協 力 した い が時 間的 に無 理 で あ り,企 業 と しての問 題 もあ るの で

許 してほ しい.と の こ とで,以 下,SYSTRANの 概要 を説 明 していた だいた(図4-14)。

SYSTRANは,現 在,IBM360,370(OS:Mus)お よびSiemensBS2000,

BS3000で 稼 動 す る。IBMのUM/CMS,DOS/VSで も稼 動 す る よ う現在 開 発 中 で ある。

SYSTRANの 中心 は プ ログ ラ ミング言 語PL/1で 書 い て あ る。

必要 とす るcpu容 量 は,仮 想 メモ リー量 を除 き768KBで あ り,と くに,辞 書 の更 新 お よび デ

ー タ保 存 のた め に2本 の磁 気 テ ー プ(1600/6250bpi)を 要 す る。 また3330タ イプ の磁

気 デ ィスク1パ ック を必要 とす る。 翻 訳結 果 お よび辞書 出力 の た めの プ リン タは と くに制 限 は な い。

約100,000語 の翻訳 に対 し,3300タ イ プの磁 気 デ ィスク(13.030B)を 使用 の場

合,磁 気 デ ィス ク容 量 の 割振 りは,お よそ以 下 の通 りに な る。
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図4-14 SYSTRANの シ ス テ ム 構 成 図

ANALYSIS

(構文 解 析)

STEM

(語 幹 辞書)

BasicSystem

(コ ン ト ロ ー ル シ ス テ ム)

TRANSFER

(翻 訳)

IDLS

(意味 辞 書)

SYNTHESIS

(生 成)

Idiomaticand

LimitedSemantics

図4-15 SYSTRANのMRDの 位 置 づ け
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'programlibraries

・controllanguagelibrary

・1ibrariesmasterversion

●libraries,inaccess

・additiona1

●sourceandtarget

(通 常 は テー プ)

format(デ ィス ク の み)… …

1anguagepairspace

langUageteXt

●workspace

処 理時 間 は,pre/posteditを 前提 と して,そ れ を含 め約300,000語 に対 してIBM370/

168使 用 の場 合,cpu時 間 は1～2時 間 とみ てい る。

な お,SYSTRANの 持 つMRDの 位置 づ けは,図4-15の よ うにな ってい る。

翻訳 サ ー ビス 料 金 は,1985年1月 現在 翻 訳 結果(35ラ イ ン/ペ ー ジ,10語/ラ イ ン)を

ベ ース に ヨー ロ ッパ 系言 語 間 の対 訳 につ いて は以 下 の よ うに設 定 して ある。

400tracks

30tracks

460tracks

420tracks

80tracks

100tracks

少 く と も50cylinders

(例1)200ペ ー ジ/月 ÷70,000語/月 の 場 合

0～50,000語 … … 基 本 料 金DM2,500.-

50,000～70,000語(20,000語xO.045DM/語)… …DM900.一

合 計DM3,400.一

(例2)300ペ ー .ジ/月 ÷105,000語/月 の 場 合

0～5,000語 … … 基 本 料 金DM2,500. ,-

50,000・-105,000語(55,000語 ×O.045DM/語)… …DM2,475.一

合 計DM4,975

こ の サ ー ビス 料 金 に 対 して,SYSTRANの 月 レ ン タル 料 金 は,以 下 の よ う に 設 定 し て あ る 。

①BASICSYSTEM… …DM350.一/月

当 シ ス テ ム に 含 ま れ る シ ス テ ム 機 能

i)TranslationControlProgram

ii)TerminologyProgram

lll)TextlayoutandOutputProgram

②1対1言 語 間 翻 訳 プ ロ グ ラ ム

当 シ ス テ ム に 含 ま れ る シ ス テ ム 機 能

i)Analysisprograms… …DM700.一/月

ii)Transfer&SYNTHSISprogram… …DM600.一/月
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③ 辞 書

i)TerminologyDictionary(約50,000語)… …DM450.一/月

iDDictionariesofExpressionandWord-SpecificRules(約20,000語)

・・… ・DM400 .一/月

以 上,合 計 レ ン タ ル 料 金 はDM2,500.一/月 とな る 。

4.3.7国 際 用 語 学 情 報 セ ン タ ー

INFOTERM(lnternationalInforniationCenterforTerminology)

住 所:Heinestraβ θ38,Wien2,Austria

電 話:オ ース ト リァ ー0222-267535

日 時:10/21倫13:30～20:00

訪 問 相 手:ChristianGalinski幅1]所 長)

内 容:

1)ま ず,Terminologyの 必 要 性,重 要 性,果 た す 役 割 りに つ い て 一 般 的 説 明 を 受 け た 。

Terminologyの 理 論 は,EugenWifstertS士 の(cInternationaleSprachnormu㎎

inderTechnik,,(1931)の 論 文 に 端 を 発 す る 。 要 は,技 術 交 流 お よび 情 報 変 換 の た め に,

と くに 専 門 用 語 を 中 心 に用 語 理 解 を概 念 レ ベ ル に お い て定 義 す る必 要 が あ り,概 念 レベ ル で 定 義

す る そ の 方 法 論 をINFOTERMに お い て研 究 ・確 立 して き た とい う こ と。 この 方 法 論 を も と

に,各 国 の あ るい は 各 機 関 のTerminologyプ ロ ジ ェク トに対 し,国 際 的 に 支 援(コ ンサ ル タ ン

ト)を 行 うの が,INFOTERMの 重 要 な 責 務 で あ る。 そ の 基 本 的 な枠 組 み は,(図4-16)

の 通 りで あ る 。

(資 料10)英 文

Felber,H。

t(TerminologyManual,,Doc
,No.,PGI-84/ws/21,1984,426p.

(UNESCO/INFOTERM)
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2)Terminologydatabank構 想

科 学技 術 の分 野 を考 えた と き,1900年 頭 初 を1と してみ た とき,科 学 技 術 文 献 は,そ の後

幾何 級数 的 に発 表 され て きて い るが,そ の中 で,新 しhterminology(専 門 用語=新 しい 知

識)は 現 時 点 ま でに約15%増 えて い る。(図4-16)こ の15%の 専 門用 語 の 理解 が新 し

い知識 の理 解 に必要 とな り,terminologyに 関 す る 日常的 な研 究 が必 要 にな る。 この よ うに

増 加 す るterminologyを,世 界 的 な レベ ル でdatabank化 してk・く必 要 性 が あ り,現 在,そ

の基本 的 な 枠組 み につ いて検 討 に入 ってい る(図4-17)。

ZunahmedesWissens/der
Literatur(inPotenzen)

人文社会科学

文献

科学技術文献

FachUteratur

声Terminologie

/膚 －Wissen

1900年1985年

図4-16発 表 文 献 と新 しい 専 門 用 語 の 伸 び

(資 料11)独 文

c〈DieTerminologie(databank)alsManagementinstrument,,

(INFOTERM内 部 資 料)
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＼
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/

/

Terminolo-

giearbeit

nhouse一
1

Isaubere|

Fachkommuni-

kation

Dokumentation

Terminologie-Datenbankhoherer

Ordnung ＼
GrundelementfU'rautom.KernelementvonWissens-

odermaschinenunterstびtztebanken

Ubersetzungssysteme

図4-17専 門 用 語 の デ ー タ.バ ン ク 化 の 枠 組

3)MRD化 の 研 究 ・開 発

1984年 に,EURODICAUTOMに デ ー タ を提 供 す る た め に,INFOTERMのTermi-

nologyの 方 法 論 の 確 立 の 基 礎 に な っ たWU'stes,E.の 用 語 集ttTheMachineTool(1968),,

を入 力 した 。 図4-18は,そ の 時 の プ ル ー フ リス ト例 で あ る 。 こ の経 験 を も と に,現 在Termi-

nologyのMRD化 に つ い て あ る べ き姿 の研 究 を行 っ て い る 。 ・

現 在,'INFOTERMで はECか らの 依 託 に よ り,電 子 化 辞 書 の 標 準 化 プ ロ ジ ェク トを 推 進

して い る 。 こ の プ ロ ジ ェク ・トは,現 在ECで 推 進 して い る 自動 翻 訳 プ ロ ジ ェク トEUROTRAと

並 行 して,そ の 完 成 に お い て は,辞 書 を,各 言 語 に つ い て は 各 国 が 協 力 して 生 成 ・メ ン テ ナ ン ス

す る こ と を意 図 して,今 か ら,そ の た め の 標 準 仕 様 を 見 出 そ う とす る も の で あ る 。

(参 考 資 料)INFORTERM

(cTerminologyandRelatedFields1965-1985"HermannB6'hlaus

Nachf.
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図4-18 用 語 集 ¶cTheMachineTool,1968」,の 入 力 ・プル ー フ リス ト例
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な お,MRDに 関 して有効 な議 論 が で きる と患 わ れ る人 を紹介 して お きた い 。

1)Prof。JeanBaudot

ヤ
Dept.deLinguistique,

ロ
Univ.deMowtreal ロ

Careposta16128,Suc.AMontreal,

ノ
QuebecH3C'3J,CANADA

Te1;(514)343-6220

2)Dr。ThomasSchneider

SiemensAG,

BereichDatentechnik,

Daten-undInformationssysteme

Otto-Hahn-Ring6

ロコ
D-8000Munchen83

Fax;(089)636-2013

3)JeanM。Henning

Laboratoired'Informatique, ノ
ComplexeScientifiquedesCezeaux ぐ

BP45-63170Aubiere,FRANCE

Te1;(73)264110

4)Prof.GestEngel

HoudelshψjskoleSud.

Sψuderborg,DENMARK

Tel;(0045)4-434225Ex。32

4.3.8ピ サ 大 学

UniversityofPisa,DepartmentofLinguistic

住

電

日

所

話

時

訪問相手

・

●

・

・

・

●

viadelloFiggiole35,56100Pisa,Italy

イ タ リア ー050-502082

10/23(水)15:00～20:00

(9:30～14:30情 報 学 科 の2入 の 教 官 の 求 め に よ りLibrary

automation,お よ びInformationRetrieva1に つ い て 情 報 交 換 を行 う∂

NicolettaCalzolari(言 語 学 科 助 教 授)

AntonioZampolli(言 語 学 科 教 授)
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内容:

1)イ タ リア国立 研 究 委 員会(theItalianNationaIResearchCounci1)の も との計

算 機言 語 研 究 所(theInstitutodiLinguisticaComputazionale)で は,オ ン ラ

イ ン情報 検 索 サ ー ビス を 目的 と して,文 献情 報 の デ ー タベ ース(theTextualDatabase)

の構 築 プ ロジ ェク トと,機 械 可読 辞書 デ ー タベ ース(LDB:theLexicalDatabase)の

構 築 プ ロジ ェク トを推 進 してい る。今 回 訪 問 した ピサ 大学 言 語 学 科 のCalzolari助 教授 は,当

プ ロジ ェク トにお い て,と くに,後 者 のLDB構 築 プ ロジ ェク トに 参加 してい る との こ と。

LDBの 構 築 は,下 記15点 の よ うな ことを支援 す る のに役 立 つ と考 え る。

① 構文 理 解 の た め の支援 ツ ール

② デ ー タベ ース に対 す る自然言 語 に よるア ク セス の た めの 支援 ツ ール

③ 辞書 構 築 お よび辞 書学 のた め の支援 ツ ール

④ 綴 りの修 正 の た め の支援 ツール'

⑤ 単語 処理 のた め の支 援 ツ ール

⑥ 辞書 の 出版 の基 礎 デ ー タ ・ツール

⑦ 自動 翻訳 のた め の支 援 ツール

⑧ 認 知 科学 の研 究 の支 援 ツール

⑨ 教育 支援 のた めの支 援 ツール

⑩ 辞 書 研 究者 の ため の支 援 ツ ール

⑪LDBの 内容 検 索 の ため の支 援 ツール

⑫ 文章 処 理 の た めの 支援 ツール

⑬ 形 態 素 解 析 の ため の支 援 ツール

⑭ 辞 書 に含 まれ てい る事項 か ら新 しい情 報 の抽 出の研 究 ツ ール

⑮ 情報 検索 のた め の シ ソー ラス の構 築 の ため の支 援 ツー ル

当 プ ロジ ェク トは,既 存 の冊子 体 辞書 を まずMRD化 し,文 献 内 に出現 す る単 語 との照 合 を計

り,LDBを 拡充 して い る。(磁 気 テ ープ化 した辞 書 をMRDと い し(,セ ン ター ・マ シン に登載

した辞 書 をLDBと い い,MRDとLDBを 区別 して使 用 してい る。)

LDBは,MSSに 展 開 し,IBM3081(VSAM)で 管 理 してい る との こ と。

LDBの 構 成 を,図4-19に 示 す 。現 在 の容 量 は,LEMMAS(見 出 し語÷ 語 幹)が 約

106,000語,WORD-FORMS(語 形 情 報 ÷接 辞)が 約1,000,000お よびDEFIN-

ITIONS(語 の定 義情 報÷ 同義語)が 約186,000か ら成 り,そ れぞ れ は独 立 して検 索 で

き る。
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secondarykeys

ヂ 　 　 　 　 　 ココ

1`
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Prelixes
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Gramm.Ca1.Codes
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primarykeys
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agecodes'

dings
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LEMMAS
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SYNONYMS

ANTONYMS

〔 こ 、1
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HYPERONYMS'

r-一 　 一 ー －

Syntactic

Codes

」______」

DEFINITIONS

primarykeys=lemmas

SPECIALIZED

LANGUAGES

図4-19 LDBの 構 成

LDBの オ ン ラ イ ン検 索 は,(図4-20,4-21,4-22)の よ うな 手 順 に よ り利 用 す

るo
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c{a

ndare,,の フ ル 語 義

2)1985年10月 か ら,あ らた にltalianNationalProjectforAutomatic

LanguageProcessingが ス タ ー ト し,ピ サ 大 学 言 語 学 科 で は,1)の 成 果 を も と に,

aNationalLexicalMultiplyDBの 構 築 ・整 備,そ の た め の ソ フ トウ ェア 機 能 の 研 究

・開 発 に つ い て 中 心 的 役 割 を果 た さ な け れ ば な らな い との こ と。 当 プ ロ ジ ェク トは,現 在ECで

推 進 して い る ユ ー レ カ(EUREKA:欧 州 先 端 技 術 共 同 研 究)の 一 つ と して,そ の 一 環 を な す

プ ロ ジ ェク トで あ る。 当 プ ロ ジ ェク トは,ECの 次 の 情 報 シ ス テ ム の 構 築 の た め の プ ロ ジ ェク ト

で あ り,EUROTRA,お よ び そ の た め に 必 要 とす る 各 国 で構 築 す るMRDの 標 準 化 プ ロ ジ ェ

ク トに 対 し,ECに お け る 情 報 流 通 の た め の プ ロ トコ ル の策 定 プ ロ ジ ェク ト と して 位 置 づ け られ

る。 前 日(22日)にZampolli教 授 がLuxemburgで の 会 合 に 出 席,イ タ リア 側 の プ ロ ジ ェ

ク トの 構 想 に つ い て 概 要 を 話 し て き た との こ と で あ る 。 詳 細 に つ い て は,プ ロ ジ ェク トの 推 進 が

始 ま っ た ば か りで あ り,構 想 の 段 階 で あ り,EC各 国 と の 協'調 も あ る の で 公 表 で き な い と の こ と 。

こ の意 味 に お い て,JIPDECの プ ロ ジ ェク トに は 大 変 興 味 が あ る と の こ と で あ っ た 。

(拝 受 資 料)

1)Calzolari,N。

Lexicaldefinitionsinacomputerizeddictionary
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ComputersandArtificialIntelligence,2(3),225～233,

1983

2)Picchi,E.,Calzolari,N.

Textualperspectivesthroughanautomatizedlexicon

IstitutodiLinguisticaComputazional(CNR)

3)Calzolari,N.

Onthetreatmentofderivativesinalexicaldatabasβ

LinguisticaComputazionale,3(Supplement),103～113-,

1983

4)Calzolari,N.

Detectingpatternsinalexicaldatabase

ProceedingsCOLING'84,170～17・3,1984

4.3.9ウ ォ ー タ ル ー 大 学

CenterfortheNewOxfordEnglishDictionary
,Univ.ofWaterloo

住 所:Waterloo,Ontario,CanadaN2L3G1

電 話:カ ナ ダ ー519-885-1211

日 時:10/25@)13:00～17:00

訪 問 相 手:dayleJohannesen(事 務 長 女 性)

J.Stubbs(Univ.OxfordPressのOED編 集 部 か ら の 出 向)

F.W.Tompa(計 算 機 学 科 助 教 授)『

内容:"

1984年5月 か ら,オ ックス フ ォー ド大 学 出版 部 のOED編 集 部 か らの依 託 に よ り,the

NewOEDの 完 全MRD化(冊 子 体 フ ォー マ ッ トのMRD化)を 開始 した(図4-23,図4-

24)。

約3カ 月間 の設 計 の 後 に,入 力 を開始 した。1986年 末 に は,す べ て入 力 を完 了 させ る予定 で

ある。 現在,A～ ・Az,M～Mzを 完 了 。容 量 は約50MBで あ り,す べ て入 っ て500MBと 予

想 してい る。

完 成 後 は,学 内 をは じめ 広 くオ ン ライン利 用 サ ー ビス を考 え て い る。 と もか く,現 在,磁 気 テ ー

プ化 し,OED出 版部 に納 品す る こ とが最 大 の仕 事 で ある。

MRD化 の 目的 は,OEDの 編 集部 に あ り,主 に,冊 子体 辞書 の作 成支 援 の ため で あ り,た とえ

ば エ ン ト リー語 の管 理 とい った ことに大 きな役 割が果 たせ る と考 え る。他 に,当MRDは,将 来,
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OUP-UWJointAgreement

●OUPtocapturedata,ensureits

accuracy,integratetheOEDwithits

Supplements,andpublishtheresulting

dictionary.

● .OUPandUWtoconductusεr,surveytg

helpidentifyrcquirementsforNeWOED.

●UWtodesigndaしabaseforNewOEDand

d・vel・P・ ・rしw・ ・eutilitiesf・ ・
.d・tabase

accessandupdaしe.

●UWtoexploreanddevelopapPlications

toexploitNcwOED.

図4-23

図4-24

オ ・クス フ ォー ド大学 出版部 とウ ォー ター ル ー大 学 との

MRD化 に あた って の取 交 し事 項

<5

遷
南 〔P

theNewOEDのMRD化 プ ロ ジ ェ ク ト

Sourcedata

Dataentry

Taggeddata

DATABASE

Creation

NewOED

DATAAccess
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文献 分 析,言 語 の コンサ ル テ ィン グ,言 語 学 研 究 に利用 され て い く もの と考 え てい る。 これ ら多 目

的利 用の た め に,と くに,Tompa助 教授 を中心 に知 識 ベ ース化 の構 築 を考 え 出 して い る所で あ り,

た とえば,そ のた め のMRDフ ォー マ ッ トをい か にす べ きか とい った こ とに つい て,ピ サ大学 の

Zampolli教 授 と同 じ くJIPDECプ ロ ジ ェク トに大 変 興 味 を示 して い る。

以 下,JIPDECプ ロ ジ ェク トの 目的,お よび 日本 で のMRD構 築 につ い て説 明 を求 め られ概

要 を紹 介 した。

ウ ォ一 夕ル ー大学 と して当 プ ロ ジ ェク トの受託 に当 り,当MRD化 後 の利 用 につ い て具 体 的 に ど

う考 え てい るのか とい う問 に,プ ロジ ェク ト開始 に当 り,図4-25の よ うな ア ンケ ー ト調査 を学

内 を中心 に行 った が,学 内 か らの反 応 は 少 な く(と い うの は,ま だ ウ ォー タル ー大学 に おい て は 自

然言 語 処 理 の研 究 は盛 ん でな いた め もあ って),む しろ学 外 の研 究 者 か らの反応 が多 く,MRD化

の後,利 用 を促 進 して い きた い と考 え てい る,と い うことで あ った。

(拝 受 資料)

WaterlooandtheNewOxfordEnglishDictionaryProject.

一60一



'〆

e ew xor

}　 一.....

n is
● ●

一.1ctlona
●

...

0.f。,dUnlve,sl・yP,ess{OUP}isab。 ・"…mp・t・ ・i・eth・0・forゴ

E。gti・hDi・f'加a・ytOED人Thee・ ・i・e・e…f・h・1933・w・lve'volume

。diti。nwillbeent,,edi。t。ac。mρ ・te・.Th・f・u・ ・d・mes。fth・

S。 ρρ/。m。n・{・h・last。fwhi・hwillb・p・bli・h・di・1986}willbe

i。,。g,a、edi・ ・。・h・m・i・ ・ex・and・h・ ・e・ul・i・gi・ ・eg・a・ ・dO印willbe

publishedattheendof1987.

OUPpl、.、t。m・k・th・ 〃 ・wO・ 〆・rdE・gli・hDic伽 〆"・wOEO/

availableinvariouse|ectronicforms.Theelectronicversionwillbe

k,p,、 。,,・an・iy・pt。d・ ・eby・e・i・i。na・dtheaddi`i。nofnew

entr|es,噛

Th、U.1.e,siry・fW・t・ ・1・。{UW)i・w。 ・ki・gwithOUPi・designing

thedatabaseandcreatingsoftwaretoaccessit.UWisalsoco-

・。,dina,i。g、use・s・rv・y・h・ 。biec・ive。fwhi・hi・ ・。d・`・ ・mine`he

P,i.、ip、ifacili・ies・h・ ・use・swi‖ ・eq・i・e。fanelec・ ・。・i・ ・e・sionof

1he〈tewOED.

W,、h。.ldb。g・atef・lify・uw・dd・ ・si・t・ ・bY・ 。mpl・ti・gthe

f。1|。wi。gque、 ・i・nnai・e.Pleasefeelf・ee・ 。 ・pecul…b…dly。mhe

、ypes。 口ac‖i・Yy・ ・w・uldwi・h・n・lec・ ・。・i・v・ ・si。・ 。fthe』

0ξOtooffer.AsetofthecurrenteditionoftheOεOandtheSupple・

meρrwillbepresentedt6fivepeoplewhoreωrnthisquest)onnalre

d.IY、 。mpl…d.Th・fivewi"b・ ・elec・edbY・d・aw・ ・ing`he

returnedquestlonnalre・.

Please,eply,.・1・ 〔・・th・n15M・ ・ch1985,・ ・i・gtheen・1。sed

addressedenve|ope.

TimothyBenbowProfessorJohnStubbs

O.〆 。,dび ηルe・sityρressUni・e・sity・ ハ 物fe"・ ・

図4-25 MRD利 用.ア ン ケ ー ト調 査 票

一61一

`



Questionnaire

1.WhetSsvou・cur.●ntoccvpetiOn?

2.Pl・ ・●■Ind∫cat・tho● ●ofvourk● ▼P倉ofe宕sional●ctiviti●s"b7which

th●u巽o'●dict}o"enybs;gnifiCent

口

口

口

口

Resea「ch

Wfiting!Editing

Teaching

OthettpteasespecityJ:

3.`9εn91ishYourfirst1●"9u.ge?Y8S口No口

4.Dovourtgulertvus● ■tibrerv?Y●5[].No口

`fso.whetIVPeOfEibranV?MerkasmanybexeSasapPIV・

口

口

ロ

ロ

Uni∀ersitv

LeernedsoCietyO'Ptefess;enatassocistien

Public

Company

5.Pl● ・$61ndic8t・wh`cho'ψ 、0`olIO》ピingr6`6■onc●WO■k3VOUU5●

.egulertv=

Ox↓ordεng|ishOiCtionarv

WebSter'sThirdNewlnTernatiOnalDictionerv

AmeiOtencyctepeedie

TimesAlteslorethermaiorartasl

CurrentContentS

Abiog口phic3|dictiensry

ThesaUtus

Us∂geGuid8

0lherlpteasen∂mel=

白
日

口

口

ロ

口

口

口

口
ロ

Y 袖
口
口

口

口

口

口

口

口
口

6,WeuTdveuregerdγeuruseotdictienariesas=

ロSimple-ch・cki・g。n・p・tti・g.mea・i・g・P・ 。 ・unci・li。n・elc・ 。l

Sing|ewerds

ロC。mpl・ い ・… 。,・d;・ ・i。n・ry… 。・i・tedwi・h・f。 「i"s`ance・

phito|ogical,titerarV.historical.|egalorsclentificsrudies・

口eelh

7.Howoft●ndovouuseti,emeinOED●1●mentsttistedb■towl,

DeityWeekl∀MonthlyNevet

Headvve,dte.9.t・,・P・|1;・gltIl|ll|[

P,en.nciario。lllll)ll

Verienttorms

le.9,lorhiSIOfica「purposesll[

EtymolegV ll

Usageindicators:

-a・e∂le.9,Austra,…3n)1

-5ubieclle.9撒nudea了

Ph∀$icsll

-∫egi5terle.9.C。|1・q・ia|)1

-currenCVle.9.obsolete,1

-9《ammarle.9,1,an5il}・ell

-5emantic{e.9,ligura`;ve)1

Phtesesendid;oms

Sensesldef;fiitiensl

n|UStr∂1;vequO¶at;on8

'

1

-

l

l

|

1|

ll

|1

ll

ll

1|

11

11

11

11

11

ll

ll

ll

ll

ll

ll

い

‥
‥
11
‥
ll

1!

ll

|1

ll

ll

ロ
ー1
‥
⑪

‥
ll

ll

1

e。Whatlnformetionedditionnt竃othatwhichisave"ebeeinth・

currentOEDwou|dvoulik●`obopr●$en竃?Mntk"manvbo:es

●ヨ8pplV

ロ

口

口

ロ

ロ

End・et・t;nehyphenationofwerds

Pfenunci∂tionintheInternelioneSPhoneticAtphetet

Prepern∂meslpeOP|e.P|∂ce$,eventS.insljtucionsl

WOtdfrequencySlatiStics

Bibli。9・ 叩hV。 〈・…YS。 ・・Ceq…ed{・ 訓h・ ・th・nthech;efs。u了ceS

∂s∂lP,esent[

口Synonymsnnd.efitonyms

ロOrhe・.lpteasespecifv)=

ロlllustralions

9.O。V。uu・eet・Ctr。ni・d…b・ ・e・rY・ ・ロN。 ロ

ttyoud。 、afethedatebasesyouuse

ロPrivete-・i・ ・h。・・edalnb・ ・esc・mp;1・d・ ・dm・intai"edbyV。u「

Utgan;tationYes口No[]

口P.blie-d・tebasesa・ ・"sbt・ ・。 ・・b…;be・ ・{・・9・NεXIS・LEX|S・N

o口OIAしOG}Yes口

10.A、_i.9Y。 。h・d・ 。・dy…"t。 加 ・1。・t・。・i・"・ ・i。・。lth'

0ε ρ,lrre,田 。ti.6。`…t,pl6幽 …im…h。w・ft・nv・umight

。,.i,{、)1。,,impl..。dlb}f。 ・・。mpl・ ・q…b・1鶉 ・甲 ・・ti。n6}

11.

at|eas‖onceaday

at|eaStonceeweek

aIIeaslonceamon【h

tabs;mpVequeries

口

口

0

{b)complexqueries

ロ

口

口

A..8。 。,,。.i。."i。.。 σ・h・0ε ρw"lh・ …wid…ng・ 。'

.ρPli。.,i。...Th・f。'i。wi・g・ … ・pl・・品 ・・be…h。s6"'。ilb"

`口,。th_。yi_hi・hth・b・ ・i・di・ti・n・・▼d凧 ・・5mightb●

combinedinord6rto●n5w6rsp㊨cifi¢qu・3tlong・

Pl,、,ei.dica,e,h。 、,wh;・hw。 ・1db・ 。`・ ・e・・。y。 ・・0。 ・ ・thesi`ate

,。m、 口q。 。鋤,、whi・h.wi・h・pP・ 。P・i訓e・h・ ・g・ ・'・。・ldb・adeptedt。

,h、di、Ciplh,i.w・i、h,。 …ep…i・ ・|・,1yi・ ・e… 陀d・T・gi・ … 。・ple。1

:1・ご こ㌫ ㍑|1.鷲 ぽ 二101二えlll罐灘
W、le,9。 ・e:q.…i。 ・ 制 ・。・ldb・ ・d・p・edbV・ch・mi・"叩 。duCee

similaIliSTolchemic81compounds・

。b。i。 。、ly.i.1伊m・ ・i。・Yi・|d・dbym・ ・yse…h・ ・ 。lthi・kl・dw。uldn。`

b,、 。mp、eh,.、i.eb… 。 ・ldw・nI。m…1・ ・b1・p。i・ ・。ld・paCt"'efe「

Iurlherteseerch,

PI,a,e..mb,,th,b。.。 、 、c、。・di・gt。th…er・b・ ・st・V・ ・ 。f・ ・ch

tYpeo↓aPP|icelion;

.e的 、.'。'121m。d・'・re・yu・ ・〃{川nσ ・U・ ・'・'101

8,。 、d|V,P副 ・g.q…i… ∂・b・ ・b。 ・ ・{A}wαd・ ・h師 ・el・… 旧}theif

sense{s[.andtClrel訓edlerms:

OueriesobeUlwordsthemsel》es

Histortc∂'novet・w・tring

Sa[WhntinteliecT;onsvvete;ncommenuseinthepetiod16フ0-1720～

Il

E',9ノ 〆5力tn',9`ノ ∂gere∂c∧'tlg

(blLi,,c。,,,.tid,。m、 ・1、ph・ ・…i・ …p。 ・u`i・g・d…b・ ・。t・ ・ding}n

・'γ

1)

tc]Nl。 、tadi…i・L・s。tlhetyp・_…t。tmedve「bs/n。vns

,ndmgie1_・A・ ・1h・r・a…di…i・ ・swh;chd。not叩pea'

1。h∂.esuchC。 ・lesロ 。nd;ngde・i・e1;・es～ll

図4-25 MRD利 用 ア ン ケ ー ト調 査 票(つ づ き)

一62一



`'te'eryc"rた'鋪

∫d)Listtheparticipialadiectivesthatendin・ ∂te.t;.e.modelledonthe

しatinuset.Whichofthemereobseleteoraにhaic～Whatistheitdate

`enge～WhotirStusedeechotthern?

lA='mmei∂te,obs.o了arch,,1534-1830,More、

'而mu'∂fe.obs.,1593,RBarnes

'mρ ε'50n∂te,1820-67,KeatS...1

11

tingui5「ic5

telWhetisthed;slributienot・tightedasegainst・ 〃rwhenthesecond

tlementofacompoundle.g,srriplighted,・ 〃tt?しistetlheadwordslmain

andsubordinate)wltheitherloグm.

1.1

Lew/His「Oty

{。)A,e、 。a,ch。,int。P・nelhist・ ・y・eed・t。k・ 。wwhatS・n・eS・fw。 ・dS

、,egi.,ndefl・i・i。 ・・C。 …i・i・gthew・ ・d・・'tn・t・ ・ment。t

Punishment/oflerture/ofexeCution'・

lA:Ha|iraxgibbet,.,.iougs,...ma;den.…Scevenger'sdaughter…1

1 1

`∂W/Ph∂'mヨCO'09V

tp}Wh、 ・i,・h・fiCld。fm…i・g・ 。・…dbV〔h・w。 ・dd'ugt`hema'"

e.tryd・ … 。1・ ・… 蜘 ・ghg・ ・ 卯d[:

・…=蕊
,㌫ls=ごd,1:㍑ 蒜 ㍑・'・。

刀∂rCOtic,inrexic∂nt.letc.1?lI

"}H。wna・V.a・dwhatki・dd.w・,dswe・ ・b。"。w・dineach・fth・

P・,bdsSpe・ilied↓m_{la"9・age・p・dlied}～{1

tew

lqlWha【me∂nlngsotwαdsinthe

q。 。teti・nf…nsnAct。tp・ ・tiement?

diCtionanya了eittustretedbv8

1 1

Historyσtscien`■

tglUstaltrnineralneme・w;・hth・dele・wh・nlh・yw・ ・e・amed・

ll

Medi'c〆n■

{hlしis`allmediLalsyndromes.5igrls,etc,withthed訓eatwhichthey

were品medand1hepubtic∂t;onwherelhetirstdesctiptionappears.

ll

8。 ∫∂nγ10ぼ'ecr5tudies

{i}ListthevernaculerEngl;Shnemesforthep「anls

Comρositae.

Chemi5rry

ωWh、,te,mshe。ed・fi・i・i。 ・・thetc。nt・i・th・ ・h・'ac`e「s'「i"g

・・'…'一 ・・d・h・ ・ch…cat・t・u・'u・ed.eseachdefin当ve;

Retatedterms

Histor}t!ρo〃'tl'cs

ts)Aretherequotatlonsollhepe了bd_・

menTionthep|ecetinstitution/person

tE.9.0・1500-1〔DO;M・ ・embique～A・

that

?

eftheerder

{}

1588.s.v、)ハhabitance1」

tt)e.ild.p・p・ 。file。fE・gliShk・ ・wledge。f

.
`

th,ρ,,i。d1500-1amft。m・e,・n・ ・et・tingt。thatplece・

t

lapEacelover

H'Srorγ

lill。 ・n・ldm・ ・u・c・;ptd。 ・・mentth・ ・ea・e・e・e・eHtlegibl・w。 「ds・ εaCh

covtdbeoneot∂numberofpossiblecombination50teetrersandeach

C。mb;.ati。nC。utdbean。bS・leTe・a・ie・rSp・tli・g。fest∂ 祠 ・・dw。 「d・

TryaStpossib;1;tiesagainstOξ0、varianttists.|1

Phon●r〆 ε5

川Whatw。'd…dwitht・ 。・rai・}th・seq・ …e。1$・und・'i:tl5:ノ ～

SA:deleatist『...elitiSt,,..nealeSし..・retre∂r}5し …lll

ll,Wh。tac,。.ym・a・et・e・t・d1;k・ ・。m・lw。 ・d・whe・p・ 。・。・…d-一

,a1he,the.esase,ies。1|elTe・sCi.e.likeu〃 εsco∂ ・ 。PP。 ・edt・e8Cl

ll

1 }

Sρeciaii5t/r■C∧ η〆乙∂'subiects

l。佃 。wd。th,c。i.。 ・s。ft・m・i・il・ ・P・cifi・d・ ・bi・ct|'d・ti・ ・'heif

tem、?D;,pl、Y・1,・ …li…q・ 。tati。 ・ 管。・eacht・rminlN・subieCt・whe「e

,h,、tym。1。9yd。 … 。tgi・ ・a・ef・rencet。 ・c。lnsgee|・ewh・`ethanin

theentry.

Il

1.日.whatki.d,。fpe・i。di・ ・|・・etelm・`・ 。mst・ti・tl・・1αan。the「

spec"}edsubiec:lused)

lA:chi・sqva・e:eritishBirds…'

P。P。|、・i。・・12d)・8;。m・ ぬ 励G肌 願 力・t"A・ ・θ・川副sWeekly

・lll

Sensesefwe.ds

Lirerary`rt'ticism

{m)WhatmeeningsotwerdsdoesMl|tentoUewSpenserinusing?

Jebrn∂lism!HistO'た ∂'nove'・w'iting

{wtLi、Ta.yq.。 ・a・i。・5th・ ・a・s。 ・i・tep・e・ageli・1・ ・{し 。・d'Le`IV'E∂ 「1'

1、に.1ぷh,i・h・ ・sca・d・ltm・ ・d・t.・ 。・・icti。 …d・ 随・・V・…)e'ph"'

、.th,。PV{b。.,tac・i。 ・.b・q・e・ ・.。・ρh・n・g・'…)・ ・th訓iti$P。sSiblet。

1。|1。w叩the$t・ ・lesi・thes。 ・・cesciTed・ll

11

い

tr∂n5t.,'ig.,Cρncr・,elC・,

in`heOED,

)Wh、tmel。ph・ ・;・atse・se・ 。tw。 ・d・.ase・ide・cedbVt・b・Sss"chas

does |awriterluse,tromevidence

ll

12. 恥 叩b"ce・i。m"・ ・edi・q・ ・s・1・・11・b。 … … …,v""伽 伽

。".P。 ・⑰ ・i・⑪…g・ 。t叩P↓i…i帆Wh・ 竃。伽 「spplic'ti。n8

.h副w。uld』 。∫...t。 ∀・t・cnn∀ ・U…i襲9・'。 ・・nd。ct・ 。nic

Oε ρ～IY。匂,m.w"・ 叫 】 ・・9・情 口1。 ・・1遠・i'i… ∀。・`ik・・ハ

P⑪.3"加gw●rov●rl●d・

図4-25 MRD利 用 ア ン ケ ー ト調:査票 (つ づ き)

一63一



4.3.10ま とめ

今 回訪 問 調 査 を行 った9機 関 につ い て,GIDを 除 き,MRD構 築 プ ロジ ェク トの 目的 を,以 下 の

2つ に類 別 で きる ので は な いか と認 識 した 。

1)自 動 翻 訳用MRD

ザ ール ラン ド大学,シ ュ ト ゥ・ トガル ト大学,EC翻 訳 セ ン タ ー

2)広h意 味 での 自然 言 語研 究 支 援 ソール

ボ ン大学,西 ドイ ツ言語 研 究 所,INFOTERM,ピ サ大 学,ウ ォー タル ー大学

自動 翻 訳 用 のMRD化 の研究 ・開発 は,目 的 語 の 同定 に つい て,た とえば 日英翻 訳 の よ うにま った

く語形 の異 な りがな い わ け では ない だけ に,語 根 の対 関係 の明 確化 と,語 尾 を中心 に研 究 がな され て

い る印象 を受 け た。 そ れ に対 して,と くに,ピ サ 大学,お よび ウ ォー タル ー大 学 の プ ロ ジ ェク トでは,

MRDか ら,い か に知 識 デ ー タベ ース化 を図 る か,と い う研 究 が 開始 され た と ころで あ る よ うに見 受

け られ た。

そ こで,今 回 の訪 問調 査 の経 験 か ら,我 田引水 的 で は ある が,わ が国 に おい て,MRDの 研究 につ

い て,以 下 の よ うな感想 を抱 い た次 第 で ある。

1)自 動 翻 訳用MRDに つい ては,国 レベ ル のMuプ ロ ジ ェク ト,あ るい は企 業等 の プ ロジ ェク ト

で研 究 が推進 され てい る。

2)西 ドイ ツ言 語研 究所 の よ うな国 語研 究 の た めに は,国 立 国 語研 究 所 が研 究 を推進 して い る。

3)INFOTERMの よ うなTerminologyに つい て は,JIS用 語 あるい は,シ ソ』 ラス の

構 築 の 中で推 進 され て い る と考 え る。

以上 の よ うに考 え る と,残 るテ ー マ と して次 の よ うな ことが ある と考 えた 。

1)EURODICAUTOMの よ うに,一 つ の プ ロ ジ ェク トでは 人 的 に も,資 金的 に も,時 間的

に も成 し得 な いMRDを 国 の レベル で開発 してい くことが大 切 で あ る。

2)ピ サ大 学,お よび ウ ォ一 夕ル ー大 学 の構 想 の よ うに,冊 子体 レベ ル のMRDか ら,知 識 デ ータ

ベ ース化 を図 る研 究 をす る必 要 が ある。

と くに,前 者 の1)の レベル につい て は,国 レベ ル の プ ロ ジ ェク トと して構 築 を推進 す る こと

が大切 で あ る と思 えた 。 後 者 の2)の レベ ル につい ては,一 つ の プ ロ ジ ェク トで研 究 をス ター ト

させ る必要 が あ る と思 えた 。
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4.4国 内 調 査 の概 要

国 内調 査 は,ア ン ケー ト調査 とヒア リング 調査 を お こな った。

(1)ア ンケ ー ト調 査

自然 言 語 解析 用辞 書 につ い て,昭 和60年11月26日 よb昭 和61年2月17日 まで,ア ン

ケ ー ト調 査 回収 状 況一 覧 表(表4-3)に ある24機 関26辞 書 につい て ア ン ケー ト調 査 をteこ

な った。4.1に 書 かれ てい る調 査 項 目に基 づ い てア ンケ ー ト調査(調 査票 は資料4)を お こな っ

た。 ア ン ケ ー トの内 容 には,先 端 的色 彩 が強 く研 究 開発 上 の機 密 に属 す る事項 が 多 く含 まれ て お

り,回 答 に際 して,企 業 戦略 上,研 究 開発 上,公 表 可能 な範 囲 で協 力 を お願 い した。

19の 辞 書 につい て ア ンケ ー トの 回答 を寄 せ て いた だい た。 この結 果 は,「4.5.3国 内調 査

結果 の 関連 図表 」の表1か ら表Vに ま とめ られ て い る。 ア ン ケ ー ト回 答 辞 書 の 呼 称 は,ア

ン ケ ー ト調 査 回収 状 況一 覧表(表4-3)に あ る辞 書 の略称 で呼 ぶ こ と とす る。

な お,残 りの7つ の辞 書 に つ い ては,回 答 をい た だ くことが で きな か った が,そ れ は,つ ぎの

よ うな理 由 に よる。

・「まだ,辞 書 が構 想段 階 で,完 成 してい な い の で,回 答 す る こ とが で きな い。 」(ISO,学

術 用語)

・「機械 翻 訳 シス テ ム とは違 ってア ン ケ ー トに該 当 す る こ とが な い。 」(JICST)

・「機密 に属 す る ことが多 く,書 きづ らい 。 また,現 在,社 内 で方 向 を検討 中 で ある た め,今 回

の ア ン ケ ー トは,辞 退 した い。 」(三 菱)

・「担 当者 が不在 の た め,ア ン ケ ー トには 回 答 で きな い。 」(シ ャー プ,学 研)

また,ア ンケ ー トに対 して,次 の よ うな意 見 が寄 せ られ た。

・「当社 は,出 版 社 です の で,効 率的 に各種 辞典 類 を作 成 す るた め,い わ ゆる電子 化 を進 めて お

ります ので,そ れ らの作業 過 程 で各 種 デ ー タベ ース が完成 した とい う結果 に な って い ます 。 し

か し,最 近 の機 械翻 訳 シス テ ム開発 の動 きに 合 わせ て,こ れ らのデ ー タベ ース を システ ムの有

力 な ツール にす るた め各 種 手 直 しを して お ります。本 ア ン ケー ト調 査 には,具 体 的 な回 答 が で

きてお りません が,よ り高度 の もの が完 成 しま した ら,詳 細 をご報 告 させ て いた だ き ます 。 」

(イ ン タ ー プ レス)

・「キ ー ワー ド一 覧 は,自 然 語 を多少 整 理 した もので,機 械 翻訳 に使 用 す る よ うな辞 書 とは違 い,

この ア ン ケ ー トの 様式 通 りに は,う ま く回答 で きませ ん ので よろ しくお願 い します 。 」

(JAPIO)

・「顧 客 との 関係 で詳 し くお答 え で き ませ ん 。 」(日 立)

・「記入 覧 に一 と記 入 して ある と ころは,記 入 す べ き事項 がな い か,ま た は,公 開 で きない こ と

を示 します 。 」(富 士通)
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.表4-3 ア ン ケ ー トの 回 収 状 況 一 覧

分類 機械可読辞書 機械可読
辞書の略称

調査対象機関 ア ンケ ー ト

回収 状況

一般辞書 (1)新明解国語辞 典(三 省堂) 新明解 工業技術院電子技術総合研究所 回収

②学研国語辞典(学 研) 学研 ㈹ 日本電子工業振興協会 回収できず

(3)ニ ュー コンサ イス 英和 辞 典 コ ン サ イ ス 京都大学 回収

(4)Longman LDOCE 京都大学 回収

専門辞書 ⑤IP電 子 辞 典 シ リーズ インヂ フレス ㈱ イ ン タ ープ レス 社 回収

(6)ISO用 語 フ ァイ ル ISO 飼旧本規格協会 回収できず

(7}学術 用語 フ ァイル 学術用語 文部省 回収できず

(8)電字 林 電字林 ㈱東洋情報システム 回収

目的辞書 ⑨Mu機 械翻訳 プロジェク ト Mu 科学技術庁 回収

⑩ICOT電 子 辞 書 システム ICOT 肋 新 世 代 コン ピ ュー タ技 術 開

発機 構(ICOT)

回収

ω 日本語基本動詞辞書 IPA 情報処理振興事業協会(IPA) 回収

0⑳JICSTシ ソ ー ラ ス JICST 日本科学技術情報センター 回収できず

㈹情報検索用辞書 JICST 日本科学技術情報センター 回収できず

00JAPIOシ ソ ー ラス JAPIO 側)特許情報機構(JAPIO) 回収

(商用/
実験)機
械翻訳シ
ステムの

辞書

㈹PIVOT/VENUS 日電 日本電気㈱ 回収

0⑤ATLAS-1(英 日)

ATLAS－ 五(日 英)

富士通 富士通㈱ 回収

⑰TAURAS(某 日) 東芝 ㈱東芝総合研究所 回収

⑱ ミデ ィア ムパ ック ・マ イク

ロパ ック

ブ ラ ビス ㈱ ブ ラ ビス ・イ ン タ ー ナ シ ・

ナ ル

回収

側機械翻訳システム シ ャー プ
■

シ ャ ー プ 回収できず

⑳ATHENE/E
ATHENE/J

日立 ㈱ 日立製作所システム開発
研究所

回収

⑳ 日英機械翻訳システム 三菱 三菱電機㈱ 回収できず

⑳機械翻訳システムSHALT 日本IBM 日本IBM㈱ 回収

㈱SYSTRAN シ ス トラ ン シス トラン㈱ 回収

⑳VALANTINE,

KATE

KDD 国際電信電話㈱ 回収

㈱LUTE NTT 日本電信電話㈱ 回収

⑳機械翻訳システム 沖電気 沖電気工業㈱ 回収
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・「ブ ラン ク の
.ままに な ってい る箇 所 は,社 外秘 に属 す る ため に お答 え で きない部 分 で ご ざい ま

す の で,そ のへ ん,御 理 解 下 さい ます よう宜 しぐお願 い 申 し上 げ ます 。 」(シ ス トラン)

・「回答 は ,1)電 字林 の辞書DB,2)電 字 林 の基 本語 辞書 マス ター,3)電 字林 の 専門 用 語

辞 書 マス ター の三種 類 です 。 」(東 洋 情報)

② ヒア リング 調査

ア ン ケー ト調 査 の結 果 を補 うべ くヒア リン グ調査 を お こな っ た。 ヒア リン グ調査 では,「 辞 書

の共用 使 用 」につ い て 自由 に意 見 を述 べ ていた だ き,ア ン ケー ト調査 では得 られ な い貴 重 な ご意

見 を拝 聴 す る こ とが で きた 。訪 問 先 は,シ ス トラン株 式会 社,国 際 電信 電 話株式 会 社,株 式 会社

東洋 情 報 シス テ ム,九 州 大学(吉 田 将 教授),福 岡 大学(首 藤 公 昭 教授)で ある。 この結 果 につ

い て は,訪 問 先 の 方 の許 可 をい た だ き,掲 載 させ てい た だい た(4.5.2)。

4.5国 内調 査 の結 果

4.5.1ア ンケ ー ト調 査結 果

ア ン ケ ー ト調 査 票(資 料4)に よb実 施 した,ア ンケ ー ト調査 の結 果 を ま とめ る。具 体 的 なア ン ケ

ー ト回 答 内容 は
,4.5.3に 図表 と して ま とめ られ て い るの で参照 され たい 。

まず,4.5.1.1で,機 械 可読 辞 書 が どの よ うな プ ロジ ェク トで開発 され て,ど の よ うな シス テ ム で

使 用 され て い るか に つ い て ま とめ,次 に4.5.1.2で,調 査 対 象 の機械 可読 辞 書 が,ど の よ うな辞書 で

あ るか(ど の よ うな規 模 で,ど の よ うな言 語情 報 を含 み,ど の よ うな構 造 を もつ もの で ある のか)に

つ い ての べ る。 た だ し,辞 書 の内 容 に 関す る情 報 は,企 業 秘 密 に属 す るた め,必 ず し も十分 な 情報 が

得 られ た とはい え ない 。4.5.1、3で は,こ れ らの機 械 可読 辞書 が,ど の ように して作成 され,ど の よ

うな メ ンテナ ンス が お こな われ てい るかに つい て報 告 す る。4.5.1.4で は,エ ン ドユ ー ザ が機械 可 読

辞 書 を実 際 に運用 す る と きの,問 題 点 を あげ る。 エ ン ドユ ーザ が 自 ら登録 した語 に関 す る権 利 関係 に

つ い ては,ひ ど く考 え方 が分 か れ てteり,社 会的 な コンセ ンサス が得 られ てい な い。4.5.1.5で は,

機 械 可読 辞書 の共 用 使 用 を前提 とす る場 合 の問題 点,,お よび,可 能性 に つい て ま とめ る。

4.5.1.1プ ロジ ェク ト.および辞 書 シス テ ムの概 要

機 械可読 ・(machinereadable)辞 書 とは,計 算 機 上 に置 かれ てい る(イ ンプ リメン トされた)

辞 書 の ことを い う。機 械 可 読辞 書 には,人 間 が参 照 す るた めの辞書 とシス テ ムの 一部 と して組 み込

まれ て い る辞書 が あ る。 前 者 の例 には,新 明解 国語 辞典(新 明解),ニ ュー コ ンサ イス 英和 辞典

(コ ンサ イス),Longman(LDOCE)等 が あ る。 これ らの辞書 は,一 般 の冊子 体 辞 書 を機 械 可

読 に した もの で あ る。 この 他 に,言 語 研究 を 目的 と して 日本 語 基 本動 詞辞 書(IPA)が 作 られ た

り,辞 書 を引 ぐか わ りに,自 動 的 に辞 書検 索 をお こな って くれ る辞 書(電 字 林)が 作 られ てい る。

後者 の 例 に は,デ ー タベ ース の検 索用 の辞書 や機 械 翻訳 用 の辞 書 が あ る。 デ ー タベ ース の検 索時 に
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は,キ ー ワ ー ドと して言 葉 を使 う。 このキ ー ワー ドを集 めた のが,JAPIOシ ソー ラス(JAP

IO)で あ る。 また,近 年,研 究,お よび実 用化 が盛 ん にすす め られ てい る機 械翻 訳 シス テ ムに お

いて も,機 械 が 自然言 語 を処 理 す る ときに辞 書 が使 われ る。 科 学技 術庁Muプ ロ ジ ェク ト(Mu),

新世 代 コン ピ ュー タ技 術 開 発機 構(ICOT),日 本電 気(日 電),富 士 通,東 芝,ブ ラ ビス イ ン

ター ナ シ ・ナル(ブ ラ ビス),日 立 製作 所(日 立),シ ス トラン,日 本IBM,国 際 電 信 電話(K

DD),日 本 電信 電 話(N'TT),沖 電 気 工 業(沖 電気)な どで,機 械 翻 訳 用辞 書 を開 発 してい る。

機 械 可読 辞書 の開 発状 況 は,目 的 の違 いか ら多岐 にわた っ てい る。 た とえば,機 械 可 読辞 書 が開

発 され て い る計算 機環 境 を例 に とる と,使 用計 算 機 におい て も大型 計算 機 か ら,ミ ニ コン や マイ コ

ン に至 るま で ある。 さ らに,実 験用 の辞 書 シス テ ムで は,特 定 の計 算機 言 語 のみ を処 理 す る専用 マ

シン(Lispマ シ ンやPrologマ シン)も 使用 され てい る。

シス テ ムの 開発 用言 語 では,ア セ ン ブ ラ,C,FORTRAN,PL/1,LISP,ESP

(Prolog+Object指 向)な どが使 われ てい る。 この他 に,自 然 言語 を解析 す る ときに使 う文

法 登録 を容 易 にす る た めに,独 自に文 法 記述 用言 語 を開発 してい る ところ もあ る。(シ ス トラン)

シス テ ムの規 模 は,デ ータ の量 で 冊子体 辞書 で20MB～152MB,機 械翻 訳 用 辞書 で は,

1.5MByte～30MBと な っ てい る。 た だ し,辞 書 の規模 につい ては,公 開 して い ない企 業 が多

い。 また,デ ー タベ ース検 索用 のJAPIOの シ ソ ー ラス で はデ ー タの量 が31GBと な ってtsり,

この システ ムは,辞 書 とい うよ り も,特 許 情 報 に関 す るデ ー タベ ース システ ム とい え る。

4.5.1.2辞 書 の概 略 お よび そ の内 容

機 械 可読 辞書 開発 目的別 に分 類 す る と,つ ぎの よ うに分 かれ る。

■

●

■

●

■

辞書 の機 械 可読化 は,こ こ2,3年 の うちに

開発 が 活発 化 して きた。 現 在 まで に,版 がす でに何 度 か改 定 され て い る辞 書 もあ る。

ア ン ケ ー ト回 答 の範 囲 に限 っ てい えぱ,機 械 可読 化 され てい る言語 は,日 本 語,英 語,和 英,英

和 で ある。 英語 以外 の外 国語 の 機械 可 読 辞書 は,ま だ,開 発 され てい な い。東 洋 情 報 が,中 国語 を

含 めた辞 書 の 開発 を計 画 して い るの み で あ る。

辞 書 の規 模 は,実 験 や研 究 の 目的 でつ くられた小 規 模 の もの か ら,実 用化 を め ざ した大 規 模 な も

の まで開発 され つつ あ る。 規 模 の大 きい辞 書 では,一 般用 語 辞書 と専門 用語 辞 書 とに分 け て開発 し

てい る。一 般 用語 辞 書 は,現 在 開発 され てい る もの で,見 出 し語 で5万 語 か ら10万 語 入 っ てtob,

専 門用 語辞 書 では,25万 語 か ら33万 語 が収 録 され てい る。専 門 用語 辞書 は か な り大規 模 にな る

既 存 の 冊子 体辞 書 の機 械 可読 化(新 明 解,コ ンサ イス,LDOCE)

日本 語研 究 用辞 書(IPA)

商用 辞書(電 字 林,イ ン ター プ レス)

検 索 用語 集,蓄 積 用(JAPIO)

機 械翻 訳 シス テ ムの 解析 用辞 書,変 換用 辞 書,生 成用 辞書
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見 込 み で,科 学 技術 分野 を例 に とる と,分 野 を一 つ とっ て も分野 だけ で300あ り,電 気 の 分野 で

2万 語,学 術 用 語 で5万 語収 録 され てい る。

辞 書 の 内容 は,そ の辞 書 が何 の 目的 で つ く られ てい るか に,大 き く依 存 し,辞 書 を比較 す る要 素

に もな る。つ ま り,辞 書 の中 に,ど の よ うな言 語 的 な情 報 が,入 って い る のか を示 す の が,「 デ 』

タ項 目 」 と 「そ の 内容 」で あ る。 デ ー タ項 目一 つ とって も,単 純 には,比 較 す る こ とが で きな い。

そ れ は,同 じ言 語 的 な情 報 を,辞 書 に よって様 々 な呼 び方 を してい るか らで あ る。

各 デ ー タ項 目の中 に,ど の よ うな言 語 情報 を入 れ て い るか を示す もの が,デ ータ項 目の 内容 で あ

る。 この項 目は,と くに企 業秘 密 に触 れ る部 分 な の で,回 答 を拒 否 す る企 業 が 多 か った 。Muプ ロ

ジ ェク トの方 か ら,詳 しい資料 を送 っ てい た だい た。 この資料 の 中か ら,品 詞 の カテ ゴ リー分 類 お

よび,格 マ ー カ,意 味 マ ー カ を表 に取b出 して ある。(Fig皿 一2-8～ 皿一2-12参 照)

これ らのデ ー タ項 目 を)計 算 機 の 中 に どの よ うな形式 でいれ て お くか を決 め るの が,デ ー タ フ ォ

ー マ ッ トとフ ァイル フ ォーマ ッ トで ある。 デー タ フ ォーマ ッ トを どの よ うな形式 で結 び ,辞 書 に ど

の よ うな構 造 を もたせ るのか を きめ る のが,フ ァイル フ ォーマ ッ トで ある。 フ ァイル フ ォー マ ッ ト

は,辞 書 引 きの速 度 や メモ リー効 率 に影響 が 出 る と ともに,辞 書 引 きの 目的 に応 じて決 め られ る。

三省 堂 の辞書 で は,固 定 長 の ラン ダ ム フ ァイル が使 用 され てk・り,IPAの 日本語 基 本動 詞 辞 書 で

は,順 編成 フ ァイル,機 械 翻訳 シ ステ ム(東 芝,日 本IBM)で は,可 変 長 の フ ァイル構 造 を採用

して い る。 フ ァイル に つ い て,東 芝 で は,「 必要 に応 じて変換 可能 」 と述 べ てい る。

4、5.1.3辞 書 の作 成k・ よび メ ンテ ナ ンス

(1)機 械 可読 辞 書 の開発 方 法

機械 可読 辞 書 の開 発方 法 には 三 つ の タイプ が あ る。

① 冊 子体 辞 書 を機械 可読辞 書 に した もの

この タイ プ の辞書 の開発 に は,入 力,メ ン テナ ンス 作業 の み を行 え れば す む。 言語 情 報 を収

集 した り,分 析 した りす る作 業 は 行 わ ずに す む。 今迄 に,こ の タイ プ の辞 書 か ら,機 械 翻訳 シ

ス テ ムの た めの辞 書 作 成 の研 究 が行 われ て い る。

② 当初 か らそ の シス テ ム を動 かす 目的 で開発 され た辞書

シス テ ム開 発 を 「主 」 目的 とす る場 合に は,辞 書 の開発 コス トを で きる だけ低 く押 さえた い

し,ま た,ユ ーザ にす ぐに使 わせ るた めに は,マ ン マ シン ・シス テ ム を備 え て,簡 単 に辞書 の

メンテ ナ ンス 作 業 が行 え る必 要 が あ る。 機械 翻 訳 シス テ ムの ため に開 発 され た辞書 の 多 くは,

この部類 に属 す る。 ユ ーザ は利 用 しやす い が,汎 用 の 機械 可読辞 書 には な りに くい 。

③ 汎 用 に機 械 可 読辞 書 をめ ざ して開発 され てい る辞 書

シス テ ム の辞書 と して 開発 され ては い るが,ま ず,汎 用型 の辞 書 をつ く り,辞 書管 理 システ

ム に より,シ ス テ ム用 の辞 書 がつ くられ る。 この よ うに,辞 書 管理 シス テ ムが しっ か り して い

る もの は,汎 用機 械 可読 辞 書 にな りえ,応 用 が広 い。
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辞書 作成 には,ま ず,情 報処 理技 術 者 と言 語学 ・国語 学 の専 門 家 が辞 書 の仕様 を決 定 し,そ の

仕 様 に基 づい て プ ログ ラ マ,イ ン プ ッ トオ ペ レー タ が作 業 を担 当 してい る ケ ース が多 い。規 模 の

大 きい もの につ い て は,辞 書 の デ ー タ作 成 ・編 集 のた め に10名 ～ 数10名 の人 員 を要 して お り,

入 力作 業 な どにつ い ては,外 部 に依 頼す る こ とが多 い 。'

(2)辞 書 の作 成 手順

辞書 を作 成 す るに は,各 調査 機 関 ご とに,ど こに力点 を お くか の差 は あれ,次 の よ うな作 業 手

順 を踏 ん でい る。

① 言 語 デ ー タの収 集

② 言 語 デ ー タの分 類 ・分 析

③.言 語 デ ー タの入 力

④ シス テ ムの利 用 しやす い フ ォー マ シ トへの変 換

⑤ 修 正

単語 の収集 につ い て い えば,既 存 の辞 書 の場 合(新 明 解,コ ン サ イス,LDOCE)は,と く

に作 業 す る必要 は な い が,国 立 国語研 究 所 の調 査結 果 お よび種 々 の市 販辞 書 等 か ら収 集 をお こな

ってい る。機 械 翻訳 シス テ ム用 の辞書 で は,実 デ ータ に基 づい て語 の補充(東 芝)が お こなわ れ

てい る。 また,収 集作 業 のほ か に,シ ス テ ム を効 率 的 に動 かす た め に見 出 し語 を調整(富 士 通)

す る必要 もある。

収録 単 語 に言 語 的 な情 報 を どの よ うな尺 度 で分 析 し,付 加す るか とい うこ とが問題 にな るのだ

が,そ の方 法論 が厳 密 に確 立 され て いな いた めか,収 録 単語 の分類 作 業 につ い て は,あ ま り回答

が寄 せ られ なか った。

収 録 す る単語 の収 集 か ら分 類,各 種 の マ ー カの付 与 に至 る作 業 手順 につ い て,つ ぎの よ うなや

りかた が ある。

① 辞 書登 録 の 際 に,イ ンプ ッ トオ ペ レー タ と画面 上 で対 話 的 に お こな う ことに よ り,各 種 マ ー

カ を付与 す る。(ブ ラ ビス)

② 単 語 の収 集,各 種 マ ー カ付 与 にKWIC(同 音 語辞 典)を 用 い る。・名 詞 に対 す る各種 マー カ

の付 与 は,辞 書 や用 語 集 を参 考 に し,用 言 の マ ーカ付与 につ い て は,KWICな ど出現 した文

を中心 に分 析 を行 う。 言 語 的知 識 を もつ入 が,詳 細 な作業 マニ ュア ル に基 づい て お こな う。

(Mu)

また,収 録単 語 の 選定 基 準 と して,「 頻 度 」を挙 げ る ところが 多 い。 そ の頻 度 の 決 め方 に は,

市販 の辞 典 に収 録 され て い る見 出 し語 をペ ース に して,調 整 をは か ってい る場 合 もある。

入 力 作業 につ い て は,,Muプ ロ ジ ェク トの よ うに詳細 な 「デ ー タエ ン トリー ・ル ール 」 を決 め

てお こな ってい る もの もあ る し,会 話 形 式 で お こな うた め,デ ー タエ ン トリー ・ル ール が不要 な

シス テ ム もある。Muプ ロ ジ ェク トのデ 一中タエ ン トリー ・ル ー ル を参考 資料 と して,表 に あげ て
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お いた(Fig皿 一3-6)o

(3)メ ンテ ナンス

辞 書 は,常 に メ ンテ ナ ンス を必 要 とす る。 そ の方法 は,以 下の よ うに してお こな われ て い る。

冊子体 辞書 では,イ ン プ ッ ト ミス の修正 を定 期 的 に継続 的 に お こな っ てい る。 冊 子体辞 書 の原

本 の版 が変 わ る ご とに,機 械 可読 辞 書 の改 定 もお こな われ てい る。

シス テ ムの一 部 と して組 み 込 まれ てい る機械 翻 訳用 辞書 に とっ ては,メ ンテ ナ ンス は頻 繁 にな

る。 機械 翻 訳用 辞書 に は,ユ ー ザ が専 用 に使 う私 用(ユ ーザ)辞 書 と,原 本 の辞書,す な わ ち,

メー カの辞 書 が あ る。 メ ンテ ナ ンス 内 容 も私 用(ユ ーザ)辞 書 につ い て お こな われ る もの と,原

本 の辞書,メ ー カの辞 書 につ い てお こなわ れ る もの とが ある。 ユ ーザ の私 用(ユ ーザ)辞 書 につ

い て お こな われ る メン テ ナ ンス 内容 に は,新 しい単語 の登録 や イ ン プ ッ トミス の修 正 な どが あ り,

ユ ーザ に よ り随時 お こな われ る。 また,原 本 の辞 書,メ ー カの辞 書 に つい て お こな われ るメ ンテ

ナ ンス 内容 には,イ ンプ ッ トミス の修 正,辞 書 内容 の更 新,対 訳 の 適 切 チ ェ ック な どが あ り,こ

れ らは,定 期 的(3カ 月,6カ 月～1年,版 改 訂 のた び)に お こな われ て い る。 メ ンテ ナンス は,

ユ ーザ 辞書 を編集 ・修 正 し,そ の結果 が メー カ にい き,ユ ーザ で はや りに くい言 語 的知 識 や シス

テ ム に関 す る知識 を要 す る作 業(① 追 加 登録 す べ き語 の洗 い出 し,② 誤 りの洗 い 出 し,③ 入 力,

④ チ ェ ック)を 行 い,修 正 され て,ユ ーザ へ修 正 を フ ィー ドバ ック す る とい う手 順 でな され てい

るo

機 械 可読 辞 書作 成,メ ン テ ナ ンス に おけ る問 題点 や意 見 と して,次 の よ うな もの が寄 せ られ て

い るo

① デ ータ の管理 体制

・ デ ー タ が途 中 で人手 に渡 り,汚 い ま ま拡 散 して しま った。 き ちん と した マ ニ ュア ル の整

備 が必要 で あ る。

・ 専 門委 員 会 に よ り一 元 管 理 す る体 制 を とって,効 率的 な運 用 をは か っ てい る。

② マ ンパ ワーの 問題

・ 入 力 お よび入 力 され た語 のチ ェ ック をす るの に入手 が かか る ので,こ れ らの簡 易化 をはか

る必 要 が あ る。

③ 基 本 語辞 書 の 問題

・ 基 本語 辞 書 とい って も,完 全 に分 野独 立 の用 語 は少 な く,ユ ーザ に よっ ては,相 反 す る要

求 がで て くる。 これ を どの よ うに調整 す る かが課題 で ある。

④ 冊 子体 辞 書 と翻訳 用 辞書 の問 題

・ ,冊子体 辞書 は,必 ず しも翻 訳 用 に は で きてい ない。冊 子体 辞 書 か ら翻 訳 用辞 書 をつ くる に

は,ど の よ うに して情 報 を付 加 す るか が問題 で ある。
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4.5,1,4辞 書 シス テ ムの運 用

(1)運 用 上 の問題

辞 書 シス テ ム は,電 気,情 報,医 学,原 子 力,自 動 車,鉄 鋼,金 融 な どで使 用 され てお り,実

際 に これ らの エ ン ドユ ー ザ が,辞 書 ンス テ ム を使 い始 め る と,運 用 上 の問題 が お こる。例 えば,

辞書 に載 っ てい ない 用語 や,ユ ー ザ 固有 の言 い ま わ しな どが で き て,未 登録 語 の登 録 お よび,辞

書 内容 の修 正 とい う作 業 が,必 要 に な る。 この作 業 を支援 す るた め に,シ ス テ ムに辞 書 エデ ィタ

や辞書 ユ ーテ ィリテ ィを整 備 した ものや,対 話 的 に更 新,修 正 が で きる よ うに工 夫 して ある もの

が ある。辞 書 に対 して,エ ン ドユ ーザ が手 を加え られ るの は,ユ ーザ辞 書 の み で,基 本語 辞 書 は,

変 更 させ ない ものが 多 い 。

また,辞 書 内容 の変 更 に は,言 語 的知 識 や シス テ ム に関 す る知 識 が必 要 とな るの で,エ ン ドユ

ニザ で起 こった問 題 を集 め て,辞 書 を修正 してエ ン ドユ ーザ に返 す とい うフ ィー ドバ ・ク体 制 を

敷 い てい る と ころ もあ る。(Mu,シ ス トラン,富 士 通)

② エ ン ドユ ーザ の権 利

エ ン ドユ ーザ が追 加 ・修 正 した辞 書 に関す る権 利 関係 は,現 在 の と ころ考 え方 が統 一 され て お

らず,混 乱 の もとにな りや す い。 エン ドユ ーザ に より追 加 ・修 正 され た部 分 の権 利 関係 につ い て

は,以 下 の よ うに意 見 が分 か れ てい る。

① 契 約 に基 づ く,あ るい は協 議 をす る。

・ 辞書 提供 時 の著作 権者,版 権者 との契 約 に従 う。(新 明解)

・ 排他 的 権利 を設 定 しよ うとす る場 合,事 前 にIPAと 協 議 す る。(IPA)

② エ ン ドユ ーザ に帰 属 す る。(ブ ラ ビス,ATLAS,電 字林)

③ エ ン ドユ ーザ の権 利 を認 め な い。

・ 原 則 と してユ ーザ の 占有権 は認 め ず,シ ス トランが権 利 を所 有 す る。権 利 の一 本化 をは か

り,第 三者 に利 用 で きる形態 に して ある。 た だ し,ユ ーザ の 企業 秘 密 に属 す る場 合 は例 外 で

あ る。(シ ス トラ ン)

④ エ ン ドユ ー ザ とメ ー カで折 半す る。(日 電)

⑤ 未検 討

・ 一元 管 理用 辞 書 は,今 後 設置 され る委 員 会等 の 承認 を伴 っ た上 で お こな われ る。 個 人用 辞

書(ユ ーザ 用辞 書)に つ い ては,ま だ,考 えてい な い。(Mu)

4.5.1.5辞 書 の共 用使 用

ア ンケ ー ト回 答 者 に と って共 用使 用 の イ メ ージ が,漠 然 と してい る点 が問題 で ある。冊 子体辞 書

か ら機械 翻 訳用 辞 書 をつ くる ことを考 え てい る人 が多 い よ うで あ る。 また,ア ル ゴ リズ ム とのか か

わ りを もつ機械 翻 訳 用辞 書 を互 い に共 用 す る ことの難 しさを指 摘 す る人 が多 い。
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(D共 用使 用 の可 能性 とそ の問 題 点

共 用使 用 の可能 性 につ い て,一 般 辞 書 と機 械 翻訳 用辞 書 とで大 き く立場 がか わ る。

つ ま り,情 報 を提 供 す る側 の意見 は比較 的 楽 観的 で ある。例 えば,コ ンサ イ ス やLDOCEで

は,「 辞 書 そ の もの は,検 索 以外 の 目的 に適 してい ない ので,機 械 翻 訳 シス テ ム な どに直接 使 用

す る こ とは不可 能 で あ ろ う。 しか し,色 々な工夫 をす れ ば,シ ス テ ムの 目的 に あった情 報 を抽 出

す る ことは可能 で あろ う。 」また,IPAで は,「 利用 契 約書 に よる 」 とい って い る。

一 方
,情 報 を提供 され る側 は悲 観的 な意見 が 目につ く。例 え ば,機 械 翻 訳 用辞 書 を もつ ところ

では,「 共 用使 用 は で きな い 」,も し くは,「 かな り難 しい 。 」とい うと ころが多 い 。 この難 し

さに は,次 の よ うな もの が ある。

① 変換 の問題

現 在,デ ー タ フ ォー マ ッ ト,コ ー ド,使 用言語 な どは開発 主体 ご とに独 自に決 め られ てい る

の で,共 用使 用 す る た めに は,変 換 とい う問題 が生 じる。(東 洋情 報,Mu)

② 辞書 とア ル ゴ リズ ム の関係

見 出 し語,数,性,人 称 以 外 は シ ステ ム固有 の もの で あ り,一 般 に共 用 で きな い。 た とえ ば,

品 詞,意 味 情 報 は,パ ーザ ・意味 分 析 器 と一体 の もの で ある。(東 芝)

③ 言語 的 な 記述 情報 の体系 の ちが い

システ ム の ア ーキテ ク チ ャに よって,辞 書 の記述 情報 の体 系 が ちが う。 そ の 中 で共通 項 を見

出す の は非 常 に困難 で あろ う。(シ ス トラン)

④ 権利 の問 題

共 同版 権 で あるた め。(東 洋 情 報)

② 共 用 使用 す る場 合 の辞 書 の作 成,お よび,メ ンテ ナ ンス上 で考 慮 す べ き点

① ユー ザ の組織 をっ くり,情 報 を伝 達 す る。(新 明解)

② 辞 書項 目に対 す る修 正 の履 歴 を各 項 目中に 記述 す る必要 が ある。(Mu)

③ 本 辞書 に与 え る影響 は少 な い が,本 辞 書 が改 訂 されれ ば,影 響 が 及ぶ で あ ろ う。(コ ンサ イ

ス,LDOCE)

④ 編 集 要領 を統 一 的 に した り,フ ォーマ ッ ト等 を特 殊 に してお かな けれ ば な らな い。

⑤logicalformatの 形式 か ら,他 の シス テ ム の辞 書 を作 成す る。(ICOT)

⑥ 共 用使 用 に対 して否 定 的 な見 解(東 芝,シ ス トラン)

(3)辞 書 の提供 可能 性 とそ の条件

ア ン ケ ー トの調 査 対象 辞 書 を外 部 に提供 す る可能性 は あ るか,ま た,あ る とす れ ば,ど んな条

件 の も とで提 供 す るか とい う問 い に対 す る回答 には,以 下 の よ うな もの が ある。

① 無 償 提供 また は無償 貸 与

新 明 解 は,著 作 権者 や版 権者 と契 約 書 の交 換 をす る必 要 が あ る。
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IPAの 場 合,条 件 は次 の とお りで ある。

C7)提 供 に際 して,ユ ーザ とIPAの 間 で契 約書 を取 り交 わす ことにな ってい る。

ω 契約 条件 の内 容 は 次 の よ うな ことで あ る。

D辞 書 の複 製 の禁 止

iD第 三者 に使 用 させ ない 。

iiD利 用状 況 につ い てIPAに 報告 す る。

iv)機 密保 持etc.

(ウ}提 供 方法 は,磁 気 テ ー プお よび 「辞書 の使用 説 明書 」を貸与 す る。

磁 気 テ ー プの 複写 代 金 等 の実 費 はユ ーザ の負 担 とす る。 「辞 書 の使用 説 明書 」は,辞 書 貸

与 ユ ーザ に対 しての み提 供 す る。

② 有 償 提 供

ニ ュー コン サ イス は,三 省堂 が直接 有償 提供 してい る。

イ ン ター プ レス社 は,販 売 してい る。相 手 先 の利 用 目的 に応 じて,契 約 条件 を設定 してい る。

電 字 林 はす で にパ ッケ ー ジ商 品化 してい る。条 件 につ い ては未 検 討 。

富 士 通 はATLASの ユ ーザ に限 り,提 供 。

③ 提 供 可 能性 の あ る もの

日本 電 気 は,コ ピー の禁 止 を前 提 と して,提 供 可 能性 を示 してい る。提 供媒 体 は,ROMと

の こ と。

シス トラン は,提 供 可能 性 あ りとの こと。

Muは,未 検 討 では あるが,特 定 の個人 団体 が利 益 を得 ない ことを条件 と して,低 価 格 で提

供 す べ き だ と考 え てい る。

ICOTは,未 検 討 では ある が,提 供 可 能 性 あ り との こ と。

④ 未 定.未 検 討

ブ ラ ビス,東 芝
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4.5.1.6参 考 資料

ア ンケ ー ト調 査 の 回答 の中 で,「 関連 資料 お よび参考 文 献 」 と して記載 され てい た もの を以 下 に

リス トア ップ して参考 に供 す る。 ここで辞書 名 の 前の番 号は表4-3に 準 じて い る。

(1}新 明解 国語 辞典(三 省 堂)

・ 横 山 晶一 「国語 辞 典磁 気 テ ープ の ドキ ュメ ン ト」電 総研 集 報(1984)

(3)ニ ュー コンサ イス英 和 辞典(京 大長 尾研)

・Nagao ,M.etal:AnAttempttoComputerizedDictionaryData

Base,Proc.COLING80,1980,9.

・ 長 尾 真 他 「英 和 辞書 デ ー タベ ース の作 成 とそ の応 用 」情 報 処理 第21回 全 国 大 会
,

1980,5.

・ 長 尾真 他 「コンサ イ ス英 和辞 典 に現 れ る 日本語 単 語 の性 質 」情 報処 理第23回 全 国大 会
,

1981,10喬

・ 上 田良寛 「英 和 辞 典 の デ ー タベ ース化 に関 す る研 究 」京 大 ・工 ・電 ・卒 論 ,1980,2.

・ 上 田良寛 「新 コンサ イ ス英 和辞 書 「利 用手 引書 』」

(4)Longman(LDOCE)

長尾 真 他 「機 械 翻訳 に対 す る ロング マ ン辞 書 デ ー タベ ース の応用 」情 報 処理NL研

29-5,1982.(資 料3)

・ 谷 口慎 也 「 ロン グマ ン其 其辞 典 の デ ー タベ ース化 に関す る研 究 」京 大 ・工 ・特研 報 告書 ,

1981.

・ 藤 田公 一 「ロン グマ ン現 代英 英 辞典 の特殊 コー ドを用 いた英 文 解析 」京大 ・工 ・特 研 報告 書,

1982.

(8)Mu機 械翻 訳 プ ロ ジ ェク ト

長 尾 真,辻 井 潤 一 中村 順 一,坂 本 義行,鳥 海 剛,佐 藤雅 之 「科 学技 術 庁機 械 翻 訳 プ ロジ ェ

ク トの概 要 」情 報処 理 学会 誌,Vo1.26,vfZ。 .10(Oct.1985).

・ 辻井 潤 一 「辞 書 の構成 と機 械翻 訳 」情 報 処理 学会 誌Vo1
.26,vfZ・.10(Oct.1985).

・ 長尾 真 ,辻 井 潤 一,中 村 順一 「 日英 科 学技 術 文献 の速 報 シス テ ムに関 す る研 究 概要 」情報 管

理,Vo1。28,vlZo.1(Apr.1985).

坂 本 義行,有 賀妙 子 「Muプ ロ ジ ェク トに おけ る総合 シス テ ムの基 本 設計 」情報 処 理学 会,

自然 言 語処 理研 究会,46-6(Dec.).

日本 科学 技術 情報 セ ン ター,電 子 技術 総 合研 究所,京 都 大 学 「日英科 学技 術 文 献 の速 報 シス

テ ムに 関す る研 究,日 英科 学 技術 用 語辞 書 デ ー タベ ース の開 発 に関 す る報 告書 」昭 和60年3月
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・ 電 子 技 術 総 合 研 究 所 ,京 都 大 学 「 日英 科 学 技 術 文 献 の 速 報 シ ス テ ム に 関 す る研 究,言 語 処 理

シ ス テ ム の 開 発 に 関 す る報 告 書 」昭 和60年3月

・ 工 業 技 術 院 総 務 部 計 画 課(情 報 計 算 セ ン タ ー)「 日英 科 学 技 術 文 献 の 速 報 シ ス テ ム に 関 す る

研 究,総 合 シ ス テ ム の 開 発 に 関 す る 報 告 書 」 昭 和60年3月

⑩ICOT

・T .Ishiwata,H,Tanaka,S.Amano,H.Uchida,T.Ogino,H.Miyoshi,

Y.TanakaandT.YokoitcBasicSpecificationsoftheMachine-Reada-

bleDictionary,,ICOTtechnicakReport:TR-100

aD日 本 語 基 本 動 詞 辞 書IPA

・ 「 ソ フ トウ ェア 文 書 の た め の 日本 語 処 理 の 研 究 一5一 計 算 機 用 レ キ シ コ ン の た め に一 」

IPA技 術 セ ン タ ー 報 告 書,1983年 ・12月

06)ATLAS-1(其 日),ATLAS-1(日 英)富 士 通

・ 「FACOMOSIVATLAS-1解 説 書 」

⑰TAURAS(英 日)

・ 天 野,平 川 「英 日機 械 翻 訳 用 バ ー サ に つ い て 」情 報 処 理 学 会,自 然 言 語 処 理 技 術 資 料

NL32-1,1982

・ 天 野 ,平 川 「機 械 翻 訳 シス テ ム 」 同 上,NL34-1,1982

・ 天 野 ,他 「LEXICALNETWORKGRAMMAR」 電 子 通 信 学 会,59年 度 総 合 全 国

大 会6-60,1984

・ 天 野,他 「語 彙 遷 移 ネ ッ ト ワ ー ク 文 法 に つ い て 」情 報 処 理 学 会,NL49-4,1985

⑫O)ATHENE日 立

・ 平 井,他 「英 和 機 械 翻 訳 シ ス テ ムATHENE-82辞 書 保 守 シ ス テ ム に つ い て 」

情 報 処 理 学 会 第27回(昭58年 後 期)全 国 大 会6F-6

・A .Okajimaetal.ttLexiconstructureformachinetranslationan

examplefromEnglish-into-JapanesetranslatorATHENE,,

Proc.ofICTP'83,1983(Oct.)

・Y .Nitta,A.Okajima,H.Kaji,Y.Hidano,K.Ishihara(tAproper

treatmentofsyntaxandsemanticsinmachinetranslation.,,

COLLING84.PP159-166.(1984.7)

・ 梶,岡 島 「 日立vatsけ る機 械 翻 訳 シ ス テ ム 」情 報 処 理S60/10 .

・ 梶,'吉 村,臼 井 「 日英 機 械 翻 訳 シ ス テ ムATHENE/Nに お け る 文 法 記 述 言 語 」

情 報 処 理 学 会,第31回 全 国 大 会,PP.1347-1348(S60/9)
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⑳IBM

・ 「IBM情 報 処 理用 語 英和 対 訳集 」(第 二 版)

・ 堤 「計 算 機 マ ニ ュアル を対 象 と した其 日機 械翻 訳 につ い て 」IBMREVIEW89

(1983)

堤,他 「其 日機 械翻訳 シス テ ム ・SHALTの 概 要 と英文 解析 お よび其 日 トランス フ ァー 」

情報 処 理学 会 第31回 全 国 大 会'

堤,他 「英 田機械 翻訳 シス テ ム ・SHALTe(k・ け る単純 名詞 句 の翻訳 」情 報処 理学 会

第31回 全 国 大 会

4.5.2ヒ ア リ ング調 査結 果

4.5.2」 シス トラン㈱ 昭和61年2月3日

マ ネー ジ ャー 神 力 望 氏

チ ー フ リング ィス ト 赤 沢 江 里 子 氏

(1)・体系 づけ

JIPDECプ ロジ ェク トの構 想 も,基 本構 想 が あれ ば答 え られ るのだ が,に わか には,よ く

構想 がわ か らない の で,何 と も答 え よ うがな い。 各 システ ムで は,手 法 ・記述 内容 もかな り ちが

うの で,3年 間 の プ ロ ジ ェク トで,共 通 項 を見 い 出す だけ で も大 変 で はない か。各 辞書 の情 報 を

対応 づけ る こ とは で きて も体 系 の ちが い とい う問 題 が残 る だろ う。す べ ての情 報 を もつス ーパ ー

・エ ン トリー を もつ辞書 を作 る と
,コ ス ト面 で工数 が かか りす ぎる。 一番 大 きな 問題 は体 系 の 問

題 で ある。体 系 づ け を しよ うとす る と,ど の シス テ ム に も役 に立 た ない もの がで きる可能 性 が あ'

る。"

② 運 用体制

シス トラン社 では,す でに15～6年 の歴 史 が あるの で,シ ス テム上 の 問題 はク リア ー され て

い る。辞 書 は,ル ー ル付辞 書(対 応 す る訳 語 をつ け る)を 除 い て ,ユ ー ザ が登録 で きる よ うに

な っ てい る。 シス トランでは,ユ ーザ との フ ィー ドバ ック 体制 を整 え ニーズ に対 応 してい る。

⑧ 国 に期 待 す る こ と

くこの言 葉 は この訳 す〉 と確定 してい ない言 葉 が多 い ので,言 葉 の規 格集,タ ー ミノ ロジ ーデ ー

タベ ース(terminologydatabase)を 行 政 に期 待す る。 日本 国 に とって多 言語 の タ ー ミ

ノ ロ ジーデ ー タベ ース が あれ ば さ らに よい だ ろ う。

な お,国 で 開発 した辞 書 の公 開 に あま り きび しい制 限 を つけ な い方 が あ りがた い と思 う。
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4.5,2.2国 際 電信 電 話㈱ 昭和61年2月5日 ・

第1特 別 研 究室 武 田 学 氏

榊 博 史 氏

α)公 表 で きない 理 由

少 人数 に よる研究 段 階 で あ り,入 力方 法 や メン テナ ンス の手 順 な どが確立 され て お らず,公 開

で き る状 態 で はな い。

② 共 用 につ い て

テ ク ニ カル ・ター ム(専 門 用語),固 有 名 詞(地 名 ・人 名)等 は,語 数 が多 い し(数 十万),

訳語 が一 対 一 に 決 まる。 こ うい った 語 に 関す る辞 書 が あれば,使 い た い し,そ うい う もの は,共

用 した方 が よい だ ろ う。一 般語 は加 工 の素 材 とな る よ うな もの が あれ ば利用 した い(例:IPA

の辞書,森 田著 『基 礎 日本 語1・2」 角 川 小辞 典 シ リーズ)。 将 来 的 には国 が1千 万 語 規 模 の辞

'書 を作 成
・管 理 し

,各 システ ムの辞書 はそ れ を素 材 と して加工 ・作成できるよ うにすること力望 ましら

(3)JIPDECプ ロジ ェク トについ て

ま だ変 動 の は げ しい時 期 で,議 論 も鎮 静化 して お らず,企 業 の協 力 も得 に くい ので はな い か。

4.5.2.3㈱ 東洋 情報 シス テ ム 昭和61年2月5日

応用 技 術 シス テ ム開発 第一 部 小 木 正 三 氏

(1}共 用 につ い て

小 規 模 で しっか り した もの を発 展 させ て行 く方 法 が安 全 で あ る。各 社 の辞 書 の 共通 項 を取 る方

法 も考 え られ るが,自 社 の辞 書 につ い て は,共 用 を前提 と して公 開 した くは ない 。標 準辞 書 を最

初 か ら作 成 す る と コス トが かか り過 ぎ,そ れが 使 用 料 に 影響 すれ ば普 及 を妨 げるこ とにな るだろう。

(2)作 成 ・管 理 につい て

入 力 段階 での転 記 ミス,パ ン チ ミス が多 い 。ス ペ ル チ ェ ッカ ー等 の支援 シス テ ム が必要 で あ る。

メン テ ナ ンス は常 時 継続 され るた め,管 理 システ ムが重 要 にな る。入 力前 のデ ー タ の8割 近 くは

変更,修 正 が あ る。 機 械 可 読 だ と,操 作 が 容 易 で あ る の で,入 力後 の再 分類 は頻 繁 に な

った 。

⑧ 著作 権

個 々の訳語 に まで 著作 権 が お よぶの だ ろ うか。辞=書の内容 に つ い ての著 作権 は曖 昧 で あ る。

(4)JIPDECプ ロジ'エク トにつ い て

競 争状 態 は 良い 結果 を もた らさな い と思 うの で,何 らか の標 準化 は必要 だ と思 う。
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4.5.2.4九 州 大 学(吉 田将 教授)昭 和61年2月7日

九 州 大学 工 学部 吉 田 将 教授

(1)大 学 で の研 究体 制

大 学 関係 では,一 部 の大 学 を除 い ては,自 然 言語 処 理 の研 究 をや ろ うと して も,辞 書 な どの蓄

積 を要 す るの で,研 究 がス タ ー トしに くい状 態 で ある。

九 大 で は辞 書 を公 開 してい る。 この辞 書 に は,見 出 し語 が8万3千 語 あ り,文 法 に関 す る情 報

が入 うて い る。意 味 に関す る情報 は分類 情報 以外 は ほ とん ど入 っ ていな い。 この辞 書 は,昭 和40

年 頃 か らつ く り始 め られ た もの で,九 州 芸術 工 科大 学 の稲永 氏 の努力 に よる と ころが大 きい 。

辞書 の開 発 に は,非 常 に大 きな労 力 とお金 がか か る。 辞書 を 良 くす るため に大切 な こ とは, .

「自由 に使 わせ る 」 ことで あ る。辞書 に限 らず,ソ フ トウ ェア もそ うだ が,「 自由 に使 わせ る 」

こ とが物 事 を良 くす る基 本 だ と思 う。

辞 書 の管 理 に つい ては,辞 書 が誰 に渡 っ て い る の かは知 って お きた い。 ユ ーザ は,自 分 の責

任 で 自由 に辞 書 を編集 ・情 報 加工 して使 うのが よい。 何故 な ら,皆,使 い方 が違 うの だか ら。 辞

書 を最 初 か らつ くる よりは 編集 し直 した方 が早 い で あろ う。

大学 で辞書 開発 をや る と問題 が多 い。辞 書 を作 っ て も,学 術 論文 には な りに くいた め,研 究 者

と して の評価 が され に くい 。参 考 文献 と して,辞 書 の 「利 用 の手 引 き 」を書 い て も らって い る。

こ うい った形 で しか評価 で きてい な い のが現 状 で ある。

② 共 用 辞 書 に つい て

現状 の辞 書 開発 状況 は,バ ラバ ラで あ るが,共 用辞 書 は ど うあ るべ きか?

大 濠 の 汎用 の管 理 シス テ ム を もつ 「源 辞書 」 をつ くるべ き で あ る。そ れ をユ ーザ が ど う加 工 す

るか は 自由 で ある。 もし 「源 辞 書 」に ない情 報 が必 要 に な った 場 合は,「 源辞書 」に と りこむ と

い う形 で 「源 辞 書 」を つ くれ ば よい 。

ど こか の機 関 がや らなけ れ ば,で きな い と思 うが,自 由 に使 えて,目 的 に応 じて加工 す る こと

が で きる こ とが大切 で ある。

三 省 堂 の機 械 可 読 な辞書 は随 分 研究 に役 に立 ってい る。 使 わせ る こ とに よっ て,辞 書 の誤 ま り

が見 つ か り,訂 正 ・改 良 に も役 だつの で,自 由 に使 わせ て欲 しい。

辞 書 は,ユ ーザ が加 工 ・編 集 して使 うもの であ る。 記述体 系 の ちがい は,作 成 者 に よ って, .ど

うして もお こる もの で あ る。 例 えば,意 味 分類 カテ ゴ リー を定 め,共 通 項 の設定 を した と して も,

そ の ワー キ ン グ ・グル ープ の考 えで しか ない。 しか し,IPAの 辞書 と我 々の辞 書 を比 較 して み

た結果,意 味 コニ ドにつ い てか な りの部分 は一 致 して いた 。共 通 項 のみ をみい だす こ とが,大 切

な ので は ない 。 多義 語 の分 類 につ い ては,今 後 の基礎 研 究 が必 要 で ある。 こ の 人 の 分 類 で は こ

うとい うもの を,「 源 辞書 」にす べ て入れ てお か ざるを えな い。 格 の設定 につ い て も,皆 違 うの

が当 た り前 で あ る。似 ては い るが違 う。
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最近,京 大 の辻 井 氏 が言 っ てい る よ うに格 の 種類 に して も,中 間 の格 が あ り,そ の また 中間 の

格 が考 え られ るわけ で ある。人 に よって それ が大 事 だった りす る。連 続 に意 味 が変 化 し うる とい

うの が,言 葉 の本 質 とい うもの だ と思 う。

(3)協 力体 制

'ど うい う協 力体 制 が考 え られ るか?

IPAやJICSTの よ うに,言 語 学 者 の方 々に協 力 して も ら うの が よい だ ろ う。 と りま と

め役 は,工 学 関係 者 が よい だ ろ う。

(4)国 に望 む点(言 語 政 策)

日本 の財産 と して辞書 をつ く り,自 由 に使 わせ る ことが大 事 だ。 そ のた め には,国 の事業 と し

て永続 的 な機 関 が 関与 す る こ とが必要 で あろ う。 ユー ザ の独 自の要 求 が あれ ば,ユ ーザ が 自分 で

変 えて いけ ば よい。

海外 には,用 語 を収集 す る機 関が あ る よ うだが,国 と して,補 助 す る必 要 が あ るの では な い か。

国 でつ くった辞 書 が,海 外 に流 出 され る可 能性 は ある か も しれ な い が,辞 書 は い つ で も,更 新

され て いな くては,使 い ものに な らな い 。informatics(情 報 学)と い う英 語 が ある が,こ

の 言葉 は,英 語 を母 国語 とす る人 達 に と っては,あ ま り響 きの よい言葉 で は ない らしい 。 ど う も

英語 圏 外 で つ くられ た言 葉 ら しい。 将 来,海 外 で誤 用 ・創作 され た 日本語 が 入 っ て き て,そ れ

が 幅 を きかす とい うこ との方 が恐 ろ しい と思 う。国 際化 時 代 に おけ る 日本 の言 語政 策 上,体 制 を

考 え る必要 が ある。

新 しい用 語 や学 術 的 なtermは ・ い くら管理 して も・ どん どん 出 て くる。 ぎ ち っ と整 理 され た ,

terminologydatabank(辞 書 とは,ち ょっ と ちが うか もしれ な い が)が 必 要 で ある。

(5)JIPDECプ ロ ジ ェク トへ のア ドバ イス

多額 の 開発 費 でな け れば,実 際 に辞 書 を開発 す るの は難 しい。デ ー タ項 目 につ い て,き ち ん と

整 理 を して,こ うす る と提言 す る と ころ ま でい くに も,そ れ な りの費用 がか か ろ う。

現 在 の辞 書 は,見 出 し語 に対 す る情報 が記述 され て い るが,見 出 し語 と見 出 し語 の間 の 関係 は,

(impIicitに 含 まれ てい るが)ま だexplicitに は 書 い てい な い。 シ ソ ー ラス(上 位 語 ・下

位 語)の 関 係 も と らえ に くい。 共 用辞 書 は,人 間 が使 うた め の辞書 の改 善 に役 立 つ よ うに考 え る

ぺ きでは ない か。 つ ま り,「 源 辞 書 」は入 間用 に も,機 械 用 に もど ち らも生 成 で きる よ うにす べ

きで あ る。

(6)参 考文 献

① 稲 永紘 之 「 日本語 処 理 の た めの機 械 辞 書 」情 報 処理 第23巻 第2号 昭 和57年2月

② 吉 田将,日 高 達,稲 永 紘之,田 中武 美,吉 村 賢 治 「公 用デ ータベ ー ス 日本 語単 語 辞書 の使 用

につ い て 」九州 大学 大型 計算 機 セ ン ター広 報別 刷Vol.16AZe.4,1983
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4.5,2.5福 岡 大 学(首 藤 公 昭 教 授) 昭和61年2月7日

福岡大学工学部 首 藤 公 昭教授

(1)大 学 での研 究

私 の ところ の辞 書 は,日 本語 処理 の た めに,関 係 表 現 ・助述 表 現 を中心 と した,分 野 に依 存 し

ない表 現 を収 録 した もの で あ る。表 現 の接続 関係,活 用 関係 の ル ール を併 用 して,形 態素 処 理,

構文 ・意味 処 理 に利 用 で きる。16,7年 前 か ら研 究 を続 けてfO・b,最 近 デ ー タの ば らつ きが な

くな っ て きた。辞 書 の語 彙 数 は,見 出 し語 が約6000入 って お り,現 在,原 則 として公 開 して

い な い。 以 前 に公 開 し,か な り商業 ペ ース で使 われ てい る よ うだ が,我 々 の と ころには何 の フ ィ

ー ドバ ック もない
。辞 書 の研 究 は,マ ンパ ワー をかけ て も,研 究 業 績 にな りに くい 点 に問 題 が あ

る。辞 書 の構 成 論 もテ ー マ にな りに く く,内 容 全体 提 示 もや りに くく,辞 書 を使 った処 理 シス テ

ムの評 価 に依 存 して しま うので,研 究 面 では,議 論 しに くい。研 究 のす す まな いの は,そ の辺 に

原 因 が あ る。 何 か辞 書 の評 価 基準 を確 立 で きない もの だろ うか。

拡張 文節 モデ ル の発 想 は,意 味 の単位 で語 を とらえな おそ うとい う もの で あ る。 この考 え方 を

使 うと,形 態 素 処 理 の段 階 か らdisambiguityを お こな え,構 文 ・意 味処 理 との つ な.がりも自

然 で ある。 たぶ ん,形 態 素 処 理 に つい ては,一 番 い いデ ー タ を もっ てい るので はな いか と自負 し

てい る。 現在,決 定 版 をVAX750上 で実 現 し,来 年度,そ の仕 上 げ を しよ う と思 って い る。

今,欲 しい もの は,ラ ンダ ムハ ウス 級 の大量 のデ ー タ を持 つ対 訳 辞 書 と 「生 の文 」で ある。数

万 セ ンテ ンス の生 の文 が欲 しい 。 日本 語 の生 の文 を最 低5万 セ ン テ ンス くらい かけ てみ な い と,

安定 しない よ うで あ る。 学 会 で,標 準 的 な コーパス を何種 類 か もつ べ き で ある。3千 文 くらい は

つ くった が,そ ん な もの で は だ めで ある。

か わ った表 現,た とえ ば,「 山 を は る 」 とか比 喩的 な表 現 とそ の用 法 を調 査 してい る。 ま だ,

完全 では な い けれ ど,収 集 を お こな って い る。

辞 書 だけ あ って も,updateし な くては だめ で あ る。

私 は,言 語 現 象 の方 に興 味 が あ り,言 語 のパ フ ォー マンス を大 切 に して い る。現象 に根 ざ した

ア プロ ーチ を しな くて は な らな い 。言 語処 理研 究 の難 しさは,primitiveの オ ーダ ー が,従 来

の 自然 科学 とは違 って相 当多 くな る点 に ある。

② 公表 した くな る よ うな環 境 づ くり

辞 書 づ くりにつ い て の基 準 をつ くる とい うの も難 しい だ ろ う。 それ よ りも,皆 が辞 書 の 内容 を

公表 した くな る よ うな環 境 をつ くる ことが大切 だ ろ う。情 報 処 理学 会 あた りで も,辞 書 づ く りを

や ってい る研 究 者 の努 力 に報 い る よ うに して も よい の では ない か。 そ れ も,評 価 基準 をか な りゆ

るめ に設 定 して も よい の では な い か。 辞書 づ くりの努 力 を認 め る学 会 をつ くって しまお うとい う

話 もあ るが … …。
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(3)参 考文 献'

① 首 藤公 昭 「専 門分 野 を対象 と した 日英 機械 翻訳 につ い て 」情報 処 理 第14巻 第9号

昭和48年9月15日

② 首 藤公 昭,鶴 丸弘 昭,吉 田 将,「 日英 機 械翻 訳 の た めの述 部処 理 シス テ ム 」電子 通 信学 会 論

文誌.77/10Vo1.J60-DyfZo.10
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④ 首 藤公 昭,吉 村 賢 治,津 田健 蔵,「 日本 語技 術文 に おけ る並列 構造 と文 の概 形 」

情 報処 理 学会 自然 言 語 処 理技 術 シ ンポ ジ ウム 昭和59年11月 、

⑤ 吉村 賢治 「専 門用 語 の 自動 抽 出 」 福 岡大 学 工学 彙報 第35号 昭和60年9月
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4.5.3国 内調 査結 果 の 関連 図表

ここで は,国 内調査 の一貫 と して実施 した 「自然言 語 解析 用辞 書 アン ケ ー ト調査 」へ の 回答 内容 に

つい て,図 表 と してま とめ ,以 下 の 回答 内 容 の分 類 に よ り一括 して掲載 した。

表1プ ロジ ェク ト,お よび,シ ス テ ムの概 要

表 皿 機械 可 読用 辞 書 に つ い て

表 皿 辞 書 の作 成,お よび,メ ン テナ ン ス につい て

表N辞 書 シス テ ムの運 用

表V共 用使 用 につ い て

なte,各 表 中 に 「Fig.n-m参 照 」と あるの は ,ア ンケ ー ト回 答 に記載 され ていた 図表 につ け た

参 照番 号 で あ り,..138二1781ペ ー ジに掲載 して ある。
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`

1、 プ ロ ジ ェ ク ト、 お よ び 、 シ ス テ ム の 概 要(1-1)

調査対象機関 口流 総研
新明解

(3涼 都 大学
(長尾研)
ニ ュー

コンサ イス
,

(4)京都 大学
(長尾研)

LONGMAN

(5}イ ン ター プ レ
ス

(用 語 フ ァ イル}

(8)東洋情報
電字林

自然言語理解シ 一般 辞 書 に付 き 一 般 辞 書 に付 き 電字 林(ツール)

プ ロジェ ク ト名 ステムの 研究 これ を直 接使 用 これ を直 接 使 用

(特別融) し て い る フ'ロ し て い る プ ロ

ジ ェ ク トは な し ジ ェク トは なし

特 に なし 電字林

システム 名

実験用自然言語 商用電子辞書検

目的 処 理 ・デ ー タ ベ ー
索

ス検索

'

FACOM380, FACOMM382 FACOMM382 NECPC9800シ

使用計算機 DEC2060 リー ズ

MSP-F4, OSWF4MSP OSIWF4MSP MS-DOS

OS TOPS20.

FORTRAN, PM PM,AIM/RDB C,ア セ ンブ ラ

使用言語 StandardLISP ・

シ ステム の 20MB
25MB

規模(デ ー タ量)

シ ス テ ムの 規 1MB
100KB

模(プ ログラム)

機能図 Fig.1・1参 照
Fig.1・2参 照

.
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1、 プ ロ ジ ェ ク ト、 お よ び 、 シ ス テ ム の 概 要(1-2)

踊査対象拐i関 (8)東洋情報
電字林

(8遠洋情報
電字林

(9)Mu科 挙技術
庁翻訳

プ ロジ ェク ト

(10}ICOT
電子辞書
シス テム

(11)】PA
日本語基本助詞

辞書

(マ ス タ ー の 開 (マ ス ター の 開 日英科学技術文 自然言語処理用 計算機理解のた

プ ロジェ ク ト名 発) 発) 献 の速 報 シ ステ 電子化辞書 め の 日本 語 辞 書

ムに関す る研究 調査

日吉科学技術文 特 になし 待 にな し

シ ステム名 獣 の速 報 シ ステ

ム

法定詫訳 (注 瀞 書 の み を
.ノ

巨的 つ くる プ ロ ジ ェ

ク トで シ ス テム

はつ くらない.

FACOMM380. FACOMM380 PSI(Pr。1。9マ シ

使用計算潰 R ン)

OSW FACOM SIMPOS

OS osrWF4

鵡 '

Uエ 口口SP, ESP

住用言語 PL工 (Pご。1。9÷ 。bject

発向)

・ご・

シス テムの 30-40MB 152MB 文 法(3000ル ー

規摸(デー タ量) ル)、 辞 書(21万

・

語)

シ ステ ム の 規 約20.000ス テ ッ
、

槙(プ ログ ラム) プ(8MB)

㊨

.機 能図
..

Fig1・1参 照

'

一85一



1、 プ ロ ジ ェ ク ト、 お よ び 、 シ ス テ ム の 概 要(L3)

調査対象機関

'

(14)JAPIO
特許情報機構

(15順 奉電気 (16)富 士通 (16)富士通 (16)富士通

機械翻訳 ATLAS・1 ATLAS-H ATLAS'1

プ ロジ ェク ト名 ATLAS-n

科学技術用辞書

PATOLIS prvOT ATLAS-1 自動 翻 訳 シ ス テ ATLAS.1

システム 名 ム ATLAS・H

ATLAsn

商用検索 商用 システム 商用自動翻訳 商用自動翻訳 商用自動翻訳

目的

〆

HrrAC ACOS FACOM FACOM FACOM

使用計算機 Mシ リー ズ Mシ リー ズ Mシ リー ズ

S3000シ リー ズ S3000シ リー ズ

VOS川 ACOS4, OSN/F4MSP

OS ACOS6 OSN/X8FSP '

OSIS!S

アセ ンブ ラ C言 語 ア セ ン ブ ラ 、 シス テム プ ロ グ ア セ ン ブ ラ 、

使用言語 FORTRAN77・ ラム言語 FORTRAN77

'

シスァ ムの 31GB 4MB 30MB
,

規模(デ ー タ量 プ

、

シ ス テ ム の 規 60KB 800KB 100Kstep

慎(プ ログラム) .

「

4

機能図 Fig⑭ 照
.s

Fig.1-5参 照 F旛1-6参 照

「
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1、 プ ロ ジ ェ ク ト、 お よ び 、 シ ス テ ム の 概 要(1-4)

調査対象機関
(17凍 芝 (18)プ ラピ ス (20)日 立 (20)日 立 (22)日 本mM

機械 翻訳 シス テ 日英機械翻訳 シ 機械 翻 訳 シ ス テ 機械 翻訳 シ ステ 薬日機械翻訳

プ ロジェク ト名 ム
一

スアム ムの研究 ムの研究

開 発 プ ロ ジ ェ ク

ト

持にな し プ ラ ピ ス ・パ ッ ク ATHENE/E ATHENE倒 SHALT

シ ステ ム名

'
商用自動翻訳 商用自動翻訳 翻訳支援 翻訳支援 計 算 機マ ニ ユア

目的 ル の 英 田機 械 翻

訳実験 シス テム

VX-700 VAXI1, HrrAC ㎜AC IBM3081

使用計算機 PDP11, Mシ リー ズ Mシ リー ズ

PC98シ リー ズ

IBM5550/5560

UNZX VMS, VOS3 VOS3 VM

OS RSX11-Mplus,

MS-DOS `

C. Fortra叫 PM 文法 記 述 用 言 】LISP〈 ηM

』使用言語
C, 8吾 、

アセ ンブ ラ PM

シ ステムの 約15MB

規摸(デー タ量)

シ ス テム の 規 約1MB
も

・

模(プ ログ ラム)

機能図 Fig1擁 照 Fig.1一 鯵 照 Fig.1-9参 照 Fig.1-10参 照

.
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1、 プ ロ ジ ェ ク ト、 お よ び 、 シ ス テ ム の 概 要(1-5)

'

調査対象機関
(23)シ ス トラ ン (24)KDD (25)NTT (26)沖電気

'

1

シ ス ト ラ ン 自 動 機械翻訳 LUTE 機械 翻 訳 シ ス テ

プ ロ ジ ェ ク ト名 翻訳 ム

シス テム 開 発プ

.

ロ ジ ェ ク ト

シス トラ ン自動 VALANTINE, LUTE 未定

システム 名 翻訳 ンステム KATE

商 用 自動 翻訳 シ 実験 機械翻訳シ 実験機械翻訳 シ 商用機械翻訳 シ

目的
一

ス ア ム
一

ス ア ム
一

ス ア ム
一

ス ア ム
'

IBM360/370/ Symbolics3600 SymbolicsLisp if1000

使用計算機 3033/3084/4341 Machine

及びIBM互 換機

VS1,VS2, Symbolics UND【

OS MVS リ リー ス60

シ ス トラ ン マ ク Lisp C言 語

使用言語 ロ菖驕

・

システ ムの 英 日4MB・ 1.5MByte

規模(デ ー タ量) 日英4MB

シ ス テ ム の 規 シ ステ ム 制御 プ 7000
.

槙(プ ログ ラム) ロ グ ラ ム2.3MB

機能図 Fig.1・11参 照
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江 機 械 可 読 用 辞 書 に つ い て(■-1-1)

調査対象機関 (1)電総研
新明解

'

(3)京都大学
(長尾研)
ニュ ー

コ ンサ イス

(4涼 都大挙
(長尾研)

LONGMAN

(5)イ ン ター プ レ ス
(用 語 フ ァ イ ル)

新明解国語辞典 ニ ュ ー コ ン サ イ LongmanDic・ IP電 子辞典 シリーズ(現 在5点 作成

辞書名 ス英和辞典 U。naryofCon一 済み}

temporary

English

SISコ ー ド版:昭 昭和58年4月 より各種IP電 子辞典作

作成日 和54年 成

JIS版:昭 和57年

第3版:昭 和60年

既存の冊子体辞 既存の冊子体辞 既存の冊子体辞

.

既存の冊子体辞書の機械可読化

種類 書の機械可読化 書の機械可読化 書の機械可競化 翻 訳 システムの解析 用辞書

日本語 和英 英語 英和

種別

国書吾辞典 一般 一般

対象分野 借り58,000)

一般分野

科学技術 用語デー タベース

収録 単8音数250,000

専門分野 ビジ ネス用語 デー タベース

収録 単85数100.000

科学技術 活用デー タベース

文例1,400

科学技術 熟語表現 デー タベー ス

文例3,000

科学技術略 語デー タベー ス

収録 単語 数40.000

今後元の辞書の 京 都 大学 に お け 京都大学におけ 科学技術関係分野の用語を中心に

改 定 があ れ ば そ る追加 予 定 な し る追加予定 なし 50万 語 を収録予定 で作業を継続中

れ に沿 った 変 更 (辞書 の性格上 梓 科学技術用 語デー タベー ス

を 行 う予 定 で あ 書内容の変更は 予定 件数500,000

今後の予定 る が今 の とこ ろ 冊子辞書の著者 ビジ ネ ス用語 デー タベー ス

特 に 予 定 は な 及び 三 省堂 の み 予定件 数200,000

い ◆ が可 能 である.) 科学技術略語 デー タベー ス

予定 件数60.000
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皿、 機 械 可 読 用 辞 書 に つ い て(H-1-2)

(9}Mu科 学技術 (9)Mu科 学 技術
調査対象機関

,

(8)東洋情 報 (8遠 洋情報 (8)東洋情報 庁翻訳 庁翻訳
電字林 電字林 電字林 プ ロ ジ ェ ク ト プ ロ ジ ェ ク ト

(英語) (英和)

電字林対訳辞書 電字林基本語辞 電字林基本語群 英3苔辞書MTF 英日変換辞書

辞書名 書マ ス ター 書 マ ス ター MTF

84年8月 ～ 84年10月 中 84年9月 ～ 1986年3月 1986年3月

作成日 86年3月 85年11月 86年4月

・

対訳電子辞書 新規編集 既 存、 機 械 可読 機 械翻 訳 シス テ 英日変換用辞書

種類 (既存辞 書用8言辞 化 辞書 の フ ォー ム の解 析 生成 用

輿寄を参考) マ ッ ト変更辞書 辞書

和英お よび 和英 お よび か な 、 日 本 語 、 英語 英和

種別 英和 英和 英語の対訳辞書

ビジ ネス用途 ビジネス用途

対象分野 和英10万8吾 和英10万 語

一般 英和10万 語 英和10万 語

FigJl-1-1 Fig.n-1弓 の 内 電気(20,000語) 電気

情報処理 その他

専門 電気 ・電子 (50.000語}

ビジネス 学術用語

プ ラン ト

略 語'

土木 ・建築

軍 事

医学分野10万 語 未定 日中英辞書 プ ロ ジ ェ ク ト完 プ ロジ ェ ク ト完

日中英対訳辞 書 了時 点 の1986年 了時 点 の1986年

を86年 度 に予定 3月 には専門用語 3月 に は2万6千

10万 語 予 定 し て 語を作成 する予

今後の予定
い る. 定で ある。
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皿、 機 械 可 読 用 辞 書 に つ い て(ll-1-3)

調査対象機関
(9)Mu科 学技術

庁翻訳
プ ロジェ ク ト

(日本語)

(9)Mu科 学技術
庁翻訳

プ ロジ ェ ク ト

(和英)

(10}ICOT
電子辞書
システ ム

(11)IPA
日本語基本動詞

辞書 ・ ↑淵 ㌶ 烏

日本語辞書MTF 日英 変 換 辞 書 基本語電子化意 計算機用 PATOLIS

辞書名 MTF 味辞書 日本語基本動詞 フ リー キ ー ワ ー

辞書 ド一覧

'

1986年3月 1986年3月 1984年6月 昭和59年4月 ～ .第2版:

作成日 ～1986年(3ヶ 年) 昭和61年3月 昭和58年10月

・

機 械翻 訳 シ ステ. 日英変換用辞書 日本語処理用の 検索用語集およ

種類 ムの解 析・生成 用

辞書

汎用辞書 ぴ蓄積用

日本語 和英 日 本語 、和 英. 日本語の基本動 日本語

種別 英和、英語 詞

国 語6,000 持 に分 野 は 限 ら

対象分野 英語2～3,000 な い.(約870)

一般 和 英2～3,000

英和2～3ρ00

電気(20,00(劇 金座部門

その 他 (約330、,000語)

専門 〔50,000語)

学術用語

.

'

. プ ロ ジ ェク ト完 プ ロ ジ ェ グ ト完 国 語辞 書 につ い 収 録済 み の もの 用語整理を行っ

了時 点 の1986年 了時 点 の1986年 て は 、6万 語 ま. に次いで重要な て い る 。

3月 には専門用語 3月 には専門 用語 で拡張予定 和語動詞および .
10万 語 予定 して 10万 語 予 定 し て 漢語サ変動詞 を

今 後の予定 、 い る。 い る 。 今 後収 録 し てい

く予定 である。
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H、 機 械 可 読 用 辞 書 に つ い て(工L1-4)

調査対象機関
(15泪 本電気 ロ5旧 本電気 〔15旧本電気 (15旧 本電気 (15旧 本電気

'

LEXICON マ ス ター辞書 英和辞書 AI用 語主集 NEC専 門用語集

辞書名

60年

作成日

機械翻訳 人 手 に よっ て あ 冊子辞書の機械 解析、生成用

`

機械翻訳

種類 つ め た 。 化物

日本語瑛 語 日本語 日本語、英和 日英 日英

種別

収 録 単 語 数 収録単語数 収録単語数

対象分野 20,000 89,000 約13万

一般分野

電子機器 AI 情報処理

収録単語数 収録単語数 収録単語数

専門分野 15,000 6000 25,000

その他

収録単語数

10,000

一 般分 野 予 定 件 情報処理

数 予定件数

40ρ00 40,000

電子機器予定件

今後の予定 数

20,000

その他

予定件数
・ ■

20,000
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皿、 機 械 可 読 用 辞 書 に つ い て(H-1-5)

調査対象機関
(16)富 士 通 (16}富士通 (16)富 士通 (17)東 芝 α8)プ ラピ ス

ATLAS-1基 本 辞 日本語辞 書(英語 ATLAS-1 特にな し 日英機械翻訳辞

辞書名 書 辞書} ATLAS－ 口 書

科学技術用語辞

書

現在も更新中 1978～ 昭和60年8月

作成日 (約2ケ 年)

'

機械 翻 訳 シ ス テ 機 械翻 訳 シ ス テ 専門用言吾辞書 機械翻訳用 機械 翻 訳 シ ス テ

種類 ムの解析 ムの生成 構 文・意味 解析 辞 ムの解析用辞書

生成用辞書 解析用辞書 書

英日 日本語(英語) ATLAS・11英 日 英和、和英 和英

種別 ATLAS'H:日 英

(53,000語) 科学技術(5万語)
一般(30

,00〔眉吾) (約60,000語)

対象分野
一 般

科学技術分野 (250,00〔 日吾)

300分 野

専門 (約25万 語)

.

現 在 あ る単語 の

精度 を高 め る こ

とに カを注 ぐ。

今後の予定

A●
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i[[,機 械 可 読 用 辞 書 に つ い て(H-1-6)

鯛査対象機関
(20)日 立 (20)日 立 (22旧 本IBM (23)シ ス トラ ン

ATENEIE辞 書 ATENE/J辞 書 シ ス トラ ン辞 書 デー タ

辞書名 ベ ー ス

作成中 1980年 よ り

作成 日 継続中

《

機械翻訳用辞書 機 械翻 訳 シ ス テ シ ス トラ ン シ ス テ ム の

種類 ム の英 日変換 用 解析及び生成辞書

名詞辞書

日英 英和 日英

種別 英日

'

科学技術文献 コ

対象分野
一般

経済 コ ン ー ピ ュ ・一

ター マ ニ ュ ア ル

専門 に現 れ る名 詞 及

び複合名詞、
,

収 録 単 語 数 は

・

4
1 11424

・

二

.

…

最終的に必要に 基本辞 書_需 要の高 い分
'

,

. な る と思 わ れる 野 を優 先的に広範 な分 野

語 数 に つい て現 をカ バー す る よ うな 網

呼 在 検 討 中 であ 羅的 な辞書 をめ ざす。

今 後の予定: : る。
.

ルール付 き表現辞書 基本

辞 書で与 え られ る意味 以
■

外の訳 しわけの対応 が 目

的 で あ る が キ メ細 か い
、 ..

. 翻訳 を得 るには、拡 充が

必 須であ り重要課題 の重

㌃ 天 保 大 の ひ とつ と して

予 定が組 まれてい る。
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皿、 機 械 可 読 用 辞 書 に つ い て(H-1-7)

調査対象機関
(24)KDD (25)NTr (26)沖電気

辞書名

な し なし

作成日

1.5年

〔作成期間}

約6ケ 月

種類

機 械 翻 訳 シ ステ

ムの解 析

機 械 翻訳 シス テ

ムの解析

種別

英和 日本語、和英

英和、英語

和英

英和、英8吾

対 象分野

一般

ニ ュ ー ス 各数万以上 主 に科 学技 術 分

野俳句50,000)

専門

今 後の予定
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II、 機 械 可 読 辞 書 に つ い て(■-2-1)

鯛査対象機関
,(1)電総研

新明解

(3)京都大学
(長尾研)
ニュ ー

コ ンサ イス

(4)京都大学
(長尾研)

LONGMAN

(5)イ ン ター プ レ
ス

(用 語 フ γ イ ル)

(8凍 洋情報
電字林

デ ー タ は1レ 資料 資料 資料 旧 英]

コ ー ド64文 字 Fig且2-3参 照 Fig五 一2'5参 照 Fig.H-2-18参 照 (専門用語)

(128バ イ ト)で 各 かな_検 索の ための キー

見 出 し語 ご と に 日本語_か なに対応 した日

改 行 す る他 は、 本語見出し

ほぼ元の国語辞 英語_日 本語の対訳

典 通 りのベ タ{8 (基本語)

デー タ項 目 き に な っ て い かな_検 索 のための キー

る。 各 レ コ ー ド 日本語_か なに グループ化

内 で の デー タの された 日本語見出 し

区別 は 下の と う 英語_日 本語の対訳

リ で あ る 。 【日英1

(専門用語)

英語_検 索のための キー

Fig.H-2-1参 照 日本語_英 語の対訳

(基本語)

英語_検 索のための キー

日本語_英 語の対訳

資料 資料 意 味 マー カ の 階 デー タ項 目に記述済 み

Fi夢H・2・2参 照 FigJ1・2'4参 照 層構造

資料

Fig.H-2-6参 照

Fig且2・7参 照

づ

,

デー タ項 目の

内容構成
.

.

・.
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II、 機 械 可 読 辞 書 に つ い て(且 一2-2)

調査対象機関
(8凍 洋情報

電字林
(8)東洋情報

電字林

(9)Mu科 学技術庁翻訳

プ ロ ジェ ク ト

(10)ICOT
電子辞書
システ ム

【和英] 資料 日本語辞書

語番号 (1)か な 日本語品詞一覧 (1)見 出 し語 ・ID番号

か な_日 本語 の (2}日本語 Fig.ロ ー2-8 ・かな表現

読み (3)英語 英語品詞一覧 (2)品詞情報

日本語_必 要 に Fig』-2-9 ・見出し語

応 じ て分 野 お よ 全て1対1対 応 日本8吾格 ラベ ル (原型、変化型)

び意味を付加 か な は 日本 語 の 一 覧 ・発音

デー タ項 目 英 語_日 本語 に 読 み、 た だ し 日 FigJL2・10 ・文法情報

対する対訳 本 語 には 一 部 注 英語 格 ラベ ル ー ・関 連 驕 の リス ト

[英和】 釈 が あ る。 日本 覧 (タイプ、m番 号、蘭 連語)

語番号 語の中の数字及 Fig.H-2-11 ・補足説明

英語 び英大文字はか 意 味 マ ー カ体 系 (分野、用例記号、 その他)

品 詞_必 要最 小 な とし て採 用 し 表 ・意味情報

限 て い る。 Fig.H-2-12 (意味、用例 、 文法情 報、文

日 本語_英 語 の 型、イデ ィオム情報)

対訳 ・特別な意味に対す る関連

(語 の リ ス ト、 タ イ プ 、

ID番 号、関連語)

・特別な意味に対す る補 足説明
.

(分野.用 法、 その他)

対訳関係 上記資料参照

デー タ項 目の

内容構成

、.
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II)、 機 械 可 読 辞 書 に つ い て(II-2-3)

調査対象機関
(11}IPA

日本語基本動詞
辞書

(14)JAPIO
特許情報機構

(15)日本電気 (15旧 本電気 α5)日本電気

1

資料 語基区切 り 表 記、 冊子辞書内容を

Fig』-2-13 形態素接続 品 詞、 形 式 化 し た も

品詞 意味 コー ド の 、 例 文 つ き

一

シ ソー フ ス コ ー Ar6culation

ド point、

格パ ター ン 読 み 、

通 語 パ ター ン .・ 搬
デー タ項 目 な ど約60種 類

`

い つ もこれ ちが
F

全 て の エ ン ト

リ ー に つ い て い

るわ けで ない。

.

.

嚇

.

.

前記 の デー タ項

目の うち、 本 辞

声IPAの 特 長 あ
,

る項 であ る。

(1)述語集

(2)ヴ ォ イ ス

デー タ項 目の (3}テ ン ス ・ア ス

内容構成 ペ ク ト
.

(4)ム ー ド

に つい てその概

要 をFig.U-2-13'

.

に述 べ る。
「

.
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II,、 機 械 可 読 辞 書 に つ い て(H-2-4)

工

調査対象機関 (15泪 本電気 (15泪 本電気 (16)富 士通 (16)富士通

体 言 の み 、 接 続 、 見出 し語…英語の綴 リ Fi夢n'2・15参

意 味 コ ー ド、 読 み 、 を示 す.こ の 辞 書 を 照

対 訳 、 頻 度 、 ひ く と きの キー に な Fig』 ・2・16参照

品詞細分類、 格 パ ター ン 、 る 。

読 み 、 表 層 格 パ タ ー 品 詞…品詞名 を示す記

見 出 し、 ン 、 号

対訳 ン ソー ラ ス コ ー 主 カテ ゴ リ…各 品詞の

デー タ項 目 ド、 変化形を示す記号

品 詞 コー ド、 副 カテ ゴ リ…各 語の構

など20種 類 文特 徴、意味分類な ど

を示す記号

標準訳語…標準的に使

われる訳語

副 訳語…副 カテ ゴリに

対応する訳語

Fig.H-2-14参 照

'畠

,

デー タ項 目の

内容構成
、

・

.

,

■

,

←,
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II、 機 械 可 読 辞 書 に つ い て(ロ ー2-5)

調査対象機関 (16)富士通 (17}東芝 (18)プ ラ ピ ス (20)日 立

ATLAS-1, 見 出 し_英 語(英 和}、 漢 字 か ソー ス語_仮 名漢字 混 じ

ATLAS・Hの な混 じり〔和英) りで表 記 され た 日 本 語

各基本辞書に準 読み(和 英のみ)_か な Jls漢 字 コー ド

ず る。 品詞_構 文分析 に用 いる統語 ホ モ グ ラ フ_ソ ー ス 語

カ テ ゴ リ が1つ に対 し て2つ 以 上

数_single.pluraしdon,tcare の 品詞 の 訳 語 を 持 つ 場

性_male,felnale,don'tcare 合、 そのm

デー タ項 目 人称_1,2β 訳 語_ソ ー ス語 に対 す

不規則 変化標識_.不 規則変化 る訳 語(ホ モ グ ラ フの 場

す る語に つ く 合 、 それ ぞれ の品 詞 に

慣用句標識_慣 用句につ く 対応する訳語)

意味 標識_意 味 分析 の一部 に 属性_ソ ー ス語、訳 語そ

用 いる意味 カテ ゴ リ れそれに対する属性情報

意味 分 析規則_語 い遷移 文法 活用_訳 語の活用]の

(東芝 の 開発 した統8吾・意 味分 ク ロ ス ・リ フ ァ レ ン

析文法)の8苦い文法部) ス_活 用(名 詞 の単 複 、

格 フ レーム_意 味 分析の一 部 動 詞の 時 制)処 理 のた め

に 用い る の ソー ス 語 と訳 語 との

訳 語..訳 語 関係付け情報

ATLAS・1, 公開せず

ATLAS-Hの

各基本辞書に準

ず る。

デー タ項 目の

内容構成
、

,

・■
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II、 機 械 可 読 辞 書 に つ い て(■-2-6)

調査対象機関 (22}B本IBM (23)シ ス トラ ン (24)KDD (25)NTr (26)沖電気

1、 見 出 し 語=英 [基本辞書]

語 の 名 詞、 ない (1)ソ ー ス 言 語

しは、複 合名詞 ソース言語用語情報

2、 意 味 マ ー 形態素解析情報

カー:訳 し 分 け に 構文解析情報

使 われ る、 名 詞 意味解析情報

の意味上の分類 (2)タ ー ゲ ッ ト言 語

デー タ項 目 を示 す。 対応 ター ゲ ット言語

3、 訳 語:見 出 し 用語情報

語に対応す るB 形態素生成情報

本語 。 意 味 マ ー 構文生成情報

カ ご と に集 め て 意味生成情報

あ リ、 同 じ意 味 その他

マ ー カ ー に 対 応 Pレー ル付 き表現辞 創

す る もの は 、 頻 ルール付表現 記述

度 順 に 並 ん で い 奉必要 に応 じて基本辞

る 。 書 の(1×2)と 同様 の情

報 を付 加 す る こ とが

で き る。

意 味 マ ー カ ー 一

覧

Fig.ロ ・2-17参 照

デー タ項 目の

内容構成

.

.
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II、'機 械 可 読 辞 書 に つ い て(H-3-1)

鯛査対象機関
(1)電総研新明解

(3)京 都 大学

(長 尾 研)
ニ ュ ー

コ ンサ イ ス

(4)京都大学
〔長尾研)

LONGMAN

(5)イ ン タ ー プ レ
ス

(用 語 フ ァ イ ル)

(8凍 洋情報
電字林

Fig.H↓1参 照 Fig.n-3-2参 照 Fig.ロ ・2・18参照 現在は公開不可

デー タ項 目

の デ ー タ フ ォー

マ ッ ト

.

1

.

,

磁 気 テー プ 上 の Fig,r【・3・3参照 Fig.ロ ー3-4参 照 耳ig丑 ・2-18参 照 現 在 の と ころ公

フ ォ ー マ ッ トは 開不可

Fig.H・3・1参 照
ただし論理構造

FACOM は デー タ項 目 に

M・380上 で は 記述済み

12800バ イ ト 固
`

辞 書の ファイル 定 長 の ラ ンダ ム

フ ォー マ ッ ト フ ァ イ ル(100レ 、

コー ド分収容)

'

,

'

・7
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II、 機 械 可 読 辞 書 に つ い て(■-3-2)

(9)Mu科 学技術 (10)ICOT
'

調 査 対 象機 関'・ (8凍 洋情 報 (8遠 洋情報 庁翻訳 電子辞書
電字林 電字林 プ ロジ ェ ク ト シ ステ ム

各デー タは全 てJEFコ ー ド 各 デ ー タ は 全 て FigJI-3-5参 照

〈和英 〉 JEFコ ー ド

(1)語 番 号 部:10バ イ ト(5文 字) か な 部:100バ イ ト

(2)か な 部:24バ イ ト(12文 字) (50文字)

(2.5}日 本 語 コ ー ク部:2バ イ ト 日本 語部:80バ イ ト

(1文字) (40文字)

デー タ項 目 (3)日 本 語 部:34バ イ ト(17文 字) 英 語 部:200バ イ ト

の デ ー タ フ ォ ー (3.5)英8吾 コ ー ク 合口:2ノぐイ ト (100文 字)

マ ッ ト (1文字) (原則 として空 項 目

(4}英 語 部:?8バ イ ト(39文 字) はな し)

〈英和 〉
耐

(1}語番号部:10バ イ ト(5文字)

(2)英 語 部:40バ イ ト〔20文 字)

(3}品 詞 部:4バ イ ト(2文 字)

(3.5)日 本 語 コ ー ク 部:2バ イ ト

(1文字)

(4)日 本 語 部:74バ イ ト(37文 字)

日本語 と英語は対訳 の関係 RECFM(F・B) Fig瓜3・6参 照

和英 ・ LRECL(380)

RECFM(FB) BLKSIZE(3800)

LRECL(152) DSORG(PS}
罵

150+2(シ フ トコー ド) ■、

英和
.

辞 書の ファイル RECFM(FB)

フ ォー マ ッ ト LRECL(132)
、

130+2(シ フ トコー ド)
シ

(い つ れ も修 正 作 業 用 マ ス

タ ー)

プ
'

A■

レ
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II)、 機 械 可 読 辞 書 に つ い て(ll-3-3)

調査対象機関
(11)IPA

日本語基本動詞辞 書
(14)JAPIO特許情報機構 (15旧 卒電気 (16)富 士通

デー タ項 目

の デ ー タ フ ォー

マ ッ ト

奉 辞 書 は ユ ー ザ に デー タ項 目間 の

は、 順 編 成 フ ァ イル 論 理 構造 に つ い

の 形 式 で 提 供 す る。 て はFig」1'2-15

一 つの 見 出 し に 対 し を参照

て 前述 の 記 述項 目 が

1レ コー ドに お さめ ち

辞 書のフ ァイル 犯 て い る.

フ ォー マ ッ ト レ コー ド形 式:VB(可

変 長 ブ ロ ッ ク 化 レ

コー ド

レ コ ー ド長:8000Byte

. (最大長)

ブ ロ ッ ク長:16000

By国 最大長)

コ ー ド系:JIS第1水

準.第2水 準漢 字 コー

ド

レコー ド数苅3200
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II、 機 械 可 読 辞 書 に つ い て(H-3-4)

調査対象機関 (16)富士通 (16)富士通 (17)東 芝 (18)プ ラ ピ ス (20)日 立

ATLA&1, FigJI-3-7

ATLAS』 の

各基本辞書に準

ず る。

デー タ項 目
.

の デ ー タ フ ォー

マ ッ ト

ATLAS-1, 各 種 フ ォー マ ツ Fig.H-3-8

ATLAS・nの 各 基 ト が 可 能 で あ

本 辞 書 に 準 ず る。 最 も単 純 な

る 。 フ ォー マ ッ ト と

して 可 変長 文 字

列 デー タ と して

辞 書の フ ァイル 構 成 さ れ て い

フ ォー マ ッ ト る.

必要に応 じて変

換可能

,●
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II)、 機 械 可 読 辞 書 に つ い て(■-3-5)

調査対象機関 (22)日本IBM (23)シ ス トラ ン 〔24)KDD (25)NTr (26)沖電 気

1.見 出 し語

_EBCDICコ ー

ド可変長

2意 味 マー カー

_EBCDICコ ー

`
ド2バ イ ト(2文

デー タ項 目 字)

の デ ー タ フ ォー. 3訳8吾

マ ッ ト _IBM漢 字 コ ー

ド可変長

.

,

可変長のCMS

、 フ ァ イ ル で あ
'㌧

る。1行 に 辞 書

レ コ ー ドが 一 つ

入 っ て い る 。 各

辞 書 レ コ ー ド

辞 書の フ ァイル は、口SP形 式の
1

フ ォー マ ッ ト リ ス トで あ る。
,

倶 出し蹟 訳8醐

報 リス ト)

訳8吾情報 リス ト:

. (訳語情報 ・…訳 語

情報)

訳直音情報:

(意 味 マ ー カ ー ・

訳語 …訳語)
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III、 辞 書 の 作 成 、 お よ び 、 メ ン テ ナ ン ス に つ い て(III-1-1)

1

調査対象機関
(1)電総研
新明解

(3)京都大学
(長尾研)
ニュー

コンサ イス

(4}京都大学
(長尾研)

LONGMAN

(5)イ ン ター プ レ ス

(用 語 フ ァ イ ル)

作 成 、 メ ン テ 出版社 と共同 三 省堂 が メ ンテ 英 国Longman社 自社に おい てすべ て行 う。

ナ ンス体 制 ナ ン スを行 って が入力

い る 。

作成体制

情報処理技術者

1名

外注1名

人員構成 入力 外注

工数 24人 目

経費 イ ンプ ッ トか ち 含 め
∀

ると数千万

メ ン テ ナ ン
ス体制

メ ン テ ナ ン ス は 、 主 (京大 におけ るメ 誤植等入 力 ミスの チ ェック・

と して元 の 辞 書(本 の ンテ ナ ンス は な 修正新規用語の追加

メンテ ナ ンス 形)と 比 較 しな が ら、 し)

内容 イ ンプ ッ ト時 の 誤 り

を チ ェ ッ ク す る 。 つ

ま リ 、 一 般 の 校 正 と

同 じ仕 事 を行 う。

頻度 版改 訂のた びご と 常時

メ ンテ ナ ンス 用 に 開 ㎡ 【誤植 等の見直 し]

手順 発 した 専 用 の エ デ ィ (1)全件 リス トに よるデー タの校正

タを 用 い て 校 正 作 業 (2}校正 済 み リス トのデー タパ ンチ
.

を行 う.最 近 は 日本 (3)再校正

語端末上でFACOMの (4)媒体 変換(FD-・MT)

日 本'語 エ デ ィ タ.を 用 噺 規用語の追加]
. い て校 正 も行 っ て い (1用 語デー タの作成

る 。 (2)デ ー タ パ ン チ

(3}校 正

(4)再 デ ー タ パ ン チ

(5)ソ ー ス デ ー タ ベ ー ス との マ ツ

チ ン グ、 ソー ト

(6)新デー タベー ス作 成完了

外部か らの専 任 オ ペ 翻訳者4名

人員構成 レー タ1名 オ ペレー タ7名

編集者3名

経費 年100--200万 程 度

'
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III、 辞 書 の 作 成 、 お よ び 、 メ ン テ ナ ン ス に つ い て(III-1-2)

1

調査対象機関
(8凍 洋情報電字林 〔8陳洋情報

電字林

(8凍 洋情報 「
電字林

作 成 、 メ ン テ 社 内 に てパ ソ コ 入力編 集はアイデ ィ社 と 入 力 、 修 正(フ ォー マ ッ ト 変

ナ ンス体制 ン用DB化 共同 換 を含 む)は イ ン ター プ レ ス

社と共 同

作成体制

オペ レー タ1名 デー タ作成 ・編集(辞 書絹 <修 正 とフ ォー マ ッ ト変換 の

集 経験 者・米 菓在 住 経験 み 〉

者)10名 イ ンプ ッ トオペ レー タ1名

人員構成 イ ン プ ッ ト オ ペ レ ー タ
「

(追加 編 集のみ)1名
、

デー タのMT化 外注

工数 一人 用(100万 語) 130人 月 10人 月

経費 4-5000万 円(現 時 点 で 、 300-500万 円

CPU費 込み) (計算機 費込み)

メ ン テ ナ ン
ス体制

各種 エ ラーの修正・追加 ・入 力 デー タはJISで あ る ため

JISか コ ー ド らJEFの コ ー ド

メ ン テ ナ ン ス ・ 変更 を行 う。

内容
・デー タ容量圧 縮のため 、一部

デー タ変更 をお こな う。

・作業 上発生 したエ ラー の修 正

搬 随時 ・ 現在は随時作成段階

将来は半年に一度 を予 定

メ イン テ ナ ン ス必 要 時 (1)イ ン タ ー プ レ ス よ り 入 手

手順 に 、MTか ら}oading の オ リジ ナルMTをM380Rに

保 管 時 に はMTに ロー デ ィ ン グ
・

unloading (2)コ ー ド変 換

(3)エ デ ィ ト用 フ ォ ー マ ッ ト

変換
. (4)PFDに よる修 正

(5)マ ス タ ー へ のreformat

(6)ソ ー ト処 理

..

プ ル ー フ リー ダ ー ・イ ン イ ンプ ッ トオ ペ レ ー タ

人員構成 プ ッ トオ ペ レ ー ター

2名

1名

経費 数十万円凋

.'
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III、 辞 書 の 作 成 、 お よ び 、 メ ン テ ナ ン ス に つ い て(IIL1-3)

調査対象機関
(9)Mu科 学技術庁翻訳プ

ロジ ェク ト

(10)ICOT'電 子 辞 書

シ ス テ ム

(11)IPA
日本語基本動詞辞書

作 成 、 メ ン テ 電総 研、JICST,京 大が 協力 して作 辞書出版社と共同 大学・研究所 の 国語

ナ ンス体 制 成。 デー タは 外注 英語(富 士通、 旺 文社)、 英 日 学 ・言語 学の 研 究者

(東 芝 、 学 研)、 日 本 語(日 立 、 に よる ワー キ ン グ

未定1日 英(富士通、旺文社) グループ を組織

作成体制

辞書作業分科会17名 国85学 ・言 語学 専 門

辞書WG25名 家17名

機関10名 情報処理技術者

人員構成 外注50名 以上 3名

プ ロ グラマ2名
4

アルバ イ ト3名

工数 約8人 目

経費

メ ン テ ナ ン
ス体制

(1)一 元管理 辞書 フ ァイル を汎 実験用 で.し か も規 模が小 さ {1)各 記述項 目の 記

用 のデ ー タベー スシ ステ ム上で 構 いの で ユ ー ザ に ま かせ てい 入 ミ ス

メ ンテナ ンス 築 し、 定 期 的 に 更 新 、 追 加 を行 る 。 (2膚 語学・国語 学の

内容 う 。 研究 者 に よ る辞 書

〔2}機械翻 訳 総 合 シ ス テム に お い 内容の校閲

て、 ユー ザが 単語単 位 で更新 、追 (3濡 しい単 語 の登

加 を行 う。 録

頻度 (1)数 ヶ月に一 回(大量)

(2潜 時(私用辞劇

(1)大 量 の デ ー タ を 外 注 で 記 入

手順 フ ォー マ ッ トに よ り作 成 、 一 元 管

理 シ・ステ ム に よ りDB管 理 が行 わ

れ る。 外部 へ はLISPS式 でMTFに

よ り提 供 され る。

(2}総 合 シス テムの辞 書エ デ ィタサ
.

プ システ ム を用い て、機 械翻 訳用 ♪

の 辞 書フ ァ イル(MTF.VSAM}及 び

内 部 辞 書DBの 編 集 が 行 われ る。

ユーザは 私用辞 書DBの 編 集がお こ

なわれ る。 ユー ザは 私用 辞書 に対

しての み編 集が可能 であ ろ う。

(1)未定 作成体制と同じ

人員構成 (2)シ ステム は 自動化 され てい る。

ユー ザの作業

経費 (1)未 定

(2)計算 機使 用料VSAM使 用料
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III、 辞 書 の 作 成 、 お よ び 、 メ ン テ ナ ン ス に つ い て(IIL1-4)

1

調査対象機関
(14)JAPIO

特許情報機構
(15旧 本電気 (15旧 本電気 (15旧 本電気 (15旧 本電気

作 成 、 メ ン テ 用 語 の 整 理 は 社内及び関係会 社内及び関係会 社内及び関係会

ナ ンス体制 ユ ー ザ の協 力 を 社 社 社

得 てい る

作成体制

.・

,

人員構成 1

《

A.

工数
含

経費
」

メ ン テ ナ ン

ス体制

キ ー ワ ー ドの 表 追加 、更新 現 在なし エ ラー発 見時の

記統一 訂正

メンテナ ンス 同義語の整理

内容 、

搬 必要発生時 適宜追加

入 力および更新

手順 項 目、更新関連

候補 の抽 出をお

こ な う。

外部協力者 を含

人員構成 め約50名

経費
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III、 辞 書 の 作 成 、 お よ び 、 メ ン テ ナ ン ス に つ い て(III-1-5)

1

鯛査対象機関 (15)日 本電気 (16)富士通 (16)富士通 (16)富士通 (17)東 芝

作 成 、 メ ン テ 社内及び関係会 独 自開発 入 力 は イ ン タプ レ ス 社 ψ¶IP電

ナ ンス体 制 社 FIEと 共同 子辞 書"の デー タ を元

に して属 性 追 加 等 の
'

加工 を加えた。

作成体制

人員構成

工数

'`;
必

経費

メ ン テ ナ ン
ス体制

追加・韻 り訂正 基 本 辞 書 と し 誤 りの訂正
、

ての 枠 内 での

メ ン テ ナ ン ス 見 出 し語 の 補

内容 充

'

頻度 現在 まで3回 3ケ 月に一度 随時

新単語登録要求 通常の製品登 Fig』1・1・ 通常の製品登録、出荷

手順 抽出 録、 出 荷 手順 1参照 手順 による。

に よ る'。

、.

,.

F

人員構成

経費
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III、 辞 書 の 作 成 、 お よ び 、 メ ン テ ナ ン ス に つ い て(III-1-6)

1

鯛査対象機関 ロ8)プ ラ ピス (20)日 立 (22)日本IBM (23)シ ス トラ ン

作 成 、 メ ン テ 当社要員が専任 社内開発 単独

ナ ンス体 制

作成体制

公開せず 情報処理技術者1名

デー タの収 集・分 類 補

助員2名

人員構成 イ ン プ ッ ト・オ ベ レ ー

タ 外注

工数
'

経費

メ ン テ ナ ン
ス体制

・登録語の追加 ・新 規 レ コー ドの 追 加

慨 登録語の属性 既 存 レコー ドの修正

メ ンテナ ン ス 情 報の誤 り修正 意味マー カの訂 正

内容 ・訳8吾 の 適 切

チ ェ ッ ク

頻度 6ケ 月・1ケ 年 約10レ コー ド/週

1、 追加 登録すべ 1、 翻訳 結果 の チエ ッ

手順 き語 の洗い出 し ク に よ り未 登 録8吾及

2、 属性情 報の誤 び不適切な訳語や意味

リ箇所洗 い出 し マー カを発見 する。

3、 入 力 2、 そ の8吾 が 、 含 まれ

4、 チ ェ ッ ク る例 文 を例 文 フ ァ イ

ル か ら検 索 す る。 そ

の結 果 と1の 原文 を考

慮 し て 訳 語 や 意 味

マ ー カ を追 加 、 な い

しは修正 す る。

公開せず 情報処理技術者1名

人員構成

経費 公開せず
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III、 辞 書 の 作 成 、 お よ び 、 メ ン テ ナ ン ス に つ い て(IIL1-7)

`

調査対象機関 (24)KDD (25)NTr (26)沖電気

作 成 、 メ ン テ

ナ ンス体制

辞書作成会社と

共同

な し

作成体制

人員構成
.

言語学専門家

2名

情報処理技術者

1名

工数

経費 0

メ ン テ ナ ン
ス体制

メ ンテナ ンス

内容

な し

」

願

手順

人員構成

経費
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III、 辞 書 の 作 成 に つ い て(III-2-1)

調査対象機関
臼)電総研
新明解

(3)京都大学
(長尾研}
ニュー

コンサ イ ス

(4)京都大学
(長尾研)

LONGMAN

(5)イ ン ター プ レ ス

(用 語 フ ァ イ ル}

1.元 の 辞 書 を渡 デ ー タ の 作 成、 入 力 (翻訳等原デー タ作成)

し て イ ン プ ッ ト は 英 国L)ngman社 が (1)プ ログラム作成

を外注 行 った もの で あ リ京 ②入力画面作成

2.磁 気 テ ー プ で 都 大学 に お け る作 成 (3}入 力(フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク)

辞書の作成手順 納入 作業 はな し。 (4)出 力

3.デ ィ ス ク 上 で 京 都 大 学 で は そ の (5)校 正

修正 デー タを使 用 目的(た (6)媒 体 変 換(フ ロ ッ ピー デ ィ

とえ ば 英 文 の バー サ スクか ら磁気 テー プへ)

言語資料の作成に適し

た 形式 に プ ロ グ ラ ム

(主 としてPM)に よ リ

」

変 換 し て使 用 し て い
.

る 。
「

既製の辞書を用 既存の冊子体辞 既存冊子体辞書を機械 (1)従来の 当社 で発行 した月刊

い て い るの で特 書の機械可読化 可 読 化 した もの で あ 誌 または単行本か らの抽出

に 収 集 作 業 は で あ り 三 省 堂 りLongmanDictio一 (2)英文は米 国軍用規格、 民間
`

行 っていな い ニ ュ ー コ ン サ イ naryofContem一 企画 のマニ ュ.アル 等か ら抽 出

単語の収集方法
, ス英 和 辞 書の 全 poraryEnglishの 全 車 し翻訳

単語を入力。 驕 が 入 力 さ れ て い
.

(3)公的機関 か ら発行 され た用

る 。 語等

(4)市販各 種辞典 か ちの選択・抽

出

特 に分 類 は行 っ (1)用語収 集(用語検討、用語統

てい な い 一
、 訳 語作 成 ・選 定)

(2)用 語 デ ■ タ パ ン チ(日 「本

語一 日本語 の読 み一 英語)

収録単語の分類

作業の手順

.
、

1

シ

、

収録単語の選定

基 準 、

A.

'
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III、 辞 書 の 作 成 に つ い て(III-2-2)

調査対象機関
(8)東言羊†肖報

電字林
{8)東i羊↑鳶報電字林 (8}東洋情報

電字林
(9)Mu科 学技術庁翻訳プ

ロ ジェ ク ト

汎 用計 算機 上 の(1)デ ー タ用紙 記入

辞 書マ ス ター を(2)MT成 作(外 注}

汎 用計 算 機 上 で(3)チ ェ ッ クプ ログ ラ ム及

パ ソコ ン用DB化 び目に よ るエ ラー 摘出

辞書の作成手順(圧 縮 用 の 特 殊(4)PFDに よる修正

コー ド使 用}(5)ソ ー ト処置

その 後 転 送、 パ

ソ コ ン上 に て イ

ンデ ッ クス 等作

成

FigJ脹24参 照

単語の収集方法

別回答参照 (1)ビ ジ ネ スユLス 上 基 本

語(見 出 し語)を 既 存の 辞書

か ら選出

(2X株)ア イデ ンの 蓄積デー

タ を中 心 として翻 訳を 当て

はめ る。

(1)INSPRC抄 録3000文 に 出現 した英 単

語

(2)日 英変換 辞 書の対 訳語 として登 録 さ

れ た英単語

(3)名詞・動詞以外の基本単語

(3)既存の辞 書、用語辞典 を

'
参 考に して不備 な点 を補正

単 語の収 集につい ては単語 (1)単 語 の 収 集 及 び各 種 マ ー カ付 与 に

の収集方法を参照 KWICが 用 い られ て いる。

(2)体書 と用言 に分 かれ て いて作 成 作業

が 行われ て いる。

(3)名詞 に対 す る各 種マー カは辞 書 や 用

収 録 単8吾の 分 類 語 集 を 用 い て 行 っ・て い る。
L

作業の手順 (4)用 語 に 対 す る各 辞 書 項 目の 付 与 は

KWIC等 出現 した文 を中心に分析 を行い
.

付与作業を行う○

(5)い ずれ の場合 も詳細 な作 業マ ニ ュア

ル が作成 され てい る.
,

(6)付 与作 業は 外注 で行わ れ てい るが 言

語的知識 を持 つ人間が担 当してい る。
.'

・ビ ジ ネ ス ユ ー ス を 主 体 に.

選定 、

収録単語の選 定 専門 用語 を連 接するのに 役

基準 立 つ語の選定 `

魑

・●

'

楡
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III)、 辞 書 の 作 成 に つ い て(III-2-3)

胴査対象機関
(10)ICOT電子辞 書

シ ステ ム

(11}IPA
日本語基本動詞辞書

(14)JAPIO特許情報機構 (15)日 本電気

1リ サ ー チ グ ル ー 1)辞 書の記 述の枠組み及 Fig』1・2-2 1、 単 語 抽 出 を お こな

プ で 基 本 仕 様 書 ぴ収郷 音の決定 う 。

(Logicalformat}を 2)記述 マニ ュアルの作成 2、 デ ー タ フ ォ ー ム に

作成 3)マ ニ ュ ア ル に 従 っ て 記入 し、一 括 登録 をお

辞書の作成手順 2そ の 仕 様 に 基づ 各単語 に対 し、記述 シー こ な うか 、 或 い は エ

い て 、 言8吾 デ ー タ トに各項目内容を記述 デ ィタ登録 更 新 をお こ

を収 集・分析 4)記 述内容の校閲 な う。

3入 力 5)編述 シー トをVSAM形

4修 正 式 の 辞 書 フ ァ イ ル に

ツー ル を用 い て端 末 を

介して入力

一般 の 辞 書 を 参 考 国立国語研究所の種々の 市 販 辞 書 、,テ キ ス トの

に、 最 重 要 単8吾を 調査結果及び種々の市販 中 か ち単 語 を抽 出 し、

収集 する。 辞書等から収集 形態解析による未定義

語推 定をお こな う。

単語の収集方法 辞 書 コンサル ト

1、分 類表に基づ いて品

詞分 類をお こな う.

2、分 類表 に基づ いて意

味分 類 をおこな う。

3、 辞書デ ータ手順書に

収録単語の分類 基 づ いて辞 書 コー デ ィ

作業の手順
ン グ を お こ な う。

いわゆる最重要語 意味的にも使用頻度の上
一 件 の公 開 特 許

か らも語彙 体系上最 も重 抄 録 文 中(約

収録単語の選定 要 と 考 え ち]し る 動 詞 300文 字)の 技 術

基準 を.国 立 国 語 研究 所 の 用語 の うち重 要

種々の調査及び市販辞書 な語 を約15ほ ど

の重要 語の選択 を参考に 選定 してい る。

して選ん だ。

一116一



III、 辞 書 の 作 成 に つ い て(III-2-4)

1

調査対象機関 (15)日 本電気 (15旧 本電気 (15旧 本電気 (15旧 卒電気 (16)富士通

1、一 般辞 書の見 市販専門用語学、テキ 1、 デ ー タ フ ォー マ ッ ト

出 し を 入 力 す ス ト か ち 抽 出 し 、 作成

る 。 デ ー タ フ ォ ー ム に 記 2、 ワ ー プ ロ 入 力

2、 大 量 テ キ ス 入 す る 。 3、 ホ ス ト辞書登録

辞書の作成手順 ト を 入 力 し、 単

語 を抽 出 し、 頻

度 付 け をお こ な
、

つ.

3、1、2、 の 結

果 を フ ォ ー マ ッ

トに記 述す る。

4、 登 録 す る 。

5、ver均 す る。

市販辞書 社内技術文書から抽出 市販の小型英和

市販専門用語集から抽出 辞典 に収 録 され

て い る見 出 し語

を ベ ー ス と し、

単語の収集方法 科学 技 術 用 とし

て若 干 の 調整 を

加 え た 。

L意 味分類付与 1.体 言、用言 の分類

2、 見 出 し語 の品詞 分 2、 体 言 な ら、 意 味 コ ー

類付与お よび 対訳語 ド付与 し、他品 詞細分付

の品詞分類付与 .与、 フ ォー マ ッ ト記 述

3、1、2、 の 結 果 を 3、.用 言 な ら 、 表 層 格

収録単語の分類 デ ー タ フ ォー ム 記 入 マー カ抽出、深 層格マー

作業の手順 4、 登 録 力抽 出 、 意 味戸 一 ド付

与 、 フ ォー マ ッ ト記 述

テキ ス ト選定 市販の小型英和

辞 典 に収 録 され

収録単語の選定 てい る見 出 し語

'基 準
を ベ ー ス と し 、

科 学 技 術用 と し
,. て若 干 の調 整 を

加 え た 。
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III、 辞 書 の 作 成 に つ い て(IIL2-5)

1

調査対象機関 (16)富 士通 (16)富 士通 (17)東 芝 (18)プ ラ ピ ス (20旧 立

.

イン タプ レス社 (1)見出 し決定 FigJlL2・5参 照

rlP電 子辞 典」 (2)品 詞以 下各 統

の デー タを 元 に 語情報の付加
.

して属 性 追 加 等 (3隠 味 分 析用 各
.

辞書の作成手順 の 加 工 を 加 え 情報の付加

た 。 (1×2)は比較的 閉

じた情 報 で あ る

が(3)は 開 いた情
.

報 で あ り手 間 が

、 か か る 。

' 、

' ,

o

. `
A

.

,

T
.

イ ン タプ レ ス社 (1)頻度 の 高い基 公開せず
'r

lP電 子 辞 典 」 本語の収集
・

に準ず る。 ② 実 デ ー タ(文

章)か ら補填

単語の収集方法

,

レ

イ ン タプ レ ス社 Fig』1・2・3参 照 辞 書登 録 プ ロ グ

・rIP電子 辞 典 」 ラ ム を作成 し、

の デー タ を元 に 入 力 の 際 イ ン
■

して属性追加等 プ ッ ト・オ ベ レー
←

の 加 工 を 加 え タと画 面上 で会

収録単語の分類 た 。 話す るこ とに よ .
.

'

作業の手順 り、 各 種 マ ー カ
・

は自動的に付与
・

さ れ る よ う に
丁

な っ て い る。

.

ト
.

イ ンタプ レス社 常識的に頻度 の 一般 用 語 とし て

, rlP電 子辞典 」 高 い と思 われ る 煩 雑 に使 用 され

収 録 単 言吾の選 定 に準ず る. もの る と考 え られ る

基準「 本 シ ス テム は 辞 単語類

書 を3分 類 ・し て
、

お りユー ザ に 特

有 な 用法 の 語 は

ユ ー ザ辞 書に 登

録 す る。
」

FigＬIL2-4参 照
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III、 辞 書 の 作 成 に つ い て(III-2-6)

調査対象機関 (22)日本IBM (23)シ ス ト
ラ ン

(24)KDD (25)NTr
.

(26}沖電気

1、 ¶町IBM情 報 処理 用語 英和対訳 集"(機械

可読}を 再編成 し、 意味 マー カー を付 加

す る 。

2、IBMソ フ トウ エ ア ・マ ニ ュ ア ル(英 文)

辞書の作成手順 に 使 われ て い る語 を調 査 し、意 味マ ー

カー 、 訳 語 を 付 け て1、 で 作 っ た デー タ
.

に 加 え る 。

.

、

,

1、`tlBM情 報処理 用語英和対訳 集" 基 本 的 な もの は
噺

2,IBMソ フ トウ エ ア ・マ ニ ュ ア ル(英 文) 辞 書 類 か ち、 そ

か ら名詞 と複合名詞 を抜 き出す。 の他は雑誌噺 聞
「

,

か ら。

単語の収集方法

'

1、歌。IBM情 報処 理 用語 英和 対訳 集"の 中

の名 詞、 複合 名 詞 に 意味 マー カー を付

け る。
.

2、 英文 マニ ュアル 文 を単語に 分割 し、
,

形態素解析 を行い、 集計する。

収録単語の分類 3、 その中 か ら名 詞 を抜 き出す。

作業の手順 4、 も との 英 文 を参 照 しつ つ 意味 マ ー

カ ー を付 け る 。'

1、"IBM情 報 処理 用 語英和 対訳 集㌘に 含

まれ る名詞 及 び複 合 名 詞は、 すべ て 登

収録単語の選定 録 す る 。

基準 2、 調 査 した英文 マニ ュアル に出て くる
4

名 詞は、 全 て 登録 す る。 但 し、大 文字

のア ル フ ァベ ッ ト数 文字 か らな る ソフ

トウ エ ア の 名 称(例:DOS,MVS等)は 除

く。複 合 名 詞に つ い ては、 個 々の単 語

の訳語 か ら 全体 の訳 語 が 合成 で きな い
・

場 合に登録 する。
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IIL、 辞 書 の 作 成 に つ い て(III-3-1)

調査対象機関
(1)電総研
新明解

(3)京都大学
(長尾研)
ニュー

コ ンサ イ ス

(4)京都大学
(長尾研}

LONGMAN

(5)イ ン ター プ レ
ス

(用 語 フ ァ イル)

少 し 古 いエ デ ィタ メン テナ ン ス 用 メ ンテナ ン ス用 の シ ス テ ム

で あ る が下 記 の よ シス テム は現 在 は ない。 検索 等利用 のため に

う に な っ て い る。 運 用 して い な い 京都 大学 で作 成 したプ ログ ラ

現 在 の もの も大 体 (辞書入 力時の校 ム につい て記述す る。

同 じで ある。 正 用 ソ フ トウ エ Figl11・3・3参 照

管 理 シ ステ ム の FigllL3・1参 照 ア は開 発 し使 用

機能概要 し た)。 こ こ に

は原 デ ー タか ら

検 索 用 デ ー タ

ベー ス を作成 す

るの で機 能概 要

を示 す。

Fig川 ・3・2参照

特 にな し 〉 不明

入力方法

(デ ー タ、

エ ン トll- 、

ル ー ル)

既 製 の 日 本8百 工 LDOCEは 計 算機 処 理 を前提

デ ィタに は 、作 成 として作 成 され た部分 が多 い

当時 良 い もの が な ので、比 較的情 報の抽 出等 に

く結 局 自作 す る事 利 用 しや す くな っ て い る 、

に な っ た 。 し か も しか し文法 コー ドの記述形 式

デー タ が途 中 で 人 の一 部に不規 則な もの があ る

問題点、意見 手 に渡 り、 汚 い ま
. こと、 各項 目中に情 報 を分 離 、

ま拡 散 し た の で 、 ・ しに くい 部分 が あ る こ とな

デー タの管 理 体 制
、

ど、 計算機 か ら見 て必ず し も

を きち ん と す る こ 完 全 な もの(処 理 しや す い も

と も大 事 で あ る こ の)ではない。今 後冊 子体辞書
ノ

とを 痛 感 した.さ と計算機用辞書の接点を考え
.

らに きち ん とし た 1
れ ば、冊 子体辞 書上 には表れ

ド キ ュ メ ン ト を ないが計 算機処理 用 には利 用

作 っ てお く事 が 自 で きる情 報(単 純 な もの と し

分 に と って も大 切 ては項 目分離 用 コー ドの挿 入

な事 が分 かった。 か ら考 え られ る)を 付 加 す る

な ど、 作成時 の考慮 が必 要で

あ ろ.う 。
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III)、 辞 書 の 作 成 に つ い て(III-3-2)

調査対象機関
(8凍 洋情報

電字林
(8)東洋情報

電字林
(8凍 洋情報

電字林
(9)Mu科 学技術庁翻訳プ

ロ ジェ ク ト

Figlll-3-4参 照 メ ン テナ ン ス手 メ ンテ ナ ンス手 Fiぽlll・3・5参 照

順参照 順参照

管理 シス テム の

機能概要

別回答参照 非公開 公開不可 FiぽIII・3-6参 照

入力方法

(デ ー タ.

エ ン ト リ ー 、

ル ー ル)

同上 〈問題 点 〉 中 国ε吾辞 書の作 (1)一 元 管 理 され る 辞 書 汎 用

(1)テ'一 夕 の構 成 成 に至 っ た場 合 D.B上 に構 築 す るこ とに よ リ管

編 集 要領 を一 通 の簡体文字の取 理の効率的 な連 用 をはかる。

り習 得 す る の に り扱 い不 可 の解 (2}辞 書デー タ項 目に つい ては専

約1ヵ 月 を 要 す 決 門家に よ る委 員会 を設 置 し承 認

る 。 され た ものの み を登録 す る。 そ

問題点、意見 (2)デー タの追 加 の際対訳を考慮して複合語の単

に は 多 くの 人 日 位 を決定 する。

を要す る。 (3)修 正 は定 期 的 に 一 括 し て行
、

つ.

(4)シ ス テム 上 で用 い る と きは

私用辞 書 を利用 させ るこ とに よ

り使い勝 手 を よ くす る。 またこ

の結 果待 ちれた辞 書 を(2)に提 出

す る。

(5)外部提供 の7ォ ーマ ッ トを標

準 化す る.そ の 際辞 書項 目、構

造 を柔 軟な もの とし選 択・追加 を

自由に行 え るよ うに す る。
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III)、 辞 書 の 作 成 に つ い て(III-3-3)

`

調査対象機関

(10)ICOT
電子辞書
シ ステム

(11)IPA
日本語基本動詞辞書

(14)JAPIO
特許情報機構

1.基 本 ∫士}善書(LogicalR〕rmat)1二 基 1)宇 宙 の 辞 書 シー ト

つ いた テ.キス ト形 式の辞 書テープ をTSS端 末 上か ら効率

を作成す る。 よ く磁 気 デ ィ ス ク上

2.DAM形 式の ファイルの基本形 の 辞 書 フ ァ イル に入

式に変換す る。 力 す る。 ・

管 理 シ ス テ ムの 3,追 加 、:修 正 を エ デ ィ ター で お こ 2}辞書内容の検 索

機能概要 な う。 3)入 力済辞書内 容の修

正

4)磁 気 デ ィ ス ク 上 の

.

辞 書 フ ァ イル の 磁 気

テ ー プ へ の パ ッ ク

ア ッ プ'

5)辞書内容の印刷

`

、

入力方法
、

(デ ー タ、

エ ン ト リ ー 、

ル ー ル)
.

1

・ICOTで は 、 第 一段 階 で は、B奉

語、和 英、英語、英和の 開発を独 『

A

.

立 に す す め て.い る・(Fig.lll-3'7).

これ を基に して それ ぞれ の辞 書を

m・ ・g・レ て 、、汎 用 マ ス タ ー 舌櫓 の
'

作成 を試み る。 卜

問題点、意見 .既 存辞書あ問題点 として版権の問.

題と言語情報の欠落の問題があげ

■

1.',.、

.

られ る。 ・

・菖8吾に独立 した意味情報 を

」 …mp・ ㎏ti。n・1desc・ipU。 ・'の形 で

記述 した.辞書をつ くるこ とを最終

1
目 的 ・と し て い る。 現 在 の.と こ ろ、 .

この よ うな表現形式 が十分でな い ;
φ

の で 、 シ ソー ラ ス コー ドの か た ち

で記述 している。す なわち、 各辞

書か ら一つの シ ソー ラスに対 して

` ポ イ・ン ターが張 られ てい る構 造 と

な っ て い る。 シ
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III、 辞 書 の 作 成`に つ い て(III-3-4)

」

調査対象機関 ロ5旧 本電気 (15旧 本電気 (15泪 本電気 (15)日 本電気 (15)日 本電気

・通 常 の エ デ ィ ACOSに 備 わ っ ・規 則 に よ っ て ・内容検索

タ機能 たエ デ ィタ利用 コ ン ト ロー ル で ・条件付 き更新用

・辞 書内容 を規 財 き る ス ク リー ン 則1eべ ー ス エ

に よっ て更新 す エ デ ィ タ デ ィ タ

る 機 能(特 定 の ・規 則 に よっ て 自
プ

「

管理 シ ステ ム の デ ー タ項 目の 条 動 更 新 可 能

機能概要 件 付 き ひろ い だ. (Modi⑲,delete

し、条 件 付 き更 な ど)

新 、 削 除 、 等)

辞書管理者によ

る自 動的 管理 シ

ステム

入力方法

(デ ー タ、

エ ン ト リ ー 、

ル ー ル).

問題点、意見

A

.

.

.

、

A、

「
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IIL、 辞 書 の 作 成 に つ い て(III-3-5)

調査対象機関 (16)富 士 通 (16)富士通 (16)富 士 通 (17)東 芝 (18)プ ラ ピ ス

辞 書エ デ ィタ ATLAS-1, メ ン テ ナ ン ス シ FigJll-3-9参 照

Fig,川 ・3-8参 照 ATLASH ス テム が用 意 さ

各基本辞書に準 れ てい るが 未 発

ず る 。 表につ き割愛

管 理 シ ステ ムの

機能概要

辞 書 作 成マ ニ ュア ATLAS-1, コ ン ピ ュ ー タ ー

入力方法 ル はATLAS'1の イ ATLAS-H と会 話 形 式 で入

(デ ー タ、 ン ス トー ル テ ー プ 各基準辞書に準 力する事 が可能

エ ン ト リ ー 、 中 に格 納 され て お ず る 。 な 為 、 作 業

ル ー ル) リ、 ユ ー ザ の み に フ ォ ー マ ッ ト類

提供 され る。 は 無 い。

基 本辞 書 とい っ て 〈問題 点〉

も完 全 に分 野 独 立 登 録 すべ き語 数

の 用 語 は 少 な く が 膨 大 な為 、 イ

ユー ザ に よ っ て相 ンプ ッ トの 簡 易

反 す る要求 が 出 る・ 化 を 図 る必 要 が

場 合 が あ る。 これ あ る 。

問題点、意見 を どの よ うに調 整 一 イ ン プ ッ トプ

し て 「基 本 」の 立 ログラムの対処

場 を維持す るかが イ ンプ ッ トされ

課題 で ある。 た 単 語 の 誤 り

チ ェ ッ クを 自動

. 的(機械的)に 行 う

必要 がある.

一・ス ベ ル チ ェ ッ

ク機能等の利用

,w
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III,,辞 書 の 作 成 に つ い て(III-3-6)

調剤 難 関 (20旧 立
.

(22)日本IBM
(23}

シ ス トラ ン
(24)KDD (25)NTr (26)沖電気

Fig』i・3-10参 照 未整備 である。

管 理 シ ステ ム の

機能概要

特 に無 し

ノ功 方法

(デ ー タ、

エ ン ト リ ー 、

ル ー ル) ミ

、

問駄 ・意見

・

迩
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IV、 辞 書 シ ス テ ム の 運 用(IV-1)

調査対象機関
(1)電総研
新明解

(3涼 都大学
(長尾研)
ニュー

コンサ イ ス

(4)京都大学
〔長尾研)

LONGMAN

〔5}イ ン ター プ レ ス

(用 語 フ ァ イ ル)

(8)東洋情報
電字林

電気情 報関係 研究室内のみ 研究室内 冊子体 の辞 書作 りの ための

「

科学 技 術 、工 学

主 なユー ザ 利用 と機 械翻 訳 システムの 系 を 中心 に全 分

辞書の一部 として利 用 野

約30 約500

ユ ーザ 数 ,

エ ン ドユ ー ザ と

の関係

辞 書 の 登 録 、 エ ン ドユ ー ザ に な し な し
,

エ ン ドユ ー ザ に

修正 についての 任せてい鉱 任 せ て い る。

体制 `

、

エ ン ド ユ ー ザ 制 限 し て い な な し な し 対訳(日 英な らば

が い 。 英語)個 々に対 し

修正可能な部分 ての 削除のみ。

と
.

追 加登 録 はユ ー

その方法 ザ辞 書 に 対 して

行 う。

エ ン ドユ ー ザ な し

5

な し 翻訳 文書作成時

が 、 に検 索 し、必 要

操作可能な部分 な 語 のみ 印刷 し

使 用 す る 。 ユ ー

, ザ 辞 書に 独 自の

用語集を登録す
「 る 。

.

な し 、
な し

具体的な操作内 、

容

'

,

辞書提供時の 著 追 加 な し ・ 原 デ ー タに 関 す 相 手先 との契約 に よって、 修 正 、追 加 され

権利関係 作権 者 、版 権 者 修正 なし る 追 加 、 修 正 、 利 用面 で一部 制限 を設定 し た部 分 の みユ ー

と の 契 約 に 従 改 正なし て い る.そ の 他 は 、 追 加 ・ザに帰属

う。 .. 修 正 ・訂 正 は 自由 と して い

ま す 。

`
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IV、 辞 書 シ ス テ ム の 運 用(IV-2)

調査対象機関
(8)東洋情報電字林

マ スターの開発

(8凍 洋情報
電字林

マ スターの開 発

(9}Mu科 学技術庁翻訳
プ ロジェク ト

(10)ICOT
電子辞書
システ ム

(11}】〔PA
日本語基本動詞

辞書

ア カ デ ミ.ッ ク 昭 和61年4月 よ

主なユー ザ ユ ー ス リ提供可能

ユーザ 数
「

,

卜 エ ン ドユ ー ザ と

の関係

辞 書 の 登 録 、 ぐ 一元管理用辞書は専門家 ユーザ に まかせ

修正につ いての 総 合 シ ステ ム用 は エ ン て い る。

体制 ドユ ー ザ

エ ン ドユ ー ザ 見 出 し情 報 、形 態 素 情 辞 書エデ ィター

が 報 、 構 文 情 報、 意 味 情 で自由に修正

修正可能な部分 報。

と 総 合 シス テ ムの 編 集 工

その方法 デ ィタによ り表形 式編 集

とLISPS式 に よ る編 集

が 可 能 。

エ ン ド ユ ー ザ 文法規 則の修正は可能で

が あ るが言語の専 門的知識
二

操作可能な部分 を必 要 とす るの で 、 困

難 であ る。
1

`

、

.

TSSの デ ィスプ レ イ端

具体的な操作内 末か ら修正が可能

容
■

'

一 元管理用辞書は今後設 所定の利用契約 9

権利関係 置 され る委員会等の承認 書 に も とつ く。

を得た上 で行われ る。

個人 用 に つ い ては 考 え

て い な い 。
・

←

.
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IV、 辞 書 シ ス テ ム の 運 用(IV-3)

調査対象機関
(14}JAPIO特許情報機構 日5旧 本電気 U5旧 本電気 (15旧 本電気 (15)日 本電気

多種 社内商用 社内 社内 社内

主 なユー ザ

ユー ザ数

エ ン ドユ ー ザ と

の関係

辞 書 の 登 録 、 エ ン ドユ ー ザ と

修 正につ いての 協力体制 を敷い

体制 て い る。

エ ン ド ユ ー ザ エ デ ィ ター(修 正 許 可 し てい な エ ン ドユ ー ザ に ・全ての項 目に対 し更新 ・追加可能

が 用 ツー ル 群)Lo9 い は利用だけ開放 ・イ リー ガ ル デ 一 夕の 自 動 抽 出

修正可能な部分 dataΩ1efor辞 書
・利用者 入力で あるこ とを記録

と 修正 利 用 者更新 部 は別 ファイルに登

その方法 録 、 利用時 特定 利用者 に よって

利用 者フ ァイルの優 先度 を高め

る。

エ ン ドユ ー ザ

が

操作可能な部分

」

.

■ ■

キー ワー ド検 定 デ ー タフ ォー ムに よ る操作 のみ

具体的な操作内 の場 合 、 辞 書 に

容 あ る用 語 に ふ ら
. れ た コー ドを入

力 し て論 理 式 を

作成 す る。

メー カー提 供 分 .

権利関係 は メー カ ー 、 利

用者 追 加・修正 分

は 著 作 権 に 関 .

し、 半分つつ
'
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IV、 辞 書 シ ス テ ム の 運 用(IV-4)

調査対象機関 (15泪 本電 気
(16}富 士 通
ATLAS-1

(16)富士通
ATLAS.H

(16)富士通科学技術用語 `

辞書

社内・商用 原 子 力、 自 動車 原子力、鉄鋼

主 なユー ザ 宇宙、金融 宇宙、 自動車

?0 100

ユー ザ数

エ ン ドユ ー ザ と

の関係
.

辞 書 の 登 録 、 エ ン ドユ ー ザ に 基本辞書は富士通、私用辞書 エ ン ドユー ザ が

修正 につい ての 任 せ て い る。 はエ ン ドユー ザ と協 力。 修 正す る こ とは

体制 な い.

エ ン ドユ ー ザ 名 詞・動 詞 ・形 容 名 詞 、 形 容 詞 、 私用辞書

が 詞 副 詞、 動 詞 、 作成は科学技術用語辞書によ

修正可能な部分 辞書作成手順書 接 続 詞、 前 置詞 リ分 野 コー ドでエ ン トリを選

と に 従 っ て フ ォ ー 感 嘆 詞、 辞 書工 択、 修正、 追 加は対話 型辞 書

その方法 マ ッ トを うめ る デ ィタまた は辞 エ デ ィタ を用 い るか、大量 の

書 ユ テ ィ リ テ ィ と きは パ ッ チ 登 録 ユー テ ィ

に よ る。 リ テ ィを 用 い る。

エ ン ドユ ー ザ

が

操作可能な部分

.

専門用 語(主に 名

具体的な操作 内 詞)の 新規登録 が 、

容 大 部分 を 占め て

. い る。

エ ン ドユ ー ザ の エ ン ドユ ー ザ に
'

権利関係 更新はNEC50% 帰属す る。

ユー ザ50% `

,.

4
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`

'

IV、 辞 書 シ ス テ ム の 運 用(IV-5)

調査対象機関 (17}東 芝

.
.一

(18)フ フ ピ ス 20旧 立 (22)IBM

.

A 医学 、その他 実 験 段 階 な の

主なユー ザ
で 、 ユ ー ザ は ま

だ い な い.
.

1 約300
1

「

ユ ーザ 数i
'

… ・

.

「

.・

エ ン ドユ ー ザ と .

"

の関係,
`

辞 書 の 登 録 、 未定1 エ ン ドユ ーザ に任 せ 未検討
,,'

修正 についでの

'

て い る. ・

体制
.

,

A 一

エ ン ド ユ ∠ ザ 未定 60,0008吾 の う ち 専門用語

が ・

."

6,000語 は操作 で きな

修正可能な部分
A

b、 。.残 り54,0008吾 に

'L

と
,9

対・し で 削 除 ・修 正 ・訂 正
,

そ の 方 法' また 追 加 が 可 能。 辞.

書 更 新 プ ロ グ ラ ム を

利 用 。
「.一 `

■

エ ン ドユ ー ザ 未定 なし
「

が
'

操作可能な部分
`

,

.

「

・

..

未定 辞 書 更 新プ ロ.グラ ム 「

具体的な 操作内 に よ る対 話 形 式 ・、・

容
.

、
ρ

,

未定 エ ン ドユーザ に帰属1

.

権利関係 、

・.

■

・ 直

,
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IV、 辞 書 シ ス テ ム の 運 用(IV-6)

、

調査対象機関r (23)シ ス ト ラ ン (24)KDD {25)NTr (26}沖電気

社内 な し

主な ユーザ
.

研究者4名

ユーザ 数 .

,

、

エ ン.ド ユ ー ザ と
.

F

の関係

辞 書 の 登 録 、 エ ン ドユ ー ザ か ら

修正 につい ての の フ ィー ドバ ッ ク

体制 を参 考 意 見 と して
.

必 要 に 応 じて 改 良

に役立 てい る。
・:

エ ン ドユ ー ザ

が

修正可能な部分
t

▲

と
・

その方法

エ ン ド ユ ー ザ

が .

操作可能な部分 '

1

・
・

'

・

÷

「

,
、

.

、

:

「

.

具体的な操作内

容 「

,

権利関係
,

●

「

←
,

」
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V、 共 用 使 用 に つ い て(V-1)

調査対象機関
(1)電総研新明解

(3頂 部 大学
〔長尾研)
ニ ュー

コ ン サ イ ス

(4)京都大学
(長尾研)

LONGMAN

(5)イ ン ター プ レ
ス

(用 語 フ ァ イル)

(8凍 洋情報
電字林

フ ォ ー マ ッ ト 、 辞 書 そ の もの は検 索 辞 書 その もの は 検 索 デー タ記述 コー

辞書を共用使用 デー タの統一 性 以 外 の 目的 に適 し た 以 外の 目的 に 適 し た ド、

す る ときの 構 造 を し て い な いの 構造 を して い ない の デ ー タ フ ォ ー

問題点 で機械 翻訳等 に直接 使 で機械翻訳等に直接使 マ ッ ト、

用 す る こ とは 不 可能 用 す る こ とは 不 可 能 フ ァ イル フ ォー

で あ る 。 し か し 、 逆 で あ る 。 し か し 、 逆
,

マ ッ トの公開

に 色 々 な工 夫 を考 え に 色 々な 工 夫 を考 え

れ ば シス テ ム の 目的 れ ば シ ス テム め 目的

に あっ た情 報 を 抽 出 に あ っ た情 報 を抽 出

す る こ とは 可能 で あ す る こ とは 可 能 で あ

ろ う。 ろ う。

ユ ー ザー の組 織 本辞書の性格上他のシ 本辞書の性格上他のシ

共用使用する場 化に'よ る情 報 伝 ス テ ム上 の 修 正 等 が ステ ム 上 の修 正等 が

合の辞書の作成 達の効率化 本辞声に影響 を与え 本辞書に影響 を与え

お よび メ ンテ ナ る こ と は な い 。 逆 に る こ と は な い 。 逆 に

ン スで考 慮 すべ 本 辞 書の 改 正 は 上 で 本辞書の改正は上で

き点 の べ た情 報 の 抽 出 の のべ た 情 報 の 抽 出 の

た め の工 夫 に 影 響 を ため の 工 夫 に 影 響 を

あ た え る よ う な もの あ た え る よ う な もの

に な る 可 能 性 が あ に な る 可 能 性 が あ

る 。 る 。

無償提供 す で に 有 償 で 外 部に 現 在5点 とも有償 有 償(パ ッ ケー ジ

提供可能性
提供 して いる。 にて発売 中 商品)

研究用 相 手先 の 利用 目

その条件 著作 権 者 、 版 権 的 に よ り契約 条

者 との 契 約 書 の 件 を設 定 して い
白

交換 ま す。

■

柵 磁 気テープ 磁 気テープ FPD(MS-DOS

媒体
フ ォー マ ッ ト}

三省堂が直接有償で提 英 国Longman社 が 条 用語 の 場 合 は、
'.

価格 供 を 行 っ て い る。 件 に よ り'提供 す る 可
一件40円

能 性 あ リ。 京 都 大 学 文章 の 場 合は 分

が提 供 す る 権 利 は な 割不可で250■

いo 450万 円
一
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V、 共 用 使 用 に つ い て(V-2)

調査対象機関
(8凍洋情報電字林 (8凍洋情報

電字林

(9)Mu科 学技術庁翻訳

プ ロジ ェク ト

(10)ICOT
電子辞書
システム

(11}IPA
日本語基本
動詞辞書

権利の問題 権利の問題 ロSPのS式 で 表 汎用の辞書なの 利用契約書で制

辞書を共用使用 (共同版 権 であ る 現 されてい る で 、'共 用 が困 難 限

す る ときの ため) とい うこ とは な

問題点 い だ ろ う.

編集要領の統一 フ ォ ー マ ッ ト等 辞書項目に対す Lo♂ca1ら 皿at

共用使用する場 の特殊性 る修正の履歴を の形式 から、他

合の辞書の作成 各項 日中に記述 の シ ステムの辞

お よび メンテ ナ す る必要が ある 書 を作成す るこ

ンス で考 慮す べ とが で き る.

き点

有償 可能 と思われ る 可能性あ り 無償貸与

提供可能性 ㈲ 製の実費相当

額は利用者負担)

未検討 特 定の個 人 、団 考直中 辞書 を複製しな

その条件 体が利益 を得な い ・

い こと 第三者に利用 さ

せな い.

利用状況を報 告

す る.

援密の保持など

未検討 顕 冊 燈

媒 体 ・
'

未検討 未検討(低価働 考慮中

価格

一133一



V、 共 用 使 用 に つ い て(V-3)

.

調査対象機関
{14)JAPIO
特許情報機構

,

(15泪 本電気 .
(15旧 卒電気 (15旧 本電気 U5}日 本電気

・意 味 コー ドの 不 意味 コー ドの 利

辞書を共用使用 . ÷致
ψ

用時に不一致

、す る と き の

' '頻 度 デ ー タ は

問題点 … テ キ ス トオ リエ

乙

「」 ン テ ッ ド で あ り
「

・

' ～' 一 般 性 は 保 障 で

」
. き な い 。

's
》

: .

ト
,

、

.

～
亨

、

'

、 、^ 'ト 」

.

」

t
.

`、

共用使用する場
「4

合の辞書の作成 ..v●

「

A9

.
ケ

,

お よび メ ンテ ナ ,
.

}
: 冴 .

4'

ンス で考 慮 すべ .

「
、

き点 ∫

■

}

■

珂
、

ぷ

1
.『 ■ 浪 ■

|
7ふLづ・.r.

`

∨ 、`

・、

》が '∨ 有償 無 し

提供可能性' ヲ

一-.

了, ト

.

コ ピ ー 厳 禁 、 、 ・ ・

為.- .

.' 』そ の条件 ξ ∵

イ

.

..

ト `

'

.
.

A

. 令 }

,■
■

鵬

'

、

ROM
.

媒体 ■ L

,

未定
.●

」

価格,
.

ト
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V、 共 用 使 用 に つ い て(V-4)

調査対象機関 (15泪 本電気
(16)富 士通
ATLAS-1

(16)富士通
ATLAS.H

(16)富士通

科学技術用辞書
(17}東 芝

ほぽ 支障 な し(意 ATLAS-1専 用 の 共用 は できない 見 出 し 、 数 、

辞書 を共用使用 味 コー ドに 細 か 辞 書 で あ'り 、 共 性 、人 称 以 外 は

す る と きの い不 一 致 が あ る 用はで きない シス テ ム固 有の

問題点 が問題 な し もの で あ り、 一

般 に は共 用 で き

`

、

る とは思 われ な
'

い 。

(

: 品 詞、 意 味情 報
L,

は 、 パ ー ザ 、 意
L.

L

昧 分 析器 と一 体

の もの で あ る。
、

「

■ 「 パ ー ザ、 意味 分

共 用 使 用 す る場 析 器 が全 く同 じ

合の辞書の作成
.

「 でな けれ ば、 共

お よ び メ ン テ ナ ・ 用 はあ りえない

ン スで 考 慮す べ

き点

F

」

'

有償" シ ステ ム 全体 は 有償 未定

提供可能性 有償製品

-

コ ピ ー 禁 ATL、A&1ま た は

その条件 ATLAS・Hの

ユ ー ザ ー
.

'

s

、 ・ 《 1

.

卜 .

: ` 吟

一

媒体

ROM Mr MT

35万 円/月 .工 15万 円ノ月

価格

⇒

r

、

.
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V、 共 用 使 用 に つ い て(V-5)

閥査対象機関
.一

日8)フ フ ビ ス (20)日 立 (22)IBM (23)シ ス ト ラ ン1 〔24)KDD

権利の問題 実 験 段 階 で あ 辞2}の 記 述情 報

辞書を共用使用 他 ンス テ ム との リ、 ま だ 検 討 し の体 系 が シ ス テ

す る と き の.
イ ン ター フ ェ イ て い な い 。 ム ア ー キ.テ ク

問題点 ス チ ャ ー に よ っ て

漢 字 コ ー ド 、 千差 万 別 で あ る

キ ャ ラ ク タ ー と思 われ る.そ

コー ドの不一致 の中で共通を見

い 出 し調 整 を 計

る の は非 常 に 困

難 で あ ろ う と懸

念 され る。

登録単語の共 同 上記 に同 じ

共 用使 用 す る場 使用者間の合意

合の辞書の作成

お よび メ ンテナ

ンス で考 慮す べ

き点

ノ

未検討 YES

提供可能性

未検討 未定

その条件

・

工

.

MTま たFPD 未定

媒体

未定 ・A
未定

価格

.
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V、 共 用 使 用 に つ い て(V-6)

調査対象機関 (25)NTr (26)沖電気

辞書を共用使用

す ると きの

問題点

共用使用する場
'

合の辞書の作成

お よび メ ン テ ナ

ン スで 考慮 す べ

き点

な し

提供可能性

・

その条件

媒体

価格

も
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Fig.1-1新 明 解 国 語 辞 典 の機 能 概 要

・FACOM上 の シ ス テ ム は
,ロ ー マ 字 か な 変 換 に よ る辞 書 の 見

出 し語 検 索 を 行 う。 そ の他,品 詞 別 語 い の 抽 出 プ ロ グ ラ ム,語 釈

文 の 分 か ち が ち プ ロ グ ラ ム な ど が あ る。

'DE9上 の シスみ は・元 の蹄 よ腰 摸 し鉄 規模縄 を背

景 に もづ 自 然 言 語 処 理(構 文 解 析)シ ス テ ム と リ ン ク して い る。

う

`1

! 、1

;

テ,ス プ 。,彊 択 語 印 刷1

一
文書フ◎ 。ピ≒

一

＼

英文書

↓

回
/

自動辞書
引 き

＼/

示

,
表

睡
[

い
ド

検 索.

1

⑪

ー

ー

辞 書

ワ ー プ ロ

巨 動鰭 引き1 国 書鹸 表 示ll1

t
,

じ

1

文書印刷

已 訳・一プ・1

Fig.1-2東 洋情 報 シス テ ム(電 字 林)の 機 能概 要 図
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変 換

日
英
変
換

辞

書

⑬ ・。墾

愚 。1
(体言)

§⑳
(用語)

・罐

(体 言)

日本語群、書

構
文
解
析
辞
書

一形
態
素
解
析
辞
書

構文解析

形態素

解 析

(日本 語解 析 辞書)

力文(原 文)

日一 英

言

語

処

理

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

構文解析

英語辞書

形態素

解 析

ヒ

　ぽ

構
文
生
成
辞
書

一
形
態
素
生
成
辞
書

'

一

、

・

㌦

.

(

'

出力文(訳
(英語生成辞書)

京
都
大

電
総
研

v
J
1
9

T

⑳

獅⑳

㊨

・
(

、

、

Fig.1-3科 学技 術 庁Muプ ロジ ェク トの機 能概 要 図

P
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一
《
○

シス テムの概念 図

JAPIO ユ ー ザ

「

1

1

ホ
ス

ト
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

通
信

装 制
置御

JAPIO

コー ド

EBCDIC

コー ド

JIS

コー ド

バ

ッ

フ

ァ

モデム

※
N
C
U

.

「
ー

l

l

l

ー

L

－
公
開

実特

盆
口

実特

管フ
理

膓用
用許 用許 ル

○
意匠

)

○
商標

)

O
INPA

DOC

)

特定通 信回線(D-1)

デ ー タ フ ァ イ ル

」

※NCUと は,ネ ッ トワ ー ク コ ン ト ロー ル ユ ニ ッ トの こ とで す 。

PATOLIS特 定

●漢字 端末機

1 モデム

公衆通信回線網

端末制御
装 置

漢 字

デ ィスプレイ

キー

ボー ド

1

`

L__一_一 一 ー 一_____

IPATOLISカ ナ

1● カナ端 末機
,

漢 字
プリンター

カ ナ端 末 機

」

1

L

○
電話

「 一一 ●一 ーー一一
`PATOLIS漢 字
t

●漢 字 端 末 機

」

ー

8

1
」

漢字端末機

○

」

、

Fig.1-4日 本 特 許 情報 機 構(JAPIO)の 機 能概 要図



ATLAS-1

辞書 ユ ーテ ィリテ ィ

Fige1-5富 士通(ATLAS-1)の 機 能 概 要 図
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A
M

一
T
S

S

P

F

D
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文 書 の 作成 ・提集 ・'印刷
FDMS/EDIT及 び
FDMS/FORMAT

1一
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】NT
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Fig.1-6富 士通(ATLAS-H)の 機 能 概 要 図

一141一



日 本 語 ワ ー ド

プ ロ セ ッ サ ー

2カ 国 語

エ デ ィ タ

英 文 ワ ー ド

プ ロ セ ッ サ ー

(プ レ/ポ ス ト エ デ ィテ ィン グ用)

Fig.1-7東 芝(TAURAS)の 機 能概 要 図

日本語テキスト入 力

(テ キス トエア
ィットも含 む)

ブ ラビス(ミ デ ィア ムパ ッ ク)

の機 能 概要 図
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⊂〉

○ ∫－

ai

LEON

}
LErlCON

鳥－NiGER .・

一〔〕-G

○

Fig.1-9日 立(ATHENE)の 機 能概 要 図

後 処 理

構 文 解 析 日本語文生成

Figa1-10日 本IBM(SHALT)の 機 能概 要 図
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○
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○

Trans=Lation

Analysis

Prograrns

Svnthesis'

Programs

Translatiori

Dlcにionary

Transユated

Langua8e

o"FP"t

Fig・1-11

一

シス トラン(SYSTRAN)の 機能概要図

、
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Fig.皿 一1-1東 洋 情報 シ ス テム(電 字林)の 専 門辞書 の分野 と収 録語 数

専 門語 辞書 は,13分 野 に分 かれ,目 的 に合 わせ て選 択 で きる よ うに な

ってい ます。 提供 され る分 野 と収録 語 数 は下表 の通 りで す。

分 野 名 内 容 語 数

情 報 処理
IP・ 情 報 処 理,IBM・ 情 報 処 理,JIS・ 情 報 処 理,IP・

シ ス テ ム な ど
30,000

電気 ・電子 学 術 ・電 気JIS・ 電 気 17,000

ビ ジ ネ ス IP・ ビ ジ ネス な ど 80,000

プ ラ ン ト Ip・ プ ラ ン ト 33,000

略 語 ANSI,MIL,IEEEな ど 40,000

土 木 ・建築 学 術 ・土 木,学 術 ・建 築,IP・ 建 築材 料,JIS用 語 な ど 20,000

軍 事 IP・ 軍 事 20,000

機 械 ・設計 学 術 ・機 械,JIS・ 機 械 設 計,IP・ 機械 設 計 30,000

金 属 ・化 学
学 術 ・化 学,学 術 ・採 鉱 冶 金,JIS・ 化 学 ・金 属,IP・ エ

ネ ル ギ ー,'IP・ 公 害 な ど
27,000

サ イ エ ン ス
IP・ サ イ エ ン ス,学 術 ・原 子 力,学 術 ・物 理,学 術 ・天 文,

学 術 ・分 光,学 術 ・遺 伝 な ど
35,000

自 動 車 IP・ 自動 車,学 術 ・航 空,学 術 ・船 舶,JIS・ 自動 車 な ど 30,000

数 学 IP・ 数 学,学 術 ・計 測,学 術 ・数 学,学 術 ・統 計数 学 な ど 24,000

複 合 語 テ トラ… …,メ タ… … な どの合成 語 を集 めた もの 16,000

計 402,000
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三
歪

〔
元
の
辞
書
と
磁
気
テ
ー
プ
と
の
違
い
〕

① 原文`ζは行番号はないが,磁 気テープには ∬S

漢字コー ドの数字で行番号(各 ボリュームζとに

増分10の 通 し番号,7桁)が 入っている.行 番号

の前後に1文 字ずつの空白があるので.磁 気テー

プ上の本文は.第10桁 から始まる55文 字で一行

とtSoて いる.節4図 では行番号が過しになって

いないが,Cれ は重要語 ・厳重要語は別のボリュ

ームに入力されているためである(次 項参照)・

② 第」0桁目には見出し語の区分記号が来 る.原

文の見出し語は,ゴ チ7ク で吉かれているが.確

、.気テープでは,前 後を特殊な記号で囲むことによ

って区別している.元 の辞書で■のついている重

要語は■,脚 のついている最重要語は ㌫ その他

の轟5は@で 前後をくくっている.ま た.ご く一

部を除いて遁要語 ・最重要語は別のボリューム`ζ

.なっている.

③ 語義が綾数あるものは.表 記や.品 顕名の後で

改行し,ま た,各 語義ごとに改行を行っている.

語浪は第13桁 に番号が来る.ま た.元 の辞書で

は語義を合Oで 示しているが,磁 気テープでは

(1),(2)(JEFコ ー ド1文字)で 示している.

④ 類音語.同 音語を示す1三L匡1と いう記号は.

ローマ数字の1,nに 置きかえて,躯12↓6に 示

した。

⑥ アク七ント記号は● のみは0・という2号 で示

した.

⑥ 当用漢字(現 在の常用漢字とほぼ一政する)で

ないことを示す^,音 訓表の読み方と異なるζ

とを示す^は 磁気テープの方には入力されてい

ない.

⑦lll仮z遣 いを示す1{'bi名小文字は・片坂名普通

文宇にして,同 じ場所に入れてある.

⑥ 昧み仮名を示す片仮名小文字は,前 後を〈〉で

くくって片仮名普通文字で示した.

⑨ 名詞tL,動 陽化を示すr－ さ」,「一げ」といo

たゴチック表記は,改 行した上.前 後を'で くく

って111ii目から始まるようicしてあ る.小 見幽
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.;鶏1鐸蕊1瀦議 馨II;麓鮮 二:`}
⑦ ⑩

(b)

蘭4図 〔●)元 の辞書と(b)臼 気テープとの違い

しも改行 して11桁 か ら始めてい る。

⑩ 前述のよ うに,SISコ ー ドになか った ものは.

Jts(JEF)上 でも ゲ タを 示 す 「杷」1こなうてい

る命

○ 図中には ないが,送 り仮 名の任意性 を示す括弧

つ きの平仮 名(例,姐(み)立(て))は.各 々を

丸括弧で くくった仮名(例,細(み)立(て))に

展開 して示 して いる。

,見 出 し85の 位 田について,以 上述べ たζとをまとめ
『
て第5図tc示 す⑫ また,記 号 コー ドの対応 を第2表 に

まとめて示す。,

§5お わ り に

ζのデータは,新 明解口語辞典第二版に基づくもの

である。その睦.三省堂との問で技術指導(コ ンピュ_

新明解国語辞典のデータ項目の内容
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Fig.II-2-4コ ン サ イ ス の 品 詞 コ ー ドー一覧

コ ー ド 品 詞 名 略 号

1 形容 詞 a.

2 叙述的形容詞 a.(pred)

3 限定的形容詞 a.(anrib)

4 名詞&形 容詞 n.'a..注

5 副詞 ad.

6 副詞&形 容詞 ad.,a..注

7 助動 詞 aUX.V.'。 注

8 名詞&自 動詞&他 動詞 n.,vt.,vi'c注

9 接続詞
.

conJ・

10 定冠詞 def.art.

11 不定冠 詞 indef.art.

12 間投詞 int.

13 名詞 n.

14 複数名詞 n.,pい

15 過 去分詞 PP・

16 接頭辞 pref・

17 前置詞 prep・

18 代名詞 P「on・

19 開係代名詞
rel・pron・

20 接尾辞 suf.

21 動詞 V.

22 自動 詞 vi.

23 他動詞 vt.

24 自動詞&他 動詞 vi.,vt..注

・注 印 の あ る ものは,略 号 の記 述 形 式 が一 様 で は ないが,同 じ扱 い に した。

〈例 ・の副詞・形容・司はlllll .の ・と繊 あるがいずれ

の場 合 も6と した 〉
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見 出 し 語

HEADWORD

同綴 り異義語の区別
用番号

HOMOGRAPH

発 音

PRONUNCIATION

異 観 語

VARIANT

異観語の発音

PRONUNCIATION

品

PART 。。,監;,H

文 法 コー ド

GRAMMARCODE

使用上の制限

定義 部(定 義番号)

DEFINITION

用 例

USAGENOTE

LABEL

定 義

慣 用 句

TEXT

IDIOM

文 法 コー ド

例 文

派 生 語

RUN-ON

不規則 変化形

INFLEXION

使用上の制限

LABEL

発 音

品 詞

文 法 コ、一 ド

例 文

発 音

変 化形 の ・プTYPE

Longman(LDOCE)の デ ー タ 項 目
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GRAMMARCODE

EXAMPLE

PRONσNCIATION

PARTOFSPEECH

GRAMMARCODE

EXAMPLE

PRONUNCIATION
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㌫
C

大 文 字 コー ド

動詞

GC五 文 彩 文 形

【1】

【L]

【T]

(D〕

Ix]

【v〕

名 詞 ・

GC

【C】

〔u]

[A]・

]

]

]

〕

E

P

S

R

【

[

【

〔

[N]

1

2

3

4

5

5

`

`

竜

金

管

セ

V

V

V

V

V

V

+C

+0

十10十DO

+O十C

十 〇 十IN臼 田 丁`vε

■0-INFIN竃 τIV吃

P良 εSPAR■RC[Pし ε

PA3了 』P▲ 良∀`clPL【

可 恒 名 詞

不1可 算 名 詞

NLA十NOUN

NOUN+N-=E

被 殻 名 詞

単 数 名 詞 ・

sh・ 十N_R

N_R

呼 び か け ・

〔GC]集 合 名 詞

例

4.■OxES

SUGAP

GENEnALSH[τ 村

3AAol口ASHA

POL`CE

▲THINκ

T"E匠AnT"

600

COOO-8YOOCTon

COHH1▼TεE

副 詞

GC

【E]

tF〕

[11]

数 字 コ ー ド

〔0】

【1]

〔2】

〔3]

[4】

【5]

【6]

【7]

[8]

[9〕 、

NOUN十Ad▼

S十V十Ad▼

S十V十 〇 十Aaワ

前 置 詞 、 他 の 副 詞 をrpっ てmい ら れ る

V

V十NP十(NP)

V十1"F・ 村t■lvε

叉 十to-`NFtN:ぎIV【

V十V・ng

竃 十THAT-Cuu3ε

x十 、V``-CLAUS国

文.十WH－ 引.良As【

V+Adj『 ・

V十V●d

V+副 詞 的S5句

名 詞.形 容 詞 が 叙 述 的5ti句 を 伴 う

例

了H【日E

YESτE脅OAV

RICHTTH窃ouaH

小 文 字 コー ド

形 容詞

GC

tB]

[A〕

tF⊃

【E]

【P〕

文形

.Adi十NOUN -'

S+V+Adj

S十V十 〇 十Adj

A』j十NOUN.・

S+V+Adj

S十V十 〇 十Adj

NOUN十Adj

th・+Adi

【GU]th● 十Adj

普 通形 容 詞

限 定 用 法 形 容 詞

叙 述 用 法 形 容 詞

叙 述 用 法 形 容 詞

複 数 名 詞

単 数 ・複 数 名 詞

例

PEAVT,FUL

ELOεR

A3Lピ ε■

ぎ`IE匪OPLεPnESE"T

τHε 費IC}ψ

▼H!ACCUSED

[16]

[4`]

〔5・ 〕

t6亀]

[1b]

【4b〕

[5b〕

【6b]

轍 巳:∴ ・

WH-CLAUSEを 伴 う

に お い て 名 詞 的 表 現 が 問 に 入 り 込 む こ と が な い.

茄 を 導 び くTHATか 省 略 さ れ て も よv・ ・

複 合 語V+Ad》

V十Pr◎P

SO.N

WH－ 別ほ ▲3Eを 伴 う

に お い て 名 詞 的 表 現 が 問 に 入 り込 ん で も よい.

OTと 共 に 用 い ら れ る

[5c]UISH.nEslnE等 が(反 定 法 と し て
SHOULOをi'Pっ て

不 定 詞 句 の 中 で

用 い ら れ る.

Fig.II-2-6 L。ngman(LDOCE)の 品 詞 コ ー ド一 覧
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Fig.n-2-8 科 学技 術 庁Muプ ロジ ェク ト(日 本 語辞 書)

の 品 詞 コ ー ド一覧

構 文i細 分 類 品 詞 用 例
品 詞

.固 有名詞
(組 織 名,人 名,地 名 等)

普通名詞 (例)自 動 車,山,構 造,深 層,緑

動作名詞(サ 変) 「名 詞十 す る」(例)概 説,利 用,運 動

…名 動作名詞(そ の他)
「連 用形 動名 詞」(例)ず れ,ゆ れ,ふ れ

( 副詞 的名詞 (例)将 来,昨 年,従 来

M 格 助詞的名詞 (例)中,内,前,間,側
)

接続助 詞的名詞 (例)た め,と こ ろ,と き,場 合,際

詞 補文標識 (例)こ と,も の

未知語

式 (例)f(x),exp

特殊記号 (例)+,一

代( 疑問代名詞 (人,物,場 所)(例)だ れ,ど れ,ど こ

名P 人称代名詞 (人)(例)彼,彼 女,わ た し

詞) 指示代名詞 (物,場 所)(例)こ れ,あ れ,そ れ

数(N

詞)

1数
↓

数 量 詞

冠 数 詞

(例)1,2,三,四,百,千,万

(例)5cm,10㎏,10cc,100個 所

(例)第,約,昭 和

助 数 詞 (例)回,件,階,語,章,部

接 頭 語 (例)諸,各,全,高,低

接(

'接 頭 辞
(例)不,非,反

Z 接 尾 語 (例)別,上,中,前
辞)

接 尾 辞 (例)的,性,化

括 孤 (例)(

記 括 孤 (例))

号 区 切 り (例),。

つ な ぎ (例)一/

情 況 副 詞 (文修飾,動 詞修飾)

(例)結 局,極 力,こ こまで
副(

F

)
詞

程 度 副 詞

陳 述 副 詞

(尺 度,極)(例)非 常 に,た いへん

(仮 定,疑 問,打 消,願 望,比 況)

(例)も し,い つ,必 ず し も

数 量 副 詞 (例)た く さん,少 し,お の お の .一 〔一 一 　 一

接( 文 接 続 詞 (例)し た が っ て,し か し,た だ し
続S
詞) 句 接 続 詞 (例)ま た は,も し くは,そ して
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Fig.ll-2-8 科学技 術 庁Muプ ロジ ェク ト(日 本 語辞 書)

の品 詞 コー ド一 覧(つ づ き)

構 文

品 詞
細 分 類 品 詞 用 例

指示連体詞 (例)こ の,そ の,あ の
連 (
体R

疑問連 体詞 (例)ど の,ど の よ うな

)
詞

限定連体詞 (例)あ る,さ る,あ ら ゆ る

形容詞的連体詞 (例)大 きな,小 さ な,少 しの

動(D
動 詞 (全 ての動詞)

詞)

法助動詞 (否 定,必 要 性,勧 奨,許 可 … …)

助
(

相助動詞 (相 動詞を含む)

動A 態助動詞 (受 身,使 役)
)

詞 分裂構文 (目 的,理 由)

その他 の助動詞 (終 助詞的,補 助用言的助動詞を含む)

格 助 詞 (例)が,に,と,で,か ら,よ り,

助
接続 助詞 (例)ば,と,が,の に,.の で,か ら

(

B
)

副 助 詞

並列助詞

(例)は,も,こ そ,さ え,し か,の み

(例)と,や,か

詞
終 助 詞 (例)ね,さ,か,よ,わ

準体助詞 (例)の,か,か ど う か,か 否 か

情意形容詞 (「 語幹 十が る」 で動 詞 に な る)

(例)う れ しい,悲 しい

形
性質形容詞 (「 もの」 の性質 を形 容 す る傾 向 の強 い語)

(

容K
(例)固 い,柔 らか い,新 しい,細 い

) 状態形容詞 (「属性」や 「動作」 を形容す る傾向の強い語)
詞

(例)著 しい,甚 だ しい,早 い,強 い,高 い

関係形容詞 (「 こ と」,「 もの」 の間 の関係 を示 す)

(例)遠 い,近 い

情意形容動詞 (「 語 幹+が る」 で動 詞 に な る)

(例)残 念 だ,ゆ か い だ
形

性質形容 動詞 (「 もの」の性質を形容する傾向の強い語)

容(
L

(例)き れ い だ,四 角 だ,失 ネじだ
～

動) 状態形容動 詞 (「 属性 」や 「動作」.を形容する傾 向の強い語)
ユ

詞 (例)十 分 だ,困 難 だ,正 確 だ,完 全 だ

関係形容動 詞 (「 こ と」,「 もの」 の間 の 関係 を示 す)-
芦

(例)同 じ,別
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Fig.n-2-9科 学 技 術M・ プ ・ ジ ・ ク ト(英 語 繍)の 品 詞'一 ド一 覧
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Fig.■-2-9科 学 技 術 庁Muプ ロジ ェク ト(英 語 辞 書)の 品 詞 コ ー ド一 覧
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Fig.皿 一2-10科 学技 術 庁Muプ ロジ ェク トの(日 本 語 辞書)格 ラベ ル一 覧

日本語 名

日)主 体

(2}対 象

{3)受 け 手

(4)与 え 手

⑤ 相手1

㈲ 相手2

〔7)時

(8)時 ・始 点

⑨ 時 ・終点

蜘 時間

肋 場所

{12}場 所 ・始 点

(13}場 所 ・終 点

働 場 所 ・・経過

{15}始 状態

06)終 状態

⑰ 属 性

(18}原 因 ・理 由

〔19)手段 ・道 具

⑳ 材 料

⑳ 構成 要素

⑳ 方式

⑳'条 件

⑳ 目的

㈱ 役割

⑳ 内容 規 定

⑳ 範 囲 規 定 ・

㈱ 提 題

⑳ 観 点

β① 比較

(31)随 伴

間 度 査

閲 陳述

働 そ の他

英 語 名

SUBject

OBJect

RECipient

ORIgin

PARtner

OPPonent

TIMe

Time-FRom

Time-TO

DURation

SPAce

Space-FRom

Space-TO

Space-THrough

SOUrce

GOAl

ATTribute

CAUse

TOOl

MATerial

COMponent

MANner

CONdition

PURpose

ROLe

COnTent

RANge

TOPic

VIEwpoint

COmpaRison

ACOmpany

DEGree

PREdicative

ETC

用 例

一が

一 を

一 に与 え る

一 か ら受 け る,奪 う

一 と協 議 す る,異 な る,一 に 関連 す る

一 か ら保 護 す る,独 立 す る

1980年 に

5月 か ら

来 年 ま で

5分 間 加 熱 す る

一 に位 置 す る,一 で発 生 す る

一 か ら帰 る

一へ 送 る,一 に 到達 す る

一 を通 る,上 空 を飛 ぶ

}
55%か ら6%へ 引 き上げ る

英語 か ら日本 語 に翻 訳 す る

適 応 性 に富 む,欠 け る,乏 しい

事 故 で死 ぬ,一 か ら分 か る

イオ ン法 で,ド リル で

ペ ース トで作 る

一 か ら成 る,一 で構成 す る

並 列 に,10m/secで

焦点深 度 で決 ま る

、一 に適 す る,備 え る,必 要 な

議 長 に選ぶ,一 と して用 い る

一 と呼 ぶ,述 べ る,み なす

一に つ いて
,一 に関 して

一は ,三 とは

立 場 か ら,一 の点 で

一 よ り大 きい,一 に劣 る,一 を上 回 る

一 と と もに
,一 に 伴 って

5%増 加 す る,3キ ロや せ る

一 で あ る

(注)英 語名 中,大 文 字 の部 分(3字)を 略称 とす る。
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Fig.皿 一2-11科 学技 術 庁Muプ ロジ ェク ト(英 語辞 書)の 格 ラベ ル一 覧

(1)INNER/OUTERCASE

格 ラ ベ ル 定 義 例

(1)AGenT

(2}CausalPOtency

(3)EXPeriencer

(4)OBJect

(5)RECipient

(6)ORIgin

{7)SOUrce

(8)GOAl
.

{9)COnTent

釧PARtner

(11)OPPonent

{12BENeficiary

O3}ACCompaniment

Action動 詞の行為主体

無意志主体

知覚 ・感情などの精神的

事象の体験者

(Humanに 限る)

変化移動の対象物,精 神

的事象の対象物,状 態表

現の焦点 となるもの

所有的移動,精 神的移動

にお・ける対象物の受け手

所有的移動,精 神的移動

におけ る対象物の与え手

(AGTに なるものを除く)

変化の始状態,起 点

変化の終状態,終 点

OBJの 内容

必須の相手1

必須の相手2

受益者

随伴者

・Thewor㎞anhammeredthe

'
nletalflat.

・Thiscomparisonmakesit

possibletoconcludethat～ ・

・Themanawoketofindhimself

inaclitch.

・・Sheboiledtherice.

・Theyagreed三lottooPPoserny

Plan・

・Thisboxweighsfivekilos.

・Ishowedthemhowtodoit.

・IshoweditIomyparents・

・Hedrew-hispowerfrolnthe
.

govelnment.

・Thedistributionchangesfrom
.

,

undercosinetoovercoslne.

・Thisclothismadeofcotton.

Shewillmake旦goodwife.

・Howdidtheybecome三 …quainted?

イ

●

・Themethodseems
.tobe

applicableto'…'"

・Theresultsagreewiththe

model.

・Whatpreventsyoufromcoming

ealier?

・1,veboughtsomechocolate三 皇エ

yOU・

・nlg・there三ithy・u
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Fig.II- ,2-11 科学 技 術 庁Muプ ロジ ェク ト(英 語辞 書)の 格 ラベ ル一覧

②INNER/OUTERCASE

格 ラ ベ ル 定 義 例

ωROLe

㈲DEGree

O6}MANner

聞RANge

oacOmpaRison

OgTOO1

{2θPURpose

伽)Space-FRom

⑳Space-AT

②3)Space-TO

伽Space-THrough

㈱Time-FRom

㈱Time-AT ㌔

㈱Time-TO

⑳DURation

②》CAUse

eOCONdition

Oユ)RESult ,

働COnCessive

役割

数量補語,副 詞句

様態

範囲

比較

道具 ・手段 ・方法

目的 、

場所の起点

場所

場所の終点

場所の経過点

時の起点

時点 ・時刻

時の終点

時間

原因/理 由

条件

結果

～にかかわらず

・Wemadeyou2urspokesman ・

・Theychoseme
.astheirleader.

・Thisboxweighs
、fivekilos.

・Hecarrieshimself
.likea

soldier.

・Thisbookisonsemantics

、
・Ipreferwalking

.toclimbing.

・Hediditbyinduction.

・WestoPPedtohavearest .

・Hediedofhunger.

・Youmayleavebyrequestof

youremployer・

●IwassotiredthatIcouldnlt

90・一
.Sheistallforherage.
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一{ 管理情報 1

見出し語 一 品 詞 一

一

ヨ

主 カテ ゴ リ 単数
・

:SPRING
■

名詞
標 準 訳語 バ ネ

副 カテ ゴリ1

ヨ

ヨ

叫

副カテゴリH 訳 語1

副カテ型H 訳 語}

副カテゴリH 訳 語}

一 品 詞

物:バ ネ

時:春

場 所:泉

… 輌

Fig.皿 一2-14.富 士 通(ATLAS-1)の デ ー タ 項 目

Fig.皿 一2-15富 士 通(ATLAS-H)の デ ー タ項 目

項 目 デ ー タ 項 目 名 検 索

1読 み(EBCDIC)1
`

○

12漢字(JEF) ○

○3概 念§己号(EBCDIC)
・

4詳 細情報

4.1 機械翻訳用情報

4.1.1 文法属性

4.1.21 生成規則名

4.L3 管理情報
'

4.1.4 日付

4.1.5 分 野 コ ー ド

42 頻度

4.3 隣接情報
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一
2

・述1吾素

助詞 の記 述 には従 来 「深 層格 」 とい'う枠組 み が採 用 されて い る例 が多 い が、 深層

格 に よ る記 述 には① 動詞 の 意味 記 述が 不 十分 、② 執筆 者 ごと に記 述 のパ ラ.ッキが 大

きい、 と い う'欠点 を伴 う。lPALで 採 用 した 述 語工 の 考え方 は、 表層 格 の組 み 合

せ のパ ター ンと、 共起す る名 詞句 の意9≒素Eを 考 慮 して 認定 す る もので あ る.50

数個 の述 語素 モデ ルを 設定 し、 これ に よ 〔て読 一 的 に記 述 を行 な って い る。

・ ヴ ォ イ ス

ヴ.イ.と は、鯛 が討 動作 ・作用 ・他に及ぶのか・他か らその動作'牌 を

うけるの醐 を翻 す綱 の廊 緬 ヒをと法 る文餉 ・テ到 一であろ・

IPALで は ヴ ォイ スに関 し、以 下 の項 目を記 述 して い ろ.

Lそ の 媚 が使 役文(行 か せ る、見 させ るS}を 形 成 す るか 否か ・使 役文 の 形

は どうか.'

li.そ の 綱 に ラレル 形(行 かれ る、 見 られ る等)が 存在 す るか 否 か・#Eす る

な ら 「直 接受動 」、 「間 接 受動 」 ・ 「可 能」 ・ 「醗 」・ 「碇 」の ど れを

表わ し得 るか.

匝.「 直 情受動 」 を表 わ し得 る場 合 の格 形 式の 交 替 に関す る情 報。

i..動 詞 影 パ.のa.4.か ら ・繍

・テ ン ス ・ア ス ペ ク ト

日本語 の テ ンス 塒 訓 の 形 式は 「ル形 」 と 「タ形 」 で あ る・ 「ル 形 」と は 「

見 る、 聞 く、氏 む」 な どの 鯛 その ま まの 形 で あ り・ 「夕影 」 とは 「見 た・ 聞 い

た、混 ん だは どの 綱 の 潮 影 に 「幻 が つ いた 形 の こ とで ある・ テ ンス と し

Fig.II-2-13

て の 「タ形 」は過 去 のみ を 表す が 、 「ル形 」は 発話 時 に事 象が 成立 してい るか 未

成 立(す な わち 発話 時以 後 に成 立)か に よ って 、 「現 在 」と 「未来 」を表 わ し得

る。 また 「ル形 」が 存在 しな い助 詞 もあ るの で 、辞 書 に は 「ル形 が現 在を 表 わす

二 、 「ル 形が 未 来を 表 わす 」、 「ル 形が 存在 しな い」 のい ず れかを 記 入 して いる.

アス ペ ク トとは 、動 詞 の表 わ す 動作 と時 間 の相 との関 連 を示 す文 法的 カ テ ゴ リ

ー であ る。 例え ば 、 「読 み は じめ る 」は 読む 動 作の 始 ま るこ とを 、 「読 ん でい る

」 は、 読 む動 作が 進行 中 で あ る ことを 、 「読 ん で しま う」 は、 動 作の完 了 を表 わ

す.

日本 語 の アス ペ ク ト表 現 は この よ うに 「ハ ジメ ル」 、 「テ イル 」く 「テ シマ ウ

'

」等 を助 詞 に接続 す る こ とに よeて 得 られ る。IPALで は 最 も基本 的tア スペ

ク ト形 式 「テイ ル形 」が 、 進行 、 結果 残 存 、経 験 ・完 了 、草 笛状 態の どれを表 わ

す かを 記 述 して い る.

また 、 「テイ ル形 」の 他 に、 「テ イ ク、 テ クル 、 テア ル、 デ シマ ウ、ハ ジメル 、

ダ ス、 ツ ツア ル、 ツヅ ケ ル、 オ ワル」 が 後援 可 能か ど うか 記述 してい る.

・ ム ー ド

ム ー ドは 、聞 き手 や述 べ る内容 に 対す る話 し手 の心 的態 度 を表 わ す動 詞の 」§形 変

化 を 扱'う文法 的 カテ ゴ リーで あ ろ。IPALで は以 下 の項 目を記 述 して い る。

i.命 令形{例:走 れ、 降 れ}が あ るか 、あ る場合 の意 味 は命 令形 か願 望 か

ii.意 志 形{例:走 ろ う、降 ろ う}が あ ろか 、 あ る場 合の 意味 は意 志 ・勧 誘か 推

量 か

fii.一 タ イ ・タガ ル 、 一ナtイ 、 一 ナ(工 止/願 望)が 後援 可能 か ど うか

)
iv.ム ー ドに よグ 動詞 分 類

IPA(日 本語基本動詞辞書)の データ項目の内容に関する資料



<1>見 出 し 梧 ひ ら が な に よ る 表 記

[
〈2>通 番 同音意 義語 を 区別す るため の番 号

く3>品 詞 最重 要動詞 、重 要動 詞 の区 別

〈4>シ ー ト番 号(i/N)N枚 の下位 区分 の 中のi枚 目を 示す
1見 出 し語情 報

漢 字 と送 り仮名 によ る表記

例.つ む る→つ ぶ る

例.五 段

自動 詞、他 動 詞の 区別

語 幹 の ローマ字 表現

例.わ れ る→ わ る

例.ひ ろが る→ ひろが り'

<5>表 記

〈6>異 音 同 語

〈7>活 用 型

く8>自 他

く9>語 幹

10>派 生

11>転 成

皿形 態情 報

ドコ

上位 語、類 義 語、反 義 語

簡単 な語釈

既存 の シソー ラスの分 類名 称、

意味 カ テゴ リー

12>関 連 語

13>意 味 記 述

14>シ ソ ー ラ ス

15>意 味 分 類

N3二

A

例.NlガN2ヲ

例.LG2,02c

名 詞句 の意 味素 性

名 詞句 の例

16>文 型

17>述 語 素

18>意 味 素 性

19>名 詞 句

20>文 例

ヲ使役 、 二使役 の有 無

ラレ形 の有 無 とその 意 味

受 身 にな る時 の格形 式 の交 替
ヴ ォイ スに苦 る動詞 の 分類 コー ド

21>サ セ 形

22>ラ レ 形

23>格 形 式 の 交 替

24>タ イ プ

ル形の有無 とその意味

テイル形の有無とその意味
その他の形式の有無

命令 形 の有無 とその意 味

意志 形 の有無 とその意 味

そ の他 の形式 の有 無

ムー ドに よ る動 詞の分 類 コー ド

25>ル 形 ・

26>テ イ ル 形

27>そ の 他 の 形 式

28>命 令 形

29>意 志 形 、

30>そ の 他 の 形 式

31>タ イ プ

慣 用的 用法

1～ 皿 に関 して 特記 すべ き こと

W～Wに 関 して 特記 すべ き こと

32>慣 用

33>備 考1

34>備 考2

 

E

I

毛

E

』

工
」

皿意味情報

IV構 文 ・意 味情 報

Vヴtイ ス

テ ン ス

・ア ス ペ ク ト

ム ー ド

その他の情報

IPA(E]本 話 芸 本動 詞 辞 書)の デ ー タ項 目お よび 項 目の内 容Fig.II--2-13
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名 詞の 副 カテ ゴ リ2(意 味分類)

説 明 例

一 ・1主 張 ・内容 ・事 実
FACT

－ ・i人 l

lBOY
－2已 物

ID・G

－ ・1物 体 BOX

－41量
lDENS・TY

1-5i道 具 lDEVICE-
1

一 ・1時 間
　
lMINUTE

－ ・1時 刻

一一8

lN・ ・N

物質 ARGON

ト

ー91場 所
,容 器

1

タ

lROOM
－A已 動働 作 じ

lFLIGHT

抽象物 lART

Fig.fi-2-16富 士 通(ATLAS－ 皿)の 名詞 意 味 マ ー カ の例
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Fig.皿 一2-17 .日 本IBM(SHALT)の 意 味 マ ー カ ー 覧
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国 原辞典磁気テープの ドキ εLメン ト

ノ

第1表 データの内容

語 口
見出し
語 数

行 数 文字数
磁気 テープの
ボ リューム名

レ コ ー ド
(ブ ロック)数

日殴 書}・鰻重要語

非並要語(あ～こ)

非重要語(ζ～と)

非重要悟(と～ん)

漢語の造15成 分

5734

16816

17454

18405

一

23185

28865

30346

32503

6044

673390

851028

863930.

92969【

118756

SUIAOl

AKOOl

KOTOOl

TOWOOl

ZOGOO1

232レ コー ド

289レ コー ド

304レ コー ド

326レ コー ド

61レ コー ド

合 計 58409 120943 3・36・9・1

§2磁 気テープの形式

磁気テープの形式は,第1表}ζ 示 したボ リューム名

を持つ,次 のよ うな仕 様の ものであ る。

・密度

・ ラペル

・形式

・デ ー タ

1600BPI

ノ ンラペル(ラ ベル無 し)'

固定長

(レ コー ド長ロブロック長

ロ12800/Stイ ト)'

富士通M-200(M-380)1ζ よる バ イ

ナ リ形式

第1図(a)1ζSUIAOIの ダ ンプ リス トの一部を示

す。固定長の形式ICし たためic,物 理 的なダ ンプ リス

トを取 ると,第1図(b)IC示 すように.2バ イ トの制

御 コー ドに押 されて最後の2バ イ トのデータが次のブ

ロックに移 り,次 の ブロックは殆ど0が 詰 るとい う無

駄 な現象が起 きて いることが分 る。 しか しなが ら,

M-200(M-380)系 のOSを 使 って いれば,固 定長を

指定 するだけで,磁 気 テープ内の物理的なζとについ

て気にする必 要はない。

第2図 に,デ ータの収容形態を示す。第2図 で分か
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るようIC・」IS漢 字・一 ド α`一 縄 第二水準)を2〆 イ,。 下位,ピ 。,を 示す。う。↓。あ、..う し
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はJISコ ー ドの上位7ビ ット(8ピ ッ ト目0)を ・第二(第1表{c示 してある行ttnこ れをty位としている)
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い る。各行 をプロ7ク に分けtsか ったのは.磁 気テー

プの物理的 なギ ャ・■プを少な くするためであ る。

Fig・H-3-1 新明 解 国語 辞 典 のデ ー タ ・フ ォーマ ッ ト
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Fig.fi-3-8ブ ラ ビ ス(ミ デ ィ ア ム パ ヅク)の フ ァ イ ル ・フ ォ ー マ ッ ト

保 守 情 報収集 コマ ン ドに よ リユ ーザが 要望
A
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Y
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↓

富士通

回 答 、

Fig.皿 一1-1 富 士通(ATLAS-1)の メ ンテ ナ ンス手順
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書辞般一

4一2一皿●.19F

択選本原力入

単語の収集

統語情報付与

意味情報付与

実 システムで検証

東芝(TAURAS)の 収録単語の分類作業

専門辞書_ユ ーザ辞書

東芝(TAURAS)の 収録単語の選定基準

印 刷&チ ェ ッ ク

Fig.皿 一2-5ブ ラ ビス(ミ デ ィ ア ム パ ック)の 辞 書 の 作 成 手 順
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EDIT2(専 用 エ デ ィタ の概 要)

コマ ン ドの種類,記 述 形 式 はTOSBAC5600の エ デ ィタ に準拠 し,さ らに デ ータ

の回 復機 能 や各 コマ ン ドに カ ラム指 定機能 等 を追 加 した。 これ らの追 加 コマ ン ドは対 象 デ

ー タが漢 字 コー ドで あ るた め,で きるだけ コー ド入 力 の手 間 を省 こ うと した もの で,デ ー

タ の特 性上 大変 便 利 な コマ ン ドで あった。

対 象 デ ータ ……1レ コー ド32ワ ー ドの ラ ンダ ムフ ァイ ル,高 千穂 コ ー ド用

プ ログ ラム ……FORTRAN約2500行

計算 機 環境 ・… ・・計 算 機本 体 はTOSBAC5600,端 末 は ソ三 ーテ ク トロニクス の

蓄像 管 グ ラフ ィ ック デ ィス プ レイ(表 示 速 度9600ボ ー,1レ コ ー

ド漢 字64文 字 で約1.8秒),他 に漢 字鍵 盤(日 電 のダ ブ レ ッ ト型C

5121J)を 併 用

Fig.皿 一3-1新 明解 国語 辞 典 の辞書 管理 シス テ ム(辞 書エ デ ィター)の 機能概 要図

○メ ンテ ナ ンス用 シ ス テ ム は,現 在 運用 して い な い(辞 書 入 力 時 の校 正

用 ソ フ トウ ェ『アは 開 発 し,使 用 し た)。 こ こに は,原 デ ー タか ら検索

用 デ ー タベ ー ス を作 成 す るま での 機 能概 要 を示 す 。

E](冊 一 をべ・入力)

↓

⑬
構 造 化

プ ロ グ ラ ム

'

化

タ

造

一

構

デ

↓

化
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ク

接

ク

ロ

直

ア
ブ

1

直 接 ア クセ ス

フ ァイ ル群

検 索 用

プ ロ グ ラム 臼

Fig.HI-3-2ニ ュ ー コ ン サ イ ス の 辞 書 管 理 シ ス テ ム の 機 能 概 要 図
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㊥ データベース化

プ ログラム

ISAM

膓

者ち

z膓
群

検 索
プログラム

LDOCE

デ ー タ ベー

(ISAM)

[こ 〕

検 索

プログラム

(品 詞 等)

英 文

バ ーサ等

発 声 分 類

プログラム

RDBデ ータベ ース化

プ ロ グ ラ ム

LDOCE

/RDB

FAO()M

AIM

/RDB

(RDBMに よ る検 索)

G

シ ソ ー ラ ス

生 成

プ ロ グ ラ ム

動 詞

ソ ソ ー フス

メ ンテ ナンス用 の プ ログ ラム は ない。 検 索 等利 用の た めに京 都 大学 で

作 成 した プ ロ グラ ムに つ いて記 述 す る。

Fig.皿 一3-3Longman(LDOCE)の 辞 書 管 理 シ ス テ ム の 機 能 概 要 図
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日英,英 田 と も

汎 用 機

辞 書
マスター

← 内 容 変 更 は これ に

対 し ての み。

フ ォーマ ット,コ ー ド

変 換 プ ロ グ ラ ム

醐
辞 書

転送
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フアイル化

辞 書

成作

化

ス
ム

ク
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ラ

ツ
デ
グ
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ブ

イ
プ

辮 園
Fig.皿 一3-4東 洋情 報 シス テ ム(電 字 林)の 辞 書 管理 シス テム の機能 概 要 図
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Fig.皿 一3-6

※必須性1の 格のみ転 記

科 学 技 術 庁Muプ ロ ジ ェク トの デ ー タ ・エ ン ト リー ・ル ー ル
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辞 書 エ デ ィ タ
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Fig.M-3-8富 士通(ATLAS-1)の 辞舗Wス テ ム(精 工デ ・タ ー)の 機首獺 要図
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Fig.皿 一3-9ブ ラ ビス(ミ デ ィアムパ ック)の 辞 書 管 理 シス テ ムの機能 概 要 図
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Fig.皿 一3-10日 本IBM(SHALT)の 辞 書管 理 シス テ ムの 機能 概 要図
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5.自 然言語解析用辞書作成 の現状

こ こでは 共用 性 とい う観 点 か ら見 た 自然 言語 解析 用辞 書 の作 成 に関 わ る問題点 を取 り上 げ る。

自然 言 語 を解析 す る上 で最 も基 本 的 な デー タ と して の辞書 の重要 性 は広 く認 め られ て い る。 さ らに

解 析 の 範 囲 を広 め,内 容 を深 め るた め に ます ます 大 規模 な辞 書 が 求 め られ て い る。 機械 翻訳,各 種 自

然言 語 イ ン タフ ェー スを初 め とす る 自然 言語 応 用 シス テ ムの実 用化 が緒 に つ こ うと して い る現 時点 に

おい て,辞 書 の 共用 化 に つい て の見通 しを立 て てお くことは,将 来,そ れ らの応 用 シス テ ム に広 く用

い られ る大 規 模 な辞 書 を開発 してい く上 で重 要 で ある。

以 下 の議 論 にお いて,辞 書 を取 りま く環 境 と して は次 の ことを 前提 とす る。 即 ち,自 然言 語 の解析

に用 い られ る理 論(文 法 理 論,意 味論,…)に は現 在 の と ころ決 定 的 な もの は無 く,計 算 機 上 でそ れ

を実 現 す る アル ゴ リズ ムに して もさ ま ざ まで あ る,と い う こ とで ある。 そ して特 に これ らを統 一北 の

方 向 に 持 って行 く必要 もない し,そ れが 可能 で ある と も思 え ない。 現在 の 自然言語 解析 の研 究 お よび

実 用化 を推進 す るた めに この よ うな条件 を設 定 す る こ とは妥 当 で あ ろ う。

5.1辞 書の 目 的お よ び作 成 形態

一 口 に 自然 言 語解析 用 辞書 とい って も
,こ れ に はそ の 目的 ・利 用形 態,作 成形 態,規 模,記 述項 目

の種 類,記 述 内 容 ・方 法 な どの面 でさ ま ざまの バ リエー シ ・ンが ある。 まず本 節 で は,目 的 お よび作

成形 態 の違 い に よる得 失 を考 察す る。

目的 と しては汎 用 の もの,特 定 の応 用 分 野(た とえ ば機械 翻 訳)に 専用 の もの,さ ら には特 定 の シ

ス テ ム に組 み 込 まれ て利 用 さ れ る もの が あ る。 歴 史 的 に見 れ ば,初 期 の段 階 の辞書 はす べ て特 定の シ

ス テ ムに組 み込 まれ た もの で あ った。 しか し自然 言語 処 理 の裾 野 が広 が るに つれ,基 礎 的 な デ ータの

重 複 を避 け るた め に汎用 の辞 書声 望 まれ る よ うにな って きた。

5.1.1汎 用 の 辞 書

汎用 の辞 書 の作 成 は冊子 体 の辞書 か らの変 換 とい う形 を取 る こ とが 多し㌔ 現 在,冊 子 体 辞 書 の中 に

もそ の編 集 また は印 刷 の過程 で磁 気 テ ー プ化 され る もの が増 え て きた。 そ の よ うな磁 気 テ ー プの内 容

は一 般 には 印刷 形 式 の文 字 列 で あ るの で,そ れ を計 算 機 に よる効率 的 な検 索 が 可能 にな る よ うに コー

ド化 かつ 構造 化 す るの で あ る。

こ う して作 られ る辞 書 に は次 の よ うな 得失 が ある。
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題

・大規 模 な機械 可読 辞書 を き わめ て短 期 間 に開 発す る ことが で きる。

・冊 子 体 辞書 に含 まれ るほ とん どすべ て の情 報 を整 理 され た形 で手 に入 れ る ことが で きる。

・従 って特 定の シ ステ ムに利 用 したい ときには 必要 な項 目だけ を抜 き出 して再 構 成す れば 良 い。

・デ ー タの信 頼 性 が大 きい
。

・言語 学(あ る いは辞 書 学)上 の 問題 に対す る判 断 を,も との冊子 体 辞書 の執 筆 者 ・編集 者 に委 ね る

こ とが で きる。

etc.

.短所

・一 方 ,人 間 の読 者用 の情 報(語 釈 文,用 例,語 法 上 の注 意 等)が 計 算 機 に は利 用 できな い形 で記 述

され て い るo

・目的 とす る システ ムに よっ ては計 算機 処理 に必要 な 情 報 が欠落 してい る。

・仮 に情 報 が含 まれ て い る場合 で も,品 詞 の立 て方 の ように大雑 把 す ぎて計算 機 処理 には直 接使 え な

い もの も ある。

・著作 権等 の 問題 か ら,辞 書 を組 み 込 ん だ 自然言 語処 理 応用 シス テ ムの商 品化 が難 しい。

etc.

以上 の点 を ま とめ る と,情 報 と して は質 が 良い がそ れ は人 間 の立 場 か ら見 た と きの話 で あ って,そ の

ま まの形 で計 算 機 処理 に利用 し よ うとす るには 無理 が ある,と い うこ とに なろ う。

また,磁 気 テー プ化 さ れ てい る とは言 って も,そ れ を構 造 化す る際 には次 の ような障 害 に出 会 うこ

とが報 告 され てい る。

・誤 植が ある。 さ,らに見 出 し語 の順序 に誤 りが あ る。

・構 造(語 義 の レベ ル等)に 誤 りが あ る。

・注釈 等 で,そ の対 象 が 不分 明な ものが ある。

・括 弧類 の使 用 に曖 昧性 が ある。

・字種 に よる区別(カ タ カナの使 用等)に 曖 昧 性 が あ る。 。

etc.

これ らは,仮 に凡例 と合 ってい な くと も人間 な らば 容易 に解釈 で きる部 分 で あ るが,す べ て を機械 的

に変 換 し よ うとす る ときの大 き なネ ックに な って い る。

冊子 体 の 辞書 のデ ー タを使 う限 りは常 に この 問題 が現 わ れ る。 即 ち,冊 子 体 の辞 書 は 人間 が 読む こ

とを前提 と してい るの で,(相 当厳密 に体 系化 して ある よ うに 見え て もなお)人 間 の常識 的 な解釈 に

か な り依 存 してい るの であ る。 ,
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5.1.2特 定 の シ ステ ム に組 み込 まれた 辞 書

これ は 一つ の シス テ ムに 必要 か つ 十分 な辞書 的 デ ー タを,そ の システ ム に固 有の デ ー タ構造 に従 っ

て格 納 した もの で あ る。 そ こでそ の シ ステ ムに と っては最 適 化 され た 辞書 とい うこ とが で きる。 逆に

言 え ば,こ れ は本 来 共 用 化 と逆行 す る方 向 を 目指 す もの で あ り,あ え て問 題点 をあげ るとすれ ば,ま

さに この点 が 問題 とな る。

即 ち,他 の シ ステ ムへ の流用 が 困難 で あ る。 デ ータ構造 と しては,特 定 の シ ステ ムか らの アク セス

に高速 に対応 で き る もの に な って い るの で,ア クセス方 法,計 算 機言 語,あ るい は計算 機 の機種 の変

更 に対 して きわ め て弱 い。 また内 容 に関 して も,特 定 の シス テ ム に必 要最 小 限 の もの で あ るの で,他

の シ ステ ムで要 求 され る もの と異 なる とい うことが ある。 さ らに文 法 規則 を辞書 に含 ませ てい る よ う

な場 合,使 用 す る文法 が 異 な る と全 く使 え な い とい う ことに もな る。

第2点 と して辞 書 の 作成 ある い は拡 張 の 際の実 行 体制 に問題 が で て くる可能 性 が ある。 なぜ な ら,

この タイ プの辞 書 は シ ス テ ムの 実 験段階 に お いて小規 模 な形 で計算 機 科学 者 に よって作 られ るこ とが

多 い。これを大規 模 な もの に拡張 す るに当 っては言 語学者 を中 心 とす る辞 書 執筆 者 を多数動 員 する必 要

が あるが,そ の よ うな場 合 の動 員体 制,執 筆 形式,整 合性 等 に関 して問題 が生 じる ことが考 え られ る

.か らであ る。

5.1.3共 用 化 の ポ イ ン ト

以上 の現 状 を考 慮す ると,共用 化を 目指 す 辞書 の開発 には 次の 条 件 を満 足す る ことが必要 であ る。

・特 定の シス テ ム
,機 種 に依 存 しない。

・汎 用 の形式 ,内 容 を持 つ もの とす る。

・計算 機 処理 の ため の仕 様 に最 初 か ら基 いて執 筆す る
。

・言十算機 科学 者 と言語 学 者 との協 力体 制 を 築 く
。

さ らに加え れば,情 報 の整 理,整 合性 の チ ェ ック等,辞 書編 集 の あ らゆる面 で計 算機 を使 うべ きで あ

る し,上 記 の ような条件 を満 す こ とに よ り,そ れが 可能 に な ろ う。

5.2記 述 内 容

意味論的内容および語用論的内容は次節に回すことにして,こ こではそれ以外の記述項目として形

態情報,音 声情報,文 法情報を取 り上げ る。

5.2.1形 態 情 報

変 化,屈 折,活 用 等 に関 して は特 に問 題 は ない。 そ れ らを見 出 し語 と して掲 げ るか,形 態素処理 と
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して独立 させ るか,ま たは文 法 的 な処 理 の中 に含 ま せ るか等 の ことは 個 々の シ ステ ムに依 存す る問題

で あ り,ど の方 法 を取 るに して も解析 方 法 は あ る程 度 確立 してい る。 共用 化 辞書 と して は そのた め の

デ ー タを用意 して おけ ば良 い こと であ り,そ れ以 上 の考慮 をす る必要 は無 い だ ろ う。

見 出 し語 の問題 に関 連 して は熟 語,慣 用 句 の取 扱 い の問題 が ある。 これ につ い て は個 々の シス テ ム

に おい て も扱 い方 は定 ま って いず,ま た不 十分 で ある ものが 多 い。 検 索の手 段 も含 め て検 討すべ き課

題 で ある。

5.2.2音 声情 報

これ には発 音 お よび アク セ ン トに関す る情 報 が含 まれ る と考 え て 良い。 音 声認 識 に使 われ る諸 情 報

は む しろ物 理 学的 な情 報 であり,自 然言 語処 理 の対 象 では な いか らで あ る。

電子 化辞 書 の 中の音 声情 報 はむ しろ合 成 の過 程 で利 用 され る ことが考 え られ る。 現 在,音 声関係 の

基 礎 デ ー タの収集 が進 み,規 則 等 も整 備 され つつ あるの で,今 後 機械 可読辞 書 に於け る音声 情報 の扱

い は重 要 に な ってい こ うo

5.2.3文 法情 報

これ には 品詞,格 パ タン,ま た場 合 に よって は文 法規 則 等 が含 まれ る。LFG(LexicalFun-

c.tionalGrammar;語 彙 機能 文 法)の よ うな文 法 体 系 にお い ては,Fregeの 原理 に よ り,語 彙

項 目中 に書 か れた単 語 の意 味 表現 が,同 じくそ の 中 に書 かれ た単 語 の統語 規 則 に よ り他 の意 味表 現 と

組 み合せ られ て新 しい意味 を構 成す る。 しか しこの よ うに文法 に深 く依 存 した 辞書 は既 に述 べた よ う

に共用 性 とい う目的 に は逆行 す る こ とに なる。 この問題 に関 しては 後 で触 れ る。

い ずれ に して も文 法 情 報 は文 法 に依 存 す る。 た とえば 品詞体 系 はそ れ を規 定 す る文 法抜 きでは存 在

しな い 。従 って,共 用 辞書 と言 え ど も特 定 の シス テ ムで利 用 す る と きに は品詞 等 の文 法 情報 に多少 の

手 直 しを必要 とす るか,ま た は辞 書 で採 用 して い る文法 を用 いる ことを シス テ ムに要求 す る か とい う

ことにな る。 これ は辞 書 で採 用 して い る文法 に どの程度 の融通 性 が あ るか に もか かわ る 問題 であ り,

簡単 には決 め られ な い。 現状 では辞 書 の 側 で 明確 に文 法 を示 して い る一 部 の例 外 を除 け ば,大 部 分 は

大過 無 しとい う記 述方 法 を選 ん でい る。

実 質的 な運用 効率 等 を考 え る と,辞 書 中 に具体 的 な文法 規 則 を書 き下す 必 要 が 出て くる こ とは 当然

で あるb基 本 的 な語 彙 につ い ては 辞 書 を シ ステ ムに組 み込 む段 階 で詳 細 な文 法情 報 を 付ha .する こ とが

現実 的 な対 応 で ある し,ま た 現 状 で 多 くの シス テ ムが取 っ てい る方法 で ある。

5.3意 味論的情報 および語用論的情報

計 算機 に よる意 味 論 の取扱 い,さ らには語 用 論 の取 扱 いは 現在 実験 レベ ルで研 究 が進 め られ てい る
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状態 で ある。 従 っ て大 規 模 な辞 書 の中 に意 味情 報 と して記 述す るた め の手 段 も確立 され てい な へ こ

こでは意 味 の扱 いに 関す る例 を あげ るに と どめ る。

機 械翻 訳 の ピボ ッ ト方式 の ように,原 文 か ら一 回 そ の意 味構 造 を 抽 出 して,そ れ か ら対 象 言語 の文

を生成す るとい う方 法 では文 の意 味 を扱 うこ とが 必要 であ る。 そ の場 合,文 の意味 はセ マ ンテ ィ ック・

ネ ッ トワー クや フ レー ムな ど,あ る種 の 知識 表現 形式 を用 い て表 され る。 そ の よ うな意味 表 現 は文 を

構 成す る個 々の単 語 の 意 味 か らFregeの 原理 に よ って ま と め上 げ られ るの で あ る。
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6.自 然言 語解析用辞書 の記述範 囲

6.1自 然 言 語解 析 用辞書 の 全 体 像

応 用 シス テ ム として其 日機 械 翻 訳 を考 え る な らば,解 析 用 辞 書 は英 語 に 関す る もの に な る し,日 英

機械 翻 訳 な らば 日本語 に関 す る もの にな るが,い ずれ に して も理 念 上 はそ う大 きな違 いは な いだ ろ う。

機械 翻 訳 に おい ては 対訳 辞書 の類 も必 要 に な る し,解 析 用 辞 書は い つ も生成 用 辞 書 と一 体 とな って利

用 さ れ,い ずれ か一 方 だけ では ど う し よ うもな い。 そ こで,英 語辞 書 ・日本 語 辞 書 両 方 につ い て考 え

てお く、

こ こでは,最 初 に自然 言 語 解析 用 辞 書 の全 体 像 を め ぐって お お まか な イ メー ジを述 べ た い。 あ とで,

英 語 と 日本語 の 二つ に 区分 して,そ れぞ れ で の考 察 を行 う予定 で あ る。

まずは,規 模 に つ いて考 え よ う。 す で に作 られ た もの な ら推 測す る のは 危険 な こ とでは あ るが,そ

れ らと比較 してみ るな らば,自 然 言語 解析 用 辞書 の規 模(収 録 範 囲)は 数 十 万語 レベル に な る だろ う。

基 本 的 な語 を網 羅す る と と もに,固 有名 詞 や複 合 語を 含 む もの を考 え れ ば,す ぐこの程 度 の規模 に な

って しま う もの であ る。 現在 の入 間 用 の辞 書 は固 有名 詞 や複 合 語が か な り弱い の で,そ れ を 自然言語

解析 用 と して機 械 で使 い こ なす には,新 しい見 出 しを大 幅 に追 加す る必要 が あ る。 そ のた め,場 合 に

よっては語 彙調 査か ら始 めな け れば な らな い場 合 もあ る。

この ような条件 を考 えれ ば,自 然 言 語解 析 用 の辞書 と して新 た に作 成 す るか,以 前 か らある もの

(人 間用 で あれ,機 械 用 で あれ)を 転 用 す るか は たい した 問題 では な くな る。 相 当な実 作業 が 必要 た

の で ある。

さて,自 然 言語 解析 用 の辞 書 に含 ま れ るべ き情 報 と して,ど の よ うな もの が 必要 だ ろ うか。 大 ま か

な分 類 で示 せ ば,次 の よ うな辞書 項 目を考 え る ことが でき る。

ID情 報:見 出 し ・一 連 番 号 な ど

形態 情報:表 記 ・語 形 変 化(動 詞 の活 用 な ど)

統 語情報:品 詞 ・共起 す る もの ・連語(慣 用 句 ・イデ ィオ ム)

意 味情 報:訳 語 ・関連 語(上 位 語 ・類 義 語 ・反 対語,将 来 の課 題 と して全 体部 分 関 係 な ど)

また,文 体 情 報 も意 味 情 報 の 一 部 と して,こ こに位 置 づけ る こ とが で き よ う。

これ らの 情報 を ど こま で,ど の よ うに記 述す るか につ い て は,個 別の 言語 ご との特 徴 が あ るの で一

概 に い うこ とは で きな い。 そ こ で,以 下 では英 語 と日本 語 とに分け.そ れ ぞ れ につ い て あるべ き姿 を

考 察 して い くこ とにす る。
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6.2共 用可 能 な 辞 書 項 目の 範 囲(英 語)

こ こで は,自 然言 語解 析 用 の辞書 と して,辞 書 に 記 述 され る情報 の うち どの範 囲の もの が共用 可 能

か につ い て考 え た い。 言語 と して は英 語 を想 定す る。

その前に,共 用 とい うことを考える前 提 として,三 つ の問 題 が あるので,ま ナそれについて簡単 にみ て お く。

第1の 問 題 が,応 用 シス テム ご との ア ル ゴ リズ ム の違 い で あ る。

現 実 には,応 用 シス テム ご とにそ こで採 用 され るア ル ゴ リズ ム が まった く ちが って お り,そ の た め

辞 書 に 必要 とされ る情 報 も応 用 シス テ ム ご とに違 って くる とい う状 態 で あ る。 そ こで,辞 書 に含 まれ

る べ き情 報 のほ とん どは,個 別 の シ ステ ム に必 要 な ものな の であ る。 ある意 味 で,辞 書 に書 かれ な け

れ ばい け な い情 報 とい うの は,ど うい うアル ゴ リズ ム を採 用 す る か に よって決 定 され る面が 多 い。

した が って,こ こで とるべ き道 が二 つ に わか れ る。一 つは,各 シ ステ ムに共通 に使 わ れて い る情 報

に着 目す る ことで あ る。 しか し,こ の よ うな ア プ ローチ では,共 用辞 書 に記 述 され る情 報 が きわめ て

貧 弱 に な る ことが予想 され る。 い ろい ろ な辞書 の論 理積 を と ってい った の で は,ほ とん ど共通項 が な

くな るこ と もある だろ う。(見 出 し くらい は残 るだ ろ うが。)各 方 面 に応用 可能 なた めに は,あ ま り

貧 弱 な辞 書 で あ っては いけ ない わけ で,こ の へ ん の サ ジ加減 が難 か しい。 もう一 つ の アプローチ は,

論 理的 に 「望 ま しい 」 姿(文 法 ・ア ル ゴ リズ ムを含 めて)に つい て考察 し,あ るべ き姿 を 目指 して一

か ら作成 す る ことで あ る。 しか し,こ の よ うなア ブ ・一 チで は,作 成 さ れ た 「共 用 辞書 」 が本 当 に

「共用 」 で きるの か とい う疑 問 が あ る。 一 つ の文 法 理論 に の っと って作成 さ れ れ ば,た しか にそ の文

法理 論 を 高 く'評価 し利 用 して い る人 には つ こ うがい い だ ろ うが,そ の他 の 人 々に とって は何 も役 に立

た な へ 結 局 あま た あ る 「機械 辞書 」 の一 つ に しか な らない の では ない カも うた い文 句 と しては 「共

用 」 とい うことで あ って も,実 態 は そ うで は な くな るの で あ る。

第2の 問題 が,文 法 の不 完全 性 で ある。 あ るいは,言 語 の記 述 の不完 全 性 とい って もよい。

各 応 用 シス テ ムの アル ゴ リズ ムの違 い は,各 応 用 シ ステ ムの想定 す る 「文 法 」の 違い で あ る。 い ろ

い ろな 文法 が存 在す る とい うこ とは,各 文 法 が不 完 全 だ とい うこ とで ある。 では,完 全 な文法 が作 れ

るの だ ろ うか。 筆 者 は 「否 」 で あ る と思 う。 なぜ な らば,言 語 とい うものは,は っ きり記 述 しよ うと

して も記述 し切れ な い 部分 が残 る もの だ か らであ る。

なぜ,言 語 を明示 的 に とらえ る こ とが むず か しい カ㌔ そ れ には い くつ かの 理 由が あ る。 まず,無 限

の事 象を表 現 す る た めに,有 限 個 の要 素 か らなる言 語体 系 が使 わ れ るが,そ の た め,各 要 素 の意 味 す

る ものが い ろい ろ あ って,多 義 あ るい は曖 昧 にな らざるを得 ない。 各言 語 要 素の意 味の 多義 性 ・曖 昧

性 が言 語 の本 質 で あ る。 現 実 の さ ま ざ まな意 味 を伝 え る ため に言語 が使 われ るが,ま さ に,こ の 多義

性 ・曖 昧 性 に よって 人 間 の言語 は そ の機 能 を果た してい る面 が あ る。 論 理 的 には 明断 な 言 語 のほ うが

望 ま しい とされ るが,現 実 の言 語使 用 に お い ては,必 ず し もそ うで はな い。 外 国 との交 渉 や政治 家 の

発 言 な ど にお いて,多 義 性 ・曖 昧 性 を積 極 的 に利 用 す る言語 行 動 が たび たび 観 察 され る。
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次 に,言 語 は変化 す る とい うこ とが あ る。 変 化す る もの を あ る時点 で切 り取 って静的 に記 述す る と

い うこ と自体,完 全 な記 述 が で き ない とい う こと で ある。

そ れか ら,言 語 の個 人差 で あ る。 個 人語(idiolect)と い う呼 び名 も ある くらい,実 際 にぱ い ろ

い ろな側 面 で言 語 の個 人差 が 観 察 され る。 そ れ を 「英 語 」や 日本 語」 とい った共通 語 で と らえ るの だ

か ら,完 全 な記 述 がで きな い のは あた りまえ で ある。

も う一 つ,(最 初 の 観点 と似 て い るが)言 語 の ある部分 が外 界 の指 示 物(referent)と 関係 す る

とい うこ とで あ る。 そ こで,一 見言 語 自体 は変 化 しない場 合 で も,指 示 物 が変化 す る こ とに よって,

間接 的 に言 語 が変 化 した の と同 じことに な って しま うの で ある。 た とえ ば,「 黒板 」 の色 が黒か ら緑

色 に な った ことを考 え て み よ。 そ して,指 示物(外 界 の 事物)は まさ に多種 多様 であ り,ど ん どん変

化す る ものな の で あ る。

この ように 文法 が 不完 全 で ある以 上,(そ して完全 な文 法 は まず で きない以 上,)い ろい ろ な応 用

シス テ ムが それ ぞれ の文 法 をそ な え る こ とは続 くだろ う し,そ れ と と もに利用 され る辞書 の形態 が さ

ま ざまで ある状態 も続 くだ ろ う。

第3の 問題 と しては,文 法 との関 連 とい う ことが あ る。 言語 の 記 述 が辞書 と文 法 とでで き るとす る

な ら,辞 書 はそ のパ ー トナー で あ る文 法 の存 在 を前提 と しなけ れば,単 独 では記 述 で きない とい え る。

文法 が どん な もの に な るか わ か らな い うちに,「 す ぐれ た 」辞 書 記 述 が で きる だ ろ うか。

以 上 の よ うな三 つ の問題 を考 え るな らば,原 則 と して 「共用 辞 書 」 とい う考 え 方 は,た とえ現実 の

社 会 的要 請 が あ ると して も,そ れ 自体 あま り有効 な もの で は ない。 む しろ,さ ま ざまな辞 書 が(そ れ

ぞれ の文法 な リァル ゴ リズ ム な り と ともに)並 立 して い くの が望 ま しいの では なか ろ うか。

と ころ で,現 実 に作 成 されて い る計算 機 用 辞書 が 相互 に きわ め て類 似 してい る とす れ ば,そ れ を も

とに共 用辞 書 の イメ ー ジを描 くこ とがで きる よ うに も考 え られ る。 今 回 の国 内 ・国外 の各種 の辞 書 の

調査 も,そ の よ うな こ と をね らって企 画 され た もの で ある。 しか し,こ の ような試 み もあま り うま く

いか ない の では ない だ ろ うか。 とい うの も,現 存す る計 算機 用辞 書 を 相互 に比較 で きるほ どに くわ し

い情 報 を集 め る こ とがむ ず か しいか らで ある。 今 回 の結 果 につ い ては す でに 述べ られ てい る通 りだが,

多 くの シ ステ ムがほ ん の表 面 的 な.とこ ろ を公開 してい るだけ で あ って,辞 書 の実 態 を さ らして い る と

ころはほ とん どない に等 しへ 品 詞 や ら意味 コー ドや ら,い ろい ろ細 かい情 報 が付与 され て い る よ う

す は うかが え るが,具 体 的 に各 語 に どの よ うな品詞 や 意味 コー ドが付 け られて い るか とい うこ とが わ

か らなけ れ ば,た とえ表 面 的 に区分 が似 てい るか らと い って,辞 書記 述 が相 互 に似 てい る とは いえ な

いの で ある。

しか しなが ら,一 方 で は,う た い文 句 と して だけ で も 「共用 」 とい うこ とを 目指す こ とは大切 な こ

とで ある と思 う。 厳 密 な意 味 で共 用 が でき ない と して も,あ る辞書 に記 述 され てい る情 報 の うち他 の

システ ム で比較 的手 軽 に利 用 でき る部 分 が あるか も しれ な いか らで あ る。

辞書 に と っては,ど の よ うな文 法 を想定 す るか で記 述 の しか た が変 わ って くると考 え られ る が,そ
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れで も,各 文 法 が か な り似 た扱 い を してい る部 分 もあるの で,特 定 の文法 に拘 泥す るの で なけ れば,

何 とか な る面 もあ る。 また,辞 書 の記 述 に際 して,あ ま り抽象 的 な ものは避 け,言 語 事実 に即 して考

えて い く よ うにす れ ば,ど の よ うな文 法 に もあ る程度 適用 で き る よ うな辞書 を作 成す る こ とも不可能

では な いか も しれ ない。

さて,一 応 ここ では これ か ら実 際 に記 述 す る ことに な るのか も しれ ない こと を念 頭 に お きな が ら,

一 般的 に共用 可能 な情 報 の範 囲 を 自由 に想 像 してみ る
。 以下 に 述 べ る もの の方 針 は,「 ・事実 に即 して

記 述す る」 とい う こ とで あ る。 な るべ く明示的 に記 述 で き る項 目に 限定 す る の が よい と考 え た。

ω 見出 し(表 記)

これ は既 存 の もの をそ の ま ま利用す るの で よかろ う。 分 綴法 く らい は 当然 含 ま れ る。

(2)語 形 変 化

動詞 の場 合の 時制 ・ing形 ・三 単 現,形 容 詞 の場合 の 比較 級 ・最上級,名 詞 の場 合 の複数 形 な ど

を記 述 してか く。 い ずれ も,規 則的 な ものは ル ー ルの形 で充 分 なの で,不 規 則 な もの だけ 記述す れ

ば よい。 派 生関 係(-lyやment,-tion,un-,in－ な ど)は,そ れ ぞれ を見 出 しに た て,ま た

ル ー ルで も扱 え る よ うに してお くの で,あ る語 の と ころに 「派 生 」 と して記 述す る価値 はあ ま り な

さそ うで あ る。

㈲ 品 詞

従 来 の もの を準 用す る。 共用 のた めには,下 位 分類 は あま り しないほ うが よい。 そ の理 由 をい く

つか 記 して お く。

第1に,下 位 分類 をtsこ なえぱ:白こkう ほ ど,「 多品詞 」語(=い くつか の品 詞 の特 徴 を兼 ね 備

え,ど れ とも判 別 で きな い語)が 増 大 し,そ れ に と もな って,記 述量 がふ え,記 述 が より困難 に な

る とい う問 題点 が あ る。

第2に,下 位 分 類 の基 準 が曖 昧 で あ って,万 人が認 め る もの は なか な か 左い と い うことで あ る。

曖 昧 とい うと よ くない か も しれ な いが,品 詞 分 類 に は形 態 論的 ・統 語論 的 意 味 論的 の三 つ の観 点

が あ り,そ の うち どれ を重 視す るか が ちが ってい るとい うこ とで あ る。 伝 統 的な 英文 法 では8品 詞

に分 類 す るが,こ れ は古 典 語以 来 の伝 統 で あっ て,も と もと ギ リシア語 ・ラテ ン語 の よ うに 形態的

に は っ き り割 り切 れ る言 語 な らあて は ま って も,英 語 で は あ ま りあて は ま らな い もの で あ った。 そ

こで,Fries,Quirkな ど,多 くの英 語学 者 がそ れ を批 判 し,さ まざ まな品 詞分 類 や 従来 の もの

の細 分類 を考 案 して き た。 しか し,結 局,定 説 とな った もの は な か った。 そ の よ う'な大 問題 に あ ら

た め て立 ち向 か うこ とが 果 た して実 り多 い こ とな の だろ うか。

第3に,下 位 分類 を お こな うとい う ことは,「 共用」 を主 目的 とす るの で な く,む しろ新 しい 有

用 な新 辞 書 を作 成す るとい うこと で ある。 そ の よ うなア プ ローチ を とる な らば,「 品詞 」 の下位 分

類 な どとい う よ うな単 純 な(不 徹 底 な)話 ではす ま ない はず で,い ろ い ろな 「観 点」 をた て,そ れ

ぞ れ に つし(て各 単語 の特 徴 を記 述 す る とい うことにな るだ ろ う。 将 来そ れ らを総 合 して(機 械 的に)
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品 詞の 下位 分類 をお こな って も よいが,お そ ら く,そ の よ うな 「品詞 分類 」 は カテ ゴ リー数 が数 千

個 くらいにな って しま うの では な いカも数 が大 き くな る だけ でな く,そ れ は全 体 の見 通 しを極 端 に悪

くす る。 す な わ ち,い ろい ろな情 報 を取 り込 ん でい くとい うこ とは 品 詞 の下位 分 類 では で き ない と

い うこ とで あ る。

今 まで の シス テ ムでは,品 詞 を 下位 分 類 して,そ の カテゴ リー を利 用 して構 文解析 の ル ー ルを用

意す るのが 多か った。 つ ま り,品 詞 の 下位 分類 は あ くま で構 文 規制 を よ り正 確 にす るた め の もの だ

ったの で ある。 しか し,そ の ア プ ロ ーチ でいい のか ど うかは 議論 の余地 が あ る。 下位 分類 が こまか

くなれ ば な るほ ど,ル ー ルが複 雑 に な る。 工 学 的 な意 味 で,ど の くらい が最 適 なの か も考 え て お く

必要 が あろ う。

(4)共 起 関係

入 り うる文 脈 と考 えて もよい。 入 り うるか ど うか,nativespeakerで も判 断 の ゆれ る こ とが

あ るだ ろ うが,基 準 と しては 明示 的 で あ る。 ご く簡単 に代表 的 な もの を述べ る とす れば,次 の よ う

な ものに な ろ うo

動詞 の場 合 は,文 型 パ ター ン ・主 語 や 目的 語 に あ らわ れ る名 詞 ・副詞 語 句 ・前 置詞 句 を 記述 す る。

名詞の 場 合 は冠詞(countableかuncountableか)・ 形 容詞 ・そ の名詞 を修 飾す る名詞 を記 述

す る。 形容 詞 の場 合 は,そ れ を修 飾 す る副 詞 を記 述 す る。

この情 報 を記述 す る とい うことは,今 まで のや りか た では品 詞 の細 分 類 に相当 す る こと で ある。

しか し,筆 者は品 詞 の下 位 分 類 ・細 分 類 とい うと らえか た は あま りよ くない と思 う。 品詞 の 下位 分

類 ・細分 類 とい う形 でな く,構 文解 析 用 の情 報 を 「共起 関係 」 とい う枠 で と らえ る こ とにつ い て,

ひ と こ と述 べて お きた い。何 より もまず,そ れは,規 則 の明 示性 のた めで あ る。 品 詞 分類 を ど うす

るかは 一 見簡単 な よ うに みえ るが,す で に述 べ た よ うに英 語 学の 世 界 にお い て も難 問 なの で あ る。

そ こで,そ の ような難 問 は さて お き,現 実 に使用 され てい る 「文.」につ いて 考 え てみ ると,ど の よ

うな文 法 体 系を採 用 す るに して も,「 共起 関係 」は ど こか で あつ か わ ざ るをえ ない。 場合 に よって

は,そ れ に よっ て品詞 分 類 を行 うこ と もあ る(構 文的基 準 に よる品詞分 類)。 そ こで,大 量 の 「文 」

を収 集 し,共 起 関係 を分 析 した結果 と しての 細 かい 品詞 分類 を示す よ りは,一 段 前の 「生 の」 デー

タに近 い と ころ を示 したほ うが各 種 応 用 シ ス テム に利 用 可 能 にな る場 合 が 多い と考 え る もの で あ る。

記 述 の実 際 に つ いて も,共 起関 係 の記 述 は,品 詞 とい う形 で構 文 的情報 を示 す より もい ろい ろ有,

利 な 点が ある。 た とえ ば,共 起関 係 が ある か ど うか につ い て.し ば しばnativespe .akerの 判断

が ゆれ る もの だ とい う ことを述べ た。 もし も,共 起 関係 を その まま記 述 す る と した ら,こ の ような

「ゆれ」 の情報 は そ の ま ま示 せば い い が,こ れ を 品詞 の形 で表現 し よ うとす る と,い くつ かの 品詞

間 の 「ゆ れ」 ない し,品 詞 の未 確 定 とい うき わ め て処 理 がむず か しい問題 にな る。

では,ど の よ うな範 囲 の もの を記 述す るべ きか。 す で にそ の主 な もの は述べ た が,英 語 の文 の構

造 か ら,考 え るな らば,文 の 中心 にな る ことの多 いほ うか ら,そ れ と共起 す る もの とい う形 で記 述

一一188一



を始 め る こ とが有 効 で あろ う。 そ こで,核 と して の動 詞,さ らに,名 詞 や形 容詞 な どを 中心 にす れ

ば よい こ とに な るo

具 体 的 に どの よ うな形 で記 述す るか につ い て は,い ろい ろ考慮 してお か なけ れ ば な らない 問題 が

山 積 して い る。 単 語 間 の共起 関係 とい う形 がい いの か,あ るいは,単 語 グ ル ー プ間 の 共起 関 係 が い

いの か とい う問題 に して も,確 定的 な こと は いえ な い
。 場 合 に よ って(単 語 に よっ て)特 定 の単 語

と だけ 共 起 す る場 合 も ある し,そ の 結 び つ き方 が 弱 くて,グ ルー プ と して と らえ て おい た ほ うがい

い場 合 もあ る と思 .う。 ケース バ イケ ー スで あ ろ う。

な完 この よ うに 共起関係 を と らえ るな らば,そ れ は純 粋 に構 文的情 報 と して のみ 扱 うべ き では

なし(。た とえ ば,"～eatsomething"だ っ た ら,somethingの ところ は 十edibleの 名詞

が くるの が普 通 で あ り,そ の ことは,意 味 的 な情 報(あ るいは ,も っと一般 的 に常 識 に近 い もの)

を扱 っ てい る とい う ことなの で あ る。

共 起 関係 を 比較 的 多 く収録 して い る辞書 と して は,勝 俣 鐙 吉郎 編(1958)『 新 英和 活 用 大辞 典

第二 版 」 〈研 究社)が 代表 的 な もの で あ る。

【S)連 語

イ デ ィオム や慣用 句 ともい われ る。 これ を一 つ の見 出 しと考 え て記 述す る場 合 ,次 の よ うな もの

が必 要 にな ろ う:構 文 情報(全 体 の品詞 と個 々の構 成 要 素 の品詞 ・連語性=結 合 の強 さ ・構 成要 素

の置換 性 な ど)・ 意 味 情報(関 連 語 な ど)・ 連語 でな い通 常 の意 味 での用 法 も あるか …。

共 起 関係 とい う捕 らえ方 では充分 でな い よ うな,普 通 の結 合 より もず っ と強 い結 合 を示 し, ,ま た,

全 体 の 意味 がそ の構 成部 分 の個 々の意 味 の総 和 と して は 表現 で きな い ものを,こ こで は連 語 と呼 ぶ

ことにす る。 た だ し,実 際 の記 述 に あた って は,必 ず しも両者 が一 義的 に 区分 され る とい うこと で

は な い。 いつ も,境 界部分 に位置 す る語 が ある もの な の で ある6

連 語 自体 は各 種 の辞 典 に記 載 が あるの で,収 集す る ことに は さほ ど困 難 は なか ろ う。 実 際 の記 述

で一 番 問題 に な るの は,連 語 性(結 合 の強 さ)の 判 断 で は なか ろ うh・。 た とえ ば,"coolone's

heels"(長 ぐ待 た され る,い らい ら して待 つ)の よ
.うな連語 につ いて,受 動 態("Myheels

werecooled.")が 言 え るの か ど うか。heelsを 修 飾 す る形容 語句 が ある の かkい のか ,あ る

と した らそ れ4ど うい う もの か。
.こ の よ うな情 報 は既 存の 辞典 類 に は充分 記 述 され て い る とは い い

が たい。 しか し,こ の種 の 情報 が なけ れ ば,構 文 解析 す ら充 分 には でき ない で あろ う。

(6)関 連 語

上位 語 ・類 義 語 ・反 対 語,さ らには 将来 の課題 と しての全 体 部分 関係 な どを ま とめ て,関 連語情

報 と呼 ぶ。 従 来 はシ ソー ラス にその一 部 が 記述 され て いた。

さて,意 味 情 報 に つい ては,関 連 語(そ れ に訳 語)だ け で いいの か とい うこ とは,だ れ もが感 じ

る疑 問 で あろ う。 しか し,も しもそ れ 以外 の情 報 を盛 り込 む こと にな った ら,一 体 どの よ うな形 で

入 れ た らい いの か。 現 在 の ところ では,「 共 用 」 で き る とこ ろまで の合意 が で きてい な い し,そ れ
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ど ころか,そ の具 体的 な方法 につい て総 合 的 に論 じて い る ものす らな いに・等 しい とい う段 階 で ある。

個別 の現象 につ い て,論 じられる ことは あ る し,枠 組 み も提 示 され る ことが あるが,実 際 にそれ で

もっ て,あ る程 度 の量 の 記述 を した とい う話 は聞 か ない。

一 方 ,関 連 語 とい うのは,一 面 では意 味 情 報 と して不 ・十分 な よ うに思 われ るか も しれな いが,実

はそ うで もない。 将 来,何 らかの意 味 記述 の 枠組 み が で きた とき に,'そ れ に対 応 して変 換す る こと

もでき る,応 用 性 の広 い もの なの で あ る。 実 際,意 味 の と らえか た と して,「 意 味 は体 系 を なす 」

とい う考 え 方 が 有力 で あ る。 これ は,単 語 の意 味 は そ れ単 独 では決 定 で きず,そ の まわ りの単語群

との張 り合 い の中 で決 ま る もので ある とい う考 え 方 で あ る6そ こで,関 連 語 につ いて しっか り と記

述 して お くこと は,す べ て の意味 情 報 の基 本 的 作業 とな る ものな の であ る。 しか し,現 在 では ま だ

そ こま での 意 識 の あ る人 は少 な い ようで,関 連 語 に つ いて記 述 して一体 何 の役 に立 つ のか とい う よ

うな反 応 も少 な くな い。 現 在 の とこ ろでは,直 接 の応 用 は あま り期待 で きな いか もしれ ないが,将

来 の意 味研 究 の基 礎 と して 有効 で あ る。 「共用 」 とい う観点 か ら も,誰 で もある程度 納 得 でき る も

の を作 る こ とは で き よ う。(完 全 な ものは なか なか む ずか しいが。)

今 ま での と ころ では,ツ ソ ーラス とい う形 でま とめ られ てい る もの が,こ こでの関 連語 に近 い。

しか し,代 表 的 な ツソー ラスで あ るRoget・sInternationalThesaurusに して も,単 に類

義 語 をた くさ ん集 め て グル ー プ化 した だけ あ って,そ れ らの 間の 関係 を もっ と細 か くと らえ る よう

に し左 い と,機 械 用 の情報 と して役 に立 た ない の では なか ろ うか。 ま た,上 位語 の判 定 もおか し㌦

(と い う よ り,実 用 上 の 目的 の た め に,Roget'sThesaurusで は 必 ず し も 「上 位語 」 を グルー

プ名に してい るわけ で はない。)

他 の 関連 語 につ い て も事 情 は 同様 で あ って,ま だ まだ き わ めて不 十 分 な情 報 しか な いの が現 状 で

ある。 これ か ら,(人 間 用 も含 め て)新 た に記述 を は じめ なけ れ ば な らない部 分 が多 い 分 野 で あ島

(7)意 味 マ ー カ

筆 者 は 「共 用 」 辞書 には 意味 マ ー カを含 め るぺ きで は ない と考 え る。 そ こで,こ こでは,な ぜ意

味 マ ーカを 「共 用 」辞 書 に含 め るぺ き で ない か につ い て個 人的 な意 見 を述 べ てお こ う。

ま ず,第1に,意 味 マ ーカの 設定 の基 準 が むず か しい とい う こ とであ る。 そ れ は,意 味 マ ー カの

利用 方 法 な り 目的 な りがよ くわか らな い と い うこと で もあ る。 現 在の各 文 法 に よって意 味 マ ー カの

位 置 付け が異 な るの であ る。 また,実 際 の 応用 シ ステ ムを み て も,各 システ ムで利 用 の仕 方 が決 定

的 に ち が って い る と考 え られ るの で,こ の情報 を共用 す る ことは不 可能 に近 い と判 断 す る。

第2に,上 に述 べ た こ と とも関 連す るが,意 味 を き ちん と(明 示 的k形 で)記 述す るの はた いへ

ん む ずか しい とい うこ とが あ る。 これ をお お まか に い くつ か の カテ ゴ リーに まと め るの が意 味 マー

カで あ るな らば,極 め て中 途 半端 な もの で あ るとい わ ざるを え ない。

現 在 ま で の研究 でわ か ってい る こと であ るが,意 味 とい う ものは,き わめ て心理 的 な側 面 が あ り,

典 型的 な(Prototypicalな)意 味 につ い ては お お かた の 合意 が あ って も,そ の周 辺 には 曖昧 な部
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分 が広 が っ てい て,は っ き りと とらえ る ことが むずか しい分 野 なので あ る。 た とえ ば,Roschな

どの実 験 に よ る と,何 がfruitか と か,何 がvegetableか とい うこと を多 くの人 に たず ねた場 合

合,み ん なが 合意 す る よ うな典 型 的 な もの が あ ると同時 に,一 部 の人 しか認 め ない よ うな特殊 な も

の が い ろい ろ あ るとい うこと で あ る。 そ れ と同様 に,appleと いえ ぱ 「リン ゴの 実 」 あ るいは 「リ

ンゴの木」 とい うことでは'豆ぼ全 員 の 合意 が 得 られて も,野球 のポールだ とか,乳 房 だ とかの意味があるかど

うかは 合意 がむず か しし(とい うことである。これ らは 別話 としての処 理 もr(rきようが,appleに は,必 ず しも

リン ゴ でな くと も リンゴ に形 が似 てい れば そ う呼 べ る もの が あ り,custardapple[バ ンレ イ シ

科 の植 物,あ るいは北米 産 ポ ー ポ ー],oakapple[カ シ ワ没 食子],thornapple[チ ョウ

セ ン ア サ ガオ,あ るいは サ ンザ シ の実],Mayapple[ポ ドヒル ム]な ど,リ ンゴで はない もの

を単 にappleと い う場 合 もあ る。 つ ま り,aPPleと い う簡単 な一 語 を 取 り上 げ て も,い わゆ る リ

ンゴ を中心 にそ の まわ りに曖 昧 な領 域 が あ るわけ で ある。

この よ うな 複雑 な 現象 で あ る意 味 を数 個 ない し数十 個 の意 味 マー カで と らえ る ことは と うて い で

きない。(こ れ を評 して 「中 途半 端 」 とい った の であ る。)も.っ と もっ と細 か い レベ ルで の記 述 を

す る よ うに こ ころが けな い と,語 彙 全 体を と らえ るこ とは で きない と思 う。

英 語 に つい て は筆 者 自 身が あま り知 らな い とい うこ ともあ り,充 分 な議論 が で き ないが,以 上 の

よ うな こ とを もっ て,自 然 言語解 析 用 辞書 で共用 可能 か ど うか を考 え る材 料 と した い。

6.3共 用可 能な 辞 書 項 目の 範 囲(日 本 語)

辞書 の記 述内容 には,文 法体 系 に依 存す る部 分 が あ り,そ れ は文 法理論 に よっ て異 な って くる。 そ

れ故,汎 用 の辞 書 を求 め るの は容 易 で は ない。 こ こでは,特 定 の文 法 理論 を想 定 しな い で,特 に 日本

語 の基 本 的 な語 彙を記 述す る うえ で,問 題 とな りそ うな項 目を整理 して みた。

(1)見 出 し語

i.単 語 の認定

a形 態 上,単 語 と単 語以 下 の レベ ル(形 態 素;接 辞,語 素)や 単 語以 上 の レベ ル(句)の 区別

が あい まいな ものが ある。 あい ま い な ものは,見 出 し語 と して立 項 してお く方 が よ い。 漢字 二

文字 か らな る 「国際 」 「民主 」 の よ うに,見 かけ上 は単 語 相当 であ るが,常 に合成 語 の要 素 で

あ る とい う形 式が あ る。 「持 っ てい ぐ」 「連れ て くる」 「きめてか か る」 「か って で る」 な ど

は 見 かけ 上 は単 語 を越 え た形 式 で あるが,意 味 的 なま とま り,文 法 的 な特 徴 に基 づ くと,一 単

語 と して みな され るべ き もの で あ る。

b.語 形変 化 をす る単語 の あ る語 形 が特 殊化 して独立 の単語 に な った もの も採録 すべ き であ る。

た とえば,「 思 わ ず 」 「た え ず」 「残 らず 」が 動詞 の 「思 う」 ・「た え る」 「残 る」 の否定 形 で

あ る と同時 に,独 立 の 副詞 と して の用 法 を認 め て,見 出 し語 と して立項 す る場 合 がそ うで あ る。
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c.基 本 語 には 多義 語 が 多 いが,一 般 に,こ れ を ・一つ の・単語 の 多義 とす るか,複 数 の単語 とす る

かの判 定は 困難 で あ る。 「夏は 暑 い」 「身体が 熱 と三」 「層が墨 竺 」 の 三 つの 「あつ い1を 統 合

す るか別 々の項 目とす る か とい う種 類 の 問題が ある。 この際;表 記 の違 いが意 味 の違 い を反映

してい る こ とが あ るo

ii.派 生 語 ・複 合語 の扱 い

接 辞類,語 素 も辞=書項 目 と して た てる と して も,「 親 しい→親 しさ/親 しみ 」 「女→女 らしら/

女 み たい/女 っぽ い」 「嬉 しい→ 嬉 しが る/嬉 しが らせ る」 な どの派 生 語 を それ ぞれ 見 出 し語 と

して立 項 す るか ど うか の基 準 を定 め るの は困 難 で あ る。

さ らに複 合 語 の問 題 も日本 語 では深 刻 で あ る。 特 に名 詞 と動 詞 にお け る複 合語 の生 産性 が 極 め

て 高 く,複 合 語 の全 体 を立 項 す る こと は不可能 で あ る。 複 合語 を構 成 す る要 素 にそ の可能 性 を記

述 してお く ことが 望 ま しい。

接 辞 類 には,形 態音 韻 論 の 観 点か ら異形(異 音)を 記 述 す る必要 が あ る。 た とえば,真(ma=/

maN-/maQ-)の よ うに(「 ま正 面」 「まん 中」 「ま っ裸 」)。 こ う した 形 態音 韻論 上 の記 述 は

複 合語 を構 成す る要 素 に ま で及 ぶ と理想 的 で ある。 た とえ ば,箱(hako/-bako)の よ うに(「 お

も ちゃ箱(bako)」 「化粧 箱(bako)」 「ごみ箱(bako)」)。,

jii・表 記 の多様 性

日本語 の 表記 は制 限が ゆ る く多 様 で あ る。 漢字 とか な,そ れ らの 混 ぜ書 きに加 え て送 りが なの

ゆ れ もみ られ る。 標 準 的 な もの と,他 の可能 性 を区別 して 記述 して あ る こ とが望 ま しい。

単 語 の 出 自 を文 字 の種 類 に よって表 わす こ と も可能 で あ る。 和 語 は ひ らが な,洋 語は カ タ カナ,

漢 語 は漢字 で表記 す れ ば よし(。

lV.品 詞 の認定

複数 の品詞 にま たが る もの や二 つの 品詞 の中 間的 な 単語 群が あ る。 以 下 に示 す 例 は,い わゆ る

形 容 詞 と形容 動詞 の形 態 論 的 な違 い を見 る もの で,(a)は 形 容詞 の典 型例,(dlは 形 容動詞 の典 型例

であ るのに 対 して,(b)と(c)は 両 者 の特 徴が 前分 的 に,あ るいは 全 体 と して重 なっ てい る もの であ

るo

語 幹 終 止 連体 遡

(a)な が

(b)ち い さ

(c)や わ ら か

(d)し ず か

なが い

ちい さい

や わ らかい

や わ らか だ

しず か だ

なが レ・

ちい さ い

ちい さな

やわ らか い

やわ らかな

しず か な

なが く

ちい さ く

や わ らか く

(や わ らか に)

しず か に
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(2)見 出 し語 の 下位 区分

一 般 に 下位 区分 は ,単 語 の もつ 語彙 的意 味 の 違 い に よ って行 わ れ る。 この際,文 法 的 な特 徴 の差

異 につ い て も配 慮 され るべ きで あ る。 た とえ ば,「 ペ ン キを壁 に塗 る」 と 「ペ ン キで壁 を塗 る」 の

よ うに,動 詞 「塗 る」 の格 支 配 の相異 は,文 法的 特徴 の違 いの一 例 で あ る。

(3)意 味'卜青幸艮

1.記 述用 語 の限 定

記 述す る側 の語 彙 を限定 す る こ とが 望 ま しい(た とえ ば,基 本語2000語 の範 囲 で行kう)。

ii.意 味記 述 の方 法 の 統一

一 般 に単語 の 意 味 は
,意 味 特 徴 と上 位 語 に よっ て記 述 され る。 た とえば,「 たんす 」 は 「引 き

出 しや開 き戸が あ り,衣 類 や 茶器 な どを整 理 して入 れ てお く木製 の箱 状 の家 具」 の よ うに記 述 さ

れ るが,「 引 き出 し……箱 状 の 」 の前 分が 意味 特 徴 で あ り,「 家 具 」が 上位語 に当 た る。 この記

述 を 可能 な限 り徹 底 させ る。 外延 を列 挙す る方 法,た とえ ば,「 金属 」 にお け る 「金,銀,銅,

鉄,… …」 な ど も併 せ て利 用す る。

iii,意 味 分類 を体系 化 す る。 概 念 に基 づ くシ ソー?ス と言 語 よ りの意 味分 類 が 考 え られ るが,日 常

語基 本 語 の場 合 に は意 味 が 多様 で あ り,分 類 が 困難 で ある。

iv、百科事 典 的 左情 報

記 述 の範 囲 は,目 的 に応 じて大小 ま ちま ち とな ろ う。

V.関 連 語

上位 語,下 位 語,類 義 語,対 義 語(antonymy,converseness)左 どの記 述。 厳 密 に考 え

る と少 な くな るが,ゆ る く多 め に記 述 して お い て,利 用 の 際,目 的 に よっ て整理 す れ ば よい。

(4)文 法情 報

(4.1)形 態 に関す る情報

i.語 形変 化

動 詞 ・形容 詞 の活 用。 狭義 の活 用 のほ か,接 辞類 の つい た語 形 も記 述 の対 象 とす る(「 読 む/

読 ん だ/読 も う/読 ん で/・ ・…」 な どは 前者,「 読 み ます/読 ま せる/読 まれ る/読 まな い/読

みた い/… … 」 な どは後 者)。 さ らに 分析的 な語 形(「 読 ん でい る」 「読 ん でtsく 」 「読 ん で や

る」 な ど)の 可能 性 も記 述 して あ る と便利 で あ る。 動 詞 「咲 く」 は,「 咲 い てお く」 「咲 い て や

る」 とい った分析 的 な語 形 を と らな い。 語 形変 化 の タ イプを示 して あ る ことが望 ま しい。 伝 統 的

な国 文法 の活用 の 分類 だけ では情 報 が 少 なす ぎる。 名詞 の格 助詞 のつ き方 も,一 様 で はな い。 「さ

っ き」 「先刻 」が名 詞 である として も,「 か ら」 「ま で」 「の」 は後 置す るが,「 が 」 「を」 「に」

左 どが これ らの単 語 に つ くこ とは な い。

ii.形 態論 的 な カテ ゴ リー

形 態論 的 な カテゴ リー とは,あ る語 彙 的意 味 を もつ単語 の,少 くと も二 つ以 上 の文 法 的 な意 味 や
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機能 の点 で対 立 す る語 形 の系列 か らと りだされ た もの で あ る。 日本 語 の動 詞 に は,ヴ ォイス,ア

スペ リ ト,肯 定 否 定 ,ス タイ ル,テ ンス,ム ー ドな どの カテ ゴ リーが 認 め られ る。 これ らの カテ ゴ

リー の中 には さ らに,い くつかのサブカテゴ リーか らな る もの もある(た とえ ば グ ォィス)。 こ う し

た形 態 論 的 カテ ゴリーについて は従 来 の辞書 には極 めて不 十分 に しか記 述 され てい ない。IPAの

「基 本 動 詞辞書 」 が,こ う した カテゴ リー をあ る程度 ま で考慮 してい て参考 に な る。

(4.2)統 語 に関す る情 報

i。 支 配 語 に よる語 結 合(collocation)

動詞 の格 支 配 のパ タ ー ンが そ の例』 支 配語 に なれ るの は,動 詞 のほ か,形 容詞,名 詞,副 詞 の

一 部 であ る
。 ちなみ に,陳 述 副詞,連 体詞,接 続 詞,感 動詞 の単語 群 は 支配 語 の資格 を もた ないb

な お,格 支 配 につ い ては,必 須 要 素 と任 意要 素 の問題 が あ り,こ の 区別 は判定 が ゆ れ る。 任 意

的な 格成 分 を辞 書 の中 に統 一的 に記 述す る方 法 は今 後検 討 さ れ なけ れば な らない。

また,こ の格 成 分 に意 味的 な関 係 をか ぶせ た,い わゆ る深 層格 は不 安 定 な性格 を もっ てい る。

安定 した枠組 み を得 るの は容 易 で ない。

ii..形 式 語 の記 述

一 般 に形 式 名 詞 や形 式 動詞 と呼 ば れ てい る語 につ いて は
,特 に 統語 的 な情報 を詳 細に 記述 しな

け れば な らな い。 「こ と」 「よう」 「の」 な どの名 詞 性 の形式,「 す る」 「あ る」 「な る」 な ど

の 動 詞が そ の具体 例 で ある。こうした 形式 語 の研究 が 近年 盛 ん に 行 わ れ てお り,辞 書 に もそ の成果

が と りこまれ なけ れ ば な らな い。

(5)文 体(広 義)情 報

i.歴 史 的'

新語,古 語,流 行 語 な どの 区別。

ii,.地 域 的

方言 差(英 語 の 場 合 な ら,米 語 か イギ リス語 かの 区別 も)。

m.社 会的

政 治,経 済,ス ポ ー ツな どの分 野 ご との 義 学 問領域 に よる専 門語 もこ こに属す る と考 え られ

る。 学生 用語,幼 児 語 な どの 区別 もふ くまれ る。

iv.機 敏 的(あ るい は,狭 義 の 文体)

中立 的 な語 に対 して,あ らた ま っ た用語 や くだけ た用 語(俗 語)の 区 別 な ど。 一 般 に,一 つの

文 や 文章 の中 で,異 な る機 敏 的特 徴 を もつ用 語は 共起 しない もの で あ る。 「些(く だけ)を 旦

」二あが る(あ らた ま り)」 「あな た さま(あ らた ま り)の 小 伜(く だけ)」 とい った語 結 合 が よ

くない の はそ う した個 々の単 語 の もつ機敏 的 特徴 が シ ン タグ マの 中 で一 定 して い ない こ とに よ る。

一194一



(6)慣 用表 現

1.強 い慣 用表 現

「気 が つ く」 「道 草を く う」 「役 に たつ」 「あぶ ない橋 を渡 る」 な どの 慣用 句。 これ らの 慣用

句 は,(a)構 成 要 素 の結 びつ きが 不規 則 で,特 殊 で あ る,(b)全 体 の意味 を要 素 に分 解 で きない ,(c)

形 態 上 かつ 統 語 上 の拘 束が 強 くは た ら く,(d)あ らか じめ形 づ くられ た 既 製 品 で ある
,(e)全 体 で単

語 相当 で あ る,な ど。 特 徴 を も ってい て,慣 用 句 そ の もの が辞 書 の見 出 し語 と して登 録 され なけ

れ ば な らない もので あ る。

ji.弱 い慣 用表 現

「ブ レー キをかけ る」 「ブ ラ シをかけ る 」 「ア イ ロンを かけ る」 「ス イ ッチ を入 れ る」 「は さ

みを 入 れ る」 な どの 表 現。 こ う した 慣用 表 現 は辞書 の 中で例 示 してお くこ とが 望 ま しい
。 「ブ レ

ー キを かけ る」 の例 な ら
,「 ブレ ー キ」 の 項 に も 「か け る」 の 項 に も,こ の例 示 がほ しい。 ち な

み に,こ の よ うな タ イプの慣 用表 現は,言 語 に よっ ては一 単 語 で表 わ され る もの が比 較 的 多い
。
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7.自 然 言語解析用辞 書 の運 用

7.1辞 書 の 共 用

は じめ に,自 然 言語 解析 用 辞書 の共用 につ いて辞 書 の運 用 の立 場 で考 察 してみ る。

言葉 を扱 う シス テ ム で あれ ば,大 な り小 な り あ るいは ア ル ゴ リズ ムの複 雑 さの度 合 は異 な って も何

等 かの形 で 自然言 語 解析 用辞 書 の利 用 が 不 可欠 で あ る。 しか し,こ れか ら新 し く研 究 な り開発 を始 め

よ うとす ると,ま ず そ こで使 用 す る辞 書 を用意 しなけ れば な らない。辞 書 を始 め か ら作 る のは 大変 な

の で一般 に冊子 体辞 書 な どを基 本 に して開発 が進 め られ る場 合が 多い ようで あ るが,開 発 期 間 ・費 用

な どの 問 題が 大 きい。 この ような時 に機 械 可読 な既 存 の辞 書 が利 用 可能 で あれ ば,そ れ らの適 当 な辞

書 か ら必要 な素材 を抽 出 して加 工 した もの を基 本 に組 み合 わ せ て,不 足 の情 報 を 付加 して新 しい辞 書

を作 成す る方 法が考 え られ る。 ま た,既 存辞書 か ら不 足 して い る情 報 を見 つけ,そ れ を素材 に して 自

らの辞書 に付 加 的 に取 り込 む方 法 も考 え られ る。

この よ うな辞書 相互 の 共用 を 目的 とした"共 用 辞 書 フ ォー マ ッ ト"の 検討 も必要 とされ よ う。 共用

辞書 フ ォー マ ッ トが実 現 可能 で あれ ば図7-1に 示す よ うに共用 辞 書 フォ ーマ ッ トを経 由 した変 換方

式 を採 用 す る ことに よって,共 用 を効率 的 に促 進す る ことが 可能 とな り,か つ,運 用 時の辞 書 の改定

に当 って も相互 の共 用 の可能 性 が ある と思 わ れ る。

一
機械可読 一般辞書

一
専門辞書

一
目的辞書

変 換 ツ ー ル
|

共 用 辞 書 フ ォ ー マ ッ ト その他の資源

変 換 ツー ル

新規開発 目的辞書

図7-1

ま た,一 旦辞 書 の開 発が 終了 して もそ の適 用 システ ムの ニ ー ズに対 応 して絶 え ず手 直 し,改 良 ・拡

張 が せ ま られ る ことに な る。 このた めに は開 発 の体制 に引 き続 き運 用体制 へ の移行 を き ちん と して お

く必 要 が あろ う。一 方 ユー ザ と っては,辞 書 利 用 の し易 さ と共 に維 持管理 の容 易性 も重 要 で ある。
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7.2辞 書 運 用上 の 考 慮 点

次 に,ユ ー ザが 自 然言 語解 析用 辞書 を応用 シス テ ムに運 用 して い く上 で の幾 つ かの 考慮 す べ き点 に

つい て考 察 してみ る。 応 用 シス テ ム と して の機械 翻 訳 ,自 動 イ ンデ ックス,OAや デ ー タベ ー ス検 索

での マ ン マシ ー ン イン タ フ ェー ス な どに対 応 して辞 書 の機能 レベ ルは 様 々 で あ り運用 形態 もそ れぞ れ

異 な る と思 われ るが,こ こでは そ れ らを個 々 に論 ず る こ とな く一 般 論 と して述 べ る こ とにす る
。

自然言 語 解析 用 辞 書 を ユ ーザが 応 用 シス テ ムの実 態 に合 わ せて維持 管理 して い くた め に は,ユ ーザ

の利用 分 野 に依 存 す る部 分は ユ ー ザ 自身 に よる辞 書編 集 が 可能 な運用 体制 が 肝 要 で あ る
。 この ため に

は以 下 に示す 事 柄 を考慮 すべ きで あ ろ う。

・辞書 の提 供 側 との協 調体 制

・辞 書 編集 手順 標 準 マニ ュ アルの整 備

。辞書 編 集 機能

・専門 家に よる技術 支援 な ど

辞 書 の提 供側 との協 調 体 制 とは,ユ ー ザ 自身 で管 理 可能 な部 分 を明確 にす ると共 に,提 供 側 は ユ ー

ザか らの フ ィー ドバ ックお よび 自 らの改 善 ・拡張 を行 い ユーザ に提供 して い く運 用 上 の協 調 体制 で あ

る。 図7-2aは この関係 を表 わ してい る。 ユーザ の辞 書変 更 と提供 側 の変 更 に よ って も辞書 全体 の

整 合 を保 つ ため に は図7-2bで 示 す よ うに辞 書 を 大 き く3つ の 階層 に分 け,ユ ーザは"ユ ー ザ辞 書"

の 層 での み追加 ・修正 す る こと に よ り上 位 層 へ 影響 を与 える ことな く,そ れ ぞれ の層 の改 善 に対 処 で

きる よ うな運用 上 の 配慮 が必 要 に な る。 また,こ れ に よって ユ ーザは提 供側 の将 来 の拡 張 を受け入 れ

易 くな る メ リ ッ トが ある。 なお,実 際 の運 用 に あた っては,将 来 へ の拡張 性 を高 め るた め に単 に辞書

デ ー タフ ァイルだ け の積 み重 ね でな く,各 層 との間 に何 等か の参 照 あるい は変 換 の た めの アル ゴ リズ

ムの存 在 を検 討 して お くこと も考 え られ る。

提供側 ユ ー ザ 側

改版提供

図7-2a

(一 ザ)
1

ユーザ辞書

1

専門分野辞書

1

基本辞書

図7--2b
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辞書 編集 手順 標 準 マニ ュア ル の整 備 につ いて は,辞 書 全体 の整 合 を保 持 しなが ら運用 管理 して い く

ために 必須 で あ る。 マニ ュア ルに は,ユ ーザが 辞書 の どの部 分 に,ど の よ うな手 順 と方 法 に よ り,ど

の よ うな点 に配 慮 して情 報 を追 加 変 更 してい くかの 作業 基準 が 記 載 され る。 これ に併 せて 作業用 の ワ

ーク シ ー トも用意 して お く必要 が あろ う
。 特 に辞 書編 集 を一 括 処 理 方式 で実 施 す る場 合 には 不可決 で

ある。

辞書 編集 機 能 は,辞 書 修 正を ホス ト端 末機 や ワー クス テー シ ・ンか ら対 話 型 で実行 す る機 能 と,辞

書編 集 ユテ ィ リテ ィに よ り一 括 処理 方式 で実 行 す る機能 とに分 け られ る。 対 話型 機能 は しrわゆ るC'辞

書 エデ ィタ"と 呼 ば れ る もの で,適 切 な ガ イダ ンス,マ ル チ ウイン ドウ,参 照入 力 な どを用 い て ユー

ザが 容 易 に辞書 編集 出 来 るた め の工夫 が 必要 とされ る。 また,応 用 シス テ ムが 対話 型 で実 行 され る場

合 には,応 用 シス テ ムか ら随 時 に辞 書 エ デ ィタを呼 び出 せ る機能 も重 要 であ る。 辞 書 編集 ユティリティ

では,ワ ー ク シー トに記 載 され た辞書 変 更情 報 を一 括 入 力 して,高 速 に辞書 変 更す る ため の機 能 で あ

る。 い ず れの機 能 にお い て も,辞 書 全 体 の整 合 を保 持 す るた め には,辞 書 変更 を誰が,い つ,ど の よ

うな理 由 で実施 した かの 修 正 の 履歴 の記 録が な され,か つ,後 に検 索 出来 る機 能 も重 要 であ る。 更 に,

未登 録語 の管 理,使 用頻 度計 測,辞 書 内容 の 印刷,そ の他諸 統計 表 の作 成機 能 も辞 書 を運 用 ・管 理 し

て い くため の支援 機 能 と して必要 と な ろ う。

専 門 家 に よ る辞 書運 用支 援 に つい ては,特 にエ ン ドユ ーザ に対 す るシ ス テ ム運 用技 術 者 の支援,シ

ス テ ム運用 技 術 者に 対す る辞書 作成 技術 者 な どの支援 が 臨機 応変 に得 られ る亘常 的 な組織 作 りが必 要

であろ う。 また,こ の よ うな組 織 におけ る遠 隔 か らの相 互 の コ ミ ュニ ケー シ ・ンにつ い て も最 近急 速

に進展 してい る通信 ネ ッ トワー ク技 術 に よ り効率 的 に実 現 さ れ るもの と思 わ れ る。

1

辞書作成技術者エ ン ドユ ー ザ システム運用技術者

|

言語学者

ユーザ側の組織 提供側の組織

図7-3専 門家による支援体制

7.3辞 書 デ ー タ管 理 シ ス テム

実用 を 目指 した適 用 シス テ ムの 自然 言 語 解析 用辞 書 の運用 には,辞 書 引 きや管理 のた め の デ ータ管

理 シ ステ ムが重 要 で あ る。 辞書 の機能 レベ ル が複 雑 で あ った り規 模 が 大 きい程,ど のデ ー タベ ース管
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理 シス テ ムを 利用 して格 納 ・管 理す るか に よ って ア クセ ス時 間や メン テ ナ ンスの効 率 に大 き く影 響 す

る。 一 般 に デー タ管理 機能 の充 実 して い るオ ペ レーテ ィング シス テ ムのア クセ ス方 式 や汎 用 の デ ー タ

ベ ー ス管理 シス テ ム に頼 って開 発 の手 間 を少 な くす る場 合 が多 い よ うで あ る。 しか し,デ ー タ構 造 の

制 限 や ア クセ ス時間 の効 率が 悪 く応 用 シス テ ムその もの の運用 にも悪 い影 響 が予 想 され るので,そ の選

択 基 準 を 明確 に してお くべ き で あろ う。 ま た今 後 は,自 然 言語 解析 用辞書 の運 用管 理 に適 した専 用 の

デ ー タベ ース管理 システ ムの研究 開 発や 更 には ニ ューメ デ ィア へ の対応 の検討 も重要 と思 われ る。

7.4辞 書 の共 用化 推 進 の た め に

以 上,自 然言 語 解析 用辞 書 の運 用 につ い て,特 に ユー ザの立 場 か ら触 れ てみ たが.最 後 に辞=書の共

用 化 に 関 して更 に考 察 して み る。 本 来 辞書 作 りは,多 大 な労 力 ・費用 と歳 月を 要 し,か つ 言語 学 者 ・

計算 機 科 学 者 お よび応 用分 野 の専 門家 な ど多 くの人 々の協 力 な く しては な し得 な い仕 事 で あ る。 自然

言 語 解析 用 辞書 作 りが生 きてい る 自然言語 を相 手 に してい る限 り,日 々,時 代 と共 に変化 す る言 語情

報 へ の対 応が 常 に必要 と され る意 味 に おい て,こ れ を次 世代へ の財産 と して未 来永 劫 に取 り組 むべ き

事 業 と言 え る。 すkわ ち,一 般 語 を収 録 す る基 本 辞書 につ いて は,1研 究 所 ・1企 業 な どの 枠 を越 え

て分担 開発 な どの協調 体制 での 開 発が 理 想 で あ り,そ のた めの行 政 の支援 が是 非 と も必要 と思 われ る。

願 わ くば国 の事 業 と して永続 的 に取 り組 み,例 え ば そ こで開発 した辞 書 の運 用 に当 っ て は,著 作権 な

どの 問題 もあろ うが,基 本的 にパ ブ リッ ク ドメイ ンと して 公開 し,自 由に使 え る制 度 とす るのが理 想

的 で あ る と言 え よ う。 た だ し,公 平 の原 則の ため に利 益 を 目的 と した利 用 には 適 切 な受 益 者 負担 を課

す るな どの配慮 は致 し方 ない こ とで あろ う。 同様 に分野別 の専 門用語 や固 有名詞 な どを収 録 する専 門

辞 書 につ い て も,公 益的 に共用 可能 な専 門用語 デー タバ ンク と して構築 さ れ るべ く早急 に国 の機 関 の

設 置 が 期待 され る ところ であ る。 さ らに,辞 書 の共用 化 を推 し進 め るため に は,言 語学 者 ・翻訳 家 ・

言十算 機科 学 者 ・辞書 作成 技術 者 な ど辞書 作 成 に関与 して い る専 門家 の経験 ・ア イデ ア ・提 案 な どの発

表 お よび情 報 交 換 の場 の恒 常的 な設 定 も必 要 とな ろ う。
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8.お わ り に

コン ピュー タを 用 いた 自然 言 語 処理,例 えば 機 械翻 訳,自 動 抄録,デ ー タベ ース検索 等 の 各 シ ステ

ムにお い て,自 然 言語 の解 析 を支援 す るた め の辞 書 の 重要 性 につ い て はす で に衆 目の一 致 す る ところ

であ る。

辞書 作 成 の 現状 は,各 々 の 目的 とす る応 用 シ ステ ム,さ らには そ こで採 用 してい る解 析 レベ ル,解

析 手 法が 異 な る ことに より,辞 書 の体 系,収 録 項 目等 にか な りの バ ラツキが あ る。

これは本 調 査 で も各章 で述 べ てい る とお り,解 析 のた め の辞 書 は 自 然言 語 を解 析 す る アル ゴ リズ ムや

や その た めの規 則 と密 接 な 関係 を有 してい るた め であ る。

この た め本 調査 で 目的 と して い る相互 利 用 可能 な辞 書 の研 究 と して は,実 現 困 難 な点 も多 くみ られ

るo

しか し,応 用 システ ムご とに一 か ら辞書 を開発 す る には,多 大 な労 力,コ ス ト,時 間等 が か かる う

え,自 然言 語 を 対象 とす る限 り辞書 開発 側 で完 全 な辞 書 を提 供 す る ことは困 難 で あ り,利 用 者側 に も

辞書 拡充 の負 担を 強 い てい る ことが現 状 で あ る。

この よ うな状 況 を踏 まえ,直 接 応 用 シス テ ムで利用 出来 な い まで も,何 らか の加工 な り,情 報付 加

す れば利 用 出来 る よ うな,い わば マ ス ター的 な相 互 利用 可能 な辞 書 につ い て検 討 す るこ とは非 常 に有

意義 な ことで あ り,か つ,将 来 の 利用 者ニ ーズ を先取 りす る こ とに もな ると考 え る。

辞書 の相 互 利用 を意 識 した場 合,配 慮す べ き事項 は これ まで各 車 で述 べ られ てお り,工 学 的,言 語

学的 に み て簡 単 で は ない こ とが 明 らか にな った訳 であ るが,今 後 さ らに検 討 を要す る主 な課 題 と して

は 次の よ うな点が あげ られ る。

(1)辞 書 作 成上 の課 題

① 自然 言語 解析 の アル ゴ リズ ム,規 則 との関 係 に お いて,解 析 の 各 フ ェー ズ ご とに必 要 とな る

辞 書 の共 通 項 目の明 確 化

② 冊 子体 型辞 書 デー タ(各 種一 般辞 書,シ ソー ラス,用 語 集,用 例 集等)の 有機 的 利 用 方法の

検討

③ 辞書 体 系,例 え ば 一般 辞 書 と専 門 辞・書 との 役 割 を考 慮 した 全体体 系の検 討

④ 共用 可能 な辞書 項 目の範 囲 の一 層 の明 確 化,お よび そ れ に伴 う辞 書 記 述 の ため の規 則 の明 確

化

な ど

(2)辞 書=運用 上 の課 題

① 応 用 シ ステ ムで直 接利 用す る辞書(目 的辞 書)と 相 互利 用 可 能 な辞書(共 用辞 ・書)と の 間 の
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イン タフェー ス機 能の 検 討

② 共 用 辞書 の維 持 ・管 理 手 法 の検討

な ど

これ らの課 題解 決 の た めには,一 つ の応用 シス テ ムを事例 と し特定 の ア ルゴ リズ ム な り規 則 を基 に した

辞書 を材 料 と して実 証 的 な検 討 を加 え る必 要が あ る。

最 後 に,広 範 囲 に利用 す る実 用 的 な辞 書 と な る と大規 模 に な らざるを得 な くな り,か つ,内 容 的 にそ れ

な りの権 威 が 要 求 され て くる ことを考 え合 わ せ る と,辞 書 の 開発,維 持,管 理 体 制 は民 間 レベ ルの枠 を超

え てお り,国 家 レベ ルの体 制 作 りが急 務 で あ る。

開 発部 分 につ い ては,体 制が 作 られ つつ あ る もの の,維 持,管 理 体 制 は未 だ明 確 では な く不十分 で あ る。

特 に,欧 州 にお いて は分野 ごとの専 門用 語 を各 国の言 語 で収 録 した ター ミノ ロジー ・デ ー タバ ン クが 以

前 か ら整 備 され てお り,国 際 取 り引 きに おけ る活用 が なされ て い るが,我 が 国 に は未 だ この よ うな もの は

な く,立 ち遅 れ てい るのが 現 状 で あ る。

従 って,専 門用語 の標準 化 も含 めた 辞書 の管 理 を国家 レベル で推進 す る専門機 能 の整 備が 強 く望 まれ る

と ころで あ る。
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資料1冊 子体辞書の歴 史 と編纂方法

東京都立大学人文学部

忍足 欣四郎 教授

私 の専 門 は 中世 英 文学 で,西 暦700年 ～1100年 の 英語 で書 か れ た文学 で あ り,英 和辞 典 の編

纂 に当 る こ とに な り,以 来25年 間 そ の仕 事 に携 わ った。 従 っ て私 は辞 書 編纂 の理 論 よ り,実 務 に詳

しい。今 日は私 の専 門 の英 和 辞書 を中心 に,辞 書 の 内容 ・編纂 の歴 史 ・編 纂 の方法 お よび い か な る項

目が記載 され て いれ ば辞 書 といえ るの か,と い うこ とにつ い て話 す 。

まず辞 書 とは何 か とい うこ とに つい て述 べ る。手 元 に あ る国 語 辞典 に より 「辞書 」の定 義 を調 べ て

み た。 「三 省堂 国 語 辞典 」一 この辞典 で は各語 は簡 潔 に定義 され てい る。 この辞典 の す ぐれ た とこ ろ

は,用 例 の多 い こ とで ある。 しか し,「 辞典 」の定 義 で 「こ とばて ん 」 とい うまだ確立 してい ない こ

とば を使 用 して い る。 「新 潮 国語 辞典 」一一辞書 と辞 典 の区別 にふ れ て いな い。 また定 義 に非論 理 的 な

と ころが あ る。例 えば文 字 と事柄 等 レベ ル の違 うもの が同列 に扱 われ てい る。 三省 堂 と異 な るのは,

定 義 に用例 ・語 源 が 入 ってい る と ころで あ る。 「広 辞 苑 」一 ここで の定 義 に もおか しな部分 が ある。

用 例 は解 説 され るべ き もの では な くて,こ とばの解 説 を補 助す る もの で あ る。

以 上 の例 に共 通 して い る ことか ら辞 書 の機 能 は 次 の よ うに考 え られ る。

1.語 を収 集 す る。

2,収 集 した語 を配列 す る。

3.配 列 した語 の説 明 を加 え る。

次 に,オ クス フ ォー ド英 語辞 典(OED)で の 「辞 書 」の定 義 の主 要 部分 を和 訳 した もの を表1に

示 す 。OEDの 定義 に は 「辞書 」vatsい て考 慮 ・検 討 す べ き様 々な問 題 が網 羅 的 に含 まれ て い る。最

初 に収 容語 彙 の範 囲 を述 べ てい る。言 葉 は歴 史 を持 っ てい る し,地 域 的変 種 を持 って い る。望 ま しく

は各 時代,各 地 域 の言 葉 を網羅 的 に収 集 す れ ば よい の だが,冊 子体 辞書 に おい て は不 可能 な こ とな の

で,実 用 の書 と して の辞 書 は そ の語彙 の範 囲 を決 め る。 そ の際 そ こに あ る制 限 を設 け なけ れ ば な らな

い。私 は辞 書 理 論 の専 門 家 では ない の で 自信 を持 って 申 し上げ られ な いが,語 の選 択 は,お そ ら く頻

度 のみ では決 め られ な い もの と思 う。頻 度 調査 の 対象 の コーパ ス(corpus)の 取 り方 に もよるが,

コーパス を よほ ど大 き くしな い と意味 の あ る頻 度 は 出 て こない と思 う。 ご く 日常的 な こ とば で使 用頻

度 の非常 に高 い語 とか機 能 語 は問 題 が ない 。 また,ご く頻度 の低 い語 もまた別 の意 味 で問 題 が ない と

思 うが,そ れ らの 中 間 の頻 度 の ものに つい ては多 少 の頻 度 の多 寡 は意 味 を持 た な い と思 う。歴 史 的 原

理 に基 づい た辞 書,OEDは そ のす ぐれた例 で あ るが,す な わ ち 「歴 史辞 書 」 とい う もの が有 り うる。
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表1 「辞書 」の定 義

こ とば を一 定 の順 序 にな らべ て,

発 音 ・意 味 。用 法 な ど を示 した

書 物 。辞 典 。
cf.「 辞 典」① 辞 書 。 こ とば て

ん 。② 辞典 。 … 〔多 く書 名 に

使 う〕

① 言葉 を集 め て一定 の順 序 に並
べ発 音 ・意 義 ・用 法 ・用 例 ・語

源 等 を しる した書 物 。辞典 。

②(略)
cf.「 辞典」多 くの文 字,単 語,

または種 々の 事項 につ い て,

そ の用 字 法 ・発 音 ・意味 ・用

法 等 を説 い た書物 。辞 書 。

① こ とば を集 め,一 定 の順 序 に
並 べ,そ の読 み方 ・語 義 ・語 源
・用例 な ど を解 説 した書

。字書 。
辞 典 。辞 彙 。字 引 。→ 事典 。

②,③(略)
cf.「 辞典 」辞書 ① に同 じ。

(1)「 あ る言 語 の個 々 の語(ま た はそ の 中 の ある特定 の部 類 の語)を 扱 っ て,そ の綴 字 法 ・発 音 ・

意 味 ・用 法 やそ の 同義 語 ・起 源 ・歴 史,ま た 少 な くと もこれ らの 事実 の 中の一 部分 を解 説 した 書物
検 索 に便 利 な よ うに,語 は ある一定 の 順序 に,現 在 では た いて い アル フ ァベ ッ ト順 に,配 列 され て
お り,ま た,大 型 の辞 書 で は,示 され た知 識 が文 献 か ら取 った 引用 文 に よって例 証 され てい る… 」

また,あ る特定 の時 期(に 使用 され た語)の み を扱 った 「時 代別 辞 書 」 とい うもの も有 り うる。

地域 的 に考 え る と 「方言 辞書 」が考 え られ る。英 語 で は ブ リテ ィ ッシ ュ ・イ ング リ ッシ ュ,ア メ リ

カ ン ・イ ング リ ッシ ュ,旧 植 民 地 での イ ング リッシ ュ等 が あ る。

ある文献 を読 むた め とい う実 用 的 な面 か ら 「難語(Hardwords)辞 典 」もあ る。 これ は語 の実

態 を明 らか にす る とい う学術 的 見地 にた つOEDの 目的 とは ま った く異 な り,実 用 的 目的 で作 成 され

る もの で ある。

また特 定 分 野 で用 い られ る語 を集 めた 「専 門用 語 辞典 」 もあ る。

(以 上 で一 応,辞 書 の制 限 な い し,辞 書 の種類 につ い て述 べ られ た。)

再 び,OEDに おけ る辞 書 の定 義 に もど り,逐 次 説明 す る。

綴字 法 とは,「 どの よ うな綴 りを容 認 され た もの とみ なす か 」 とい うことで あ る。 また発 音 に つい

ては,「 どの よ うな発 音 を容認 され た もの とみな す か 」 と 「どの よ うな発音 記 号 を採 用 す るか 」が問

題 とな り,発 音 だけ を取 り出 して扱 った もの と して 「発音 辞書 」が ある。 しか し,な ん とい って も辞

書 の 中心 を な す もの は意 味 の 記述 で ある と思 われ る。 現実 の辞 書 の発 達 を見 る と,多 くの辞書 は先行

す る辞書 の定 義(意 味 の分析)に,多 かれ少 か れ拠 ってい る訳 で あ るが,理 想的 には独 自に例 文 を収

集 し,そ れ らの意味 分 析 を行 う ことか ら出発 しなけ れ ばな らない し,そ の分析 に基 づい て定義 を構 築

す るの で ある。 多 くの場 合一 つ の語 は複数 の語 義 を持 つの で,そ の意 味 を区分 し配列 す る こ とにな る。

配 列 に は,歴 史 的 方 法 に よる もの,頻 度 に よる もの,理 論 的 な い し論理 的展 開 に よる もの等 が考 え

られ る。 歴 史的 配 列 に は,例 え ばOEDで 行 っ てい る もの が あ る。 頻 度 に よる配列 は,語 義 の分 析 の

仕 方 に も よるの で大 変 難 しい 。手 段 と して コン ピ ェー タを用 い る と して も,頻 度 を測 る文 中の語 に前

もって文脈 に沿 った語 義 を与 え て おか なけ れ ばな らない か らで ある。 そ うな る と,例 えば ある辞書 を
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作 る場 合に,既 成 の頻 度調 査 は 活用 しに くい とい うこ とにな る。

以 上 の よ うな 配列 の 方法 が あるが,ど の 配列 を採 用 す るか は辞 書 の使 用 目的 に より決定 すれ ば よい。

常 識 的 に言 うと,ク ー ン とい うア メ リカ の辞 書 学 者 がい るが,こ の人 は 中期英 語辞 典(Middle

EnglishDictionary)と い う辞 書 の エ デ ィター で あ るが,MEDの 編集 につ い て ある所 で次 の よ

うに語 って い る。

「MEDは そ れ 自身 を中期 英語 の厳 密 に科学 的 な分 析 と見 な さず,む しろ広 く科学 の原 理 に合 致 す

る(少 な くと も故意 にそ れ を破 ろ う とは しな い)が,多 種 多様 な使 用 者 が な るべ く苦 労 ・混乱 しな い

で求 め る もの を見 い 出せ る よ うな形 で示す よ うに配 列 した芸術 作品 と見 な してい る。 」

ク ーンは続 け て次 の よ うに言 ってい る。

『論 理的配 列 とは,さ ま ざまな語 義,す な わ ちそ れ らの語義 を示 す定 義 を次 の よ うに配 列 す る こと

で ある。つ ま り,読 者 が相互 に関連 の あ る,な い し類似 した もの(ど ち らが時 代的 に後 の もの で ある

か とか派生 した もの で あ るか とい うこ とと関 わ りな く)と 考 える よ うな語義 を分散 させ ず に一括 す る。

語 義 の グル ープ の中 で一 番 重要 な もの(大 抵 は 一番 普 通 に用 い られ る もの)を グ ル ー プの最 初 に置 き、

また一 番重 要 な グル ープ を語 全体 の最 初 に置 く。 そ して,で きる こ とな ら,ど の よ うな語義 を も使 用

者 が それ を探 そ うと しな い よ うな位 置 に置 か な い,と い うこ とで ある。 』

これ に関 して私 が書 い た 「英 和辞 典 うらお もて 』の 中 で,私 の考 え を書 い て い るが,こ の ク ー ンの

考 え に賛成 で あ る。 た だ し私 自身 の好 み と して は,同 一 グル ー プ内 の配 列 の原理 と して は重要 度 だけ

で な く,可 能 な限 りで時代 的 関連 や 派 生 関係 を考 えた い 。

定 義 を構 築す る場 合 に重 要 な こ とをつ け加 えた い。 日本語 の場 合 に ど うな るか詳 し くは考 えて いな

い が,英 英辞 典 の場 合 につ い て,き ちん と した 辞書 は か な り厳密 に守 ってい る こ とが ある。 と くに動

`

詞 な ど他 の語 と結 び つ きや す い語 に つい て言 え る こ とで ある が,『 あ る動詞 に対 す る定 義 は特定 の文

脈 で当 該 の語 に代 入 す る ことが で き る よ うな もの で ある 』 とい うこ とで あ る。 例 え ば,他 動 詞 におい

て 目的 語 を採 るが,そ の他動 詞 に当該 定 義 を代 入 した場 合 に,元 の 目的語 が そ の まま続 く ようでな く

ては な らな い。 そ の他動 詞 を別 の他動 詞 で置 き換 え る場 合の みな らず,当 該他 動 詞 を,例 え ば(動 詞

+名 詞+前 置 詞)の よ うにい くつか の語 で定 義 した よ うな場 合 で も、形式 的 に代 入 して元 の 目的語 が

そ の まま続 く よ うで な くては な らない 。そ の点,実 用 辞書 では随 分 ず さん な もの が あ るが,OEDに

おい ては大体,こ の原 則 が守 られ て い る。 も ちろん,実 際上,定 義 を代 入 して英 語 ら し くな るか とい

うこ とは別 問題 と して,論 理 的 ・文 法 的 には代 入 で きる よ うに構 築 され てい る。

次 に,OEDが 触 れ て い る辞 書 の側 面 は 「用 法 」で ある。用 法 とは主 と して統語 上 の問題 で あ ろ う

か と思 う。つ ま り,語 の連結,言 い換 え る と「 ある語 が ど うい う語 を支配 す る か 上 「ど うい う成句

が あ るか 」,と い うことで あ り,こ の よ うな 側面 を扱 った辞 書 に 「語 法辞 典 」,「 慣 用辞典 」が ある。

次 の側面 は 同義 語 ・類 義語 で あ るが,こ の側 面 を扱 った辞 典 が 「同義 語辞 典 」,「 類義 語辞 典 」で あ

る。 続 い て,OEDで い って い る起 源 ・歴 史 で あ るが両者 は ど う異 る のか?起 源 とは,あ る語 の原
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形 で あ る。 それ では原 形 は ど こまで さかの ぼ って考 れ ば よいか?英 語 の場 合 で ある と英語 の 一番 古

い形 か ら,歴 史 以 前 まで さか のぼ る とゲル マ ン語 ・イン ドヨー ロ ッパ 語 ま で を起 源 とい う。そ うい う

祖 形 が歴 史 の過程 で の変化 をあ とづ け る もの を歴 史 といい,そ れ をた ど って位置 づけ る。 そ うい った

側 面 を扱 った辞 典 が 「語 源辞 典 」 で ある。

OEDの 「辞典 」の定義 の最 後 に,「 検 索 に便 利 な よ うに,語 は ある一 定 の順 序 に,現 在 で は大抵

の言 語 でアル フ ァベ ッ ト順 に,配 列 され て お り」 とある。 普通 の入 が使用 す る ものが これ で あ り,ま

た意 味 領 域 で わけ る 「分類 体 辞書 」が あ る。 こ こに い る我 々が普 通 に考 え 及ぶ もの と しては シ ソー ラ

ス が これ に当 る。

以 上,OEDにteけ る辞 書 の定 義 にそ くして,辞 書 が もつ様 々 な側 面 につ い て触 れた 。

これ らの側 面 は歴 史過 程 にお い て何 らかの形 で現 われ て くるの で英 国 に おけ る辞 書 の発 達 を簡 単 に

述 べ る。

ア ング ロサ ク ソ ンは449年 に ブ リテ ン島 に渡 って きた。 この 年 に,ヘ ンギス トとコルサ とい う族

長 兄 弟 に率 られた ジ ュー ト族 の一 団 が ケ ン トに上 陸 した。 もちろん彼 らは ラテ ン も し くは地 中海文 明

に接触 してい ない 。彼 らは もの ご とを書 き しるす 習慣 を持 って いな か った 。 た だル ーン文 字 とい う も

の を使 用 して いた が,こ れ は 金石 文用 の文 字 で あ り,石 とか金 属,ま たは動 物 の角,あ るい は木 片 に

先 の尖 った もので彫 りつ け た もの で あ り,物 事 の 記録 とい う実 用 的 な用 途 に は用 い られず,呪 術 的 意

味,あ るい は物 の製 作 者 の名 前 をそ の物 に記 す こ とに しか用 い られ ず,事 件 や文 学 作 品 を記述 す るな

ど とい うこ とには用 い られ な か った。 事件 や文学 的 な もの は彼 らの間 では 口伝 え で伝 え られた に過 ぎ

な い。以 上 の よ うな(物 事 を 記述 す る とい う)点 につ いて,画 期 的 な ことだ った のは,キ リス ト教 の

伝来 で あ った 。6世 紀 末 に北 と南 か らキ リス ト教 が渡 来 す る。 キ リス ト教 の伝 来 は,宗 教 上の 出来 事

に とど ま らず,彼 らに とって,地 中海 文 明 と接触 す る とい うこ とで あった。 そ してア ング ロサ ク ソ ン

は ローマ文 字 を取 入 れ て 記録 す る こ とを始 め た。 当時 ラテ ン語 は ヨー ロ ・パ に 拾け る国 際的 共通 語 で

あった。 当時 は文 献 とい うのは ラテ ン語 の文献 で あ った。 彼 らは ラテ ン語 の写 本 を読 む場 合に,当 然

の ことな が ら難 しい 言葉 に行 き当 る こと とな り,自 分 で写 本 を読 むの に役 立 つ よ うに,あ るい は,後

の人 がそ の写 本 を読 む時 の参考 に な る ように,も っ と平易 な ラテ ン語 や,自 国 語 つ ま り古 期英 語 で,

その写 本 に注解 を加 え た。 一 般的 に,あ る ラテ ン語 のテ キス トにつ い て行 間 に書 き込 ん だ注解 は,難

しい語 にな され てい る場 合 と,ほ とん どす べ ての語 にな され て い る場 合 と両方 あ る。 そ うい う注 解 を

一 ケ所 に 集 め た ら便 利 で あろ うとい うこ とで
,注 解集(glossary)が 作 られ た 。 これ が辞 書 の第1

歩 で ある。 この注解 集 に おけ る語 の配 列 は様 々で あ り,1番 原 始 的 な形 はそ のテ キス トに 出て くる順

序 に配列 す る とい うもの で あ った 。 少 し進ん だ形 は,単 語 の最 初 の1文 字(例 え ばA)の 同 じ語 を ひ

と まとめ にす る とい う方 法 で あ り,第2文 宇 目以 下は問 題 に しな か った。 も う少 し進 ん だ段 階 で は,

先頭2文 字 に よる配 列 が用 い られ た。 第3の 配列 法 と して は,主 題 別 に関連 の ある語 を集 めた ものが

ある。 これ を類 語 集(vocabulary)と い い,古 期英 語 の頃 か ら中期 英語 の時代 に至 る までい くつ か
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作 られ て い る。15世 紀 に な る と英 国 最 初 の英 羅辞 典 が作 られ た(1440年 頃)。 また,羅 英辞 典

が作 られた(1460年 頃)。 こ こに本 格的 な辞 書 が成 立 した。 そ の後,文 芸 復興 の新 しい気 運 に乗

って,16世 紀 には古典 ラテ ン語 の 辞書 の編 纂 が行 わ れ,そ して また,ヨ ー ロ ・パ の フ ランス 語,イ

タ リア語,ス ペ イン語等 を英語 で説 明 した辞書 が成立 した。

そ の よ うな わけ で,英 国 に おけ る辞書 は外 国語,つ ま り当時 の 国際 語 で ある ラテ ン語 を対 象 と した

辞 書 か ら始 ま り,近 代 の英 語辞 書,つ ま り国 語辞 書 一英 語 を英語 で説 明 した辞書 一の 成立 は もっ と後

にな る。

16世 紀 の中 頃 にな って最初 の英英 辞 典 が作 られ る。 しか し,初 期 の英 語 辞典 は難語(Hard

words)の 辞 書 で あった。そ うし(う難 語 辞書 の 編集 は18世 紀 に まで及ぶ わ け で あ るが,一 般 的 ・標 準 的

辞 書 は18世 紀 に発 達 す る ことに な る。現 在 までつ な が る本格 的 な辞 書 が作 られ る のは19世 紀 の こ と

で あ る。 そ の背景 と して ドイ ツ を中心 と した ヨー ロ ッパ にお いて歴 史言 語 学 の発 達 が あ り,歴 史的 な

原 理 に基 づい た辞書 と して 前述 したOEDが 登 場 す る。

日本 の場 合 は,多 少 英 国 の場 合 と事情 が似 てい る。 日本 は まず 中国語 か ら発 して,そ の中 国語 を 日

本語 で説明 す る,つ ま り,漢 和 辞典 を作 った 。そ して,そ の漢和 辞 典 に は部 首 に よ り分類 した もの,

あ るいは意 味表 示 に より分類 した もの が ある。国 語辞 典 が登 場 す るの は,そ の後 で あ る とい うこ とで,

英 国 の場合 と似 てい るわけ で ある。

最 後 に編 纂 の方 法,そ の具 体 的手 順,手 法 な どに つい て述 べ る。 辞書 に おい て最 も重要 なの は,意

味 と用 法 で ある と思 われ るの で,こ れ らにつ い て私 の編 纂 した岩 波 新英 和 辞典 にそ って簡 単 に述 べ る。

岩 波新 英 和 辞典 の 「は しが き」に も書 い た が,こ の辞 典 の性格 は,

『英語 の学 習 に強 い熱意 を い だい て い る高等 学校 や大学 の学生 諸 君 に も大 い に助 け に な る と と もに,

英語 の知識 を必 要 とす る各 界 の第一 線 に立 って活躍 す る実務 家 や我 々英 語 教 育 に携 わる者 に と って,

これ1冊 あれ ば少 な くと も当座 の用 が足 りる とい う小 型 の英 和辞 書 で あ り,鞄 の 中 に 忍 ばせ て車 中で

書 物 や新 聞 ・雑 誌 を読 む 時 に使 用 で き,ま た は,教 室 で英 語 をす るに値 す る小 型 の英 和 辞 典 』

とい うことを意 図 し,簡 単 に言 え ば,技 術 家や 教師 を対象 に した小 型 の扱 い易 い英 和 辞 書 とい うこ

とで ある。使 用 目的 や対象 に より,見 出 し語 の選定 が決定 され る わけ で,こ の辞 書 は,前 述 の性 格 の

もの で あるの で基本 的 には新 しい もの でな くては い け ない し,新 しい語 も含 まね ばな らない 。 同時 に,

教室 で使 うとい うこ とか ら現 在 の文 献 だ けで な く多少 古 い文 献 を読 む時 に も使 え る よ うに考 え た。 そ

こで重要 語 の扱 い を詳 し く しよ うと考 えた 。 た だ し,英 語 は我 々 に と って母 国語 では な い し,語 の頻

度調 査 を行 った わけ で もな い。 また,他 の所 で行 った頻 度調 査 を一 方的 に取 り入 れ る わけ に もい かな

い。 そ うい うわ けで我 々は,権 威 ある,し ば しば改正 されup-to-dateに な っ てい る辞書,あ る

い は新 た に刊行 され た辞書 を語 彙 選定 の参 考 資料 と して複数 選 び,ど の辞 書 と どの辞書 に収 録 され て

い る もの は取 り上 げ る,と い う選定 方法 を採 った。語 の配列 につい て は,本 来 な らば 多数 の例 文 を収

集 し,そ れ らに よ り語 義 の分 析 を行 い語 義 を決定 し,一 定 の方 法 に従 って配 列 す るわけ で あるが,こ
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れ も外 国 語 で あ るの で あ ち らの辞 書 に頼 ら ざる をえな い。 そ して,当 初 はTheAmericanHeri-

tageDictionaryoftheEnglishLanguage(AHD)を 第一 の 基礎 資料 と した。 そ の 理

由の第 一 は,AHDが コ ン ピ ュー タを利 用 して編纂 され てい る こ と,そ の第 二 は,米 国 で 出た ご く新

しい辞 書 で ある とい うこ とで ある。 しか し,AHDを 資料 と して使 用 してい る うちに,こ の辞書 が ま

った く信 頼 で きな い もの で ある こ とが わか った 。そ こで,校 閲 者 に,常 にOEDを 参照 して修 正 す る

よ うに指示 した 。今 日で は辞 書vaas・い て意義 素的 な分 析 が重 要視 され てい る が,OEDは,今 か ら

100年 以 上 も前 に,編 集 が開 始 された 時点 で,す でにその よ うな こ とを行 って いた 。

表2に,'例 と してOEDに おけ る副詞CtRound,,に つい て の意 義 分析 を示 した。 定 義 を 日本 語 に

直 し,簡 単 な例 文 を添 え て,意 義 の要 素 を示 し,図 式 化 した のが表2に ある もの で ある。

(tR
ound,'の 基本 的 意 義 は 「円 」で あるが,OEDは そ れ を大 き く1,皿 と2つ に分 け てい る。

OEDは ど うい う基 準 で1と 皿に分 けた か は書 い て いな い が,そ れ ぞ れ に むけ る定義 を逐次 読ん でい

くと,1は 「公 転 」す な わ ち回転 す る もの が回転 軸 をそ の 内に持 た な い場 合,]1は 「自転 」す な わ ち

回転 軸 をそ の内 に持 つ場 合,で ある こ とが わか る。表2に おい て 「意 義 の要 素 」は,運 動 の観 念 が含

まれ る もの に は 「+運 動 」t'含 まれ な い ものに は 「一運動 」で示 し,ま た,360。 閉 じて い る円 の

観 念 の もの に は 「+完 全 」,完 全 に閉 じてい ない ものに は 「一完 全 」で示 した 。

もちろん完 全 な もの で ない に して も,こ の時 代 にOEDは す で に語 義 の分 析 を行 ってい た,と い う

こ とが わか る。

先程 も述 べ た よ うに,OEDは 歴 史 主義(語 義 の生 起 した年 代 順 に配列 して い く)で あるが,意 義

の分析 を行 ってい る よ うに,い わ ゆ る論理 主義 と歴 史 主義 とは必 ず し も矛 盾 す る もの ではな い 。 つ ま

り,一 つの語 義 を認 定 す るの は難 しい こ とでは あ るが,OEDに お いて は,語 義番 号1,2,… の中

で は,一 応年 代 順 に な ってい る。 た だ し下位 の語義 番 号 の間 で は必 ず しも,年 代 順 に はな ってい な い。

例 えば,1-b(1613年)は2-b(1836年)よbも 初 出 が新 しい 。 この よ うにOEDに お

け る語 義 の配 列 は歴 史 主 義 と論 理 主 義 の組 み合 わせ にな ってい る と考 え て も よい。 以上 のOEDに お

け るt"Round,,の 定 義 を分 類 してみた のが,図 に示 した もの で あ る。 左 側 の分 類 は,公 転/自 転 に

よ りまず分類 してみ た もの で あ り,右 側 は,ま ず運 動 の観 念 が あるか な いか に よ り分 類 してみ た もの

で ある。

以 上見 て きた よ うに,私 は,現 在 刊行 され て い る辞典 の 中でOEDほ ど秀れ てい る もの は ない と考

え てい る。 も ちろんOEDに も様 々 な欠陥 は あるが全体 と して見 る とOEDほ ど秀れ てい る もの はな

い。 この よ うな理 由 で英 和 辞典 作 りに際 して も,OEDを 大 い に参 照 させ て もらってい る。
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表2 OEDに お け るRoundadv.の 意 義分 析(基 本 的意 義 は 「円 」)

語義番号 定 義(初 出年代) 例 文 意 義 の 要 素 図 式

1

公

転

五

自

転

1 ぐ る り と回 っ て,一

周 して,循 環 して;

(時 が)め ぐ っ て

a1290

go～and～inacir-
cleぐ る ぐる と輪 を描 い て回 る

/Summerwillsoon

come～again.間 も な く

夏 が 再 び め ぐ っ て 来 る

働 +完 全(360')

○
b (一巡 して)皆 に わ

た る よ うに

1613

Thereisjusteno㎎h

caketogo～ ち ょ うど 皆

に わた るだけ の菓子 が ある

e 初 めか ら終 りまで;

ず っ と,… 中1753

alltheyear～ 一 年 中

f 巡 回 〔巡 遊,巡 訪 〕

して1821

showsb.～ 人 を あ ち こちに

案 内 す る

9 動 き回って1890

2 ぐる りと囲 ん で;ま

わ りに

a1290

aroomhu㎎ ～withport-

raits壁 にず ら りと肖像 画 を か

け た 部屋

鋤 碓
㎜ ○

b 輪 〔円 形 〕 をな して

c1386

〔周 囲 が 〕 alog3fcct～ 周 囲3フ ィー

トの丸 太

3 (中心か ら)あ らゆる

方向に,到 る所 に,あ

ちこちにc1440

鋤 会
σ周上の鳶

'◆、
'へ

1×,
、 ρ

・・'

b (中心か ら)四 方 に向

かって測 って1650

alltheneighborsfora

mile～1マ イル 四方 の全 住民

迂1～、
、べじ、

C 近 くに,辺 りに1785 (i)

4 回 り適 して1668 goalo㎎way～ 随分 回 り道

す る

働 唯

(<360Q) ぐ)

b 自分のいる場所へ 〔か

ら〕,出 向いて1698

asksb。 ～ 人 に こ ち らへ 来 る よ

うに言 う/Orderthecar～

車 を(玄 関)に 回 させ て くれ

6 ぐる ぐる回 って,回 転U

てc1500

Vぬeelsgo〔turli〕 ～

車 輪は 回 転す る

+完 全(360心) @
8 反対側に,反 対方 向に

a1765

Heturned～ 向 き直 った/

Don'tlook～.

振 り返 るな

一完 全(180。)

吻
b 反対の意見 〔態度 〕に

1825

talksb.～ 人 を説 得す る
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「円 」▲
1公 転 皿自転

へ 「＼
+運動 一運動 ⑥+完全 ⑧一完全

/＼N600)(1so5
①+完 全 ④一完 全 ②+完 全 ③一完 全

(360う(<3603(円 周)(円 周上 の点)

「円」へ
+運 動 一運動

く へ
公転 自転 ②+完 全 ③一完全

/＼＼ ＼
⑥+完 全 ⑧一完全①+完 全 ④一完全

図.
〈CR

ound,,の 定 義 の 分 類

〔質疑応答〕
■

Q1,今 ま での辞書(例 え ばOED)の 歴 史 的変 遷 をお話 しい た だい たが,こ れか らの辞書 は ど うあ る

べ きか,今 ま での辞 書 の 不足 してい る点 は どん な所 か,そ れ は と り もな お さず辞 書 の未 来像 とな

る と思 い ますが,い かが お考 え で しょ うか?

A1.冊 子 体辞 書 を考 え る限 りは,意 義 素的 な分 析 を よ り徹 底 して お こな うこ と。 そ れか ら,こ れは

英 語 辞書 の場 合 で あるが,学 習 辞 典 に ある よ うな文 型 の表示(例.SVOな ど)やcountable

/uncountableの 区別 等 に つ い て よ り厳 密 ・体 系的 に理 論的 な 究明 を加 え る必 要 が ある。後者

に関 す る動詞 を中心 と した分 析 は,LOngmanのLDOCEで は 非常 に詳 し く行 われ てい る。

OEDに おい ては,必 ず しも体 系的 では ない が かな り細 か く分 析 され てい る。

Q2.「 意 味 」と 「意 義 」の差 異 は?

A2.表1に ある限 りに おい ては差 異 は ない 。詳 し くは,使 用 され る文脈 ま で考 えねば な らな い。

Q3,「 用 法 」 と 「用 例 」の差 異 は?

A3.「 用 法 」…主 と して語 と語 の結 び つ きな ど,統 語 上 の問題 点 を示 す 。

「用例 」…項 目を なす言 葉 が ど うい う文 で使 用 され てい るかを示 す 。

Q4、 語釈 は ど こまで詳 し くす れば よいの か?

A4.語 釈 に おい て使 わ れ る言 葉 を見 出 し語 にす べ きか,に つい ては,理 想 的 に は現 出す る語 は すべ

て載 せ るべ き で ある が,現 実 に は難 しい 。
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Q5.「 読 み 方 」 と「発 音 」の差 異 は?

A5.「 読 み方 」 とは漢 字 の 読 み方 が念 頭 にあ るの では ない か。

Q6.頻 度調 査 の 問題 点 は な に か?

A6・ ① 中間 頻度 を持 った もの に対 しては,頻 度調査 を絶 対的 な もの と,と らえ る こ とは で きな い。

②文 学 作 品 の中 に出 て くる語 な どで,頻 度 の低 い語 で も,採 用 して もよい場 合 が あるの で はな

い か?

Q7.独 自の語 義 分析 とい う もの は,ど の くらい行 われ て い るの か。

A7.英 和 辞書 では ほ とん どす べ てが 先行 辞書 の引用 で ある。英 英 辞 書 で も,先 行 辞 書 に配 列 を変 え

る とか して,少 し手 を加 えた程 度 の場 合 が多 い。

Q8.新 語 を考 えた場 合,見 出 し語 の 選定 は 先行辞 書 に頼 っ てば か りい られ ない と思 うが現実 には ど

の よ うに行 われ て い るの か?

A8.エ デ ィタ ー-VCも よるが 良心 的 辞書 の場 合は 選定 作業 を行 ってい る。 また 新 語辞典 とい うもの が

ある が,私 の辞 書 もそ れ を参 考 に してい る。新 語 または語 の新 しい用 法 につ い て(何 しろ外 国語

の こ とで あ るの で)そ の意 味 を定義 す るのは 自信 が もてな い し,独 自に定 義 す るの は難 しい 。 ま

た,そ の新 しい語 の 将 来 の使 用頻 度 や用法 の見 極 め が難 しい。

Q9.現 在 の辞 書 作 りに,言 語 哲学 あるい は言語 学 が反 映 され てい るの か?

A9.い ろ い ろな辞 書 を見 て も反映 され てい ない。

①OEDで の厳 密 な語 義 区分 の方 法 につ い て,英 国 で編 集 当 事者 に聞 い て も,日 本 の英 語 の語

選定 の 専門 家 に 聞 い て も,「 方 法 」は知 らな い と言 ってい る。OED全 体 と してみ る と語 義

区 分 は一 貫 して い る。 従 って内 部 資料 はOED関 係 者 に渡 ってい る と推察 す る。

② 日本 の国 語辞 書 で も欠 陥 が多 い 。辞 書学 の理論 と辞 書 作 りの現 場 は結 び つい てい ない と聞い

て い る。

Qlo.岩 波 新英 和 辞典 はOEDを 参 考 に してい る よ うだ が,図 に あ るc(Round,'の 体 系図 の よ うな

構 造化 した もの を作 成 され た の で し ょ うか?

この体 系 図は我 々 の プ ロ ジ ェク トに非 常 に参考 にな ります 。・

A10,こ の体 系図 は私 の頭 の 中で考 えた もの で ある。OEDで は マ レー一氏 の よ うな優 秀 な入 が 編纂 の

指 揮 を とってい た(の で,こ の よ うな体 系 的 な語義 区分 が達 成 で きた の だ と思 う)。 「岩 波新 英

和 」で はOEDそ の まま でな く,私 自身 の判 断 で考 えた部 分 が あ る。OED本 体 は古 い時代 に編
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纂 され た もの で あ る し,ま た 長考 の末,米 語 も採 り入 れ る こ とに した。

Q11.一 般 論 と して辞 書 改訂 に は長時 間 かけ る べ きか?

A11.理 想 的 に は どん どん 改訂 してい っ た方 が よい 。言 葉 に よって,変 りや す い もの と変 りに くい も

の が ある。全 体 と しては,辞 典 の性 格 に よるの で は ない か。例 え ば学 習 辞書 は新 聞 ・雑 誌 を読 む

た め に使 う用 途 で はな い の で余 り改 訂 す る必 要 は ない と思 う。
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資料21COTに おけ る辞 書 の 研 究 につ い て

新世代コンビ"一 夕技術開発機構(ICOT)

研究所第二研究室 横井 俊夫 室長

1.動 機

何故,第5世 代 プ ロジ ェク トで電子 化辞 書 を作 成 し よ うとす るの か?

そ れ は,第5世 代 プ ロ ジ ェク トの中 で,知 的 イ ン タフ ェー ス とい うテ ーマ に一 応 くくられ てい る

が,自 然言 語 処理 は 知的 処 理 の根 幹 にか か わ るテ ー マ で あ る。 しか も,自 然言 語処 理 とい うテ ーマ

に おい て も,単 に個 々の シス テ ム の開発 のみ では な く,本 格 的 使 用 に 耐 え うる第5世 代技 術 の1セ

ッ トを作 ろ うと してい る。 した が っ て,そ の た めの基 礎 と もな る べ き辞 書 も,中 途半 ば な もので は

な く,本 格 的辞 書 作 りを志 向す る こ とに な った。

2.経 緯

第5世 代 で電子化 辞書 を作 成 す る ことにな ったが,数 万語 も初 めか ら収 集 す る のは 困難 で あ る こ

とか ら,冊 子体 辞 書 の出版 社 が 所有 して い る辞 書 情 報 を元 に,電 子化 を行 うこ とにな り,数 社 の 出

版 社 に当 っ てみ た。 固辞 す く出版社 もあ った が,情 報 の電子 化 の流 れ の 中 で大 きな変 化 を受 け るの

は 出版社 で あ ろ う と言 わ れ てい る折 で もあ り,積 極 的姿 勢 の 出版 社 もあ り,コ ン ピュー タの メ イ ン

フレ ーマ と共 同 で電 子化 辞 書 を開発 す る体 制 が整 った の が昭和59年7～8月 頃 で あ った 。

3.内 容 ・体 制

3年 間 で,以 下 に示 す体 制 に より各5万 語 の電 子 化辞 書 を計4本 作 成 す る ことにな った 。1本 当

り3年 間 の 開発 費 は約2億5千 万 円 で あ る とい う計 画 とな った 。

辞 書 メ イ ン フ レ ー マ 出版社

1.日

2.英

3.和

4.英

語

和

英

謡

本 日 立

東 芝

富 士 通

富 士 通

(未 定)

学 研

旺文社

旺文社

また,ICOTの 電子化辞書を検討 し推進するため,茨 城大学教授であり,言 語学者である石綿

敏男先生を委員長 とする委員会を設置 した。
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4.移 行

第5世 代 プ ロジ ェク トは予 算 が大 きい と一 般 に考 え られ てい るが,テ ーマ数 も多 く,辞 書 作 りに

割 当 て られ る予 算 は 十分 では なか った。

そ こで別 の形 態,予 算 枠 で の新 しい研 究 ・開発 事 業 と して 計画 が進 め られ てい る。 この計 画 が決

まれ ば,ICOTに おけ る

辞 書 作 成 事業 は昭和60年9月 を もって終 了 す る こ とに な る。

ちなみ に,ICOTで の辞 書 作 成 は,(最 重要 語1千 ～2千 語+シ ソ ー ラス)の 辞書 と,逐 次型

推論 マ シンPSI上 で の辞書 作 成 支援 ソ フ トウ ェア の作 成 で ある。 新 しい 事業 となれ ば,辞 書 の規

模 も,も う一 段 拡大 し,概 念 体 系,概 念 記述 等 の高 度 な研 究 も含 まれ る こ とに な る。

5.私 見

プ ログ ラム言 語 は,万 国共 通 の 言語 で よい が,情 報処 理技 術 は 出来 る限 り,そ れぞ れ の国 の 国語

で表 現 で きる よ うに した い。 例 えば,ド キ ュメン トコメ ン ト,変 数 名,等 は 日本語 で表現 す べ きで

あろ う。

逆 に言 うと,日 本 は ガ ソ リンが無 くて困 った と同様 に,ttこ とば"で 苦 労 してい るが故 に,Ctこ

とば"に 対 す る技 術 こそ 日本 の有 力 な武 器 にな り うる と考 え る。

〔質 疑応 答〕

Q1.電 子 化 辞書 の現 在 の 問題 点 は?

A1.語 彙 数 か ら,中 の仕 組 か ら,す べ て見 直 す気 運 に あ る。 一 般 用語 の語 彙 数 も増 した い と考 え て

hるo

Q2.最 重 要語1千 ～2千 語 の 選択 は いか にす るの か?

A2.各 メ 』 カに まか せ た。 例 え ば,冊 子 体 辞書 で星 印**が つ い てい る語,等 が考 え られ る。

Q3.「 語 」の例 を示 して くれ?

A3.昭 和59年 度ICOT報 告 書 に掲載 され てい る。 また,今 年10月 末 に磁 気 テ一品ブ化 された 辞

書 が 出来 上 る。

Q4.一 般 に,辞 書 を引 くの は,そ の語 が わか らな い か らで あ る。 そ の意 味 か ら も,国 と して は,専

門用 語辞 書 の 開発 を重 視 す べ きで あろ うと考 え る が,い わ ゆ る基 本辞 書 と専 門用語 辞書 の切 り分

け はい か に行 って い るの か?

A4.基 本用 語 は,現 行 の(冊 子 体)辞 書 を生 か す ことに して い る。

機 械翻 訳 等 の 自然 言語 処 理 技 術 か らの要 請 が研 究開 発 の動 機 で ある か ら,む しろ基 本語 の 方 が
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よ り重要 で あ る。

Q5.シ ソー ラス は開発 す るのか?

A5.昭 和60年9月 ま でに 開発 した シ ソ一一ラス は,

り本 格 的 な シ ソー ラス を作 る予 定 で あ る。

あ くまで参考 的 な もの で あ り,今 後3年 間 で よ

Q6.専 門 用語 辞書 作 りに必 要 な の は,ど うい う分 野 の 人 か?

A6.言 語学 者,情 報処 理 技術 者,目 的 とす る分野 の 専 門家 で ある。

Q7.新 しい事 業 で,作 る予定 の辞書 の提 供 形態 は?

A7.磁 気 テ ー プに よる提 供 をまず考 え てい る。

Q8.辞 書 の規 模 を5万 語 と したの は何 故 か?

A9携 帯 用(冊 子体)辞 書 の収 録語 数 をメ ドと した 。
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資料3機 械翻訳 システ ムの評価 と利用 法

電力中央研究所

寺野 隆雄 研究員

1.動 機

財 電 力 中央 研 究 所 では,大 量 の技 術文 書 の翻 訳作 業 を省力化 ・効率化 す る必要 が あ る こ とか ら,

其 日機 械翻 訳 シス テ ム(富 士通ATLAS-1)の 評 価 実験 を行 い,現 在 の 技術 レベ ル で適 切 な利

用方 式 を探 った 。'

2.機 械 翻訳 シス テ ム の特 徴

現 行 の機 械 翻訳 システ ムに は,種 々の あい まい さを解決 す るた めの 自然 言 語処 理技 術 上 の制 約 や,

シス テ ム の使価 やCPU時 間等 の コス ト上 の制 約 な どが ある。 ユ ーザ 自 らが そ の能 力 と限 界 につ い

て十分 な認 識 を持 って シス テ ム を使 い こな して い くこ とが重要 で ある。

今後 数 年 間 は,機 械 翻 訳 シス テ ム を翻 訳 の支 援 に用 い人 間 が機 械 翻訳文 を修正 して読 み や す くす

る とい う使 い方 が中心 とな ろ う。

そ の場 合,と くに専 門分 野 別 辞書 の充 実 が翻 訳性 能 に深 くかか わ って い る。

(
ユ

ー

ザ

ー

)

利 用 ツール

翻 訳 辞書

・一 般用 語 辞書

・専 門 分野別 辞書

・一般 用 語辞 書

(
メ

ー

カ

ー

)

・翻 訳 方 式 の改 良

・性 能 の改 善

機 械翻 訳 シス テ ム の利 用 体 制

3.ATLAS-1に よる機 械翻 訳 の 実 験 とそ の評 価

以 下 の条件 で評 価 実験 を行 った。
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・対 象 シ ス テ ム

・例題 英 文

・評価 尺度

・翻 訳 手 順

・判 明 事項

其 日自動 翻訳 シス テ ムATLAS-1(基 本辞 書5万 語,文 法7千)

EPRIJourna1(米 国 電 力研 究 所)の 記 事 ア ブス トラク ト12編

o英 文(入 力)の 複 雑度一夕Fog-Countに 基 づ く尺度

o日 本 文(出 力)の 読 み易 さ→ 理 解 容 易性(5段 階)

o日 本 文(出 力)の 複雑 度→ 忠 実 度(7段 階)

O翻 訳 コス ト

次 の① ～④ の4つ の手 順 に よる翻 訳 結果 を評価 した 。

① 入 力 テ キス トの一 括 翻 訳

② 入 力 テ キス トと翻 訳 用 辞書 の対 話修 正

③ 編 集 済 み辞書 に よる一 括 翻訳

④ 人 手 に よる翻 訳(比 較 用)

① 機 械 翻訳 シス テ ム は一 応 利用 可能 な レベ ル に達 して い る。 そ して原文 の対 象

分 野 に あわせ て翻 訳 用 辞書 を整備 す る こ とで比較 的 容 易 に訳文 の品 質 を向上

させ る ことが可能 で ある。

② 入 手 で原文 の入 力 を行 う限 り,そ の作 業 時 に は必 ず ミス が発 生 す る。 また,

原 文 自体 につ づ り違 い や文 法 的 不備 な ど,さ ま ざまな誤 りが存在 す る こ と も

多 い 。 した が って機 械 翻訳 シス テ ム を実 用化 す るに は,こ のた め の対 策 を十

分 考慮 してお くこ とが重 要 で あ る。

③ATLAS-1の 対 話 処 理機 能 は 改善 の余地 が多 い。 そ れ は大型 計 算 機 の

TSS環 境 の操作 性 の悪 さ と,翻 訳 実 行速 度 の遅 さの2つ の問題 に起 因 す る。

対 話 処理 の操 作性 が ワー ド ・プ ロセ ッサ の レベ ル まで改善 され れ ば,現 状 の

シス テ ム で も一般 利 用 者 が 十分 活 用 で きる もの と考 え られ る。

④ATLAS-1の 辞 書 編 集機 能 は,既 存 の機 械 翻 訳 シス テ ムの 中 で は非常 に

優 れ て い る。 しか し,そ れ で も,辞 書 の追 加 や修正 の作 業 はか な り難 しい 。

ATLAS-1で 採 用 され た機 械 翻訳 の基本 方 式 を理 解 す る こ とは もち ろん

の こ と,そ れ に加 え,対 象 分野 の専 門知 識;計 算 機利 用全 般 に関 す る知識;

英 語 な らびに 日本語 の 素養 が必要 とな るため で ある。

4.機 械 翻 訳 シス テ ム を導 入 す る場 合 の留 意 点

上 記 留意 点 と して,(i)利 用者 が実 際 に翻訳 した い文章 に よるシス テ ムの評 価 を行 うこ と,(ii)シス

テ ム の利 用 者層 ・利 用 目的 の明確化,(iii)基本辞 書 ・専 門用 語 辞書 の整備 に よる シス テ ムの チ"一 一ニ

ング,IV)利 用体 制 の確立(翻 訳利 用 者 とシス テ ム管 理者 の分 担)-Dミ 指 摘 された 。

また,再 三 に わた りそ の重 要性 が指摘 され た専 門用 語辞 書 の整備 手 順 につ い て も説 明 が あ った 。

① 原 文 の分 析一⑫ 専 門用 語 ・抽 出分 類→ ③専 門用 語 ・訳語 付 け→ ④ 専 門用 語 ・翻 訳辞 書 化→ ⑤ 専 門
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用語 辞書 のチ ューニ ン グ

〔質疑応答〕

Q1.商 用 機械 翻 訳 システ ムで ユ ーザ が さわれ る辞 書 の編集 に も専 門 家 が必 要 とあ るが,こ の場 合 の

専門家 の範 囲 は?

Al。 当該 専 門分 野 の用 語 が わか り,あ る程 度翻 訳 シス テ ムの 原理 を理解 してい る人 で あ り,言 語学

者 とは異 る。

Q2.辞 書 の さわb方 は?

A2.メ ー カ提供 の辞 書 は一 般 ユ ーザ は不 用 意 にい じらな い方 が よい 。 ユ ーザ辞 書 につ い て も辞 書 に

よ りさわれ る者 の 資格 を設 け る必 要 が ある。

Q3.同 じ文 法 カテ ゴ リー で も意 味 が違 う場 合 は ど うす るか?

A3.こ の システ ムで は,1つ の カテ ゴ リーに は原則 的 に1つ の訳 語 しか つ け られ な い。専 門用 語辞

書 の切 替 え(具 体 的 には引 い て くる優 先順位 を変 え る)で 対 応 す る しか な い。 現在 の と ころ翻 訳

コス トを見 る と,人 手 に よる方 が一 次入 力文 よ リコス ト的 に良 い 。 しか しこれ は,初 期 の 日本 語

ワー プ ロに見 られ た状 況 に よ く似 てお り,現 時点 で シス テ ム を導入 して もい ちが い に不 利 とは言

え ない 。そ れ は次 の理 由 に よる。 第1に シス テ ム に よる方 が翻訳 ス ピー ドが速 い こ と。第2に,

2～3年 すれ ば シス テ ム のハ ー ドウ ェア価 格 が低 下す る と考 え られ る こ と。

Q4.本 文 と要 約文 では 複雑 度 が異 る と考 え られ るが比較 した か?

A4.比 較 は多 数行 い,複 雑 度 に大 きい相 違 は見 られな か った 。

Q5.専 門辞 書 の分 野 分 け に お い て,テ ー マ と して の分野 とカテ ゴ リー と して の分野 をい か に区 別 し

て い るか?

A5.区 別 す る ことは重要 で あ る。 しか し,そ の分 類 方 法 は現在 の と ころ見 え て いな い。

Q6.Muプ ロ ジ ェク トで は,語 の 多 義性 を回避 す るた め,語 に分 野 コ ー ドをつけ て,初 め に利 用者

の分 野 を 向 うとい うシステ ムの 作 り方 を志 向 しつつ ある。そ うす る と,

とな り,文 部省 の専 門用 語 分 類 作 業 と並行 して進 め ね ばな らな い。

ATLASで は,1語1訳 を改 良 す る予 定 は聞 い て い るか?

A6.ATLAS-1は,辞 書 引 き1回 な ので原理 的 に 不可能 で あろ う。

"分 野,,と は何 かが 問題
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Q7.機 械 翻訳 シス テ ム改 善 で,ど うい う所(高 級 また は泥 くさい)に 力 を注 ぐべ きか?

A7.』 泥 くさい所 に力 を注 い でほ しい。(例:ttas,,==t〈 時,,ま た はCt比 喩,,)

原 理 は簡 単 で も手 間 を かけ た 方 が良 い翻訳 が得 られ る。
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資料4

自妖言語解析用辞圭

アンケー ト調査票

財 団 法 人 日本 情 報 処 理 開 発 協 会
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目 次

1.プ ロ ジ ェ ク1-一及 び 辞 書 シ ス テ ム の 概 要

2一 辞 書 の 概 略 及 び そ の 内 容 に つ い て

3一 辞 書 の 作 成 に つ い て

4.辞 書 の 運 用 に つ い て

5一 辞 書 の 他 の プ ロ ジ ェ ク ト及 び 他 の シ ス テ ム と の

共 用 使 用 に つ い て

6.そ の †也
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

以下の事項の記入をお願いいたします。

記 入 年 月 日

:

フ ェ イ ス シ ー ト

アンケート調査にご協力いただき、ありがとうございます。調査に御回答 くださる前に

貴社及び機関名

所 在 地

所 属

御 芳 名

.御連絡先(電 話)露

その他、ご意見など
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1.‡lwu各

1.フ'ロ ジ ェ ク トに つい て

プ ロ ジ ェ ク ト の 正 式 名 称

プロジェクト参加機関名(複 数の場合)

プ ロ ジ ェ ク ト の 性 格 ・目 的
〔例〕○○の助成金により、○○の確立を

目指す、○○との共同研究

2.シ ステムについて

*当 該辞書を使用しているシステム(自 動翻訳 システム等)に ついてお答え下さい。

(1)

{2}

システムの正式名称

システムの種類

a) (自動翻訳、データベース作成 ・検索等)

b)シ ステムの目的(実 験システム、商用 システム、その他)

c)シ ステムの特徴について簡単に記入して下さい。

〔伽 毎時○万語の英田翻訳を○○%の 変換精度で行う。

d)使 用計算機システム

機種

OS

開発プログラミング言語

e)シ ステムの大きさ

データの容量

プログラム容量

その他
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f)シ ステムの機能概要(機 能図)を 記入して下さい。
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1][一 機 械 可 読 辞 書 に つ い て

1.機 械可読辞書の正式名称

2.機 械可読辞書の作成日(作 成期間)

3.機 械可読辞書の種類

(既存の冊子体辞書の機械化読化、機械翻訳システムの解析用辞書 等)

4.機 械可読辞書の種別(日 本語、和一英、英一和、英語 等)

5.辞 書の内容について

a)機 械可読辞書の現時点での対象分野ごとの収録単言辞 数及び、今後の予定件数について記入 し
て下さい。

分 野 収録単語数 予 定 件 数

一 般

'

専 門

,
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`

b)収 録単語の今後の予定について記入 して下さい。

!

6.デ ータ構 造 につ いて

*a)～d)ま で に つ いて お 答 え下 さい。 記入 は、p5～p8の 記入欄 にお 願 い致 しま す。

a)デ ーク項 目

当該機械可読辞書のデータ項目、及び各データ項目の機能 ・目的等について別紙1・ 別紙2を
参考にして言臥 して下さい。

b)各 データ項目の内容構成

各データ項目の内容構成について、その詳細を男1紙3・ 別紙4・ 男1孫氏5を 参考にして記入して
下さい。例:① 見出し語に対する収録語の種類

②品詞分類
③意味マーカ、及びその体系
④格フレーム、及びその体系 など

c)各 デ ー タ項 目 のデ ータ フ ォ ーマ ッ ト

各データ項目のデータフォーマットを記入して下さい。

d)辞 書 の フ ァ イル フ ォー マ ッ ト

当該機械可読辞書のファイルフォーマット、及び各データ項目間の論理構造について、別抵旦
を参考にして記入 して下さい。
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一226－

a)デ ータ項 目



b)各 データ項目の内容構成
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c)各 デ ータ項 目の デ ーク フ ォー マ ッ ト
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d)辞 書 の フ ァ イル フ ォ ーマ ッ ト



皿.辞 書 の 作 成 に つ い て

1.機 械可読辞書の作成及びメンテナンス体制

a)機 械可読辞書の作成及びメンテナンスについて、どんな体制を敷いていますか?

〔例〕出版社と共同、入力についてはA社 と共同など

b)当 該機械可読辞書の作成体制について、以下の項目についてお答え下さい。

〔例 〕

人員構成 言…吾拳玉享P弓家 ○()名
↑青幸拠1里}支持渚 ○()名

(人数 ・資質) イ ンプ ッ トオペ レータ ○ ○名

○○○○ ○○名
○○○○ 外注

工数(人 月)

経費
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c)当 該辞書のメンテナンス体制について、以下の項目にお答え下さい。

容内以ナ冴メ

鍍

願事以ナ冴メ

)囎ぱ繊順

'

費経
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2.辞 書の作成手順

当該機械可読辞書について、どのように作成しておりますでしょうか?
その作成作業の手順の概略を記入 して下さい。

3.収 録単語の収集方法

当」亥機械可読辞書に収集されている単語は、どのようにして収集していますか?そ の収集方法につ
いてお答え下さい。
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4.収 集単語の分類作業

a)収 録する単語の収集から分類、各種マーカの付与に至る作業手順の概略を記入して下さい。

b)収 録単語の選定基準について記入して下さい。
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5.機 械可読辞書管理 システム

当該機械可読辞書の作成 ・メンテナンス作業(入 力、追加、修正、訂正など)を 行うシステムにつ
いて、その機能概要を男|紙7を 参考にして記入して下さい。
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6.入 力方法

聾禦 競闘誓麟㌍2涜!讐 雰竺ξττ循議≧最)'㌫甥 昧蛎歪ξ;
ら、 滴 寸して 下 さ い。

7.機 械可読辞書の作成 ・メンテナンスに於ける方法論、及び今後の作成 ・メンテナンス体制について
の予定、問題点、意見等をお書き下さい。
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IV.辞 書(シ ス テ ム)の 運 用 に つ い て

1.主 なユーザについて

a)社 内、商用、その他

b)ユ ーザ数

b)主 な ユ ーザ の使用 分野

〔例〕電力関係、原子力関係、通信関係

2.シ ステムの利用に於けるエンドユーザ側の機械可読辞書の操作可能部分と操作方法

a)辞 書の登録 ・修正 ・改良に関して、どのような体制になっていますか。

(エンドユーザに任せている ・エンドユーザと協力体制を敷いている ・その他)
(エンドユーザカ操 作可能の場合、エンドユーザ用に提供しているマニュアルがありましたら
添付して下さい。)

b)エ ンドユーザによる、辞書の修正(書 き換え)・ 追加可能部分及びその方法についてお答え下
さい。

修正 ・追加可能部分 そ の 方 法

c)シ ステムの辞書以外の部分で、エンドユーザカ操 作可能な範囲についてお答え下さい。

d)エ ンドユーザによる、辞書の実際の操作内容について、その状況を具体的にお答え下さい。

e)エ ンドユーザによって辞書が追加 ・修正 ・訂正された場合、その権剥(著 作権 等)は どのよう
に扱われますか。
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V.当 該 辞 書 の 他 プ ロ ジ ェ ク ト、 及 び 他 シ ス テ ム と の
共 用 使 用 に つ い て

1.当 該機械可読辞書を他のプロジェクトあるいは他のシステムと共用使用する場合、どのような問題
が生じると思われますか。

2.共 用使用を前提とした場合、機械可読辞書の作成及びメンテナンスを行う上で、考慮すべきだと思
われる点があればお書き下さい。

3.提 供可能性、及び提供方法について

a)当 該機械可読辞書が、有償あるいは無償で外部に提供される可能性はありますか。

b)提 供される場合の条件がありましたら、お答え下さい。

c)ど のような媒体で提供されますか。

d)有 償の場合、提供価格はどの程度とお考えですか?
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が あ りま した ら御 紹 介

 

－
VI.関 追 追*斗 、 …参 考

下 さ し、。
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